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147 2 V-22 • 23 
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241 下から 6 と 7 EP 
........ 

263 下から5 編年図参照のこと

正誤表 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

正

第4 部 （土坑．陥し穴以外） _ _ _ _ _ _ _ _—- 中沢 悟

第4 部 （土坑．陥し穴） _ _ _ _ _ _ _ _ _ ＿―-菊池実

第4 部 （土昂埋設小穴・土坑．陥し穴

グリッド出土遺物） 一―- ---------- 226 

(I) 奈良時代を中心とした土岩群について —- ---- 294 

(2) 奈良•平安時代の律令制下における土翡生産体制

の確立から崩壌への問題について —- ------ 314 
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.......................... 

(7) の報告書P40の5区5号住居址26~30の土岩を意味する．
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村主遺跡 3 号住居跡鼈（ほほ使用時の状態を保っている。）
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村主遺跡 8 号陥し穴（底面から 3 本の逆茂木が検出されている。）
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序

関越自動車道は群馬県を南北に縦断する形で建設されました。月夜野バイパス

は国道17号から関越自動車道への連絡道路として建設されました。

本書で報告します大原 11 遺跡、村主遺跡はこの建設に先行して実施されました。

本遺跡地周辺は奥利根地方における越後の国との交通の要衝で、原始古代から連

綿と生活が続けられた地域であり、群馬並びに新潟の歴史究明のための重要な遺

跡地の所在する所であります。

調査によりまして縄文時代の陥穴22基について新しい知見を得ることが出来ま

した。また弥生時代の住居 3 軒、奈良時代の住居18軒、平安時代の住居16軒、そ

の他の遺構について調査し貴重な資料佐得ることができました。また遺跡名とも

なっている村主（すぐろ）は古代の伝統を受け継ぐ地名でもあります。

発掘調査ならびに整理事業実施にあたり、ご配慮を項きました群馬県教育委員

会、建設省の方々のご協力に感謝します。また事業実施に直接あたられた方々の

労を多とします。

終わりに、本報告書が資料として皆様に広く活用され、この地方の原始古代解

明に多少なりとも神益するところあれば幸甚であります。

昭和61年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例ロ

1. 本書は一般国道17号線（月夜野バイパス）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は 3 年計画で行われ、今回の調査は最終年度にあたる。

3. 事業主体は、建設省である。

4. 調査主体は、群馬県教育委員会及び財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団であり、下記により実施した。

調査期間 昭和58年 4 月 25 日～昭和58年11 月 3 日。なお引き続き 59年 3 月 31 日まで基本整理及び概報

作成のための作業を行った。

調査組織指導・事務担当

小林起久治・白石保三郎・松本浩一・大沢秋良・細野雅男・国定 均・笠原秀樹・須田

朋子・吉田有光・柳岡良宏

調査担当

相京建史 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査研究員

中沢悟 同 上

菊池実 同 上

斉藤利昭 同 上
おおはら

5. 調査地域は利根郡月夜野町大字上津字大原地区であり県道小日向・上津・沼田線を境に、東側を大原 II
すぐろ

遺跡 (E 地区）、西側を村主遺跡 (F地区）と呼称し、調査の対象とした。昭和48年の県教育委員会による

上越新幹線発掘調査で大原遺跡の名称が使用されているため、 E地区を大原 II 遺跡とした。

6. 発掘面積は、 E地区約5, 520m2 、 F地区約 9, 500m2で総計約15,020m2である。

7. 本書の遺構写真は、相京建史、中沢悟・菊池 実が撮影した。

8. 整理事業は、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の昭和60年度事業として、下記により実施した。

整理期間 昭和60年 4 月 1 日～61年 3 月 31 日

整理組織指導・事務担当

白石保三郎・梅沢重昭・上原啓己・大沢秋良・神保侑史・定方隆史・国定 均・笠原秀

樹・須田朋子・吉田有光・柳岡良宏

整理担当中沢悟

遺物写真 佐藤元彦 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師

保存処理 関 邦ー （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団技師・北爪健＝

整理作業員 新井悦子（嘱託員） •宇佐美征子・金田美津子•平沢あや女・嶋崎しづ子・南

雲富子・小林恵美子が中心となり、高橋順子・大友幸江・末吉千枝子・田村千種・戸神

明美・金子ミツ子および佐藤美代子・高橋真樹子・平林照美・木暮明美・大川明子・茂

木順子の協力を得た。

9. 本書作成にあたって、須恵器の胎土分析は群馬県工業試験場花岡紘ー氏に依頼し、その成果を寄稿い

ただいた。また灰釉陶器の鑑定は岐阜県多治見市教育委員会の田口昭二氏に、石材の鑑定は高崎市中尾

町の飯島静男氏にお願いした。

10. 本遺跡の図面・写真・出土遺物等の資料は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。



11. 本書の執筆は下記の通りである。それぞれ執筆箇所に文責名を記した。

第 1 章．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・神保侑史

第 2 章第 1 節•第 2 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・中沢悟

第 3 章第 1 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

第 2 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・相京建史

第 4 章第 1 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・中沢悟

第 2 節（出土遺物観察表）………………………•相京建史

第 2 節（出土遺物観察表以外）・第 3 節…•菊池 実

第 5 章第 1 節•第 2 節•第 3 節•……•……· •…•• ••…..中沢悟

第 6 章第 1 節•第 2 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ヶ

第 2 節（5).........................................・大江正行

第 3 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．花岡紘一・中沢悟

第 4 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・中沢悟

第 5 節．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

12. 本書に掲載した地図は、建設省国土地理院発行の25,000分の 1 地形図（猿ケ京・後閑・沼田・上野中山）

を使用した。

13. 本書を作成するにあたって、下記の方々からご指導、ご協力を得た。

浅野晴樹 金子真土 佐久間豊 木村等 斎藤孝正 関口功一 千田剛道 田熊

清彦 橋本澄郎 楢崎彰ー 服部敬史 福田健司 前沢和之 若尾正成 松村恵司

三宅敦気 茂木由行 矢島浩 梁木誠 渡辺博人 群馬県教育委員会 月夜野町教

育委員会



凡 例

1. 遺構名は、大原 1I 遺跡 (E地区）と村主遺跡 (F地区）で各々 1 号から名称をつけた。

2. 発掘区は大原 1I 遺跡と村主遺跡を含めて 5m グリットを 1 区画とし、北西の交点をもって呼称した。

3. 遺構実測図に記した断面基準線は海抜標高で表わした。

4. 遺構及び実測図中におけるスクリントーンは次のことを表わす。

篠整諺わ直構下の部分 冒言冒l 住居における床面下の部分と寵における構築面

亡床面等における焼土範囲 ロニニl 灰釉陶器の施釉部分 □翌習〗内黒処理の内黒部分

二燻焼成の燻部分

5. 本書における遺構の実測図は、住居跡 610 、寵 310 、掘立柱建物遺構あ、土坑わを原則とした。

6. 本書における遺物の実測図は、坪．婉類合、甕類iを原則とし、よ以外の実測図にはそれぞれの遺物に

縮尺を数字で記入した。

7. 本書における遺物記述については、出土遺物観察表を用いた。その中に出土遺物実測図の挿図番号と写

真図版番号を記した。鉄器については、観察項目を土器と一部異なって記述した。出土位置を遺構実測

図中に示せる遺物については、遺物番号を用いて示した。この番号は出土遺物実測図と出土遺物観察表

で用いた番号と同一である。図中に出土位置を示した遺物を含めて、床面からの出土状況については、

床面からの高さの明らかな遺物はその数字で、そうでない遺物については床面・フク土と記し、鼈内の

遺物はカマド内と記した。遺存度は実測に対するものである。色調は青灰色・灰色・灰白色・灰黒色（以

上還元焙焼成のものを主とする）．灰褐色・褐色（以上酸化焔焼成を主とする）として取り扱った。

8. 遺物実測図のすべてに出土遺構名と遺物番号を付し、も以外の縮尺についてはその縮尺をつけ、最後に

須恵器には S 、灰釉陶器には K をつけて器種の違いを表わした。

9. 遺物写真図版中の番号は、出土遺構名と遺物番号である。
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4 号陥し穴セクション（北東から） 図版80 27 • 28 • 29号住居跡出士遺物

図版54 5 号陥し穴全景（北から） 図版81 28 • 29 • 30号住居跡出土遺物

5 号陥し穴セクション（北から） 図版82 30 • 31 • 32号住居跡出士遺物

6 号陥し穴全景（北から） 図版83 32 • 33号住居跡出士遺物

7 号陥し穴全景（北から） 図版84 33 • 34号住居跡出士遺物

9 号陥し穴全景（北から） 図版85 36 • 37号住居跡出士遺物

10号陥し穴全景（北から） 図版86 37 • 38号住居跡、小鍛冶、集石、グリッ

10号陥し穴セクション（北から） ト出土遺物

図版55 11号陥し穴全景（北から） 図版87 グリット、土坑、埋設小穴出土遺物

11号陥し穴セクション（北から） 図版88 6 号住居跡出土 カヤの炭化材(1)

12号陥し穴全景（東から） 6 号住居跡出土 カヤの炭化材(2)

12号陥し穴セクション（北から）

13号陥し穴遺物出土状況（西から）

13号陥し穴セクション（北から）
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第 1 章 発掘調査に至る経過

第 1 章 発掘調在に至る経過

月夜野バイパスは利根郡月夜野町を通過する一般国道17号の交通渋滞の対策として計画されたものであり、

同時に関越自動車道新潟線の月夜野インターチェンジを接続させることにより、交通接点として重要な役割

を担うことを目的としたものである。総延長は5.6kmであり、起点は沼田市井上上町、終点を利根郡新治村

羽場に置く。

本バイパスの埋蔵文化財発掘調査については、計画が明らかとなった段階で群馬県教育委員会（文化財保

護課）により埋蔵文化財分布調査が実施され、県指定史跡「名胡桃城跡」を含む13箇所の包蔵地が確認され

た。その後、路線決定の段階で下記のA~F の 6 箇所が調査対象区域となり、これについては昭和56年 4 月

3 日付にて建設省と群馬県教育委員会との間で「一般国道17号（月夜野バイパス）改築工事に伴う埋蔵文化

財発掘調査の実施に関する協定書」が締結された。この協定に基づき同年より群馬県教育委員会の委託を受

けて、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査を実施した。

昭和56年度の調査は、 A·B地区（城平・諏訪遺跡）が対象となり、これが調査報告書は昭和59年度に刊行

した。

昭和57年度の調査は、 C·D地区（三後沢・十二原 II 遺跡）が対象となり、これが調査報告書は昭和60年

度末に刊行する。

昭和58年度の調査は、 E·F地区（大原 I1 ・村主遺跡）が対象となった。本調査区の具体的な調査工程は、

同年 4 月 20 日に県庁において、建設省・県教委文化財保護課・当事業団の三者で協議が行われ、当該年度は

4 月 25 日より調査に着手することで工事工程・調査工程が調整された。本年度の調査は先年度に実施した当

該調査区の試掘調査の結果が生かされ、ほぽ当初計画どおりの進捗となり 11月 30 日に調査は終了した。調査

対象となった大原 II 遺跡は昭和48年から49年にかけて、上越新幹線建設に伴い調査された大原遺跡（昭和57

年 3 月に当事業団にて調査報告書刊行）と同一遺跡として理解されるものであり、また村主遺跡も試掘調査

の結果からして良好な奈良•平安時代の集落跡の存在が予想され、その調査成果が期待された。当初の期待

どおり両遺跡とも月夜野町地域を知る上で、貴重な資料となり得る遺構・遺物を調査することができた。調

査終了後は、調査報告書を刊行すべく、その基本整理作業を59年 3 月 31 日まで行った。そして、昭和60年度

にこれら遺跡の本格的な整理作業を行い、以下に報告するところの調査報告書を作成・刊行することができ

た。

かくて、昭和56年度より発掘調査に着手した月夜野バイパスの埋蔵文化財発掘調査は、昭和61年 3 月刊行

の「大原 I1 ・村主遺跡」の調査報告書の刊行をもって、すべての事業が完了した。 5 年間の発掘調査・整理

作業の過程で事業主体者の建設省を初め関係諸機関及び地元の月夜野町の月夜野バイパス対策協議会、同地

権者会等には事業を進捗させる上で、大変お世話になった。ここに明記しておきたい。 （神保侑史）

地点 A B C D E F 

st. No. 148~159 160~165 176~190 198~203 215~225 227~240 

調査対象時代 縄文・城址 縄文～古墳 縄文～平安 縄文•平安 平 安 平 安

面積 (mり 6,600 2,250 7,500 2,250 5 h2 00 6. 3 0 0 
（実ilii 5,520) （実面積 9,500)
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第 2 章 遺跡の地理的環境と歴史的環境

第 1 節遺跡の地理的環境

遺跡の立地する利根郡月夜野町は、県北の山間地に位置する。北は水上町を経て谷川岳へと続き、北東に

は標高2156m の武尊山が位置し、西北には新治村を経て三国峠、新潟県へと連なる。南東は沼田市を経て赤城

山を望み、南西は吾妻へ越える峠をいくつか持つ名胡桃の丘陵が連なる。このように月夜野町は四方を山に

囲まれた地区であり、さらに町を東西に 2 分するように利根川が南北に走り、町の西側はさらに赤谷川によ

り南北に分けられる。この利根川と赤谷川は町のほぽ中央で合流し、利根川として赤城山の西を流れて行く。

赤谷川が利根川に分流する手前には、黒岩渓谷がある。この渓谷は赤谷川が緑凝灰岩の味城山南麓を浸蝕し

て作ったものであり、全長約 2kmほど続く、小袖橋、衣掛松、向山、蚕影山、扇岩、梯岩、一坪清水、亀甲

岩の 8 つの奇岩は黒岩八景と称されている。このように月夜野町は、多くの山と川及び堆積と浸蝕をくり返

す河川よりできた河岸段丘及び山より流出した土砂の堆積により形成された扇状地等により成り立っている。

遺跡の立地する上津、下津地区は、通称名胡桃平と呼ばれている。この平地は赤谷川の浸蝕により形成され

た赤谷川右岸の河岸段丘と下津大清水及び盆棚地区等より県道小日向、上津、沼田線付近までの間に流出し

た土砂の堆積より形成された扇状地の一部を含めた形で成り立っている。

河岸段丘は大きく分けて 4 段存在している。河川敷のやや上面にあたり、現在一部が水田として利用され

ている面を第 4 段丘面とし、高い段丘面を第 1 ～第 4 段丘面と呼称する。第4段丘面は標高400m 前後、第 3

段丘面は標高420m前後、第 2 段丘面は標高 430m前後、第 1 段丘面は標高440~450m である。この段丘は

赤谷川右岸に面した地区に多く発達しており、赤谷川、利根川との合流箇所の右岸では 3段の河岸段丘となっ

ている。この段丘面は標高360m前後となっており、名胡桃地区の段丘面としては最も低い。ここの土地利用

は段丘面西側の湧水地帯に多くの集落が営なまれ、一段低い東側が水田として利用されている。扇状地は沢

落林道が山の急傾斜から緩傾斜へ向かう変換した部分付近の大清水、後直道、見山、朽沢、盆棚、権現地

区等より始まりその部分の標高は約600m である。扇央部大部分が桑畑として利用されており、標高は500m

前後であり、幅は約800m である。扇端部は湧水が多く、多くの集落と水田が作られており、この部分に県

道が走っている。標高は450m付近であり、幅は1. 6km前後と思われる。ここでの湧水は小河川を作り、扇端

部よりさらに低い東側の平地へと流れて行き、浅い沢がいくつかの深い沢へとまとまり、最終的には 4 つの

深く大きい沢へと発展し、赤谷川と利根川の合流地点へと流れ出している。この沢は北より原沢、中後沢、後

沢、湯舟沢と呼称されている。これらの沢は名胡桃平東端部においては幅約100m 、深さ約80m にも大きくな

って下津地区の河岸段丘を大きく掘り込み平地を分断している。この沢はやがて一段低い小川島の段丘面へ

と流れて行き、利根川へ合流して行く。

大原 1I 、村主遺跡は、以前に調査された城平遺跡、諏訪遺跡、三後沢遺跡、十二原 1I 遺跡と異なり、沢の発

達しない地区である。これはこの地域には他地域に存在した扇状地がなく、湧水は山の傾斜が平地へ続く標

高450m 付近に集中し、しかも湧水量が少なく、それらの湧水の多くは標高の低い東側へ流れ、原沢や後沢へ

流れ込んでしまうため、南北方向の沢は形成されなかったものと思われる。大原 1I 遺跡、村主遺跡は、ほぽ

東西方向に走る月夜野バイパスの建設地の調査区であり、東側は原沢により切られ、西側は第 3 河岸段丘面

により削られている全長約600m の範囲であり、発掘調査の結果、縄文時代の陥し穴、弥生時代の住居跡、奈良、

平安時代の住居跡等が検出された。それらの中で縄文時代の陥し穴は調査区中央部に多く検出されたが、弥生

時代の住居跡 3 軒は上越新幹線で調査された大原遺跡とともに、比較的原沢に近い地区より検出された。ま

4 



第 1 節 遺跡の地理的環境

1 ．大原 1I 遺跡 2 ．村主遺跡 3 ．大原遺跡 4 ．十二原遺跡 5 ．十二原 II 遺跡 6 ．三後沢遺跡 7. 諏訪遺跡 8. 名胡桃城址

9 ．城平遺跡 10~18 ．月夜野古窯跡群〔 10 ．水沼A 支群 II ．真沢A 支群 ］2 ．須磨野A 支群 13 ．深沢 B 支群 14 ．深沢 C 支群 15. 沢

入A 支群 16 • l 7 ．藪田A 支群（藪田・藪田東遺跡） 18 ．洞A 支群） ］9 ．前中原遺跡 20 ．前田原遺跡 21.深沢遺跡 22. 洞 III 遺跡

23 ．洞 I· II 遺跡 24 ．梨の木平遺跡 25 ．小川城跡 26 ．宮地遣跡 27 ．小竹 B 遺跡 28 ．小竹A 遺跡 29. 大竹遺跡 30. 高平遺跡

31.前原遺跡 32. 門前B 遺跡 33. 門前A遺跡 34. 善上遺跡 35. 三峰神社裏遺跡 36. 後田遺跡 37. 師 B 遺跡 38. 塚原

古墳群 39. 金山古墳群 ▲古窯跡支群の位置●古墳の位置

第 1 図 遺跡の立地と周辺遺跡
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第 2 章 遺跡の地理的環境と歴史的環境

た奈良•平安時代の住居跡は調査区の西端部に多く、他の 4 遺跡同様な傾向を示した。 （中沢悟）

第 2 節歴史的環境

月夜野町では，上越新幹線や関越自動車道、さらに月夜野バイパス等により、多くの大規模開発が行なわ

れており、それに伴ない大規模発掘が実施されてきた。それらの発掘調査の成果よりなる調査報告書も多く

刊行されてきており、月夜野町における原始～中近世に至る考古学より観た歴史が少しずつ明らかになりつ

つある。それらの成果を知ることにより、大原 1I 遺跡と村主遺跡がどのような歴史的環境の中に置かれてい

たのかを探る 1 つの手がかりとしたい。そこで当遺跡で検出された縄文時代の遺構の前史である旧石器時代

から周辺遺跡を概観してみたい。
121 

月夜野町地内における旧石器の調査は、利根川左岸の善上遺跡・三峰神社裏遺跡・後田遺跡等で行なわれ

ている。その中で後田遺跡においては、ナイフ形石器や石刃・石核等約4500点の遺物が、約20箇所のユニット

として検出され注目される。利根川右岸の多くの遺跡でもロームを掘り下げて検出に努めているが、現在の

ところでは検出されていない。。
131 

縄文時代の遺跡は、利根川の左右の地で確認されている。具体的な遺跡としては，城平遺跡で前期の住居
13) 

跡 1 軒とこの時期に近いと思われる陥し穴と土坑、諏訪遺跡では多くの陥し穴群が検出されている。三後沢
141 141 

遺跡では前期の住居跡 5 軒と中期の住居跡 2 軒と陥し穴 4 基等が検出され、十二原 1I 遺跡においては、前期

の住居跡 3 軒と中期の住居跡 7 軒と陥し穴17基等が検出されている。今回調査を行なった大原 1I 遺跡では陥

し穴が15基、同じく村主遺跡では16基検出されている。当遺跡の北東約 2km では，中期の敷石住居跡の検出
151 161 

された梨の木平遺跡や、後期の配石墓が多く検出された深沢遺跡が調査されており、また北西約2.5kmの山中

においては、前期の土坑 4 基が発掘された須磨野遺跡が知られる。

弥生時代の遺跡としては、後期の樽式土器を伴う時期が多く、諏訪遺跡で 1 軒、三後沢遺跡で 7 軒、十二
181 181 

原 1I 遺跡で 6 軒、大原 1I 遺跡で 3 軒、大原遺跡で 2 軒、十二原遺跡で 1 軒検出されている。

古墳時代の遺跡としては、集落遺跡が諏訪遺跡で 6 軒、他に利根川の対岸である後田遺跡において約 250

軒、師 B 遺跡において約70軒が発掘調査されている。墳墓としての古墳は、昭和13年に実施された上毛古墳
191 

綜覧によれば、月夜野町には塚原古墳群をはじめとして後閑や師等で後期古墳群を中心に 157某存在してい

る。しかし後の時代に展開してくる月夜野古窯跡群の位置する地域には、住居跡や古墳の存在がほとんど確

認されていない。

奈良時代の遺跡としては、竪穴住居跡が、村主遺跡より 20軒、対岸の師 B遺跡で 4 軒、後田遺跡で数10軒

検出されているのみであり比較的少ない。この数は古墳時代の集落と墳墓数及び平安時代の住居数に比較し

て少なく、またこの段階より窯業生産が開始されており、その中で村主遺跡において大規模な集落が形成さ

れていることは特異であり、窯業集団との関係において輿味深い。
ltrn 181 llll 

平安時代の集落跡は、前田原遺跡・前中原遺跡・梨の木平遺跡・大原遺跡で各 1 軒、藪田遺跡で10軒、同
(12 113 

ー遺跡と考えられる藪田東遺跡で 8 軒、十二原遺跡で 2 軒、洞遺跡で 9 軒、村主遺跡で17軒調査され、合計

で50軒となる。この中には、藪田遺跡や藪田東遺跡、さらに洞遺跡があり、いずれも須恵器生産と深い関係

があり、それらの住居数は合計27軒で検出された全住居数の過半数を占めている。
II~ 

月夜野古窯跡群は、現在のところ 7 世紀末より操業を始めて、一時的な空白時期も想定されるが、 10世紀

前半代まで操業を行なっているものと考えられている。 7C 末～ 8 世紀前半代の窯跡は現在のところ発見さ

れていないが、当村主遺跡での大量の在地産と思われる須恵器の出土より、月夜野古窯跡群での操業が想定

6 



第 2 節歴史的環境

月夜野古窯跡群の概要

支群名 操業推定年代
焼成器種 概 要 ①調査の経過 ②胎士の特色 ③焼成の特色 ④その他

現状窯体数 所在地
文献

沢入A 8C 中～後半 坪．蓋 ①地元の木村富光氏が昭和51年 3 月農作業中に、倒れた松の木の根元より大量の須恵器 (1) (2) 

甕・盤 を発見。遺物は収納箱20箱に及び、現在群馬県埋蔵文化財調査センターにて保管。昭和

2 薮田 1691~9 高杯 54年 9 月 15日月夜野町教育委員会により試掘調査が実施され、窯体複数が確認された。

骨蔵器 ②胎土中に 1 mm以下の白色粒子を多く含み、長石粒子はほとんど観察できず。③大部分

瓦・瓦塔 還元焼締焼成。④現状で確認されている月夜野古窯跡群中で最古である。

洞 A 8C 末～IOC 瓦・甕 ①昭和12年に山崎義男氏が露出していた窯体断面を調査、昭和45年に井上唯雄氏が 3 基 (1) (3) 

水瓶・高 の窯体を発掘調査した。この 3 基は月夜野町において現状では唯一の窯体全体の発掘調 (4) 

4 杯・蓋． 査例である。胎土中に 1 mm以下の白色粒子を多く含み、長石粒子はほとんど観察できず。

上組洞1443 皿・蓋 ③大部分還元焼締焼成であり、製品の中には溶着しているものを含む。④前代の沢入A

1452 把手・羽 支群の製品と甕や盤等において異なっている。特に蓋状の盤に関しては 1 部が薮田支群

1454 釜 に引きつがれているようであるが、県内全体からみて異質である。

薮田 A 9C~lOC 坪．婉 ①上越新幹線の駅及び駅前広場造成に伴ない発掘調査された。②胎土中に 1 mm以下の白 (1) (5) 

羽釜・甕 色粒子を多く含み、長石粒子はほとんど観察できず。③還元焼締焼成も含むが、多くは (6) 

薮田・薮田東 耳皿・蓋 還元でも軟質である。酸化焙焼成も少し含む。④薮田遺跡と薮田東遺跡の調査から、ここ

遺跡から想定 骨蔵器 の製品が燻焼成という技法を 9 世紀代から多く用いていること、また器形等の特色から、

窯体は不明 現在確認されている他の古窯跡の製品と異なることが明らかとなり、近くに窯体の存在

が想定され、薮田 A 支群として扱かった。

深沢 B lOC 坪・婉 ①昭和30年頃及び昭和50年頃道路工事により窯体が削られ発見された。現地の発掘調査 (1) 

甕・羽釜 は行なわれていない。②胎土中に 1 mm以下の石英粒子及び臼色粒子を多く含む。③~元

4 深沢2324付近 焼締焼成が多いが、酸化焔焼成の製品も含む。④現状において 4 基想定されているが、

さらに多くの窯体が存在していると思われる。 1 • 2 号窯跡より須恵器の坪と羽釜が出

士している。県内において数少ない例である。

深沢 c lOC 坪．婉 ①地主の片野利治氏がタバコ栽培中に地中より発見した。現地の発掘調査は行なわれて (1) (2) 

皿・甕 いない。②胎土中に 1 mm内外の石英・長石粒子及び 1 mm以下の白色鉱物粒子を多く含むc

深沢2307 羽釜・甑 ③還元焔焼成が多いが、酸化焔焼成の製品も少し含む。④弗H乍作業中の出土のため不明

2298付近 確な点を多く含むが、羽釜や甑を多く出土する特色を持つようである。付近に多くの窯

体が想定されている。

須磨野A lOC 坪．婉 ①地元の本村富光氏が、道路拡張工事の際山林側の断面より 1 ケ所にまとまって出土し (1) 

鉢 た遺物を採集した。現地の発掘調査は行なわれていない。② 1 mm以下の白色鉱物粒子を

須磨野2082~ 脚付羽釜 多量に含んでおり、 1 mm内外の石英・長石粒子を少量含む。また 1mm以下の黒色粒子を

2083付近と思 ごく少鼠含む。③80％近くが還元烙焼成であるが軟質である。④坪や婉の外に脚付羽釜

われる。 が多く出土しており、真沢 A支群と共に注目される。

真沢A lOC 杯・甕 ①昭和16年に、山崎義男氏が道路断面から確認し断面や出土遺物の実測を行ない報告し (1) (3) 

脚付羽釜 た遺跡である。出土遺物や所在地については明確でないが、前出の所在地が想定されて

前田2424~ 甑 いる。②⑬）甑の報告文中に「焼成完、色調は青灰色、土粒は粗粒子である。石英粒を混

239燿地付近 入……」、脚付羽釜には「灰黒色を呈し、土粒子は割合に粗……」と説明があるため、ほ

が想定される c ぼ還元焔焼成であり、胎土中に石英粒子を含む。④脚付羽釜を蓋付柑及び蓋として報告

しているが、報告例としては貴重である。

水沼A lOC ? 坪．塊 ①国道 254 に切断され、断面にて確認された。②経）窯跡中からの出土遺物は確認されて (1) (7) 

耳皿・瓦 いないため明らかでない。西約50mにある前中原遺跡から本窯と関連すると考えられる

1 真沢2761~ 等が近く 住居跡が調査され、若干の出土遺物がある。その遺物で見る限り焼成は還元焔焼成を主

2763付近 より出土 とするが酸化焔焼成も含む。胎土中に石英や長石等の白色鉱物を特色的に含む。

文献

(1) 大江正行・中沢 悟ほか『月夜野古窯跡群」月夜野町教育委員会 1985 

(2) 群馬歴史考古同人会『土器部会研究資料」 No. 2 1983 

(3) 山崎義男「上野国利根郡月夜野二窯址に就いて」 r古代文化J 1941 

(4) 井上唯雄『群馬県利根郡月夜野町洞窯跡発掘調査報告害」月夜野町教育委員会 1972 

(5) 原 雅信ほか r薮田東遺跡J （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1983 

(6) 下城正•関 晴彦ほか『薮田遺跡』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団ほか 1985 

(7) 下城 正ほか r十二原遺跡・大原遺跡・前中原遺跡』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団ほか 1982 
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される。 8 世紀中頃になると、沢入A支群で操業が開始され、 2 基の窯体の存在が確認されている。 8 世紀

後半代の窯跡は確認されておらず、又、この時期の住居跡も月夜野町では現在のところ確認されていない。

8 世紀末～ 9 世紀初め頃の窯として洞 A 1~3 号窯が確認されており、他に 9 世紀代の窯跡として、藪田A

支群が想定されており、 10世紀前半代として、洞A4 号窯．藪田A ・深沢B·C ・真沢A ・須磨野A· 水沼

A等の各支群が想定されている。ここで生産された製品は、利根・沼田・吾妻地区に供給されており、その

存在の在り方は、平地の在り方と比較して興味深い。

中・近世における遺跡は、中世末の戦乱期から近憔前半における、城跡およびそれに関連した遺構等で知

られている。城平遺跡の調査においては、中世末と考えられる名胡桃城の馬出部分の一部が、月夜野バイパ
[15 

ス道部路線内にあり、発掘調査を実施した。この城跡とほぼ同じ時期の城跡として、赤谷川北側に小川城跡

が知られる。この城は中世末から近世初めにかけて使用されており、国道291号線の改良工事に伴い、二の丸

推定地域の一部が調査された。藪田東遺跡においては、墓絋より、火縄銃の鉛玉が出土しているものや多く

の掘立柱建築遺構が確認されており、また、同じく藪田・洞遺跡においても、多くの掘立柱建築遺構が調査

されている。これらの多くは、中～近世に属すると考えられている。また国道291号道路改良工事に伴い菩
II~ 

提木遺跡では、経塚一基が発掘調査され、一字一切経を多数検出している。

このように、月夜野地区においては、旧石器時代以来、多くの遺跡が発掘調査されており、今日しだいに

その成果が明らかになりつつある。 （中沢 悟）
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11) 「善上遺跡」「三峰神社裏遺跡」 r年報 2 」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1983 

(2) 大江正行・神谷佳明・麻生敏隆「後田遺跡」 r年報 2 」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1983 
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第 3 章調杢の方法 第 1 節標準土層及び遺跡内の地形について

第 3 章調査の方法

第 1 節 標準土層及び遺跡内の地形について

調査区全体は、名胡桃平北東部を南東より北西方向へと横切っている。地形全体は、ほぼ平に感じられる

が、標高で見るならば、大原 II 遺跡の位置する調査区南西端の付近で431.71m、村主遺跡の位置する調査区北

西端部の付近で437.4m となっており、その差が 6m以上認められ、北西側の部分が高くなっていることが

知られる。これは名胡桃平全体が北に流れる赤谷川への傾斜以上に、利根川方向への傾斜がより強いことを

示していると思われる。このように調査区の両端部において、約 6m の比高差があるため、土層も両者にお

いて大きく異なっている。それを以下の土層図で示した。この土層図は20m ごとに打たれている道路の幅杭

を基準として、 10m ごとに掘った試掘トレンチの南西側の土層図である。その位置は、全体に設定したグリ

ットの数値で示した。各地区の土層は、図や土層説明で示したような状況であり、いずれの地区の住居跡や

土坑等も、ロームを掘り込んでいたが、大原 II 遺跡と村主遺跡とでは、図で明らかなように、耕作土よりロー

ム層までの土層が大きく異なり、村主遺跡では多くの層が堆積していたが、大原 II 遺跡では少ない。さらに

同じロームでも、村主遺跡のローム中に礫は混入していないが、大原 II 遺跡の南東部のローム中には多くの

礫が混入しており、同じロームでも異なることを示している。このことは、この地区が原沢に近いため、表

土の流出も多く、堆積が行なわれにくい状況であったことを示しているのではないだろうか。このような表

土の状態を反映してか、住居跡等が多く検出されたのは、ローム上に多くの黒褐色が堆積している調査区の

北西寄りに集中しており、それは大原 I1 ・村主の両遺跡とも共通していた。またこのように多くの土の堆積

が認められた地区の遺構は、今日の耕作等による破壊も比較的少なかった。 （中沢 悟）
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第 2 図 大原 II ・村主遺跡内柱状土層図
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第 3 章調査の方法

第 2 節調査の経過と方法

1. 月夜野バイパス道路建設に伴なう埋蔵文化財発掘調査の最終年度に当り、 E·F地区（大原 II 、村主

遺跡の調査に入ったのは昭和58年 4 月 25 日からである。調査対象面積15,020面である。調査は11月 30 日

まで行ない、後、埋めもどし、図面整理、写真整理等の基本整理を現地にて行ない、 12月 26 日に現場の

事務所を完全に撤去した。

調査に伴なう基本的事項として、安全対策には特に重点を置いた。

1. 安全対策 遺跡は平均25m 幅で600m の長さであるため常に注意がいきとどかないことが想定できたた

め遺跡調査地区危険箇所に1.8m 間隔で丸太杭を打ち、安全ロープを張り立入禁止の看板を立てる。排土

の土盛は崩れない様に重機で押しかためた。また地境の崩落防止を心掛けた。台風や降雨時の水抜き場

所の注意を払った。重機による旋回範囲等の立入りを禁止した他、遺跡内には農道が数本横断している

ため農道の通行をさまたげないように配慮した。

作業員への伝達として

①調査における注意事項の説明。

②健康診断を現場で行なった他、急病時に備え個人表の提出により、血液型、健康状況、家庭医、病院等

の把握をするとともに、毎朝作業に入る前にラジオ体操を行ない安全に心掛けた。

③その他、状況に応じて安全対策を講ずるよう心掛けた。

2. 調査行程

①建設省高崎工事事務所沼田出張所と幅杭の確認、調査区域内のうわ物撤去等の打ち合わせを行ないつつ

調査を進める。

②試掘トレンチ、 E·F地区を通して10m ごとに 1X4m のトレンチを遺跡内、道路幅両側に入れて全体

を把握したうえでバックホーにて表土剥ぎを開始する。村主遺跡西側から表土剥ぎを行ない土砂を東に移

動、ダンプカーを使用したが公害になる為、バックホーにて土砂を送ることにする。 トレンチを入れた結

果、遺構の集中している可能性がある箇所から調査を開始することにした。調査は村主遺跡の西側から東

に向けて遺構確認を行なうことにし、表土条ljぎも同様の行程をとった。重機使用の表土剥ぎは 4 月末から

6 月初旬にかけて行なった。主に村主遺跡の西側と、大原 II 遺跡の東側半分を中心に表土剥ぎを行なった。

表土剥ぎ後は遺構確認作業を行ない、村主遺跡は西側が終了後、徐々に東側へ大原 II 遺跡は西へと調査を

進めることにした。重機による表土剥ぎや、遺構確認はその都度調査の進捗状況や天候等を考慮しながら

作業を進めた。

③遺跡内にはグリットを設定、 5X5m を 1 区画とし、北西にグリットポイントを設けた。グリットの呼

び方は東西をアルファベット、南北を数字で表現した。また前年度の調査分である十二原 II 遺跡との遺構

の関連性をもたせるため、 トラバース測量によるグリットの関係を現地にて確認した。

4 月 25 日～ 30 日 地元の関係機関、関係者等にあいさつまわりを行なう。昨年試掘したトレンチの再掘。バ

ックホーによる表土剥ぎの開始。村主遺跡の西端から住居跡 1 軒を検出した。遺跡の東側に土砂の移動を
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行なう。遺跡と周辺の安全対策をととのえる。（遺跡内立入禁止地域の安全ロープの設置、作業員通勤車の

駐車場の完備、農道や畑など地境の遺跡確認と危険箇所へ看板の設置を行なう。）

5 月前半 表土剥ぎ、遺構検出作業を継続。大原 1I 遺跡も併せて表土条ljぎを行なう。璽機による表土象ljぎと

併行して遺構確認を開始する。現場事務所に電話等の設置を行なう。調査区と地境の不明瞭な箇所がある

ため建設省へ幅杭の設置を求める。

5 月後半 大原 1I 遺跡 l 区の表土剥ぎ作業完了。村主遺跡表土剥ぎ、遺構確認作業を継続。村主遺跡検出の

住居跡 4 軒の発掘を開始した。村主遺跡遺構集中地点は最西部で密度が高く調査期間を多く必要とするこ

とが明瞭になった。このため当地区から調査を行なうと同時に別班で大原 1I 遺跡 1 区の遺構確認調査を開

始する。

6 月前半 村主遺跡 1~4 号住居跡調査。 3 号住居跡調査地区を拡張する。 5~7 号住居跡の調査を開始し

掘立柱建築遺構・ピットの調査も行なう。遺構のとり上げや実測図を作成するために 5X5mでグリット

ポイントを設置する。またレベル原点を設置すると同時に遺構内の土層図を作成することができるため準

備を開始する。掘立柱建築遺構、ピットの平面図、立面図を作成する。

6 月後半 村主遺跡から 9 軒の住居跡を確認した。縄文土器を出土した土坑、掘立柱建築遺構の調査。 6 号

住居跡（焼失家屋）の炭化材出土状況の写真撮影を行なう。遺跡内で検出した遺構内の土層写真、遺物出

土写真、遺構写真等の撮影をする。遺構実測を開始する。雨期になり雨天の日は出土遺物の水洗い、注記

を現地のプレハブ内にて行なう。

7 月前半 大原 1I 遺跡遺構確認作業を行ない、陥し穴・土坑・ピットを検出し調究を開始した。村主遺跡 5.

8 • 9 • 10号住居跡の調査、集石遺構の遺物取りあげを行なう。大原 1I 遺跡東部分の調査地区全体で弥生

時代後期の住居址 3 軒、縄文時代の陥し穴 1 基、土坑多数を検出した。大原 1I 遺跡の全景写真撮影を行なう。

雨天が多く、土器洗い、器材整備を行なった。

7 月後半 大原 1I 遺跡から弥生時代後期の住居跡 3 軒を検出し、調査を開始した。村主遺跡 4·5·8·10·

11 • 16号住居跡、土坑の調査を行なう。弥生時代の住居跡は全て後期であり、近接する大原遺跡と同一の

遺跡であることが明瞭となった。土坑の確認地点は表土からの攪乱により不明瞭な部分が多い。雨天が続

き、土器洗い、図面整理を行なう。

8 月前半 大原 1I 遺跡弥生時代住居跡の調査、 2 号住居跡では床面硬度測定を試みる。また全体図の作成、

全景写真の撮影を行なう。村主遺跡は住居跡の調査を継続・遺構調査に伴い排土が多量になったため土砂

運搬をダンパーにて調査終了地点に移動を行なう。作業員の健康診断を現場プレハブにて行なう。建設省

センター杭を確認に入る。

8 月後半 大原 1I 遺跡 2 号住居跡の床面硬度測定を終了。村主遺跡 5 • 8~11 • 13 • 15 • 17 • 19 • 21号住居

跡の調査。新たに23 • 24 • 28 • 29 • 31 • 32号住居跡の調査開始。 16号住居跡から大刀子出土。台風の接近

にて現場の安全対策を強化するとともに台風通過後は遺跡内の整備を行なう。

9 月前半 大原 1I 遺跡 1 号住居跡と 3 号住居跡を拡張。村主遺跡31 • 32号住居跡L-19 • 20区の小鍛冶遺構

の調査を開始する。村主遺跡調査終了部分の図面を再確認するとともに寵の調査（断割り）を行なう。

9 月後半 大原 1I 遺跡の空撮をラジコン機により行なう。大原 1I 遺跡 2 区の表土条ljぎ、村主遺跡では33 • 34 

号住居跡の調査を行なう。現地説明会用パンフレットの原稿執籠。村主遺跡を横切る農道のつけ替えを行

ない農道下の遺構（住居跡 2 軒）調査に入る。
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第 2 章 遺跡の地理的環境と歴史的環境

10月前半 大原 II 遺跡 2 区から縄文時代の陥し穴多数を検出した。陥し穴の調査を開始。村主遺跡20 • 24 • 25 • 

27 • 33~35号住居跡の調査を行なう。 20号住居跡から鋤先が、 33号住居跡寵内からは鉄製の紡錘車が出土

した。 8 日（土）． 9 日（日）の両日、現地説明会を開催し見学者は650余名に及んだ。その後連日桃野小学

校の児童の団体見学があり、最終的には1,000名をはるかに超える見学者であった。現地説明会では、調査

中の遺構の他に、 56 • 57年度に検出した出土遺物やパネル写真の展示を現場のプレハブ内にて行なった。

鉄器は取り上げ後保存処理に早急に出す。

10月後半 大原 II 遺跡の陥し穴群の調査を継続。村主遺跡では各住居跡の部分実測図の作成、寵・エレベーシ

ョンと部分写真の撮影を行なう。床下調査を駄目押しをかねて開始した。月夜野町立第一中学校の生徒140

名、同桃野小学校児童215名、町文化財専門委員 2 名見学に来跡。

11月前半 大原 II 遺跡の陥し穴群の調査を継続。村主遺跡では 3 号住居跡の隅の部分を拡張して全体を確認

した。村主遺跡、住居跡の床下調査を続行した。床下には円形のピットや乱れた落ち込みがほぽ全面で検出

できた。大原 II 遺跡で検出した縄文時代の陥し穴は21基になった。その他、各遺構の実測図を見直した後に

駄目押しトレンチを入れた。

11月後半 大原 II 遺跡 2 区をラジコン飛行機による空撮を実施。陥し穴の縦スライス調査を行なう。 6 号住居

跡の炭化材取り上げ作業、各住居跡の最終図面、全体図作成を行なう。 25 日から遺跡内の埋戻しを開始し、

30 日をもって発掘調査は終了した。現場において調査記録が取り終わった後は、安全対策として、深い遺

構と地境部分の土砂崩壊を防ぐために重機にて埋めもどしを行ない、調査に入る時点で設営した安全柵等

の撤去を行なった。

12月 1 日～ 26 日 12月の作業は大原 II 遺跡・村主遺跡から出土した遺物の水洗い・注記作業また概報作成の

ための図面整理・修正・トレース作業を行なった。併せて写真・スライドの整理に着手し、 26 日の撤収を

もって 3 年に及んだ月夜野バイパス建設に伴う埋蔵文化財の調査は現場での作業をすべて終了した。地元

の関係機関、関係者にあいさつ。撤収後は事業団において基本的な整理を 3 月まで行なった。（相京建史）
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第 4 章検出された遺構と遺物 第 1 節遺跡の概要

第 4 章 検出された遺構と遺物

第 1 節 遺跡の概要 （第 3 図、付図 l 、図版 1 • 2) 

発掘調査した遺跡は、月夜野バイパスの路線内であり、原沢より国道291号線までの平坦地である。調査

前は、桑畑や畑等で利用されていた。表土の除去を全面行ない、遺構の検出を行なった。その結果縄文時代

の陥し穴や弥生時代の住居跡等が検出された。それに伴ない縄文時代の石器や土器と、弥生時代の土器等が

数多く検出された。また当遺跡の北東部に、上越新幹線建設に伴ない調査され、報告書の刊行されている大

原遺跡がある。その遺跡からは、縄文時代の土坑 6 基と、弥生時代後期の住居跡 2 軒及び平安時代の住居跡

1 軒が検出されている。このように大原地区の遺跡は、縄文時代の陥し穴と住居跡や弥生時代の住居跡及び

平安時代の住居跡等が、数は多くはないが確実に存在していた地域であることが明らかとなった。

縄文時代

遺構 検出された遺構は、陥し穴と土坑である。それらは調査区北西側に多く、南東端部に少数検出され

た。それらの総計は土坑が 4 基で陥し穴が22基であった。 1~4 号までの 4 基の土坑は縄文時代の

土坑と考えられるが、他に13基検出されている土坑に関しては、時代決定の根拠が認められずに、

時代は確定できなかった。検出された22基の陥し穴の中で 1 ~21号陥し穴は、いくつかのグループ

に分かれるようであるが、一定規則の中で配置されており、また22基というまとまった数で検出さ

れたため、多くの問題点を解決するための大きな手がかりとなりそうである。さらにそれらの問題

解決のために、 12 • 15号陥し穴においては、陥し穴の縦方向のスライスによる調査を実施し、多く

の成果を上げることができた。

遺物 検出された遺構は、陥し穴と土坑のみであったため、遺構の性格からして、出土遺物は非常に少量

であった。 3 号陥し穴と 9 号陥し穴より焼礫各 l 点と、 13号陥し穴と 22号陥し穴より縄文土器が各

1 点、 22号陥し穴・ 17号陥し穴・ 12号陥し穴より打製石器が各 l 点、 13号陥し穴と 22号陥し穴より

剥片石器が各 1 点と、 17号陥し穴より条lj片石器が 2 点出土しているのみである。他にはグリッドよ

り土器片や石器が少量出土しているのみで、全体的に出土量が少ない。

弥生時代

遺構 検出された遺構は、 3 軒の住居跡のみであった。検出された位置は調査区南東側であり、 3 軒が近

接して検出された。 2 号住居跡は完掘できたが、 1 • 3 号住居跡は、住居の一部が調査区域外に延

びているため、全掘はできなかった。住居の残存は良好でなかったが、 2 • 3 号住居跡において、

出入口用と思われる小穴と炉が検出されている。

遺物 l~ 3 号住居跡より、弥生時代後期の土器を多く出土している。出土した土器は、高杯・鉢・壺・

甕等であり、商杯や壺等においては外面に赤色塗彩が認められた。それらの遺物については、各住

居跡ごとに実測図と土器観察表を載せてあり、また各住居跡より出土した遺物全体については、第

6 章で一覧表を用いて示してある。 （中沢 悟）
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第 4 章検出された遺構と遺物

第 2 節住居跡

1 号住居跡 （弥生時代） 遺構写真図版 3 遺物写真図版 5

位置 2 号住居跡（弥生時代）の南西約llm のところに位置しており、 N • 0-108 • 109グリッドに属する。

概要 当住居跡は 2 号住居跡・ 3 号住居跡とともに同時期集落を構成し、南東方向の原沢に面して半弧を描

くような配置をとっている。上越新幹線大原遺跡の調査においても該期の住居跡 2 軒が調査されてい

るから合計 5 軒となる。なお、当住居跡は路線外に遺構が延びるために完掘することはできなかった。

構造 床面はやや凹凸が認められる。中央部に土坑が存在するが、これは当住居跡に直接伴うものではない。

柱穴は検出できなかった。貯蔵穴は南壁際に確認され、貯蔵穴の周囲には楕円状に床面の高まりが認

められた。南壁部分が当住居跡の出入口部分に相当するものであろう。

規模 長辺5.7m 、短辺は現状で2.7mの隅丸長方形を呈するものと思われる。壁高は28cm である。貯蔵穴は

長径74cm 、短径63cm 、深さ 30cm であった。

遺物 覆土中より弥生時代後期樽式土器が出土しているが、その量は非常に少ない。また住居跡南半分の床

面直上からは多量の礫が出土している。
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］．暗褐色土附 耕作土、黒色土中に少乱のローム粒子・白色軽石粒子を含む。

2. 黒褐色土層 黒褐色土中にこ·· ＜少絨のローム粒子と白色軽石粒子を含む。

3. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子を含む。

4. 褐色土層 黒色土中に少絨のローム粒子を含む固い府。

5. 黄褐色土層 黒色土中に多蘭のロームプロックを含む。

6. 黄褐色土庖 ローム粒子を主とした層。

7. 褐色土層 ローム粒子・黒色土の混入土）杓。

8. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子含む。

9. 黄掲色土層 ローム粒子を主体とした陪。

第 4 図 1 号住居跡実測図
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第
l 住ー 8

1 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第 5 図 写真図版 5)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm) 器形、成形、調整、文様節の特色 ①色調 ②焼成 ③残存

番 号 び器種 出土位置 ④胎上 ⑤備考

l 住ー 1 高杯 杯口縁部の破片てある。杯胴部は大きく外に削き、日縁端部 ①l大］外面とも赤色塗彩 ②や
0-11 はは 1ど水平に外側に向けて屈 11りする。内外Ihiとも器而が荒れ やあまい ③日縁部 ④砂質

ている。日縁部は横控て、外面は横方向に箆磨き痕が残る。 てあり黒雲母を少蘭包含

l 住ー 2 壺 頸部から日縁部に向い大きく外反する。頸部には横方向に櫛 ①浅黄橙 ②ややあまい ③ 
床面 描文が入るが横線文か簾状文かは不明てある。 頸部の破片 ④白色鉱物包含

1 住ー 3 台付甕 - 13.9 — 脚部の裾を欠損する。器面は脚部外面は縦方向に箆磨き、内 ①赤褐色 ②良好てあるが胴
フク土 面は横方向（こ櫛状工具により整形、甕内外面とも横方向の箆 上半は吸炭、下部は器面が泉Il

磨き、折り返し口縁てあり、頸部に簾状文を施文した後、日 落している。③脚部の裾を除

縁部と頸部の上下に櫛描波状文を施文後胴部は斜方向に整形。 き残存 ④小礫を混入する

］住ー 4 高杯 杯日縁部の破片、口縁部は大き（外反する。日縁端部は丸み ①内外面とも赤色塗彩 ②良
床面 をもつ。内外面とも横方向に箆磨きが行なわれている。 好 ③口縁部破片 ④小礫含

1 住ー 5 台付甕 胴部は丸みをもち頸部に至り、頸部から日緑部にかけては大 ①暗赤褐色 ②良好てある

0-llO きく外反する。内面は横方向に器面調整。外面は荒れている。 ③胴上半から日緑部にかけて
口縁部と胴部（こ櫛描波状文施文後、頸部に櫛描横線文を施文。 の破片 ④白色鉱物多蘭包含

1 住ー 6 甕 内外面とも横方 l句の控て｀整形後、外面は櫛描波状文を施文し ①にぶし、褐色 ②良好 ③日

床面 ている。 緑部 ④白色鉱物を包含

］住ー 7 甕 内面は横方向に器面調整を行なっている。施文は日縁部から ①褐色 ②良好 ③頸部付近
フク土 頸部、肩部へと櫛描の波状文、簾状文、波状文の順てある。 の破片 ④白色鉱物包含

］住ー 8 甕 - (16.7) — 頸部は緩やかな曲線を描き日縁部へと移行する。日緑端部は ①褐色 ②堅く焼きしまる
フク土 折り返しを呈す。外面は縦方向に刷毛目調整後10条］単位の ③頸部から日縁部にかけての

簾状文を施文後、日緑部に 1 段、頸部に 4 段、肩部から胴部 破片 ④砂質てあり白色鉱物

へと櫛描波状文を施文している。内面は横方向に箆磨き。 が目立つ
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第 4 章検出された遺構と遺物

2 号住居跡 （弥生時代） 遺構写真図版 3 • 4 遺物写真図版 5

位置 1 号住居跡の北東約llm 、 3 号住居跡（弥生時代）の南西約 6m のところに位置しており、 K-109· 110 、

L-109 ・ 110 グリッドに属する。

概要 当住居跡は 1 号住居跡・ 3 号住居跡とともに同時期集落を構成するものである。調査区のほぽ中央で

検出され、 3 号住居跡に比較的近接して存在している。当住居跡は攪乱や溝で一部床面が壊されてい

るが、比較的良好な遺存状況であったことから、山中式標準型土壌硬度計 (A 型） YH-62を使用して

床面硬度測定をこころみた。測定対象住居跡として選定した理由は、前記したことと該期の住居跡が

いずれも住居の南側に出入口部施設を有しているからであり、床面硬度測定の結果が出人口部分をど

のように表示するのか、はなはだ興味があったからである。測定箇所は1640箇所、測定は実に7718点に達

した。あまりにも膨大な数値のため、残念ながら当報文にはその成果を掲載することはできなかった。

調査担当者の責務として、近い将来にその成果を公表する所存である。

構造 床面は比較的平坦である。肉眼による観察、手指の圧力感覚から判断しで炉の北側、出入口部施設か
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1. 黄褐色土層 住居より新しい時代の溝の覆土。 3. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子をごく少量含む。

2. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子・ロームプロック少雇含む。 4. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子を少最含む。

第 6 図 2 号住居跡実測図 O 1 m 
I l | 

旦 430.30m l?.'. 

旦：：疇• ］．黒褐色土層 ローム粒子を主とするやわらかい層。

2. 赤褐色土層 焼土プロック・焼土粒子を多く含む層。
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| | | 

第 7 図 2 号住居跡炉実測図
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第 2 節 住 居 跡

規模

遺物

ら住居中央部までが硬いと思われる部分である。柱穴は 4 本検出され出入口部施設と思われる小穴の

P1 • P, が南壁際に 2 個検出され、他に Pitが 3 個検出された。周溝は検出されなかった。

長辺約 5m 、短辺約3.8m の隅丸長方形を呈し、住居確認面より床面までは約30cmであった。柱穴 1 の

規模は長径30cm ・短径20cm ・深さ 38cm、柱穴 2 の規模は長径30cm ・短径25cm ・深さ 29cm、柱穴 3 の規

模は長径25cm ・短径 15cm ·深さ 42cm、柱穴 4 の規模は長径45cm ・短径40cm ・深さ 52cm をそれぞれ測る。

柱穴 1 • 2 間距離は約195cm 、柱穴 3·4 間距離約200cm 、柱穴 1 • 4 間距離約115cm 、柱穴 2·3 間距離約

120cm である。住居跡南壁際に存在する P1 ·P，は斜め内側に掘り込んであり、出入口部施設になるも

のと思われる。巳の規模は長径45cm ・短径18cm ·深さ 28cm 、 P, は長径40cm ・短径15cm ·深さ 30cm で

あり、その間隔は約85cm を測る。巳は長径40cm ・短径30cm ·深さ 29cm 、 P4 は長径15cm ・短径15cm ·深

さ 19cm 、化は長径18cm ．短径15cm ・深さ 25cm である。

覆土中、床面上から弥生時代後期樽式土器が出土している。その量は比較的少なかった。

2 号住居跡 炉

位置

規模

北側の柱穴 1 • 4 の中間やや北に位置している。

長径60cm ・短径56cm ・深さ 15cmのほぽ円形を呈する。

概要

遺物

床面を掘り窪めた地床炉である。

壺・甕及び石等を出土。
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第 8 図 2 号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 9 図 2 号住居跡出土遺物実測図（2)
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2 住ー 22

2 号住居跡出土遺物観察表（1) （図版番号 8 図 写真図版5)

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm) 器形、成形、調整、文様等の特色 ①色調 ②焼成 ③残存
番 号 ぴ器種 出土位置 ④胎土 ⑤備考

2 住一 l 高杯 - 22.6 — 高杯の杯部が残存するが、底部の脚と接合部分は丸く抜けて ①内外面とも赤色塗彩
床面 いる。日縁部は外側に屈曲する。器面には輪積痕が残る。内 ②堅く焼きしまっている

面及ぴ外面の日緑部は横方向、外面胴部は縦方向に細かく丁 ③脚部と底部を欠損する
寧に箆磨きが行なわれている。 ④白色鉱物を含む

2 住ー 2 竺—士 - 18.0 — 口緑部は大きく外反する。内面は横方向に撫で整形を行なっ ①にぷい黄褐色 ②堅く焼き
床面、フク土 ている。外面は日緑部を横方向の撫で、頸部寄りは斜方向に しまる ③口緑部の破片であ

箆調整を行なっている。 る ④白色鉱物を含む

2 住ー 3 壺 - 2 7. 4 --- 折り返し口縁をもつ。頸部から口縁部にかけては大きく外反 ①浅黄橙色
床面 する。外面日縁部付近は横、頸部寄りは縦方向に箆磨きを行 ②堅く焼きしまっている

ない、内面は横方向に器面調整を行なっている。折り返し日 ③頸部から口縁部にかけて残
緑部には櫛描波状文を施文し、頸部には二連止簾状文の間に 存する

櫛描による丁字文を二単位づつ配す。 ④白色鉱物、雲母を包含する

2 住ー 4 宜• 胴部の破片である。一部に輪積痕を残す。内面は横方向に箆 ①にぷい橙色
床面、フク土 状工具により横控でを行なっている。外面は肩部およぴ胴下 ②堅く焼かれ一部光沢がある

半部分を縦方向に、胴最大幅部分は横方向に丁寧な箆磨きを ③胴最大幅部分の破片である
行なっている。 ④小礫を僅かに含む

2 住ー 5 小形壺 内面は横方向に器面調整を行なっている。外面日緑部には 5 ①にぷい褐色 ②ややあまい
床面 条の沈線文、下位には波状文を施文している。 ③日緑部 ④白色鉱物包含

2 住ー 6 鉢 - 14.6 — 鉢形土器の破片と考えられる。日縁部は横控で後、縦方向、 ①にぷい橙 ②焼きしまって
K-10 内面は横方向に細かく丁寧に箆磨きを行なっている。器面の いる ③胴部から日緑部の破

一部は吸炭している。 片 ④臼色鉱物含む

2 住ー 7 宜士 口縁端印は丸みをもつ。外面は横控で後、縦方向に箆磨きを ①にぶい橙色②良好 ③日緑
床面、フク土 行なっている。内面は横方向に器面調整を行なっている。 部の破片 ④白色鉱物包含

20 



第 2節住居跡

2号住居跡出土遺物観察表（2) （図版番号第 8·9 図 写真図版 5)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、文様等の特色

①色調 ②焼成 ③残存
番 万ロ び器種 出土位置 ④胎土 ⑤備考

2 住ー 8 壺 肩部の破片と考えられる。内面は横方向に器面調整が行なわ ①浅黄橙色②外面が僅かに荒

フク土 れている。外面は櫛状工具による文様施文後、ポタン状貼付 れる ③肩部の破片 ④白色

文を配す。この貼付文には円形剌突文 6 個がある。 鉱物、小礫を含む

2 住ー 9 g 士 内面は横撫で整形が行なわれている。外面は数状の波状文と ①にぶい橙色②ややあまい

フク土 横線文で施文している。横線文が波状文を切っている。 ③胴上半 ④白色鉱物包含

2 住ー 10 壺 内面は横方向に器面調整を行なっている。外面は梢状工具に ①明赤褐色②堅く焼きしまる
フク土 より縦方向に区画文を配した後に横方向に横線文と波状文を ③胴上半部分の破片

施文している。 ④白色粒子を多量に包含

2 住ー 11 浅鉢？ -- - 3. 6 小型の土器である。輪積痕を一部に残す。内面は横方向、外 ①にぷい橙色②良好 ③底部
床面 面は縦方向に丁寧な箆磨きが行なわれている。 付近の破片 ④白色鉱物包含

2 住ー 12 壺？ 6.4 底部付近の破片である。外面胴部に主な塗彩がみられる。外 ①外面塗彩②僅かに荒れる
フク土 面は縦方向、内面は横方向に器面調整が行なわれている。 ③底部付近 ④臼色粒子包含

2 住ー 13 浅鉢 - (11.8) — 内外面とも口縁部は横性でが行なわれている。外面胴部は縦 ①にぷい橙色②良好であるが
床面 方向に箆磨きが行なわれ、内面はT寧な器面調整が行なわれ 表面は僅かに荒れる③胴上半

ている。 の破片 ④砂粒を包含する

2 住ー 14 台付襄 台付甕の脚部の破片である。外面は縦方向に器面調整され、 ①明赤褐色 ②僅かに荒れる
フク土 内面は櫛状工具により器面調整を行なっている。 ③脚部の破片 ④小礫混入

2 住ー 15 甕 折り返し日縁を有す。内面は横方向に丁寧な調整を行なって ①にぷい黄橙色②堅く焼きし

フク土 いる。外面は折り返し口縁部と頸部にかけて櫛描波状文が施 まる ③口縁部付近の破片
文、 4 段分確認できる。 ④白色粒子を多く含む

2 住ー 16 甕 折り返し日縁を有す。内面と外面折り返し口縁部は横方向に ①にぷい黄橙色②堅く焼きし

フク土 整形している。外面は縦方向に刷毛目整形後、 8 条 l 単位の まる ③日縁部の破片 ④小

櫛描波状文を施文、 2 段分確認できる。 礫と白色粒子を多鼠に包含

2 住ー］7 甕 頸部から口縁部にかけて外反する。内面は横控で整形、外面 ①明赤褐色 ②良好 ③日縁
フク土 頸部は右まわりの簾状文、口縁部は 3 段に櫛描波状文を施文 部の破片 ④臼色粒子包含

2 住ー 18 甕 - 15.2 — 折り返し日縁を有す。内面は横方向に箆磨きが丁寧に行なわ ①にぷい黄橙色

床面、フク土 れている。外面は折り返し日緑部から頸部にかけて櫛描波状 ②焼きしまっている

文が施文されている。 9 条 l 単位の櫛状工具であり波状文施 ③頸部から口縁部

文前に縦方向に器面整形。日縁部から頸部方向へ順次施文。 ④白色粒子を多量に包含する

2 住ー 19 甕 内外面とも器面が荒れており整形、文様等は不明瞭であるが ①浅黄橙色②内外面とも荒れ
床面 表面の文様は、頸部に右まわりの簾状文を施文後、頸部に櫛 ている ③頸部付近の破片

描波状文、胴部に同文様を施工している。 ④白色鉱物を包含する

2 住ー 20 甕 内面は斜方向に刷毛目整形が行なわれている。外面は胴部を ①にぶい橙色②堅く焼きしま

フク土 縦方向に櫛状工具による器面調整後、頸部には右まわりの簾 っている ③肩部付近の破片
状文を施文後、下位に櫛描波状文が簾状文を切り施文。 ④白色粒子、石英を包含する

2 住ー 21 甕 9.4 大型の甕底部と考えられる。輪積の部分が泉llれ、底部の接合 ①明赤褐色 ②堅く焼きしま

床面 の様相が明瞭である。内面は箆状工具により上位へ箆整形し る ③底部付近の破片 ④白
ており、外面は細かく丁寧に縦方向の箆磨きを行なっている。 色鉱物と石英を包含する

2 住ー22 甕 5.0 底部から胴下位の破片である。内外面とも箆磨きが行なわれ ①外面はにぷい赤褐色、内面
床面 ている。外面は斜方向、内面は横方向、内面底部は放射状で はにぷい黄橙 ②堅く焼きし

ある。外面底部は箆による調整痕がついている。 まる ③底部付近の破片 ④ 
白色鉱物と石英を包含する
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I. 暗掲色土層 耕作土、黒色土中に少醤のローム粒子・白色軽石粒子含む。

2. 黒褐色土層 黒色土中にこ、、（少贔のローム粒子と白色軽石粒子を含む。

3. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子を含む。

4. 暗椙色土層 黒色土中に多餓のローム粒子を含む。

5. 黒褐色土層 黒色土中にこ： （少量のローム粒子と白色軽石粒•子を含む。

3 号住居跡 （弥生時代）

遺構写真図版3·4 遺物写真図版5

位置 2 号住居跡の北東約 6m のところ

に位置しており、J ·K-111 グリ

ッドに属する。

概要 当住居跡は 1 号住居跡・ 2 号住居

跡とともに同時期集落を構成する

ものであるが、 1 号住居跡と同様

に遺構が路線外に延びているため

に完掘することはできなかった。

なお、当住居跡はセクションから

判断すると第 2 層から掘り込まれ

ており、残存壁高約70cm 程である。

このことから判断して、 1 号住居

跡・ 2 号住居跡も実際はかなり高

い面から掘り込まれていたものと

思われる。

構造 床面は比較的平坦である。床面か

らは主柱穴を検出することはでき

なかったが、南壁際に出入口部施

設になると考えられる小穴の P1 ・

巳が検出された。他に床面に Pit

が P3 •P，と 2 個検出された。周溝

は東壁下と西壁下で検出された。

東壁下部分は完掘することができ

なかったため、全容は不明である。

貯蔵穴は床面南西端に検出され、

周囲には床面の高まりが認められ

たが、北側部分では一部が切れて

いた。

第10図 3 号住居跡実測図
規模長辺5.lm 、短辺3.lm の長方形を

呈する。住居跡確認面より約70cm

で床面に達する。 E の規模は上面で37X16cm •床面は23X12cm •深さ 37cm 、 P2 は上面で30X10cm •床

面は17X 4 cm ・深さ 23cm を測る。その間隔は70cm 。検出位置は南壁中央ではなく西壁寄りに位置して．

いる。 P3 は長径45cm ・短径32cm ·深さ 28cm、巳は長径20cm ・短径18cm ・深さ 45cm を測る。周溝は現状

では幅 5cm •長さ1. 8m程の周溝が検出されている。西壁下では幅 4~10cm• 長さ 3.9m程の周溝であ

った。貯蔵穴は上面の規模で60X36cm •底面は34X 24cm ・深さ 27cm を測る。
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遺物

3 号住居跡

位置

概要

規模

遺物
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覆土中・床面上から弥生時代後期樽式土器が出土している。その量

は 1 号住居跡・ 2 号住居跡と同様に少なかったが、炉の南側と出入

口部付近にややまとまりをみせている。

炉

北側床面のやや西寄りに位置している。

床面を掘り窪めた地床炉であり、褐色に固く焼かれていた。

長径50cm ・短径44cm ·深さ 10cmのほぽ円形を呈する。

全く出土していない。
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3 号住居跡出土遺物実測図(2)
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3住ー 26

3 号住居跡 出土遺物観察表（1) （図版番号第12図 写真図版 5)

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径(cm)
器形、成形、調整、文様等の特色

①色調 ②焼成 ③残存

番 号 ぴ器種 出土位置 ④胎土 ⑤備考

3 住ー 1 ミニチュア - - (6.0) 鉢型土器？、高台状の嵩まりを底部に付けている。棒状工具 ①にぷい褐色 ②ややあまい

床面、フク土 により外面高台とり付け部分を押さえている。小片のため復 ③底部から胴下位の破片

元は推定である。 ④白色鉱物、石英を包含する

3 住ー 2 ミニチュア - 8.9 — 小型の台付甕の甕の一部である。胴部は丸みをもち日縁部は ①にぷい黄橙色②ややあまい

（台付甕） フク土 外反する。内面と外面日縁部は横方向の器面調整を行ない、 ③日縁部から胴部にかけての

胴部は斜方向に器面調整が行なわれている。 破片 ④白色粒子を包含する

3 住ー 3 高杯 外面は縦方向に箆削りを行なっている。内面の接合部分付近 ①外面赤色塗彩、内面浅黄橙

フク土 は櫛状工具により器面調整を行ない、裾部に近づくにつれて ②良好 ③杯との接合部分付

箆控でを行なっている。 近から脚部中位の破片 ④白

4 と同一個体の可能性がある。 色鉱物と石英を包含する

3 住ー 4 高杯 内外面とも箆磨きを行なっている。内面は横方向、外面は縦 ①内外面は赤色塗彩 ②良好

フク土 方向である。断面から紐つくりの痕跡が明らかである。 ③脚との接合部付近 ④白色

3 と同一の可能性がある。 鉱物と石英を包含する

3 住ー 5 我 小型甕の口縁部の破片、内面は横方向の器面調整、外面口縁 ①明赤褐色②良好 ③口縁部

フク士 部は頸部の右まわり簾状文を切る櫛描波状文を施文する。 の破片④臼色鉱物と石英包含

3 住ー 6 罪士 折り返し日縁を有す。内面は横方向に器面調整を行ない光沢 ①橙色②堅く焼きしまる ③ 

床面 をもっている。外面は横撫で後、箆磨きを行なっている。日 日縁部の破片 ④白色鉱物を

緑部は箆状工具と思われる刻み目を入れている。 包含する

3 住ー 7 g = —— 4.9 底部から胴部にかけては大きく外反する。外面は縦方向下位 ①にぷい黄橙色②堅く焼きし

床面 から上に向けて箆調整を行なっている。内面は細かく箆磨き まる ③底部の破片 ④白色

を行なっている。外面底部は一方向へ箆調整を行なっている。 粒子を多量に包含する

3 住ー 8 壺 口縁端部は細くなる。内面は横方向に器面調整、外面は斜方 ①褐色 ②良好 ③日縁部の

フク土 向の器面調整と、口縁端部の横撫で整形を行なっている。 破片 ④白色鉱物、石英包含

3 住ー 9 鉢 日縁端部は丸みをもつ。口縁部は横撫で後、内面は横方向、 ①にぶい黄橙色②良好 ③ロ

フク土 外面は縦方向に箆磨きを行なっている。 縁部の破片 ④白色鉱物包含

3 住ー 10 壺？ 口縁端部は丸みをもつ。外面は横推で、内面は横方向の箆磨 ①にぷい橙色②僅かに荒れる

フク土 きを行なっている。 ③口縁部の破片 ④砂質

3 住ー 11 鉢 口緑端部は丸みをもつ、内外面とも横方向に器面調整を行な ①橙色②良好 ③口縁部の破

フク土 っている。 片 ④白色粒子を包含する
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第 2節住居跡

3号住居跡 出土遺物観察表（2) （図版番号第12 • 13図 写真図版 5)

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、文様等の特色

①色調 ②焼成 ③残存
番 号 ぴ器種 出土位置 ④胎土 ⑤備考

3 住ー 12 宰士 外面は横方向に器面調整を行なっている。頸部には櫛状工具 ①にぷい黄橙色 ②内面が荒

フク土 により右まわりの簾状文を施文している。内面は横方向に箆 れる ③頸部の破片 ④白色
磨きを行なっている。 粒子と小礫を包含する

3 住ー 13 台付甕 脚部内面は輪積痕が明瞭に残る。整形は横方向に控で痕があ ①にぷい赤掲色 ②ややあま

床面 る。外面は縦方向に箆磨きを行なっている。寮内面は箆磨き い ③衰と台部の接合部 ④ 

を行なっている。 臼色鉱物と石英を包含する

3 住ー］4 高杯 外面は縦方向に削りを行なっている。内面は櫛状工具により ①にぶい赤褐色 ②良好

フク土 器面調整を行なっている。 ③杯との接合部分から脚部上
位

3 住ー 15 甕 折り返し口緑を有す。口緑部は外反する。内面は丁寧に箆磨 ①にぷい褐色 ②堅く焼きし
床面、フク土 きを横方向に行ない、外面日縁部は横撫で、頸部にかけて数 まる ⑤渥員部から口縁部にか

段の櫛描波状文を配している。 けての破片 ④白色鉱物包含

3 住ー 16 甕 折り返し日縁を有す。日縁部は外反する。内面は横方向に器 ①にぷい黄橙色 ②ややあま

フク土 面調整を行なっている。外面は縦方向に器面調整後、櫛描波 い ③口縁部の破片 ④白色

状文を配している。 鉱物を包含する

3 住ー 17 甕 内面は横方向に器面調整を行なっている。外面は頸部に櫛描 ①にぶい黄褐色 ②堅く焼き
フク土 の横線文があるが簾状文の可能性もある。日縁部は櫛描波状 しまっている ③日縁部の破

文を施文している。 片 ④臼色鉱物、石英を包含

3 住ー 18 甕 折り返し口縁を有す。内面は横方向に器面調整を行なってい ①にぶい橙色 ②ややあまい

フク土 る。外面は折り返し口縁部と、頸部にかけて数段の櫛描波状 ③口緑部の破片である ([ I 

文を施文している。 色鉱物、石英を包含する

3 住ー 19 甕 口縁部は外反する。日縁端部は丸味をもつ。内面は横方向に ①黒褐色 ②内面が僅かに荒

フクt 器面調整を行なっている。外面は櫛描波状文を数段配してい れている ③日縁部の破片

るが崩れている。 ④白色粒子、石英を包含する

3 住 -20 襄 内面は横方向に器面調整を行なっている。外面は頸部に簾状 ①にぷい黄柑色 ②悪い ③ 

フク土 文を施文後、肩部に櫛描波状文を施文している。 肩部付近 ④白色粒•[•等包含

3 住ー 21 甕 肩部は僅かに張る。外面は横方向の整形後、頸部に右まわり ①にぷい黄褐色 ②ややあま

フク土 の簾状文を施文、後に肩部に櫛描波状文を配している。 い ③肩部 ④白色粒子包含

3 住ー 22 甕 頸部から口縁部に向い外反する。頸部に簾状文右まわりを施 ①にぶい黄橙色 ②悪い ③ 
フク土 文後、日縁部から頸部方向に順次櫛描波状文を施文している。 頸部 ④白色粒子を包含する

3 住ー 23 椛 - 17.8 - 肩部は丸味をもち緩やかに頸部に移行する。日縁部は僅かに ①にぶい黄橙色
フク土 外反する。内面胴部は頸部に向い斜方向に器面調整を行ない ②堅く焼きしまっている

口縁部は横方向に箆磨きを丁寧に行なっている。外面は簾状 ③胴部から日縁部にかけて残

文施文後、口縁部に 3 段、肩部に 1 段の櫛描波状文を施文し 存する
た後、胴部に箆磨きを縦方向に行なっている。 ④白色粒子と小礫を包含する

3 住ー 24 壺 内面は横方向に控でによる整形を行なっている。外面は右ま ①にふ＂い橙色 ②堅く焼きし
フク土 わりの簾状文を施文した後に 9 条 1 単位の櫛描波状文を施文 まる ③肩部の破片 ④砂粒

し、縦方向の箆磨きを胴部に行なっている。 子包含する

3 住ー 25 穀 内面は横方向に控で整形を行なっている。外面肩部は櫛描波 ①黒渇色 ②堅く焼きしまる
K-110、フク土 状文を施文している。 ③肩部 ④小礫を包含する

3 住ー 26 甕 -- - (6. 0) 外面は底部と胴部の境目を櫛状工具で押さえた後、縦方向に ①にぷい褐色 ②外面が僅か
フク土 箆磨きを行なっている。内面は横方向に箆磨きを行なってい に荒れる ③底部の破片 ④ 

る。 白色鉱物、石英を包含する
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第 4 章検出された遺構と遺物

第 3 節 土坑・陥し穴・グリッド出土遺物

大原 1I 遺跡からは土坑17基、縄文時代の陥し穴22基が検出された。土坑17基の時期別内訳は、縄文時代の

貯蔵穴と考えられるもの 4 基、時期不明の土坑13基である。

縄文時代の貯蔵穴： 1 号土坑・ 2 号土坑• 3 号土坑• 4 号土坑。

1 号土坑と 3 号土坑の間隔は約15.5m 、 3 号土坑と 2 号土坑では約12.5m 、 2 号土坑と 4 号土坑では約10.5

m をそれぞれ測る。 4 基の土坑はほぼ等距離に、そして半円を描くように配置されていることから、同時期

の構築を思わせる。

時期不明の土坑： 5 号・ 6 号・ 7 号・ 8 号• 9 号・ 10号・ 11号・ 12号・ 13号・ 14号・ 15号・ 16号・ 17号土坑。

13基の土坑は 3 つのグループに分けて考えることができる。 5~ 8 号土坑の 4 基、 10~13号土坑の 4 基、

14~17号土坑の 4 基である。そしてこの 3 グループに属さない土坑が 9 号である。 13基の土坑からは遺物の

出土はなく、時期不明と言わざるを得ないが比較的新しい時期に属するものと考えている。

縄文時代の陥し穴は22基検出されたが、このなかで22号陥し穴を除いた21基の陥し穴は、村主遺跡から検

出された 1~14号陥し穴とその形態や規模がほぽ同一であり、一定間隔に配列すること等から考えて同一群

を構成するものと考えられる。同一群構成は35基となる。

1 号土坑 遺構写真図版10

l-82グリッドにおいてローム層直上で検出された。 5 号土坑の北西約 5m のところに位置する。上面は

122X 116cm 、底面は76X66cm 、深さ88~94cm のほぽ円形を呈する。底面中央にやや凹みがあり、面積約0 .4m2

である。覆土は 8 層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黒褐

色土、第 5 層・暗褐色土、第 6 層・黄褐色土、第 7 層・黒褐色土、第 8 層・黄褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかったが、形態や覆土の層相から判断すると、当土坑は縄文時代の貯蔵穴にな

るものと思われる。

2号土坑 遺構写真図版10

H-88グリッドにおいてローム層直上で検出された。 4 号土坑の北約10.5 m のところに位置する。上面は

102X98cm 、底面は88X 76cm 、深さ 58~64cm のほぼ円形で、断面は袋状を呈する。底面は平坦であり、面積

約0 .48m2 である。覆土は 4 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4

層・暗褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかったが、形態や覆土の層相から判断すると、当土坑も 1 号土坑と同様に縄文

時代の貯蔵穴になるものと思われる。

3号土坑 遺構写真図版10

H-85グリッドにおいてローム層直上で検出された。 8 号土坑の南東約 7m のところに位置する。上面は

140X 116cm 、底面は92X84cm 、深さ 44cm の楕円形を呈する。底面は平坦であるが北壁で段差が認められ、面

積約0.64m2 である。覆土は 2 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土である。

覆土上層から礫が出土している。当土坑も形態や覆土の層相から判断すると縄文時代の貯蔵穴と思われる。

4号土坑 遺構写真図版10

I -89グリッドにおいてローム層直上で検出された。 2 号土坑の南約10.5m のところに位置する。上面は

102X98cm 、底面は90X88cm 、深さ 50~54cm のほぽ円形を呈する。底面は平坦であり、面積約0. 58m2である。
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第 3 節 土坑・陥し穴・グリッド出土遺物

。

\ 

E
O
L
.
I
C
t

1
 —431. 70m 

1 号土坑

1. 暗掲色土層 やや固く締り粘性は 1よとんどない。

2. 黒掲色土層 固く締り粘性あり、ローム粒矛含む。

3. 暗褐色土層 固く締り、ローム粒子を多量に含む。

4. 黒褐色土層 固く締り、ローム粒子を多量に含む。

5. 暗褐色土層 やわらかくて粘性が非常にある。

6. 黄褐色土層 固く締り、ロームプロック多籠に含む。

7. 黒褐色土層 やわらかくて粘性が非常にある。

8. 黄褐色土層 やわらかくて粘性が非常にある。

\ 
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1. 黒褐色土層

2. 暗褐色土層

固く締り粘性が非常にある。

粘性ある。ロームプロックを多量に含む。
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ー 431. 30m

2 号土坑

1. 黒褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 黄渇色土層

4. 暗掲色土層

やや固く締り粘性がある。

やや固く締り粘性が非常にある。

ロームプロック・粒子を多籠に含む。

ロームプロック・粒子を多拭に含む。

\ 
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.
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ー

ー431.20m

4 号土坑

1. 黒褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 黄褐色土層

4. 暗褐色土層

5. 暗褐色土層

固く粘性がある。ローム粒子多嚢に含む。

やや固く締り粘性が非常にある。

ロームプロック・粒子を多量に含む。

粘性非常にあり、ローム粒子多量に含む。

やわらかくて粘性が非常にある。

o o.5m 
l l l 

第14図 1 ~4 号土坑実測図
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5 号土坑

冒
6 号土坑

］．茶褐色土層

2. 黒褐色土層

やわらかくてボソボソしている。

ボソボソしている。ローム粒子を含む。
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_

 

—431. 60m 

・
7 号土坑

］．暗褐色土層

2. 黒褐色土附

3. 黒褐色土層

やわらかくてボソボヅしている。

やわらかくて締り悪い。ローム粒含む。

やわらかく締りよい。粘性にとむ。

］．黒褐色土層

2. 茶褐色土附

やわらかくてボソボソしている。

やわらかくて粘性が非常にある。
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ー 431. 60m

8 号土坑

］．暗褐色土層

2. 黒色土層

やわらかく締り良い。粘性にとむ。

やわらかく締り良い。ローム粒子含む。

O 0.5m 
l | 1 

第15図 5~8 号土坑実測図
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第 3 節 土坑・陥し穴・グリッド出土遺物\ 

E
O
O
.
I
8
v
ー

讐
\ 

ー 431.00m

- 431.00m 

’ 9 号土坑

1.黒褐色土層

2. 黄褐色土層

3. 暗褐色土層

固く締り粘性ある。ローム粒子を含む。

ローム主体の層。わずかに黒色土含。

粘性非常にあり、ローム粒子多批含む。

ーロ

\ 

口
］．茶褐色土層

2. 暗掲色土層

3. 賀褐色土層

やや固く締り粘性が少しある。

ゃゃ固く締り粘性が少しある。

ロームプロック・粒子を多蘭に含む。

］．黒褐色土層

2. 暗褐色土附

3. 暗褐色土層

4. 賀掲色土陪

固く粘性ある。ローム粒子極少蘭含む。

固く粘性ある。ローム粒子を多品含む。

固く粘性ある。ローム粒子を多鼠含む。

固く粘性ある。ロームプロックを含む。

w
o
o
ｷ
 I
｣
v
 

- 431.00m 

1. 暗褐色土層

2. 茶褐色土陪

3. 黄褐色土層

冒

固く粘性ある。ローム粒子を多昼含む。

固く粘性ある。ローム粒子を多址含む。

ローム主体の陪。わずかに黒色土含む。

0 0.5m 
1 | 1 

第16図 9~12号土坑実測図
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-430.90m ー 430.60m

量量誓ゾ9
13号土坑

璽
14号土坑

1. 暗掲色土層

2. 暗褐色土層

3. 黄褐色土層

やわらかく粘性ある。ローム粒子含む。

粘性非常にありローム粒子を多鼠含む。

ローム主体の層。わずかに黒色土含む。

\ 

ー430.50m

量疇疇
15号土坑

1. 暗褐色土層 非常に固く締り

粘性が少しある。ローム粒子含。

2. 黄褐色土層 ロームプロック主

体の層。わずかに黒色土を含む。

ー 430.50m

］．暗掲色土層

ーロ
讐＿／／／／／

16号土坑

\ 

1. 暗褐色土府 固く締り粘性ある。

ローム粒子を含む。

2. 黄褐色土層 やや固く締り粘性

がある。ロームプロック多負含

む。

黒色土とロームプロックの混合土。

口
ー 430.50m

_
 

冒17号土坑
］．黒色土層 固く締り粘性が少

しある。ローム粒子を少絨含む。

2. 賀褐色土層 やや固く締り悪い。

ロームプロック主体の層。

0 0.5m 
I I l 

第17図 13~17号土坑実測図
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第 3 節 土坑・陥し穴・グリッド出土遺物

覆土は 5 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4 層・暗褐色土、第

5 層・暗褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかったが、形態や覆土の層相から判断すると、当土坑も縄文時代の貯蔵穴にな

るものと思われる。

5号土坑 遺構写真図版11

I -83 • 84グリッドにかけてローム層直上で検出された。 6号土坑の西約 6m のところに位置する。上面

は134X 134cm 、底面は116X 112cm 、深さ 8~13cm のほぼ円形を呈する。底面は平坦であり、面積約1. 01面で

ある。覆土は 2 層に分かれた。第 1 層・茶褐色土、第 2 層・黒褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

6号土坑 遺構写真図版11

I -84グリッドにおいてローム層直上で検出された。 5 号土坑の東約 6m のところに位置する。上面は、

121X 116cm 、底面は108X 106cm 、深さ 4~11cm のほぽ円形を呈する。底面積約0.84m2であり、北壁に接して

小ピットが認められる。ピットの規模は上面40X 37cm 、底面29X27cm 、深さ 16cm である。覆土は 2層に分か

れた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・茶褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

7号土坑 遺構写真図版11

H-84グリッドにおいてローム層直上で検出された。 6 号土坑の北約 3m のところに位置する。上面は、

133X 131cm 、底面は108X99cm 、深さ 23~26cm のほぽ円形を呈する。底面は平坦であり、面積約0.88m2であ

る。覆土は 3 層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・黒褐色土、第 3 層•黒褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

8 号土坑 遺構写真図版11

G • H-84グリッドにかけてローム層直上で検出された。 7 号土坑の北東約 4m のところに位置する。上面

は134X 132cm、底面は114X 108cm 、深さ 20~24cm のほぽ円形を呈する。底面は平坦であり、面積約0.97面で

ある。覆土は 2 層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・黒色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

9 号土坑 遺構写真図版11

H-92 • 93グリッドにかけてローム層直上で検出された。 20号陥し穴の北約 9m のところに位置する。上

面は120X 116cm 、底面は108X95cm 、深さ 8~12cm のほぼ円形を呈する。底面積約0.82面であり、中央に小ピ

ットが認められる。ピットの規模は、上面51X49cm 、底面33X28cm 、深さ 22cm である。覆土は 3 層に分かれ

た。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・黄褐色土、第 3 層・暗褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

10号土坑 遺構写真図版11

I -99 • 100グリッドにかけてローム層直上で検出された。 19号陥し穴の東約6.5m のところに位置する。

上面は163X 147cm 、底面は118X47cm 、深さ 81cm の楕円形を呈する。底面は平坦であり、面積約0.46面であ

る。覆土は 4 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土

である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。
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第 4 章 検出された遺構と遺物

11 号土坑

G-100グリッドにおいてローム層直上で検出された。 12号土坑の北西約5.5m のところに位置する。当土

坑は路線外に延びているために完掘することはできなかった。現状での深さは30cm である。覆土は 3 層に分

かれた。第 1 層・茶褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

12号土坑 遺構写真図版11

G-100 • 101 グリッドにかけてローム層直上で検出された。 13号土坑の北西約 2m のところに位置する。

上面は205X 100cm 、底面は180X84cm 、深さ 14~19cm の長楕円形を呈する。底面は平坦であり、面積約1.26 

而である。覆土は 3 層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・茶褐色土、第 3 層・黄褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

13号土坑 遺構写真図版11

G-101グリッドにおいてローム層直上で検出された。 12号土坑の南東約 2m のところに位置する。上面は

89X88cm 、底面は77X70cm 、深さ l1~21cm のほぼ円形を呈する。底面はやや凹凸がみられ、面積約0.42面で

ある。覆土は 3 層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

14号土坑

Q -119グリッドにおいてローム層直上で検出された。 15号土坑の北西約4m のところに位置する。上面は

62X 56cm 、底面は54X48cm 、深さ 4~7cm の楕円形を呈する。底面は平坦であり、面積約0.19m2 である。覆

土は第 1 層・暗褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。

15号土坑

Q -121 グリッドにおいてローム層直上で検出された。 14号土坑の南東約4m のところに位置する。上面は

103X67cm 、底面は93X67cm 、深さ 6~27cm の不正形を呈する。底面は凹凸が激しく、面積約0.56m2 である。

覆土は 2 層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・黄褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった 当土坑の構築時期は不明である。

16号土坑

Q -120·121 グリッドにかけてローム層直上から検出された。 15号土坑の南約2.5m のところに位置する。

上面は86X82cm 、底面は57X 52cm 、深さ 16~23cm のほぼ円形を呈する。底面は皿状であり、面積約0.21面で

ある。覆土は 2 層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・黄褐色土である。

覆土からは遺物の出上はなかった。当上坑の構築時期は不明である。

17号土坑

Q -121 グリッドにおいてローム層直上で検出された。 16号土坑の西約1.5m のところに位置する。上面は

61X 59cm 、底面は44X4lcm 、深さ 9~17cm のほぽ円形を呈する。底面は坂状平坦であり、面積約0.14面であ

る。覆土は 2 層に分かれた。第 1 層・黒色土層、第 2 層・黄褐色土層である。

覆土からは遺物の出土はなかった。当土坑の構築時期は不明である。
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1 号陥し穴 遺構写真図版 6

J -78、 K-78グリッドにかけてローム層直上で検出された。 2 号陥し穴の北西約 3m のところに位置す

る。上面の規模は227X 130cm の長楕円形、底面は201X30cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.88m2

である。主軸方向はN-1°-W。確認面からの深さは110cm であり、底面からピット 7 個を検出した。 P1 の

深さ 6cm 、 P』5cm 、 P』2cm 、 P』4cm 、 P』4cm 、 P』 5cm 、 P』 1cm をそれぞれ測る。覆土は 5 層に分かれた。

第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4 層・暗褐色土、第 5 層・黄褐色土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。

2 号陥し穴

J -78、 K-78グリッドにかけてローム層直上で検出された。 1 号陥し穴の南東約 3m のところに位置す

るが、完掘することはできなかった。現状での確認面からの深さは135cm である。覆土は 9 層に分かれた。

第 1 層・黄褐色土、第 2 層・黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土、第 6 層・

黄褐色土、第 7 層・黒褐色土、第 8 層・茶褐色土、第 9 層·暗褐色土であり、第 1 層は人為的埋土である。

覆土からは遺物の出土はなかった。

3 号陥し穴 遺構写真図版 6

J -81グリッドにおいてローム層直上で検出された。 4号陥し穴の北西約6.5m のところに位置する。上面

の規模は272X94cm の中央で狭まる長楕円形、底面は247X47cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約1.53 

而である。主軸方向はN-14£._E。確認面からの深さは125cm であり、底面からピット 3 個を検出した。 P1

の深さ 27cm 、 P221cm 、 P辺7cm をそれぞれ測る。覆土は 8 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色

土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土、第 6 層・暗褐色土、第 7 層・黄褐色土、第

8 層・暗褐色土である。覆土からは焼礫 1 点が出土している。

4 号陥し穴 遺構写真図版 6

J -82、 K-82グリッドにかけてローム層直上で検出された。 3号陥し穴の南東約6.5m のところに位置す

る。上面の規模は282X 100cm の中央で狭まる長楕円形、底面は240XZOcm の中央で狭まる長楕円形を呈し、

面積約0.99m2である。主軸方向はN-41 °-E。確認面からの深さは110cm であり、底面からピット 3 個を検

出した。 E の深さ 22cm 、 P,24cm 、 P325cm をそれぞれ測る。覆土は 8 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2

層・暗褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・暗褐色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層・黄褐色土、第 7 層・暗

褐色土、第 8 層・黄褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

5 号陥し穴 遺構写真図版 6

H-83グリッドにおいてローム層直上で検出された。 4 号陥し穴の北東約12m のところに位置する。上面

の規模は256X140cm の長楕円形、底面はZOOX24cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.8Zm2 である。

主軸方向はN-44°-E。確認面からの深さは95cm であり、底面からピット 5 個を検出した。 P1 の深さ 30cm 、

P,28cm 、 P335cm 、 P,27cm 、 P, 33cm をそれぞれ測る。覆土は 8 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗

褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4層・黄褐色土、第 5層・暗褐色土、第 6層・暗褐色土、第 7 層・黄褐色土、

第 8 層・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。
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6 号陥し穴 遺構写真図版 7

k-84グリッドにおいてローム層直上で検出された。 4 号陥し穴の南東約9.5m のところに位置するが、遺

構が路線外に延びるために完掘することはできなかった。現状での上面規模は160X 108cm 、底面は137X34cm 

の中央で狭まる長楕円形を呈するものと思われる。面積約0.50面である。主軸方向はN-26 q_ E。確認面から

の深さは135cm であり、底面からピット 2 個を検出した。 P1 の深さ 34cm 、 P2 の深さ 27cm である。覆土は 8 層

に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4 層・暗褐色土、第 5 層・黄褐

色土、第 6 層・暗褐色土、第 7 層・黄褐色土、第 8 層・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

7 号陥し穴 遺構写真図版 7

J -86グリッドにおいてローム層直上で検出された。 8 号陥し穴の北西約3.5m のところに位置する。上面

の規模は298X 108cm の中央で狭まる長楕円形、底面は273X34crn の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約

1.44m2 である。主軸方向はN-38q_ E。確認面からの深さは110cm であり、底面からピット 5 個を検出した。

P] の深さ 30cm 、 P228crn 、 P3 35cm 、巳 27cm 、 Ps 33cm をそれぞれ測る。覆土は 8層に分かれた。第1層・茶褐色土（人

為的埋土）、第 2 層・黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土、第 6 層・黄褐色

土、第 7 層・黒褐色土、第 8 層・暗褐色土である。当陥し穴では覆土最上層に埋め戻しか行われている。覆

土からは遺物の出土はなかった。

8 号陥し穴 遺構写真図版 7

J -86 • 87グリッドにかけてローム層直上で検出された。 7 号陥し穴の南東約3.5m のところに位置する。

上面の規模は291X 123cm の長楕円形、底面は239X 56cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約l.55m2であ

る。主軸方向はN-20 q_ E。確認面からの深さは102cm であり、底面からピット 4 個を検出した。 P1 の深さ

25cm 、 P畠0cm 、 P3 30cm 、 P』3cm をそれぞれ測る。覆土は 5 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐

色土、第 3 層・患褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土である。覆土から遺物の出土はなかった。

9 号陥し穴 遺構写真図版 7

I -88 • J -88グリッドにかけてローム層直上で検出された。 8号陥し穴の東7.5m のところに位置する。

上面の規模は290X 135cm の長楕円形、底面は232X 33cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.98面であ

る。主軸方向はN-13q_ E。確認面からの深さは95cm であり、底面からピット 5 個を検出した。 P1 の深さ 21

cm 、 P220cm, P315cm 、 P心3cm 、 P位1cm をそれぞれ測る。覆土は10層に分かれた。第 1 層・黄褐色土（人為的

埋土）、第 2 層・黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土•第 6 層・茶褐色土、

第 7 層・黄褐色土、第 8 層・黒褐色土、第 9 層・黄褐色土、第10層・黒褐色土である。当陥し穴は 7 号陥し

穴と同様に覆土最上層に埋め戻しが行われている。覆土からは焼礫 1 点が出土している。

10号陥し穴 遺構写真図版 8

J _89、 K-89グリッドにかけてローム層直上で検出された。 9 号土坑の南約 7m のところに位置する。

上面の規模は293X98crn の中央で狭まる長楕円形、底面は245X40crn の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約

1. 2lm2 である。主軸方向はN-30q_ E。確認面からの深さは113cm であり、底面からピット 4 個を検出した。

p1 の深さ 29cm 、 P泣1cm 、 P辺4cm 、 P, 24cm をそれぞれ測る。覆土は 6 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第2

層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4 層・黒褐色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層・暗褐色土である。覆土

からは遺物の出土はなかった。

34 



第 3 節 土坑・陥し穴・グリッド出土遺物
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1. 黒褐色土屈 固く締り粘性ある。ローム粒少乱含む。

2. 暗褐色土陪 やや固く粘性ある。ローム粒子を含む。

3. 賀褐色土附 ロームプロック・粒子を多旦に含む。

4. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多祉含む。

5. 黄褐色土層 ロームプロック・粒子主体の層。 -1 号陥し穴

］．賀掲色土層 人為的埋土。

2. 黒褐色土府 固く締り粘性がある。

3. 暗褐色土層 粘性が非常にある。

4. 黄褐色土層 ローム粒子を多址含む。

5. 暗褐色土層 粘性が非常にある。

6. 黄掲色土層 ロームプロックを含む。

7. 黒褐色土層 ローム粒子を多品含む。

8. 茶褐色土層 ローム粒子を多星含む。

9, 暗褐色土層 粘性が非常にある。
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］．黒褐色土層 固く締り粘性ある。白色軽石を含む。

2. 暗褐色土層 固く締り粘性ある。白色軽石を含む。

3. 暗褐色土層 粘性非常にある。ロームプロック含む。

4. 賀褐色土層 壁のくずれ。

5. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多盈含む。

6. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多乱含む。

7. 黄褐色土層 ロームプロック・粒子主体の層

8. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多祉含む。
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第18図 1 • 2 • 3 号陥し穴実測図
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第 4 章 検出された遺構と遺物
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I.黙謁色土附 固く締り粘性ある。白色軽石を含む。

2. 暗褐色土府 粘性非常にある。臼色軽石を含む。

3. 暗糾色土附 粘性非常にある。ローム粒子多址含む。

4. 暗褐色土陪 やや固く締り、ローム粒子を多祉含む。

5. 黄褐色土層 ロームプロック。

6. 黄掲色土府 粘性非常にある。ロームプロック含む。

7. 暗褐色土附 ロームプロック・粒子を多祉に含む。

8, 黄糾色土附 ローム主体の I杓。

5 号陥し穴
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I. 摂掲色土府 粘性少しある。臼色軽石を含む。

2. 暗謁色土府 やや固く締る。白色軽石を含む。

3. 黄褐色土附 ロームプロック・粒子を多址に含む。

4. 黄褐色土府 粘性非常にある。ローム粒子多絨含む。

5. 暗褐色土府 粘性非常にある。ローム粒子を含む。

6. 暗謁色土,~ 粘性非常にある。ローム粒子多祉含む。

7. 黄掲色土附 ローム主体の附。

8. 暗褐色土府 やわらかくて粘性非常にある。
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1. 黙掲色土附 やや固く締る。白色軽石を含む。

2. 暗椙色土陪 粘性がある。ローム粒子を多祉に含む。

3. 賀褐色土附 ロームプロック・粒子からなる。

4. 暗褐色土陪 粘性非常にある。ローム粒子多品に含む。

5. 黄褐色土庖 ロームプロック・粒子からなる。

6. 暗褐色土附 粘性非常にある。ローム粒子多品に含む。

7. 黄褐色土陪 ロームプロック・粒子からなる。

8. 暗褐色土陪 ロームプロック・粒子を多絨に含む。

6 号陥し穴 第19図 4 • 5 • 6 号陥し穴実測図
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第 3 節 土坑・陥し穴・グリッド出土遺物
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］．茶褐色土層 人為的埋土。
~ 431.40m A' 

2. 黒褐色土層 粘性がある。白色軽石を含む。

3. 暗褐色土陪 粘性非常にある。ローム粒子多益含。

4. 黄椙色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

5. 暗褐色土層 ロームと黒色土の混合土。

6. 黄褐色土層 ローム主体の層。

7. 黒褐色土附 粘性非常にある。ローム粒子を含む。

8. 暗困色土陪 粘性非常にある。ローム粒子多鼠含。 7 号陥し穴
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詈 属
1.黒褐色土陪 固く締り粘性ある。白色軽石を含む。

2. 暗褐色土層 粘性ある。ロームプロックを含む。

3. 黒褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子を含。

4. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

5. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多祉含。
クグ‘‘
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］．黄褐色土層 人為的埋土。

2. 黒褐色土層 粘性ある。白色軽石を含む。

3. 暗褐色土層 ローム粒子。白色軽石を含む。

4. 黄褐色土層 ロームブロック・粒子からなる。

5. 暗褐色土層 固く締り粘性ある。ローム粒少麓含。

6. 茶褐色土層 やわらかい。ローム粒子を多盤に含。

7. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

8. 黒褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多屈含。

9. 黄掲色土層 粘性非常にある。ローム粒子多星含。

10. 黒掲色土層 固く締る。ローム粒子を多拭に含む。針~20図
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第 4 章 検出された遺構と遺物
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1.黒褐色土層 粘性非常にある。白色軽石を含む。

2. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子を含む。

3. 黄掲色土層 ロームプロック・粒子多鼠に含む。

4. 黒掲色土層 粘性非常にある。ローム粒子多鼠含。

5. 黄褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多最含。

6. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒＋多祉含。
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］．黒褐色土層 やや固く締る。白色軽石を含む。

2. 暗褐色土層 やや固く締る。白色軽石を含む。

3. 暗褐色土陪 粘性ある。ローム粒子を多鼠に含む。

4. 黄褐色土附 粘性非常にある。ローム粒子多星含。

5. 黒掲色土陪 粘性非常にある。ローム粒子多猿含。

6. 黄褐色土層 ローム主体の層。

7. 黒褐色土層 やわらかくて粘性非常にある。
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13号陥し穴

゜てul 

］．黒褐色土層 やや固く締る。白色軽石を含む。

2. 暗褐色土層 やや固く締る。白色軽石を含む。．

3. 暗褐色土層 粘性ある。ローム粒子を多拭に含む。

4. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

5. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多餓含。

6. 黄褐色土層 ローム主体の層。

7. 暗褐色上層 やや固く締る。ローム粒子を多鼠含。

8. 黒褐色土層 やや固く締る。ローム粒子を多羅含。

第21図 10·11 ・ 13号陥し穴実測図
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］．暗掲色土層 やや I固く粘性ある。白色軽石を含む。

2, 黒掲色土層 粘性非常にある。ローム粒子を含む。

3, 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多抽含。

4, 茶掲色土層 やわらかい。ローム粒子を多拭に含。

5, 黄掲色土陪 ローム主体の陪。わずかに黒色土含。

6, 茶褐色土陪 ロームと黒色土の混合土。

7, 黒褐色土府 粘性非常にある。ローム粒子を含む。

）．黒褐色土陪 白色軽石を含む。

2. 暗掲色土陪 ローム粒子多拭含。

3. 茶褐色土陪 ロームと黙色土含。

4. 暗掲色土附 ロームと黙色土含。
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18号陥し穴

I.黒褐色土層 粘性はとんどない。ローム粒子を含。

2. 暗褐色土層 粘性ある。ローム粒子を多祉に含む。

3, 黄褐色土層 ロームと黒色土の混合土。

4, 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに摂色土含。

5, 暗褐色土陪 ロームと黒色土の混合土。

第23図 16·17·18号陥し穴実測図
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1. 黒褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 黄褐色土属

4. 黄褐色土層

5. 黄椙色土層

6. 暗褐色土層

1. 黒色土層

2. 黒色土層

3. 茶褐色土層

やや固く締る。ローム粒子を含む。

やや固く締る。ローム粒子を多鼠含。

粘性非常にある。ローム粒子多鼠含。

ロームと黒色土の混合土。

ロームと黒色土の混合土。

粘性非常にある。ローム粒子多批含。

固く締り粘性非常にある。

固く締る。ローム粒子を多拭に含む。

やや固い。ローム粒子を多批に含む。
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第 4 章 検出された遺構と遺物

11 号陥し穴 遺構写真図版 8

G-90、 H-90グリッドにかけてローム層直上で検出された。 12号陥し穴の北約14m のところに位置する。

上面の規模は307X 134cm の中央で狭まる長楕円形、底面は240X20cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積

約1.09m2 である。主軸方向はN-18 Q__ E。確認面からの深さは97cm であり、底面からピット 5 個を検出した

が、 P，・凡は作りかえが行われたものである。 P1 の深さ 25cm 、 P,36cm 、 P,30cm 、 P畠3cm 、 P,35cm をそれぞ

れ測る。覆土は 7 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐

色土、第 5 層・黒褐色土、第 6 層・黄褐色土、第 7 層・黒褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

13号陥し穴 遺構写真図版 8

J -91 • 92グリッドにかけてローム層直上で検出された。 12号陥し穴の東約 5m のところに位置する。上

面の規模は330X 110cmの中央で狭まる長楕円形、底面は 276X32cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約

1.39m2 である。主軸方向はN- 4°-E 。確認面からの深さは110cm であり、底面からピット 6個を検出した。

p1 の深さ 16cm 、 P,20cm 、 P,16cm 、 P, 23cm 、 P,28cm 、 P』4cm をそれぞれ測る。覆土は 8 層に分かれた。第 1

層•黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土、第 6 層・黄

褐色土、第 7 層・暗褐色土、第 8 層・黒褐色土である。覆土からは縄文時代早期の撚糸文土器片 1 点、剥片

1 点が出土している。

20号陥し穴 遺構写真図版 9

I -93、J -93グリッドにかけてローム層直上で検出された。 14号陥し穴の北約 5m のところに位置する。

上面の規模は285X 125cm の長楕円形、底面は220X 33cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0. 95m2 であ

る。主軸方向はN-18°-E 。確認面からの深さは107cm であり、底面からピット 9 個を検出した。 E の深さ

17cm 、 P, 8cm 、 P,20cm 、 P』9cm 、 P5 14cm 、 P6 4cm 、 P湿0cm 、 Ps 22cm 、 P. 9cm をそれぞれ測る。覆土は 7 層

に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層••黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・黄褐

色土、第 6 層・黒褐色土、第 7 層・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

14号陥し穴 遺構写真図版10

J -93 • 94グリッドにかけてローム層直上で検出された。 20号陥し穴の南約 5m のところに位置する。上

面の規模は317X 124cm の長楕円形、底面は228X34cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約1. 26m2 である。

主軸方向は N-42°— E 。確認面からの深さは104cm であり、底面からピット 5 個を検出した。巳の深さ 20cm 、

P,2lcm 、 P,22cm 、 P, 16cm 、 P, 18cm をそれぞれ測る。覆土は 7 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・

暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4 層・黒褐色土、第 5 層・暗褐色土、第 6 層・黄褐色土、第 7 層・黒褐色

土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

21 号陥し穴 遺構写真図版10 遺構写真図版 5

I -95、J -95グリッドにかけてローム層直上で検出された。 16号陥し穴の南西約 5m のところに位置す

る。上面の規模は303X 110cm の長楕円形、底面は260X 20cmの中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.84m2

である。主軸方向は N-27°— E 。確認面からの深さは113cm であり、底面からピット 9 個を検出した。 E の

深さ 8cm 、 P, 7cm、 P3 8cm 、 P, 12cm、 P』 2cm、p』5cm 、 P』 2cm 、 P』5cm 、 P. lOcm をそれぞれ測る。覆土は 5

層に分かれた。第 1 層・暗褐色土、第 2 層・黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗

褐色土であり、第 5 層は人為的埋土である。覆土からは打製石斧 1 点が出土している。

16号陥し穴 遺構写真図版 8

H-96、 I -96グリッドにかけてローム層直上で検出された。 21号陥し穴の北東約5.5m のところに位置す
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る。上面の規模は260X 100cm の長楕円形、底面は215X 25cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.69m2 

である。主軸方向はN-2Q_W。確認面からの深さは108cm であり、底面からピット 6 個を検出した。 E の

深さ 16cm 、 P』0cm 、 P』6cm 、 P』5cm 、 P』4cm 、 P』6cm をそれぞれ測る。覆土は 7 層に分かれた。第 1 層・暗

褐色土、第 2 層・黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・茶褐色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層・茶褐色土、

第 7 層•黒褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

17号陥し穴 遺構写真図版 9 遺構写真図版 5

I -97グリッドにおいてローム層直上で検出された。 18号陥し穴の北約 4m のところに位置する。上面の

規模は286X 120cm の中央でやや狭まる長楕円形、底面は254X22cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約

0.89m2 である。主軸方向は N-ll Q_ E。確認面からの深さは107cm であり、底面からピット 8 個を検出した。

p1 の深さ 8cm 、 P』5cm 、 P』2cm 、 P, 11cm 、 P』3cm 、 P』8cm 、 P, 9 cm 、 Ps15cm をそれぞれ測る。覆土は 4 層に

分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・茶褐色土、第 4 層・暗褐色土であり、第 3 • 4 

層は人為的埋土である。覆土からは打製石斧 1 点、剥片 2 点が出土している。

18号陥し穴 遺構写真図版 9

I -97 • 98、J -97 • 98グリッドにかけてローム層直上で検出された。 17号陥し穴の南約4m のところに位

置する。上面の規模は292X 130cm の長楕円形、底面は250X43cmの中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約1.41

面である。主軸方向はN-13Q_ E。確認面からの深さは100cm であり、底面からピット 5 個を検出した。 Pl

の深さ 17cm 、 P』5cm 、 P』9cm 、 P,18cm 、 P520cm をそれぞれ測る。覆土は 5 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、

第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4 層、黄褐色土、第 5 層・暗褐色土であり、第 3 • 5 層は人為的

埋土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

19号陥し穴 遺構写真図版 9 遺構写真図版 5

I -98グリッドにおいてローム層直上で検出された。 18号陥し穴の東約 4m のところに位置する。上面の

規模は342X 128cm の長楕円形、底面は280X 28cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約1.18m2 である。主

軸方向は N-10°—W。確認面からの深さは132cm であり、底面からピット 4 個を検出した。 P1の深さ 12cm 、 P2

17cm 、 P』4cm 、 P.1 6cm 、をそれぞれ測る。覆土は 6 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、

第 3 層・黄褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層・暗褐色土であり、第 5 • 6 層は人為的

埋土の可能性がたかい。覆土からは打製石斧 1 点が出土している。

22号陥し穴 遺構写真図版10

0-120·121 グリッドにかけてローム層直上で検出された。上面の規模は188X 100cmの中央でやや狭まる

楕円形、底面は160X67cm の中央でやや狭まる楕円形を呈し、面積約l.02m2 である。主軸方向は N-1°― E 。

確認面からの深さは67cm であり、底面からピット 2個を検出した。巳の深さ 18cm 、 P2 の深さ 15cm である。覆

土は 3 層に分かれた。第 1 層•黒色土、第 2 層・黒色土、第 3 層・茶褐色土である。覆土からは縄文土器細

片 l 点、条lj片 1 点が出土している。当陥し穴は大原遺跡 l 号～ 21号陥し穴と同一群を構成するものではなく、

単独で存在するものと思われる。その構築時期が異なるものであろうか。

12号陥し穴 遺構写真図版 5

J -90 • 91 グリッドにかけてローム層直上で検出された。 13号陥し穴の西約 5m のところに位置する。上

面の規模は292X98cm の中央でやや狭まる長楕円形、底面は230X 26cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積

約1. 21面である。主軸方向は N-12°-E 。確認面からの深さは100cmであり、底面からピット 5 個を検出し

た。なお、当陥し穴は縦スライス調査を実施した。
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15号陥し穴

H-94グリッドにおいてローム層直上で検出された。 21号陥し穴の北約 9m のところに位置する。上面の

規模は230X76cm の中央で狭まる長楕円形、底面は184X44cm の中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約l. 03m2

である。主軸方向はN- 1°-W。確認面からの深さは97cm であり、底面からピット 5 個を検出した。なお、

当陥し穴も 12号陥し穴と同様に縦スライス調査を実施した。

大原 II 遺跡検出の土坑．陥し穴一覧表

(1) 縄文時代の土坑と時期不明の土坑

グリッド
上面 (cm) 底面 (cm) 上面

底面積(mり
底面

深さ (cm) 備 考No. 
（長径X短径） （長径X短径） 長径／短径 長径／短径

1 1-82 (122 Xll6) (76X 66) 1.05 0.4 1.15 88~94 縄文時代の貯蔵穴

2 H-88 (102 X 98) (88X 76) 1.04 0.48 1.16 58~64 ', 

3 H-85 (140X116) (92X 84) 1. 21 0.64 1.1 44 ,, 

4 1-89 (102X 98) (90X 88) 1.04 0.58 1.02 50~54 ,, 

5 I -83 、 I-84 (134Xl34) (116Xll2) 1.0 1.01 1.04 8 ~13 時期不明の土坑

6 I -84 (121 Xll6) (108X106) 1.04 0.84 1.02 4 ~11 ク

7 H-84 (133Xl31) (108X 99) 1.02 0.88 1.1 23~26 ク

8 G-84 、 H-84 (134Xl32) (114Xl08) 1.02 0.97 1.06 20~24 ケ, H-92 、 H-93 (120Xl16) (108X 95) 1.03 0.82 1.14 8 ~12 ', 

10 I -99 、 I -100 (163X147) (118X 47) 1.11 0.46 2. 51 81 ,, 

11 G-100 30 完掘できなかった

12 G-1()() 、 G-101 (205Xl00) (180X 84) 2.05 1.26 2.14 14~19 時期不明の土坑

13 G-101 (98X 88) (77X 70) l.ll 0.42 1.1 11~21 ケ

14 Q-119 (62X 56) (54X 48) 1.11 0.19 1.13 4 ~ 7 ク

15 Q-121 (103X 67) (93X 67) 1. 54 0.56 1.39 6 ~27 ,, 

16 Q -120 、Q -121 (86X 82) (57X 52) 1.05 0.21 1.1 16~23 ,, 

17 Q-121 (61 X 59) (44X 41) 1.03 0.14 1.07 9 ~17 ク

(2) 縄文時代の陥し穴

グリッド
上面 (cm) 底面 (cm) 上面 底面積 底面 深さ

主軸方向
ピット

出土遺物No. 
（長径X短径） （長径X短径） 長径／短径 (m') 長径／短径 (cm) 数

1 J -78 、 K-78 (227Xl30) (201 X30) 1. 75 0.88 6. 7 llO N-l ー-W 7 

2 J -78 、 K-78 135 

3 J -81 (272X 94) (247X47) 2.89 1.53 5.26 125 N-14ー-E 3 焼礫 1 点

4 J -82 、 K-82 (282X100) (240X20) 2.82 0.99 12.0 110 N-41ー -E 3 

5 H-83 (256X140) (200X24) 1.83 0.82 8.33 95 N-44'-E 5 

6 K-84 (160Xl08) (137X34) 1.48 0.59 4.03 135 N-26ー -E (2) 

7 J-86 (298Xl08) (273X34) 2. 76 1.44 8.03 110 N-38ー -E 5 

8 J -86 、J -87 (291 Xl23) (239X56) 2.37 1.55 4.27 102 N-20ー -E 4 , I -88 、J -88 (290Xl35) (232X33) 2.15 0.98 7.03 95 N-13'-E 5 焼礫 1 点

10 J -89 、 K-89 (293X 98) (245X40) 2.99 1.21 6.13 113 N-30ー -E 4 

11 G-90 、 H-90 (307Xl34) (240X20) 2.29 1.09 12.0 97 N-18ー -E 5 

13 J -91 、J -92 (330X110) (276X32) 3.0 1.39 8 蝙63 llO N-4ｰ-E 6 土器片 1 点
剥片 1 点

20 I -93、J -93 (285X125) (220X33) 11.4 0.95 6.67 107 N-18ー -E , 
14 J -93 、J -94 (317 Xl24) (228X34) 2.56 1.26 6. 71 104 N-42ー -E 5 

21 I -95 、J -95 (303X110) (260X20) 2. 75 0.84 13.0 113 N-27ー-E , 打製石斧 l 点

16 H-96 、 I -96 (260Xl00) (215X25) 2,6 0.69 8.6 108 N-2ｰ-W 6 

17 I -97 (286Xl20) (254X22) 2.38 0.89 11.55 107 N-11ー -E 8 
打製石斧 1 点
剥片 2 点

18 1-97·98、J-97·98 (292Xl30) (250X43) 2.25 1.41 5.81 100 N-13ー -E 5 

19 I -98 (342Xl28) (280X28) 2.67 1.18 10.0 132 N-10ー -W 4 打製石斧 l 点

22 0-120 、 0-121 (188Xl00) (160X67) 1.88 1.02 2.39 67 N-l ー  -E 2 縄剥文片土1 点器 1 点
12 J -90 、J -91 (292X 98) (230X26) 2.98 1. 21 8.84 100 N-12ー -E 5 打製石斧 l 点

15 H-94 (230X 76) (184X44) 3.02 1.03 4.18 97 N-l ー-W 5 
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出土遺物観察表
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グリッドー 6

K-112 

グリッド出土遺物実測図（縄文）

（図版番号第25図 写真図版 5)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調®焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

大原[] 深鉢 深鉢形士器の口縁部片で口唇部はやや平坦。器原 6 ①外面暗赤褐色・内面暗赤褐色②良③

グリットー 1 縄文 N-115 mm 。内面は丁寧な調整。 外面には矢羽根状の集合沈線 口縁部片④石英を含び⑤諸磯C 式

大原 II 深鉢 深鉢形土器の胴部片。器原 1cm 。内面は横・縦ミガ ①外面淡黄色・内面黄灰色②良③胴部
グリットー 2 縄文 I -108 キが行われている。外面には撚糸L 施文。 片④石英・粗砂を含む⑤加曽利E 式

大原 II 石器 縦ー10.3 横ー7.7 打製石斧（撥形）。両側縁がやや内側に彎曲している。 ③基部欠⑤黒色頁岩
グリットー 3 重鼠ー270g N-116 

大原 II 石器 縦ー9.9 横ー 4.6 打製石斧（短冊形）。基部付近を部分的に細くしてい ③完形⑤黒色頁岩
グリットー 4 重量ー90g K-112 る。

大原 II 石器 縦ー 12.7 横ー4 .4 打製石斧（短冊形）。基部付近を部分的に細くしてい ③完形⑤黒色頁岩
グリットー 5 重量ー110g K-12 る。

大原 II 石器 縦ー 14.0 横ー 10.7 両面調整スクレイパー。厚手の剥片に粗い調整剥離 ③完形⑤黒色頁岩
グリットー 6 重拭ー 320g K-112 を施し、刃部を作り出している。
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第26図 グリッド出土遺物実測図（弥生・古墳）

（図版番号第26図 写真図版 5)

遺構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、文様等の特色

①色調 ②焼成 ③残存

番 万ロ ぴ器種 出土位置 ④胎土 ⑤備考

大原 II 甕 内面は横方向に器面を整形している。外面は櫛状工具により ①橙色 ②僅かに荒れている

グリッドー7 M-115ｷ 羽状に文様を配した後に棒状工具により烈点文を横方向に施 ③胴部の破片である

文している。 ④白色鉱物、石英を包含する

大原 II 手捏 3.5 6. 7 手担の土器であり器面は凸凹がある。部分的に指頭痕がみら ①橙色 ②良好 ③完形

グリソドー 8 N-113 れる。形状は底部が尖がった状態であり、口縁部は凹凸があ ④臼色鉱物、石英、小礫を包

る。内面は箆磨きを行なっている。 含している

大原 II 台付襄 9.1 台付甕の脚部は襲との接合部分からほぼ直線的に裾部に向い ①明赤褐色 ②堅く焼きしま

グリッドー 9 M-115 ひろがる。裾端部は内側に捲れる。外面は縦方向に箆磨きを っているが甕の内部は僅かに

行なっている。内面は横方向に箆状工具による器面調整痕が 荒れる ③脚部と甕の底部

残る。 ④白色鉱物を包含する

大原 II 台付甕 (14.3) 折り返し日縁を有す。日縁部は大きく外反する。頸部は二連 ①褐色 ②堅く焼きしまって

グリッドー10 0-114 止めの簾状文を右まわりに施文した後、口縁部と肩部に櫛描 いる ③肩部から日縁部にか

波状文を施文している。 けての破片 ④白色粒子包含

大原 II 甕 (15.6) 口縁部は僅かに外反する。内外面とも横方向に器面調整を行 ①にぶい橙色 ②堅く焼きし

グリッドー］ 1 M-114 なっている。櫛描波状文が肩部から日縁部に向い順次施文し まる ③肩部から1J縁部 ④ 

ている。波状文は乱れている。 白色鉱物、小礫を包含する

大原 II 甕 (20.6) 口縁部は僅かに外反する。内面は横方向に器面調整を行なっ ①にぶい褐色 ②ややあまい

グリッドー］2 N-114 ている。外面は頸部に右まわりの簾状文を施文後、日縁部に ③頸部から日縁部にかけての

4 段の櫛描波状文を下位から上位へと順次施文している。 破片 ④小礫、石英を包含

大原 II 襄 内面は横方向に器面調整を行なっている。外面胴部は斜方向 ①黒褐色 ②堅く焼きしまる

グリソドー13 N-113 、 114 、 115 に調整を行なっている。頸部は 9 条 1 単位の簾状文 2 連止を ③頸部から肩部付近の破片

施文後、頸部と肩部に櫛描波状文を配している。 ④白色鉱物、石英を包含する
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第 5 章 検出された遺構と遺物

第 1 節 遺構の概要（第 3 図・付図 1 ・図版 1 • 12) 

発掘調査した遺跡は、月夜野バイパスの路線内であり、国道291号線より北西方向約340m の範囲である。

調査前は桑地や畑等で利用されており、遺構の検出は、試掘調査後表土を全面にわたり除去し行なった。そ

の結果、縄文時代の陥し穴や奈良•平安時代の住居跡が多数検出された。それに伴ない縄文時代の石器や土

器と、奈良•平安時代の土師器や須恵器、さらに灰釉陶器等が大量に検出された。特にその中で、奈良時代

の住居跡の検出の多いことや、出土遺物中に多くの須恵器が含まれていること、また平安時代では従来ほと

んど検出されていない土師質土器が数多く出土している等この遺跡の特色が明らかとなった。

縄文時代

遺構 検出された遺構は、陥し穴16基と土坑 1 基である。陥し穴は調査区の各地区より検出されているが

東側に特に多く、西側は 2 基のみの検出であった。

遺物 1 号土坑より深鉢で甕形土器の口縁部から胴上半にかけてiほど出土。陥し穴からは、 13号陥し穴

より礫が11点出土したのみであり、石器や土器片等の出土は認められなかった。遺構確認のできな

かった部分より、少量の深鉢片や石器等が出土し、グリットで取り上げた。

奈良時代

検出された遺構は、住居跡と土坑である。いずれも調査区の西側に集中しており、東側からはこの

時期に相当すると思われる遺構は検出されていない。検出された住居跡は18軒であり、土坑は15号

土坑のみが、この時期に属する可能性を持つ。また検出された住居跡は、古い段階に属する住居跡

の規模が大きく、中央部に多く、新しい段階の住居跡になると住居跡の規模が小さくなり、周辺部

に多く位置してくる傾向を示しており、注目される。

遺物 住居内より大最の土師器や須恵器が出土しており、特に須恵器杯．J不蓋の数が多い。それもこの集

落の形成され始めた古い段階の住居内より多く出土している。それらは、環状つまみとカエリを持

つ坪蓋や、削り出し高台を持つ坪等に見られるように、他県においては非常に少量しか検出されな

い群馬独特の特色を持つ製品であり、この製品の製作と村主遺跡との関係について注目される。ま

た土師器の杯や甕も多く出土しており、それらの中に県内の平野地ではこの段階まで残存していな

い器肉の厚い内黒磨きの坪や、器肉の厚い甕等が多く出土しており、独自性を示している。

平安時代

遺構 検出された遺構は、住居跡16軒であり、奈良時代の住居跡と同様に調査区の西側に集中していた。

他に土坑等においてこの時期に属する可能性を持つものもあるが、確定できなかった。住居跡の中

で 3 号住居跡においては、寵内に完形の羽釜が置かれたままの状態で検出され、従来羽釜の使用法

について不明であったため、大きな成果をあげることができた。

遺物 住居内より、大量の土師質土器坪．塊や、須恵器杯・塊・羽釜等が多く出土している。羽釜はすべ

て月夜野型羽釜であり、古い段階より新しい段階まで出土している。また土釜も土師質土器や羽釜

や灰釉陶器とともに出土している。

その他時代決定のできなかった掘立柱建物遺構や土坑・溝等も検出されている。各遺構やグリット内より

出土した遺物については、第 6 章の中で一覧表を用いて、示してある。 （中沢悟）
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第 5 章検出された遺構と遺物

第 2 節住居跡

1 号住居跡（平安時代） 遺構写真図版13 遺物写真図版56

位置 調査区最西端に位置しており、J ·K-8 グリットに属する。

概要 当住居跡は、奈良時代に属する 2 号住居跡覆土中に作られていた小さな平安時代の住居跡である。住

居跡の西壁と南壁は前代の 2 号住居跡の壁と共通していたが、北壁・寵・東壁・床面はすべて 2 号住

居跡覆土を掘り込んで覆土中に作られていた。覆土がほぽ共通しており、両住居跡の区別は困難であ

った。発掘当初は、遺構確認面での形や、出土遺物より見て、奈良時代の住居跡であろうと判断のも

とに掘り進んだ。やがて覆土中より寵が

検出され始めたことや、出土遺物中に平叫 \ 
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安時代に属するものが認められるように

なり、再検討した結果前述のごとく 2 軒

が重複していたことが判明した。

構造 床面は軟質、床下構造や周溝は不明、柱

穴や貯蔵穴はないと思われる。南壁や西

壁はロームで固く他の壁は軟質。

規模東西方向で2.4皿南北方向で 2.9m で壁

高は25cmである。

遺物 覆土中より 10世紀代の羽釜や須恵器の杯、

坑等が出土している。

1 号住居跡寵

位置 住居跡北壁東寄りに 2 号住居跡を掘り込

んで寵が構築されていた。

構造 寵は石を多く用いて作られており、燃焼

部左右に 4 個づつ計 8 個の石がならんで

検出された。この石を芯にして黒褐色土

で被い寵が作られていたものと思われる。

天井石は検出できなかった。

規模煙道方向で1.7m、両袖方向で1.6mであ

る。

遺物 寵内より多くの焼土に混じり 4 種類の羽

釜の破片と、 6 個体の杯、婉の破片や完

~436.40m A' 

］．黒褐色土層 耕作土。

2. 黒褐色土層 黒色土中に白色軽石を少羅含む。

形品等が出土している。

3. 黒褐色土層 黒色土中に少星のローム粒子と白色軽石粒を含む。

4. 褐色土層 墨色土中に多くのローム粒子を含む。

5. 黒色土層 黒色土中に焼土含まず。

o 0.5m 6. 褐色土層 黒色土中に多址の焼土を含む。

I I I 7．褐色土層 黒色土中に少儲のローム粒子を含む。 2号住の覆土。
第28図 1 号住居跡竃実測図 8．黒渇色土層 黒色土中に少籠のローム粒子を含む。焼土粒子含まず。

50 



―――‘-土----
二

三
住一l- s 

ロ / 
1 住ー4_ S 

1 住ー 2-s

＼ロニ／l
心ゞ｀亨· 1 住ー 5- S 
~;•今
ど｀傘·

‘ 宍文．

そ＃ ：詞‘i\‘
迎｛｛尉ぶ＼

第 2 節住 居 跡

、こ／
ク心'=ヽ・ 1 住ー 7-S
ぶ·咬、

亙ぶ桑姿·匁、、'‘;:,
く 和：｀ざ食ゞ;_'i
ざ、 :'依．：；；心ぶ翠i‘. i •• '交·9：，j

こ 3..
~ 亀ゞ ~.r 

4 ~`こ9`' ノタ‘ I I''  
, I 

II 

1 住ー8_+

. 1 住ー炉 S

. 
ｷｷ.. 

•;..,..;ヘ．．窯
釘露ざ晃 ‘ 
．予こ•5歳；：
バぷ緊ら，，
で：）．．‘•心～
h. ^.9マ‘

v ざ

1

す

二
i
i
[

ノ
{
,
"
-
,
i
'

.. J

I
 

'
-
i
)
、

,
9

,9 .. 
\
.
(
i
.
、
i
/
.

_
.
1

・
・
し

ヽ.. 
、

I

、

9

[
'
J

.
I
r
.
,
1
.j
,

'

/

 

/
,
•
'
、
}
(
-
{
,
、

1
)

-
,
.
\
、
‘
‘
、
ノ

9
.
(
]

・
ヽ
‘
ノ

一
、
ー
．
｀
（
―

、
[
'
`
、

\ 

" 
1 住ー 10--¼-

第29図 図測実物遺土出跡居

1
1
住

＿
号

住

1
1杯
r
イ
A
ハ
j1
1

j
_
]
ー

I I 
I 

＾ヽー・：．：ざ母
．＂差・i・，•｀孔
¢滋· • ì 
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第 5 章 検出された遺構と遺物

1 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第29図 写真図版56)

遺構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 万ロ ぴ器種 出土位置

］住ー 1 杯 4.0 9.9 6.8 全体的に直線的な器形を呈する。外側日縁部下に輪
須恵器 フク土 積痕が、器表内外面にロクロ痕有り、底部端が外側

に張り出し、底面に右回転糸切痕。

1 住ー 2 坪 4.0 12.8 6.0 底部が小さく、器形全体が不均正であり、粗雑の観
須恵器 カマド内 あり、外側日縁部下に輪積痕が残る。底面に右回転

ロクロ痕あり。

1 住ー 3 好； 4.9 13. 7 7.2 底部か小さく、器形全体が不均正である。日縁端部
須恵器 カマド内 がやや外反しており、外側日縁部下に輪積痕が残る。

底部に右回転糸切痕有り。

］住ー 4 培 - (14.0) - 日縁部の小さな破片である。日縁部は直線的に立ち
須恵器 カマド内 上がり、内外面にロクロ痕が残る。

1 1主ー 5 塙 (5. 9) 底面に雑な整形の高台が付く、器面内側はナデ整形

須恵器 カマド内 で均ーであるが、外側表面に多くの亀裂が有る。高
台内側に静止糸切痕と思われる痕跡有り。

I it-6 坑 - (14.6) 底面に雑な整形の高台が付き、口緑部は直線的に立

須恵器 カマド内 ち上がっている。底部と胴部との境に割目が入って
おリ、底面板上に胴部を乗せたことが観察される。
高台部内側に右回転糸切痕が残る。

I fl:-7 墳 5.6 底面に低い高台が付＜、繋形はややていねいである。

須恵器 床面i+ 7 内側は全体に表面が泉ll離している。高台部内側に右

回転糸切痕が残る。

l i+: -8 羽釜 - (17.6) - 全体にやや内傾しており、断面三角形の鍔を持つ、
カマド l付 胴部は底部から鍔に向かうヘラ削り、鍔は、日縁部

同様に指ナデ整形。口唇部はかすかに内傾。内面に
縦横のナデ調整と指頭による圧痕が残る。

］住ー 9 羽登 19.2 - 全体的に直立気味であり、鍔の部分より上で日縁部

カマド内 が大きく外反している。断面三角形の鍔を持つ。胴

床面カマド右手前 部は底部から鍔に向かうヘラ削りである。鍔と口縁

部分 部は横ナデ調整であり、日唇部はほぽ水平、胴内面
は横ナデ痕と指頭圧痕が残る。

l 住ー 10 羽釜 (16.8) - 全体的に直立気味であり、断面三角形の鍔を持つ。

カマド内 胴部は底部から鍔に向かうヘラ削りであり、鍔と日
床面カマド手前 緑部は横ナデ整形である。日唇部は水平でやや外反

しており、特異である。

1 住ー 11 甑又は 口縁部に鍔を持つが、内面全面横ナデ、外面横ナデ
羽釜 床面 の上に下から鍔に向かう指ナデ調整があり、ヘラ削

り調整はないため甑の可能性大。

1 住ー 12 羽釜 - 8. 5 羽釜の底部である。胴部大半の整形は底部より口縁
カマド内 部に向かうヘラ削りである。底面はナデ調整である。

底部内面端部に指ナデ整形痕あり。

l 住ー 13 甕 内面乎行当て目、外面平行叩きの後に全面ナデ調整、
須恵器 カマド内 奈良時代以前の製品の転用品と思われる。
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①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

①灰白色②遠元硬質③日緑の一部欠損
のみでほぼ残存④ I mm以下の白色粒子

と少昼の石英粒子を含む。

①灰褐色②酸化③口縁部の一部欠損の
みでほぼ残存④ 1 mm以下の白色粒と l
~3 mmの石英粒子を多く含む。

①灰椙色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下
の白色粒子と 1 ~3 mmの石英粒子を多

く含む。⑤ 2 つに分れておリ、片側内

側全面に炭が多く付着。

①褐色②酸化③蛉④ I mm以下の白色粒
矛と 1 ~3 mmの石英粒子を含む。

①褐色②酸化③½④ I mm以ドの白色粒
＋と 2 ~3 mmの石英粒子を多星に含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以卜．の白色粒

子を多祉に、 2 ~3 mmの石英粒fを少

屈含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以ドのf l 色粒
子と 2 ~3 mmの石英粒子を多く含む

①黒褐色②酸化③％④ I mm以下の日色
粒子が多く、 2 ~3 mmの石英粒子を少

蘭含む

①黒褐色②酸化③％④ I mm以下の白色
粒子と、 2 ~4 mmの石英粒子を多く含

む。⑤床面とカマド内より出土した遺
物が接合した。カマド内出土部分内側
は吸炭により黒色を呈す

①褐色②酸化③％④ I mm以下の白色粒
子と 2 ~3 mmの石英粒子を多く含む

①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色
粒子を多く、 2 ~3 mmの石英粒子を少

量含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒
子と 2 ~3 mmの石英粒子を多く含む

①青灰色②還元焼締③胴部の小破片④
1 mm以下の白色粒子多く含む



第 2節住居跡

2 号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版14 遺物写真図版56 • 57 

位置 1 号住居跡と同様に調査区西最西端に位置しており，J-8 • 9 、 K-8 • 9 グリットに属する。

概要 住居跡覆土中に 1 号住居跡が作られていた。住居跡東側に土坑らしき掘り込みが 3 ヶ所あり、住居跡

東側及び東側覆土を掘り込んでいた。北壁やや東寄りに地山のロームを掘り込んで寵が構築されていた。

住居跡南側に新しい浅い溝が掘られていた。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土の混入層よりできており、西側及び住居中央部がやや低くや

わらかい傾向を持つが、他の部分は固く踏まれており、表面が凹凸状を呈していた。床下の状態を調

査したが、ロームの地山をほぽ床面としており、床面下の掘り込みはほとんど認められずに、床下土

坑等も検出されなかった。柱穴や貯蔵穴も検出されなかった。周溝はほぽ壁下全面に掘られており、

寵左袖下まで延びていたが、右袖下では検出できなかった。

規模 東西方向で3.6m、南北方向で3.8mを測る。寵を持つ南北方向にやや長い傾向を持つ。壁高は西側が30

~35cm、東側が60~70cmである。周溝幅は約15cm深さ約 5 cmである。

遺物 覆土南西部の大部分を 1 号住居跡に掘り取られていたこともあり、出土遺物は少ない。覆土中より、

土師器甕の破片多数、須恵器坪の破片と甕の破片を少量出土している。他に床面上より土師器の坪や

須恵器の婉・坪蓋・短頸壺の蓋等出土。
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] 
黒色土層中にローム粒＋を少拭含む。

黒色土層中に多くのローム粒＋とこ•, < 

少盤の焼土粒子を含む。

黒色土屈中に多くのローム粒子を含む。

黒色土層中にローム粒子・ローム小フ•,

ロックを多く含む。

ロームを主とした~土層中に少旦の黒色

土を含む。
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第 5 章検出された遺構と遺物

2 号住居跡寵

位置 住居北壁のやや東寄りに寵が構築されていた。

構造 寵の焚口部と燃焼部の大部分が住居内に位置し、燃焼部の一部が北壁を掘り込み燃焼部は北壁上部を

掘り込んで作られている。住居内に位置する焚口部と焼焼部の袖は、芯に扁平で長い石を用いており、

石のまわりをロームで被覆して袖としている。発掘時において右側袖部より長大で扁平な石が 1 個そ

の奥にやや小さな扁平な石 1 個、手前に中央の長大で扁平な石を支えるような小さな石 1 個の計 3 個体

が検出され、ほぼ 3 個体とも使用時の位置を保っていた。中央の長大で扁平な石は、高さ0.52皿幅

0.32mで厚さ 4 cmであり、床に接する部分の厚さは 8 cm と厚くなっている。左側袖部には使用時の位

置から左側にずれて燃焼部左壁に倒れかけた扁平な石 1 個体とその上にやや小さな石 1 個体が検出さ

れた。右袖の芯石はほぽ原形を保っているが、左袖の手前の石は取りのぞかれていた。この袖石上に

天井石が載せられていたものと思われ、その天井石が焚口手前に落ちていた。この石は長さ 0.58m、

幅0.19m、厚さは0.5~10cmの断面t:::==--を呈している。焚口手前に左側には多くの寵構築時に使用し

たと思われる扁平な石が散乱していた。この中に左側袖の芯として使用した石等も含まれると思われ

る。煙道部には石を全く用いることなく、掘りぬきにより作られたものと思われる。

規模煙道方向で1. 7皿両袖方向で lmであり、高さ約70cm と思われる。（袖石の高さ＋天井石の厚）

遺物 器肉の薄い土師器の甕の破片16片が出土したのみである。

叫 ul 

A
-

“ 
こ）

叫

ヽ

~ 436.50m B' 

g 

] 
1. 黒色土層 黒色粒子の層てあり、ごく少祉のロー

ム粒子を含む。

2. 褐色土層 ローム粒子を大品に含む府。

3, 褐色土層 ローム粒子と黒色粒子の混入土層。

4, 焼土層 焼土粒子、焼土プロック、炭・ローム

粒子の混入土府。

5. 黒褐色土府 黒色土展中にローム小粒子少最含む。

6, 掲色土層 ローム粒子を主体とした陪。

第31 図 2 号住居跡寵実測図

0 0.5m 
I l | 
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第 5 章検出された遺構と遺物

2 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第32図 写真図版56 • 57) 

迫構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 号 ぴ器種 出 ｱ 位 置

2 住ー 1 均： 3.5 (13.6) 平底に近い丸底の杯であり、日縁部は直立気味で約

床面十 6 1 cm幅の横ナデ整形、底面は全面にわたりヘラ削り

土師器 内面は全面ナデ整形、日唇部は丸く横ナデ整形され

ている。

2 住ー 2 昇： 3.8 12. 7 丸底の杯であり、口縁部は直立気味に立ち上がり、

土師器 床面十 4 約 I cm輻で横ナデ整形。底面は全面にわたりヘラ削

り、内面は全面ナデ整形、口唇部は丸く横ナデ整形。

2 住ー 1 より深い器形。

2 住ー 3 昇； 4.8 (12.8) 日緑部下の陵部分を境に大きく日縁部が大きく外反

土師器 床面 する。稜部の器肉が特に限く、内黒処理されている。

器形にやや近い特色を持つ。日緑部内外面全面横ナ

デ、底部全面ヘラ削り、口唇部はやや厚く、丸味を

持っている。

2 住ー 4 蓋 (7.4) 非常に小さな破片であるが、小形壺の破片と思われ

須恵器 フク土 る。日緑端部はほぼ垂直に折り曲げられており、日

唇部は丸く仕上げられている。

2 住ー 5 杯蓋 2.6 12. 6 天井部に環状つまみ、日縁部にかえりを持つ杯蓋で

須恵器 フク土 ある。つまみは低く、端部が丸く、かえりは弱い。

外側天井部にヘラ削り痕あり。

2 住ー 6 昇； (12.8) 口縁部にかえりを持つ坪蓋であり、つまみは欠けて

須恵器 フク土 いるが、おそらく環状つまみであろう。つまみの付

く部分付近に径約0. 7cmの小穴がある。

2 住ー 7 均； 4.1 (10.1) (7.0) 削り出し高台を持つ杯と思われるが、高台の付け方

須恵器 床面十 6 や整形の痕跡よりみて、付高台の可能性あり、直線

を基調とした器形であり、小形である。高台部内面

は指等によるナデ整形である。

2 住ー 8 石 縦ー 12. 5 横ー 6.4 小さな石であるが、表面が磨耗している。

重悶ー 260 g 

2 住ー 9 石 縦一 13.0 横ー 6.4 石の中央部がやや張り出している。表面は全而磨耗

重量ー 350 g している。

2 住ー 10 石 縦ー 14.4 横ー 4.0 前記の 2 石に比較して大きくて重い石であるため用

重星ー l, 150 g 途は別と思われる。小日両端部に表面剥離があり、

その部分に凸凹が目立つ。

2 住一 11 石 縦ー 22.2 横ー 5.8 全面に磨耗しているが、磨いたためではなく、断面

重批ー450 g は方形に近い。使用によりこうなったものと思われ

る。

2 住ー 12 石 縦ー 10.7 横ー 4.9 11 にほぼ同じ、下端部に 2 ヶ所ほど欠けた部分あり、

重益ー 400 g 使用により生じたものと思われる。

2 住ー 13 石 縦ー 15. 0 横ー 6.9 少し扁平で幅広い石、全面が磨耗している。

重械ー 550 g 

2 住ー 14 石 縦ー］4.0 横ー 7.5 13の石同様に幅広く、扁平な石、全面が磨耗してい

重星ー 500 g る。

56 

①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

①褐色②酸化③½④少祉の黒色粒子を

含み、白色鉱物粒子と石英粒子はほと

んど含まない

①褐色②酸化③％④少鼠の黒色粒子と

赤色粒子を含む

①褐色②酸化③％④少品の黒色粒子と

白色粒子を含む⑤内側底面に刻書あり

①灰色②還元焼締③牙廷） 1 mm以下の白

色粒子を大龍に含み石英粒子はほとん

ど観察できない

①灰色②遠元焼締③％④ 1 mm以下の白

色粒子を多く含み、石英粒子はほとん

ど含まない

①灰色②還元焼締③％④ 1 mm以下の白

色粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を

少鼠含む

①灰色②還元焼締③％④ I mm以下の白

色粒子を多く含み、石英粒子はほとん

ど観察できない

①淡緑色③完形④ひん岩⑤床面

①灰黒色③ほぽ完形④ひん岩⑤床面

①灰黒色③ほぼ完形④黒色頁岩⑤床面

①淡緑色③ほぽ完形④黒色頁岩⑤床面

+26cm 

①淡緑色③ほぽ完形④石英閃緑岩⑤床

面

①褐色③完形④変質安山岩⑤床面

①灰褐色③ほぽ完形④黒色頁岩⑤床面

+38cm 
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A 
ー 437.40m

第 2節住居跡

3 号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版15 • 16 • 17 

遺物写真図版57 • 58 • 59 

位置 4 号住居跡の南約 5m、 5 号住居跡の西約13mに位置

し、 N-10. 11 グリットに属する。

'?--/ 上， 概要住居の掘り込みは、特に深くはなかったが、寵の残

りが良く、中央に羽釜が据えつけられたままの状態

で検出され、また住居内より多くの遺物も出土して

おり、注目される。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土の混入層より

できていた。床面中央附近より 2 基の床下土坑が検

出された。これらの土坑覆土は固くしまっていた。

柱穴は南壁中央部内側に 2 本、北壁中央部内側に 1

本の計 3 本が検出された。それらの柱穴はいずれも

壁の一部を掘り込み、周溝上に掘られている。南壁
A' 

` B 
ー 436. 90m 

寄りの柱穴 l と柱穴 2 は、住居内に内傾しており、

北壁寄りの 1 本はほぽ垂直に掘られていた。このよ

うに、壁の一部から周溝上にかけて掘られた 3 本柱

を持つ住居は 5 • 7 • 8 • 33号住居跡で認められる。

周溝は寵の構築されている部分を除き、壁の内側ほ

ぽ全面にわたり掘られていた。南西端の床面より小

土坑が 1 基検出された。

規模 東西方向で 3 .4 m、南北方向で 3.3mでほぽ正方形を

呈している。壁高は確認面から床面まで、 27~35cm

である。周溝幅は場所により一定ではないが、幅10

~25cm、深さは 1 ~4 cmである。柱穴 1 は幅18cmで

深さ 50cm、柱穴 2 は幅16cmで深さ 50cm、柱穴 3 は幅

19cmで深さ 46cmである。柱穴 3 の位置関係は柱穴 1

の中心と柱穴 2 の中心との距離が50cm、柱穴 1 の中

心及び柱穴 2 の中心から柱穴 3 の中心までの距離は

ほぼ同じで約3.lmであり、柱穴 3 を頂点とした正三

角形状を呈している。 1 号床下土坑は長軸1. 3m 、

短軸で 1 m、深さ 30cm 、 2 号床下土坑は長軸で 1 m 

短軸で70cm、深さ 30cmであり、南西端の小土坑は幅

70cmで深さ 20cmであった。

遺物 覆土中や床下土坑内により、土師質土器椀・坪・羽釜・

灰釉陶器の段皿や塊等が出土している。

0 lm 床下 床面調査時において床下土坑を含め掘り下げたため
l.  I 

第33図 3 号住居跡実測図 床面調査時と床下はほぽ同様であった。

B_ 

量
C 
ー 436. 90m c

 

D 
ー 436.90m 

D' 

1. 黒褐色土層 耕作土。

2. 黒褐色土層 黒色土を主体とし、少祉の軽石粒とロ

ーム粒子を含む土層。

3. 黒褐色土層 黒色土 1中に 1 ~3 mmのローム粒子を多

く含む土層。

4. 黒褐色土層 黒色土中に少械のローム粒子と少批の

小軽石を含む土層。

57 



第 5 章検出された遺構と遺物

正面図

<r:I <i:I 

旦 437.00m B
 

断面図 No 1 

~3 5(c) 

平面

平面図 No 3 

O 0.5m 
1 1 | 

第34図 3 号住居跡寵実測図

E
8
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<
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3 号住居跡寵

位置 住居東壁南端に、壁を掘り込んで構築された。

構造 この寵は焚口天井石が割れて、焚口に少し落

ち込んでいたが、寵中央に羽

釜が据えられたままの状態で

出土し、ほぼ使用時の状況を

残している。寵は、写真およ

び実測図からわかるように、
CJ 

乏 石組でできていた。天井石は
図
国
海

6 個体用いられており、それ

らは焚口天井石 1 石と燃焼部

天井石として羽釜の左右に 2

石づつ位置する 4 個の天井石

及び煙道上にくる 1 石の大き

な石である。鼈内には左袖に 2 石、右袖に 2

石及び右袖の奥で煙道部に位置する長い袖石

1 石等の石が基礎として据えられており、そ

れらの石を袖の芯としてロームや黒褐色土を

用いて固めた袖の上に天井石は載せられてい

た。羽釜は燃焼部火床面に直接据えたのでは

燃焼効果が悪いため、火床面中央に高さ 16cm

の支脚石を据えて、その上に羽釜が置かれて

いた。また羽釜底部と支脚石との間に31の杯

の破片を差し込んで中央に置かれた羽釜をよ

り安定させていた。羽釜は移動可能な燃焼部

の天井石を、羽釜鍔部の下の位置に寄せて固

定していた。しかし、すべての天井石が羽釜

に接していたわけではなく、また、羽釜に接

する天井石は直線であり、羽釜は曲線である

ため、天井石羽釜との間に隙間が多く出来る

ことになる。この隙間を埋めて、煙や炎が外

に漏れるのを防ぐために、割れた羽釜の破片

を天井石と羽釜の間に差し込んだり、天井石

の上に置いて、隙間を埋めていた。

規模 寵本体の残りは良いが、煙道部は一部を欠い

ている。両袖方向で約 1 m、煙道方向で約1. 1

m、高さ約60cm、燃焼部幅40cm、奥行約50cm

であった。
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第 2節住居跡

遺物 寵内より、ほぽ完形の羽釜をはじめとして、 30個体の土器片が出土した。それらの大部分は、寵使用

に際して利用されたものと考えられる。寵復元に伴ないそれらの出土遺物の多くは、復元された寵に

再び据えつけてある。出土した30個体の土器片は、寵内出土のすべてであり、その中には小さな破片

も含まれており、出土位置の確認や使用目的の不明な遺物も少し含む。それらの遺物の中で 7 個体は

写真と以下の概略説明のみとし、実測図及び観察表は省いた。残りの23個体中の21個体について、実

測図、観察表及び写真を載せて、 2 個体は寵復元作業に伴う表土剥ぎの段階で象ljぎ取り固定してしま

ったため、実測図及び写真を載せることはできなかった。今回実測図と観察表を載せられなかった 7

個体の土器片の内容は、土師質土器の坪（椀？）の口縁部 3 片と灰釉陶器皿の口縁部 l 片および羽釜の

胴部破片 3 片であった。寵復元によりすでに固定してしまった遺物は、第34回の平面図No.3 での40番

の羽釜と、 41の須恵器甕の破片である。 40の羽釜は34 (a • b • c) よりなる第 37 図の 34の羽釜の一群

と類似し、 41の須恵器甕の破片は、寵煙道上より出土した39 と類似した。出土遺物は30個体を数える

が、小さな破片であり、実測図を載せていない 7 個体と、載せていても小さいため内容の明らかでな

い37 と 38の土器片を除いた19個体の実体は、接合関係および胎土・焼成の特色からみて、羽釜 5 個体

灰釉陶器 2 個体・須恵器坪 2 個体・須恵器甕 1 個体の計10個体からなる一群であった。
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第37図 3 号住居跡出土遺物実測図（3)
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第38図 3 号住居跡出土遺物実測図（4)
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第 2節住居跡

3 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第35図 写真図版57)

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

3 住一 l 均； 3.6 (10.0) 5.6 器高に比較して日径の大きな杯である。口緑端部近 ①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

土師質 床面 くに沈線を持ちその部分より上がやや外反する。底 粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を少

部に右回転糸切痕を持つ。 祉含む

3 住ー 2 均： 4.7 (11.9) 6.4 厚い底部より、内轡気味の体部を経て日緑部に至る。 ①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色

，土師質 床面、カマド 口緑部はやや外反している。底部と体部との境に小 粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を少

フク土 さな段を持つ。底面右回転糸切痕。 祉含む

3 住ー 3 杯 5.5 (13.0) (6.7) 厚い底部より、内轡気味の胴部を経て大きく外反す ①灰白色②還元軟質③％④ 1 mm以下の

須恵器 床下土坑内ー26 る口緑部に至る。底部の調整は不明。 白色粒子と 1 ~3 mmの石英粒子を含む

3 住ー 4 杯 4.0 12. 6 6.3 厚い底部を持ち体部下端との境に段を持つ。体部に ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の臼色粒

土師質 床面＋ 20 は多くのロクロ痕を残し、作りのていねいな杯であ 子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を少最

る。口唇部がやや平で内傾している。 含む、特に I mm前後の石英粒子が多い

3 住ー 5 均； 5.4 14.6 7.2 底部は薄く、底部中央がやや上に盛り上がっている。 ①黒色②燻③％④白色粒子は断面まで

土師質 床面＋ 15 体部は内樹気味に立ち上がり、口唇部はやや平で少 燻により黒色を呈していため不明、

し内傾している。底面右回転糸切痕。 l ~3 mmの石英粒子を含む

3 住ー 6 昇； 3.9 (12.5) (7.0) 底部は薄く、底部中央がやや上に盛り上がっている。 ①褐色②酸化③％④白色粒子と 1 ~3 

土師質 床面、フク土 日縁部がやや外反している。 mmの赤色粒子と石英粒子を含む

3 住ー 7 杯 4.6 (12.8) 6.5 厚い底部を持ち、体部下端との境に段を持つ。体部 ①褐色②酸化③％④ l ~2 mmの赤色粒

土師質 床面 は内轡しつつ外上方へ立ち上がり、口縁部は少し外 子を多く含む

反する。底部に右回転糸切痕が残る

3 住ー 8 杯 6.2 (16.0) (9.1) 厚い底部を持ち体部下端との境に段を持つ。日緑部 ①黒褐色②酸化③％④ 1 nim以下の白色

土師質 フク土 分でやや立ち上がり、口緑端部で大きく外反する。 粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を少

口唇部はやや平で内傾している。 し含む⑤体部～胴部が吸炭により黒色

3 住ー 9 塔 5 0 11.8 6.4 厚く高い高台を持ち、体部は内轡しつつ日縁部に至 ①表面黒色、断面掲色②燻③ほぼ完形

土師質 床面、フク土 る。日唇部はやや丸い。高台はていねいに調整され ( 1 mm以下の白色粒子を多く、 1 ~3 

ており、特に端部は鋭く削り出されている。高台内 mmの石英粒子を少最含む。⑤燻焼成に

側に回転糸切痕が残る。 より高台内側を含め表面は黒色

3 住ー 10 坑 5.1 11.6 7.0 細長い高台の付く底部から、体部は内掛しつつ口縁 ①灰臼色②還元③完形④ 1 mm以下の白

土師質 床面 部に至る。口唇部は幅約0.7 cmでほぼ平で内傾して 色粒子を多く、 1 ~2 mmの石英粒子を

いる。高台はていねいに調整されており、高台部内 少し含む。⑤内側口縁部が少し吸炭に

側にかすかな糸切痕を残す。 より黒色を呈している

3 住ー］］ 耳皿 2. 7 3. 7 5.3 厚い底部より長さ約1. 9 cmの体部～日縁部が横上方 ①灰白色②遠元③完形④ 1 mm以下の臼
\ \ 

向に延ぴている。皿の両端をつまみ上げて耳皿とし 色粒子と 1 ~3 mmの石英粒子を多く含8.8 5.7 

床面＋ 15 ており、中央に直径0.6 cmの小穴が一つ空けられて む

いた。底面に右回転糸切痕が残る。

3 住ー 12 輪花皿 2.9 13.6 7.8 全体に丸く整形されている高台を持ち、体部はやや ①灰白色②遠元③完形④密⑤白色を主

灰釉 床面＋ 17~19 内轡気味に立ち上がる。 4 個所に輪花あり、高台部 とし、淡い緑色釉が内側に施釉されて

内側に右回転糸切痕が残る。 いる。虎渓山

3 住ー 13 坑 (5.4) ていねいな整形の断面長方形の嵩台を持つ。高台部 ①灰白色②還元③％④密⑤内側のほぼ

灰釉 カマド内 内側に糸切痕は全く認められずに、中央部に凹凸部 全面に降灰によると思われる灰釉が付

分を残す。 着

3 住ー 14 皿 2.4 (12.8) (7. 2) 全体に丸く整形されている高台を持ち、体部はやや ①灰白色②還元③％④密⑤淡緑色の灰

灰釉 床面＋ 10 内轡気味に立ち上がる。全体に小さな皿である。高 釉が日縁部を中心に施釉されている。

台部内側に右回転糸切痕を残す。 大原 2
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第 5 章検出された遺構と遺物

3 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第35 • 36図） 写真図版59)

遺構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

3 住ー］5 皿 2.2 (14.4) (8.4) 断面三角形の高台を持つ段皿である。段部は U 字状

灰釉 床面＋20 に掘り込み、内側を削り取り作っている。

高台部内側はナデ整形と思われる。

3 住ー 16 羽釜 (18.2) 断面三角形の短い鍔を持つ羽釜である。口唇部はや

床面 や厚くなり平で少し内傾している。器表面の粗雑な

羽釜である。

3 住ー 17 羽釜 (18.5) 断面三角形の太く短い鍔を持つ羽釜である。日唇部

床下土坑ー 16 ほぼ中央に弱い沈線を持つ。鍔部表面と鍔部内側に

フク土 指頭圧痕あり、胴部は鍔の下付近より胴中央部に向

かい直径が大きくなる傾向を示す。

3 住ー 18 羽釜 (18.8) 断面三角形の小さな鍔を持つ。日昏部はやや匝くな

床面十 7 り、平で少し内傾している。鍔下部の表面はナデ整

形である。

3 住ー 19 羽釜 (21.6) 断面三角形の鍔で、先の部分で一段上下とも削り込

床面 まれており一層細い鍔となっている。鍔の付く部分

を境に胴部は大きく外側に張り出している。日唇部

はほぼ平に整形されている。

3 住ー 20 羽釜 (20.6) 断面三角形の短い鍔を持つ。口唇部内側が少し張り

床面 出し厚くなっている。日唇部中央がやや凹状になっ

ておりほぼ水平である。

3 住ー 21 羽釜 (21.5) 断面三角形の短い鍔を持つ。鍔を胴部に貼り付ける

床下土坑ー 16 ために、鍔上下より指で押圧した痕踪が残る。口唇

部はほぼ乎である。

3 住ー 22 羽釜 (21. 2) やや丸味を持つ断面三角形の短い鍔を持つ。鍔下部

床面 に鍔を胴部に貼り付けた痕跡が残る。口唇部は平で

強く内傾している。鍔付近より下の胴部は外側へ大

きく張り出している。

3 住ー 23 羽釜 (22.4) 断面三角形の太く短い鍔を持つ。鍔を胴部に貼り付

床面 けるために鍔上下より指で押圧した痕跡が残る。鍔

部下の胴部は大きく内側に張り出している。日縁部

は長く、口唇部は平で内傾する。

3 住ー 24 羽釜 (19.6) 断面三角形の短い鍔を持つ。器表面全体が荒く粗雑

床面 である。口昏部は平に近いがやや丸味を持つ。ヘラ

削りは鍔部下で終わり、鍔下横ナデ。

3 住ー25 羽釜 (18.6) 断面三角形の小さく細い鍔が付く、やや下方へ傾い

床面十 7 ている。鍔内側に鍔を貼り付けた時と思われる指頭

圧痕あり、口唇部は平で内側に少し傾いている。

3 住ー 26 甕？ (8.0) 器肉が薄＜、底径、胴部径の大きな器形であり、外

床面 側の削り方向は羽釜に共通するが、羽釜とは思えな

フク土 い、他に該当する器形は不明である。

3 住ー 27 羽釜 (8.4) 器肉の厚さ、底径の大きさ、削りの方向や整形の特

フク土 色等より見て羽釜の底部と思われる。内面は全面横

ナデである。
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①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

①灰白色②還元③Ys④密⑤淡緑色の灰

釉が段部より外側に施釉されている。

虎渓山

①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

子を多猿に、 1 ~3 mmの石英粒子を多

く含む

①灰白色②還元③片④ 1 mm以下の白色

粒子を多乱に、 1 ~3 mmの石英粒子を

多く含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

子を多祉に、 1 ~3 mmの石英粒子を多

く含む

①灰白色②遠元③％③ 1 mm以下の白色

粒子を多祉に、 1 ~3 mmの石英粒子を

多く含む。⑤表面灰白色、断面黒色を

呈する

①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

子を多址に、 1 ~3 mmの石英粒子を多

く含む

①褐色②酸化③％④ I mm以下の白色粒

子を多址に、 1 ~3 mmの石英粒子を多

く含む

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

粒子を多祉に、 1 ~3 mmの石英粒子を

多く含む

①灰掲色②酸化③¾④ 1 mm以下の白色

粒子を多鼠に、 1 ~3 mmの石英粒子と

砂粒を多く含む

①内側灰色・断面灰黒色・外面灰白色

②還元③％④ 1 mm以下の白色粒子を多

址に、 1 ~3 mmの石英粒子を多く含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

子を多益に、 1 ~3 mmの石英粒子を多

く含む⑤外側体部下半が吸炭により黒

色を呈している

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

粒子を多儲に、 1 ~3 mmの石英粒子を

多く含む

①灰色②遠元③％④ 1 mm以下の白色粒

子を多祉に、 1 ~3 mmの石英粒子を少

し含む



第 2節住居跡

3号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第37 • 38図 写真図版58)

遺構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調＠湘t成③残存④胎土⑤備考

番 万ロ ぴ器種 出 土 位 置

3 住ー 28 杯 (6.4) 底部右回転糸切痕あり、底径の小さな坪である。 ①灰白色②還元軟質③底部と胴下の一

須恵器 カマド内 部④ 1 mm以下の白色粒子を多く石英粒

子を微量含む

3 住ー 29 Jill (12.3) 小さな破片であり、全体像は不明であるが、皿の破 ①断面灰色、釉透明②還元③口縁～胴

灰釉 カマド内 片と思われる。刷毛により施釉されている。 部％④密⑤内面に釉が厚く堆積してい

る

3 住ー 30 皿 (11. 5) 小さな破片であり、全体像は不明であるが、皿の破 ①断面灰色、釉透明②還元③日縁～胴

灰釉 カマド内 片と思われる。前出の29 より口径が小さく深い器形 部％④密

を呈す。

3 住ー 31 墳 (16.0) 器肉が薄く深い椀である。胴部外側に明瞭なロクロ ①灰色②遠元軟質③口縁～胴部％④ l

須恵器 カマド内 痕が残る。ロクロ右回転により整形されている。 mm以下の白色粒子を多く、石英粒子を

微址含む、 28の坪に近い

3 住ー 32 羽釜 (18.0) 弱く内轡する胴部から、断面三角形の鍔部を経て、 ①表面は吸炭により黒色、断面は灰白

カマド内 直立気味に立ち上がる日緑部へと続く。日唇部は平 ②還元③日緑～鍔～胴上部％④ 1 mm以

で、少し内傾し、内側に少し張り出しを持つ。胴部 下の白色粒子を多く含み、 1 mm内外の

から鍔に向かいヘラ削り整形。 石英粒子を含む

3 住ー 33 羽釜 22.5 18.5 8.2 胴部の一部を欠いているが、ほとんど完形品である ①灰白色②遠元③ほぼ完形④白色粒子

カマド内 最大径は鍔下 5 cmの胴部にある。その部分より鍔に を含むが乱は少ない。 1 mm以下の石英

向かい内湾し、鍔をすぎると、少し立ち上がるが、 粒子を多く、 1 mm内外の石英粒子を少

やはり内湾して口縁部に至る。口唇部は平で少し内 星含む

傾し、内側に少し張り出しを持つ。鍔は細く短く、

断面三角形を呈する。胴部は底部から鍔日に向かい

全面にヘラ削りが行なわれている。

3 住ー 34 羽釜 肩部から胴下半にかけての胴部破片 3 片である。他 ①灰白色②還元③胴部栢④ 1 mm以下の

カマド焚口の天井石上 の羽釜同様に底部から鍔に向かうヘラ削り整形が行 白色粒子ほとんど含まず、 1 mm 以下の

-34(b·a) 左袖の天 なわれている。粘土幅約 2 cmの輪積の痕跡が明瞭に 砂粒を含む

井石上ー 34(c) 残る。

3 住ー 35 羽釜 肩部を中心とした 4 片の破片である。他の羽釜同様 ①灰白色（一部灰褐色） ②遠元（一部

焚日天井石上ー 35(a· に、底部から鍔に向かうヘラ削り。胎土の特色から 酸化） ③胴部％④ 1 mm内外の長石粒子

b•c) 完形羽釜と右袖 みて、月夜野深沢 c支群窯跡の製品と思われる。 を多鼠に含む。 1 mm内外の白色粒子も

石との間ー35(d) 含む

3 住ー 36 羽釜 (19. 0) 直立気味に立ち上がる胴部から、内傾し再ぴ鍔部で ①外側表面灰褐色、内側表面灰白色、

カマド左袖の天井 直立し、弱く内傾した日緑部に至る。鍔は断面三角 断面灰白色②酸化（一部還元） ③日縁

石上ー36 (a • b) 形、日唇部は平で少し内傾している。 ～鍔～胴上半部④ 1 mm内外の長石粒子

天井石上下ー36(c • d) を多巌に含む

3 住ー 37 羽釜 小さな破片であるが、調整、器形から羽釜破片と思 ①褐色②酸化③胴部の小さな破片④ 1

燃焼部支脚石左 われる。 mm内外の石英粒子を多く含む

3 住ー 38 羽釜 小さな破片であるが、調整、器形から羽釜の破片と ①褐色②酸化③胴部の小さな破片④ 1

カマド左袖ー 38(a) 思われる。カマド内一 37 とこの羽釜は、他の 4 個体 mm内外の石英粒子を多く、 2 mm内外の

天井石上ー 38(b) の羽釜とは別個体。 石英粒子を少麓含む

3 住ー 39 甕 - (18.0) 底部から大きく外側へ広く、大きな甕の破片である ①青灰色②還元焼締③胴下半～底部の

須恵器 カマド煙道上付近 外面平行叩き目、内面上部は青海波文、内面下部は 一部％④ 1 mm内外の黒色や褐色、白色

青海波文の上から横ナデ整形。 の砂を含む、石英粒子はほとんど確認

できない
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第 5 章検出された遺構と遺物

4 号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版18 遺物写真図版59

位置 3 号住居跡の北東約 3mに位置し、 L-10 • 11 、 M-10 • 11 グリットに属する。

概要 掘り込みの浅い住居跡であり、耕作土からの 2 本の溝により床下まで掘り込まれている。壁は垂直で

なく、やや斜めになっている。特に南壁の傾斜は弱く、南壁中央部が住居内に大きくせり出す特色を持

つ。東壁やや南寄りに地山のロームを掘り込んで寵が構築されていた。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土の混入層よりできていた。全体的に固く踏まれており、表面が

凹凸状を呈していた。床面上に小穴は認められるが、柱穴らしき穴は検出できなかった。周溝は寵

周辺以外は全面に掘られていた。貯蔵穴らしき掘り込みは、床面調査時においては検出できなかった）

壁はほとんどロームを掘り込んだ面を利用しており、全般にやや斜めである。

規模 東西方向で 4m、南北方向で4.7m を呈し、 1 • 2 号住居跡同様に南北方向にやや細長い形態を呈して

いる。壁高は25m前後で低い。周溝幅は20cm前後で深さは 5 cm前後である。

遺物 床面上より土師器坪の完形品 1 個体・須恵器甕の破片 3 片・覆土中より土師器杯のほぼ完形品 1個体・

須恵器坪、杯蓋の破片等が出土している。他に覆土中より土師器杯の破片と甕の破片が数多く出土し

ている。

床下 床面調査後、床面下の構造及び床面調査時で検出できなかった遺構検出のために床面の盛土及び黒色

土を0.05~'().lm ほど取り除き床面下の調査を行なった。その結果寵手前に東西方向1.3m、南北方

向1. 6m 、深さ 10cmのほぼ完形の土坑と、小穴が 2 個体検出された。
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］．黒褐色土層 黒色土層中に少星のローム粒子含む

2. 黒褐色土層 黒色土層中にローム粒子・ロームプ

A' ロックを少盤含む。

3. 褐色土層 ローム粒子・ロームプロック・黒色

土の混入土層。

゜
lm 

第39図 4 号住居蹄実測図
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第40図 4 号住居跡床下実測図
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4 号住居跡寵

位置

構造

住居東壁やや東寄りに寵

が構築されていた。

寵の焚口部住居内に位置

するが、燃焼部の大部分～煙

道部は住居外に位置している。

寵は地山のロームを馬蹄形に

掘りぬき、燃焼部を囲むよう

に焚口部を除いて石を配列し

ており、寵手前に散乱してい

る石もおそらく寵材の一部と

思われ、その上をローム等で

被覆したものと考えられる。

燃焼部石の配列は奥に 1 石左

右にそれぞれ 3 石配し、

の石を基本としていた。

7 個

8 の

石は 4 • 5 の石の間を埋める

役割を果たしている。 4 の石

は炎がこの石に当たり上方向

へと方向を変えで煙道へと炎

が方向転換する位置にある石

であると思われ、多く焼けて

しヽた。

規模

向で1. 2m である。

全く出土していない。遺物

煙道方向で1.4m 、両袖方

1. 黒総色土層

2. 掲色土層

3. 焼土層

4. 掲色土層

5, 褐色土層

6. 黒褐色土府

8. 褐色土層

第41図 4 号住居跡竃実測図

愚色土層中に、ローム粒

子を少拭含む。

ローム粒子とロームプロ

ソクを主とした土府中に

黒色土を少批含む。

固い焼土層。

炭、焼土、黒色土の層。

ローム層中に焼土及ぴ黒

色粒子を含む。

ローム粒子と黒色粒子の

混入土層、焼土含まず。

7, 黒色土陪黒色土層中に焼土粒子、

ローム粒子を少祉含む。

黒色土とローム粒子の混

入土層、床面として踏み

固められている。
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4 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第42図 写真図版59)

迫構名及ぴ 器形及 器高・ロ径·底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

4 住一 l 杯 (15.8) 口縁部から底部近くにかけての小さな破片である。 ①灰白色②還元焼締③％④ 1 mm以下の

須恵器 フク土 ロ径が大きく、深い坪と思われる。器表内外面とも 白色粒子を多く含み、石英、長石粒子

密で、表面に凹凸は認められない。 はほとんど観察できない

4 住ー 2 杯 3.0 13.4 底部がやや丸味を持つが、ほぼ乎底の杯である。日 ①褐色②酸化③口緑部と底部の一部を

土師器 床面 縁部は横ナデ整形。底部はヘラ削り整形である。ロ 欠くが、ほぽ完形である。④白色粒子

唇部は細く丸く仕上げられている。内面底部に弱い と石英粒子はほとんど観察できない

凹凸が全面に認められる。

4 住ー 3 杯蓋 (19.3) 端部が下方に折り曲げられており、下端は外側少し ①灰白色②還元焼締③％④ 1 mm以下の

須恵器 フク土 開く。天井部付近のみに右回転ヘラ削り痕が認めら 白色粒子を多盤に含み、石英粒子はほ

れる。 とんど観察できない

4 住ー 4 石 縦ー］3.6 横＿ 5.0 断面ほぱ四角形を呈し、全面磨耗している。上端に ①表面灰白色、断面灰黒色③一部欠損

重旦ー 550 g 表面剥離跡あり、片側か欠けている。 ④黒色頁岩⑤床面

4 住ー 5 石 縦ー］9.2 横ー 8.2 図上での右下半部の一部を欠いている。粒子の荒い ①黒褐色③ー＾部欠損④輝石安山岩（粗

重描ー700 g 石であるが、やはり表面は磨耗している。 粒） ⑤床面＋ 17
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第 2節住居跡

5 号住居跡 （平安時代）遺構写真図版19 遺物写真図版59 • 60 

位置 3 • 4 号住居跡の東約10m に位置し、 M-13 • 14 、 N-13 • 14グリットに属する。

概要 住居の掘り込みが深く、寵の残りも良好であり、平安時代の竪穴住居跡としては、めずらしく、柱穴

を持つ。さらに住居内に多くの石が出土しているため、石の用途を知るために、出土した石の重量す

べてを計測してみた。また床面より床下土坑が検出され、輿味深い住居跡の 1 つである。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土の混入層よりできていた。床面中央より南面寄りに 2 基の床下

土坑が床面検出時から検出できた。住居使用時において、この土坑中に土の入っていなかった可能性

も考えられる。柱穴と思われる小穴が 3 個床面より検出されている。その中で西側の柱穴 2 は浅いが

柱穴と考えたい。北側の 2 柱穴は床面の中央部に位置しており、垂直に掘られている。南壁中央の柱

穴 3 は南壁の一部を掘り込んで、周溝上に掘られているという特色を持ち、垂直でなく内傾して掘ら

れている。この柱穴 3 の上に石が置かれたように出土し、そこから住居内側にかけて多くの石が列を

なして落ちていた。周溝は寵周辺以外ほぽ全面に掘られていた。貯蔵穴に関しては、 2 号床下土坑が

これにあたる可能性もあるが、寵と反対側での確認が当遺跡ではない事や、土坑が壁面下というよ

り、やや床面に囲まれている様子もあるので、貯蔵穴として扱わなかった。

規模 東西方向で3.3m 、南北方向で4.7m を測る。他の住居例同様に、南北方向に長い長方形を呈している。

壁高は40~50cmで残りが良い。周溝幅は15cm前後で深さは 5 cm前後で浅い。柱穴 1 は径30cm、深さ 60

cm 、柱穴 2 は径30cm、深さ 15cm、柱穴 3 は径30cm、深さ 50cmであった。 1 号床下土坑は径約 lm 、深

さ 34cm 、 2 号床下土坑は径80cm、深さ 20cmであった。

遺物 床面や覆土中より、土師質土器杯、椀のほぼ完形に近い製品や、羽釜の大きな破片が出土している。

その他破片としては、覆土中より大量の土師質土器杯・塊や 8 世紀代の須恵器杯の破片、 10世紀代の

羽釜の破片等が出土している。床面上や覆土中より大小26個の石が出土した。住居内に運び込まれた

叫
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叫
―土―芝-＝ニー ー一

叫
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第43図 5 号住居跡実測図

］．黒掲色土層 黒色土中に少械の

ローム粒子を含む。

2. 暗褐色土層 黒色土層中にロー

ム粒子・ロームプロックを多く

含む。

3. 黒褐色土層 黒色土層中に少拭

のローム粒子の密な土層。

4. 褐色土屑 ローム粒子を多批

に含み、黒色土を少し含む。

0 Im 
I I I 
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第 5 章 検出された遺構と遺物

石の性格を知るために大多数の石の重量測定を実施した。 0.3kg~1 kgまでの石 5 個体、 1 kg~2 kgま

での石 3 個体、 2 kg~3 kgまでの石 3 個体、 3 kg~4 kgまでの石 6 個体、 4 kg~5 kgまでの石 2 個体、

5 kg~6 kgまでの石 2 個体、 6 kg~7 kgまでの石 1 個体、 7 kg~8 kgまでの石は 1 個体もなかった。

8 kg~9 kgまでの石 1 個体、 9 kg~10kgまでの石は 1 個体もなかった。 10kg以上の石 3 個体であり、

最も大きな石は20.2kgであった。この中で 3 kg~4 kgの石が最も多い特色を示した。この数字は他の
住居跡内出土の石と比較すると石が大きいことを示している。そのため石の用途については様々な角

度より検討してゆく必要性を示した。

床下 床面調査後、床面下の構造及び床面調査時で検出できなかった遺構検出のために、床面の盛土及び黒

色混入土を 2 ~10cmほど取り除き、床下調査を行なった。その結果床面東部に幅1.3m 前後の楕円形

を呈し、深さ 10cm ほどの 3 号床下土坑が検出された。さらにその 3 号床下土坑の東側で住居東壁部か

ら床面にかけての部分から、縄文後代に属すると思われる 16号陥し穴が検出された。床面は地山ロー

ムを主とし、盛土の少ない床面となっていた。
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］．暗褐色土層 ロームプロソク・ローム粒子・黒色粒子の混入土 4. 黒色土層 黒色土中に少旦のローム粒子を含む。

層、床面として踏み固められている。 5．黒色土層 黒色粒子を主とし、ごく少鼠のローム粒子を含む。

2. 黒褐色土層 黒色土とローム粒子、ロームプロックの混入土層。 6. 褐色土層 ローム粒子・ロームプロック・少批の焼土プロッ

3. 黒褐色土層 黒色土層中にローム粒子・ロームプロックを含む。 ク・焼土粒子の混入土層。

第44図 5 号住居跡床下実測図
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5 号住居跡寵

位置 住居東壁やや南寄りに地山のロームを多く掘り込んで寵が構築されていた。

構造 寵の焚口部は住居内に位置するが、燃焼部の大部分～煙道部は壁のロームを掘り込んで住居外に作ら

れている。壁のロームを掘り込み、燃焼部を作るわけであるが、燃焼部の手前焚口天井石と煙道天井

石を支えるために、燃焼部及び煙道部の壁面に縦長に袖石を配列する。その袖石が安定するようにロ

ーム壁を掘り込んでいた。焚口天井石は落されて、天井石に伴なう袖石も検出されなかったが、燃焼

部中央に置かれる羽釜の左右にくるであろう石を受ける左右の袖口各 2 個体及び、煙道部天井石 (2

個体残存していたが、袖石の残存より 4 個体

汀□

匠

勿

（竃上面）

叫

--J/  | 

叫

（竃中面）

叫

9£~ 

A —436. 74m 
A' 

が考えられる）を支える袖石 5 個体が残存し

ていた（おそらく 6 個体の袖石であったもの

と思われる）このようなロームを掘り込み袖

口をセットして、その上に天井石を置いた石

組みの構造の上にロームを被覆して寵を作っ

ている。第45図によりその過程が明らかとな

るであろう。まず 3 • 4 • 4'層を掘り込み、

左右の袖口をセットし、 2 層を入れて固定す

る。左袖石にさらに石を補強しその上に天井

石を乗せて 1 • l' の土を被覆し固定している

のである。このように寵内

にあっては、底部と奥壁以

外は石で被われている状態

となっており、ロームが直

接火を受ける部分は少ない。` 
これらの資料をもとに 3 号

住居跡出土の羽釜を用いて

カマドを復元してみたもの

が第46図である。ここで、実

線で書いて、点描のある石

は、実際にそこに置いてあ

0 0.5m 
| l 1 

叫

1. 褐色土層 煙道天井石上に盛られたローム、硬質である。

l＇．褐色土層 l 層とほぽ同じ働きであるが、少し黒色土を混入している。

2. 黒色土層 黒色土層を主とし、少拭のローム粒子を含む。

3. 黒色土層 地山の国色土層、ローム粒子含まず。

4. 褐色土層 ソフトローム層。

4’．褐色土層 ハードローム層。

5. 赤褐色土層 焼土粒子。

6. 焼土 層 赤く焼けた焼土層。固く焼きしまっている。

7. 黒褐色土層 黒色土を主とし、少盤のローム粒子を含む。固い土層である。

第45図 5 号住居跡鼈実測図
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第46図 5 号住居跳寵復元図

った石であり、実線で書いて、点描のない石は、存在していたが、動いており、図に示した位置にあ

規模

遺物

ったであろうと考えられた石であり、点線で書いた点描のない石は、おそらくこのような石が、

位置にあったであろうと考えられる石である。

煙道方向で1.4m 、両袖方向で1.2m 高さ約50cm、燃焼部幅約35cmである。

寵内より羽釜の破片が数点出土している。
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第48図 5 号住居跡出上遺物実測図（2)
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5 住ー 24 ＿士

5 号住居跡出土遺物実測図（3)

5 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第47図 写真図版59)

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調＠対t成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出 土 位 匿

5 住ー 1 坪 3.5 (8.2) (4.4) 底部が少し開く、胴部下端との境に段を持つ。外反 ①表面灰白色、断面と底部外面黒色②

土師質 フク土 する日縁部下の胴部に弱い稜を持つ。新しい段階の 遠元③％④ 1 mm以下の白色粒子を多く

t和の特色である。底部に糸切痕を残す。 l ~3 mmの石英粒子を少批含む

5 住ー 2 況； (5. 2) 底部が厚＜、胴部下端との境に段を持つ。底部内側 ①表面黒色・断面灰白色②還元③底部

土師質 フク土 に右回転の渦巻状の痕跡、外面に右回転糸切痕残る。 %( I mm以下の白色粒子を多く含む

5 住ー 3 埒； 5. 7 底部が厚く、胴部下端の境に段を持つ。底部内側 ①灰褐色②酸化③底部のみ完形④ 1 mm 

土師質 床面 に右回転の渦巻状の痕跡、外面に右回転糸切痕残る。 前後の赤色粒子を含む

5 住ー 4 杯 5.0 (13.1) 6.7 底部が厚く、胴部下端との境に段を持つ。外反する ①表面灰掲色、断面褐色②酸化③½④

土師質 2 号床下土抗フク土 日縁部下の胴部に弱い稜を持つ。底部内側に右回転 1 mm前後の赤色粒子を少祉、 1 mm以下

の渦巻状の痕跡、外面に右回転糸切痕が残る。 の白色粒子を多く含む

5 住ー 5 杯 4.1 11.8 6.1 底部が厚く、胴部下端との境に段を持つ。口縁部は ①灰褐色②酸化③完形④ 1 mm以下の白

土師質 床面 外反し、口唇部はほぽ平で内傾している。底部内側 色粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒千を

に右回転の渦巻状の痕跡、外面に右回転糸切痕残る。 少鼠含む

5 住ー 6 杯 5.7 13.9 6. 9 底部が厚く、胴部はなだらかに立ち上がる。口唇部 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

土師質 床面＋ 14、フク土 は外反していない。内側表面は剥離している。 子と 1 ~3 mmの石英粒子を多屈に含む

5 住ー 7 椀 (13.4) 口縁部は外反せず、口唇部は平で強く内傾している ①褐色②酸化③Ys④ 1 mm以下の白色粒

土師質 1 号床下土抗 内外面にロクロ整形痕を残す。 子と 1 ~3 mmの石英粒子を多鼠に含む

5 住ー 8 椀 (16.2) 口縁部は幅が広く大きく外反している。内外面ロク ①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

土師質 床面 ロ整形痕を残す。 粒子を多く含み石英粒子は少ない
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第 2節住居跡

5号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第48 • 49図 写真囮版59 • 60) 

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 万ヽニ9 ぴ器種 出 土 位 置

5 住ー 9 坪 (13. 6) 口縁部が大きく外反している。内外面にロクロ整形 ①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色

土師質 2 号床下土坑 痕が残る。 粒子を多く、石英粒子を少麓含む

5 住ー 10 培 (13.0) 日縁部が大きく外反し、玉縁状になっている。内外 ①灰白色②還元③1/s④ 1 mm以下の白色

土師質 フク土 面にロクロ整形痕が残る。 粒子を多く、石英粒子を少星含む

5 住一 11 墳 (3.0) 底部が厚く、胴部下端との境に段を持つ。底面に右 ①灰色②遠元③％④ 1 mm以下の白色粒

土師質 床面 回転糸切痕が残る。 子を多く、石英粒子を少し含む

5 住ー 12 培 (I I. 3) 5.8 貼り付けた高台が、はずれている。口縁部がわずか ①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色

土師質 床面＋ 21 に外反している。高台部内側の右回転糸切痕が、高 粒子と 1 ~3 mmの石英粒子を多く含む

フク土 台接合時に少し整形されて薄くなっている。 ⑤大撮の石英が表面に浮ぴ出ている

5 住ー 13 墳 (6.2) 厚い底部に端部をよく整形している高台が付く。高 ①表面灰黒色・断面灰色②還元③底部

土師質 床面＋ 1 台部内側中央に右回転糸切痕が残る。比重の高い胎 のみほぽ完形④ I mm以下の白色粒子を

土が使用されている。 多く、石英粒子を少し含む

5 住ー 14 坪 (16.0) ロ唇部は平でやや内傾している。外面にロクロ痕・ ①表面、断面とも黒色②燻焼成③％④

土師質 床下土坑、フク土 内面は平に整形している。 1 mm以下の白色粒子を多く含む

5 住ー 15 羽釜 (19.3) 胴部から日緑部までやや内傾している。鍔は断面三 ①外側表面と断面灰白色・内面黒色②

床面 角形を呈し、口唇部はやや幅広で平で内傾している 還元③％④ 1 mm以下の白色粒子を多量

内面のみ黒色を呈しており、 2 次使用品か。 に、 1 ~3  mmの石英粒子多く含む

5 住ー 16 羽釜 (24.9) 断面三角形の鍔を持ち、日唇部は平でやや内傾して ①褐色②酸化③％④1 mm以下の白色粒

フク土 おり中央部に凹線が走る。 子を多く、 1 ~2  mmの石英粒子少益含

5 住ー 17 羽釜 . (19.8) 胴部から内傾しながら口唇部に至る。断面三角形の ①灰褐色②酸化③½④ 1 mm以下の白色

フク土、カマド内 小さな鍔を持つ。口唇部はやや原くなり平で内傾し 粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を多

ている。胴部は鍔付着点で内側にやや押し込まれる。 く含む

5 住ー 18 羽釜 (19.3) 胴部から丸味を持ち内傾しながら日唇部に至る。鍔 ①表面黒色・断面掲色②酸化③％④

床面、フク土 は細長く、口唇部は平で少し内傾している。鍔下部 1 mm以下の白色粒子を多量に、 1 ~ 2 

分はナデ、胴中央～下半は口縁部に向かうヘラ削り。 mmの石英粒子を少量含む

5 住ー 19 羽釜 (26.6) 胴部はほぽ直線に立ち上がり、日縁部がやや内傾し ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

床面＋ 20 ている。鍔は断面三角形を呈し、短い。胴部は座部 子を多く、石英粒子をごく少羅含む

より鍔に向かうヘラ削りで鍔下部までヘラ跡あり。

5 住ー 20 羽釜 (4.0) 底部の径は小さく、底部より鍔に向かうヘラ削りが ①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

フク土 ある。内面は刷毛等による整形痕が残り、その後に 粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を多

ナデ整形している。 く含む

5 住ー 21 鉄滓 重最ー 70 g 大きさの割に重さがある。割れ口を見ると発泡したように気泡多く含むが、ガラス状の娃化

フク土 部分は顕著でない。小鍛冶遺構に関連した所産か。

5 住ー 22 石 縦ー 15.3 横ー 5.8 全体が磨耗しており、特に中央部分が両端部に比較 ①灰色③完形④輝石安山岩（粗粒）⑤

重雇ー450 g して多く磨耗している。 床面＋ 15cm

5 住ー 23 石 縦ー 12 :0 横ー 7.1 全体的に磨耗しているが、特に中央部が磨耗してい ①灰色③欠損④石英閃緑岩⑤床面＋ 14

重量ー600 g るため砥石としても利用された可能性が高い。 cm 

5 住ー 24 石 縦ー 31. 3 横ー 21. 2 実測図上での広い上面中央及ぴ右側面は磨耗してい ①暗緑色③一部欠損④凝灰岩質砂岩⑤

重量ー8,400 g る。広い上面は砥石としての可能性もあるが、藁等 床面＋ 14cm

をたたく時の下石の可能性あり、右側面は砥石とし

て利用されたものと思われる。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

6 号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版20 • 21 遺物写真図版60~63

位置

概要

5 号住居跡の東約10m に位置し、 L-16 • 17 、 M-15 • 16 • 17 、 N-16 • 17 グリットに属する

焼失住居であり、壁に近い住居の床面に屋根に使用したと思われる垂木の炭化材がほぽ放射状に残存

していた。寵はこわされており、残存状態が悪い。床面より出土した石は少ない。この住居跡は、焼

失住居であるため、床面に残された炭化材や、炭化材下の床面、寵等を詳しく調べてゆくと、他の住

居跡ではとらえられない多くの事項について、様々な面から検討が可能であり、多くの示唆に豊む情

報を提供してくれる。この内容については、後の第 6 章（3~失住居跡に見られる上屋構造と寵の扱い
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量焼土杞十三□m
2. 黒閑色土層 黒色土層中にローム粒子・ロームプロ v ク・焼土 5, 黒色土層 黒色土層中に少祉のローム粒子・焼土粒子を含む。

粒子を含む。 6. 黒色土層 炭を主体とした層

黒色土・ロームプロック・ローム粒子・焼土粒子 7. 赤褐色土層 焼土を主体とした層。

炭化物の混入土層 8．黒褐色土層 黒色十中に少批のローム粒子と焼土粒子を含む。

3. 暗褐色土層

第50図 6 号住居跡実測図（1)
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第 5 章 検出された遺構と遺物

1.黒色土層 黒色土を主体とし、少星のローム粒子を含む。 8. 黒色土層 炭を大量に含み、ローム粒子はほとんど含まない。

2. 渇色土層 黒色土をほとんど含まないローム中心の層。 9. 褐色土層 ロームプロック・ローム粒子を主体とした層、少

3. 焼土 層 焼土を主とし、少獄の炭を含む。 鼠の黒色土を含む。

4. 焼土層 固く焼かれている土層。 10. 褐色土層 やわらかいローム層、黒色粒子は含まない。

5. 黒褐色土層 黒色土中に多くのロームプロソク・ローム粒子含む。 11. 黒褐色土層 黒色土・ローム粒子・焼土粒子の混入土層。

6. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子を多く含む。 12. 黒褐色土層 ローム粒子・ローム小プロックを多く含み、焼土

7. 黒褐色土層 l 層とほぼ同じだが、少しロームプロソク含む。 粒子・黒色土を少批含む。

の一例で検討しているので、ここでは、住居についての説明に限定して記述する。

構造 床面には、壁近くを中心に大量の炭化材が堆積していた。その在り方は住居中央に向かう放射状を呈

しており、炭化材の太さは12cm前後の角材が多い。これらの上下に粉状の炭や灰等が検出された。そ

れらの炭化材上の遺物は、住居中央部に少量検出されたが、きわめて少なかった。それらの炭化材や

遺物等を取りのぞくと、床面が検出できた。床面は踏み固められており、 4 柱穴内側の床面には、0.8

~1.5m幅にわたり、南側に開く馬蹄形を呈しだ焼土面が確認できた。その面は特に固くなっていた。

この面においては、 4 柱穴の存在が明らかに確認できたが、他の土坑等の床面の掘り込みについては

検出できなかった。柱穴壁より約1.5m離れた位置に 4柱掘られており、 4 本の位置はほぽ4.5m 間隔

でほぽ正方形に近い。柱穴 1 ～柱穴 4 と呼称する。周溝は寵部分を除き、ほぼ全周していた。貯蔵穴

は、床面検出時において確認できなかった。壁はやや斜めであるが、地山のロームより形成されてお

り、残りが良好であった。壁の中央部分が四周全面にわたり焼土化していた。

規模 東西方向で6.3m、南北方向で6.8m を測り、他の住居跡同様に南北方向に細長い平面形を呈している。

壁高は60cm前後で、掘り込みは深い。 周溝幅は20~40cmであり、深さは、 8 cm前後であり浅い。柱穴

1 は幅45cm、深さ 70cm、柱穴 2 は幅60cm、深さ 60cm、柱穴 3 は幅60cm、深さ 60cm、柱穴 4 は幅45cm 、

深さ 75cmであった。

遺物 篭右側で柱穴 1 の東側に、大きな土師器の甕の口縁部～体部上半が床面を一部掘り込んで、その中に

口縁部を上にして埋め込まれていた。おそらく丸底の甕等を置くための器台として転用されていたも

のと思われる。また床面よりほぼ完形の須恵器平瓶が出土しており注目される。さらに床面や覆土中

より、須恵器や土師器の破片が大量に出土している。それらを調べてゆくと、土師器の杯とほぽ同数

の須恵器杯が出土しており、この頃の住居跡としてはまれである。須恵器の坪には高台が付けられた

もの、削り出して高台を付けたもの、ヘラ起こし後内外面の底部をていねいに整形している坪や、ヘ

ラ起こし後底内外面無調整のもの等を含み、口径も大中小と分けることができそうである。土師器の

坪は、口径が大きく、口縁部が大きく外反する lIIl状の杯や、口径の小さな、口縁部が直立又はやや内

傾する坪等が多く出土しており、この時期の特色を示している。他に覆土中や床面上より多く出土。

床下 床面調査後、床下面の構造や床面調査時で検出できなかった遺構検出のために、床面の盛土及び黒色

78 

混入土を 1 cm前後取り除き、床下調査を行なった。その結果 4 柱穴の周辺と寵を持つ東壁下部分に多

くの掘り込みが検出された。竃右側の東壁と南壁の端の床面に土坑が検出された。この土坑上には、

先の遺物の項で記した土師器甕が埋められていた所に位置する。この土坑は一時的には貯蔵穴として

利用されたものかもしれないが、住居放棄時においては埋められて床面として利用されていた。他の

多くの小土坑も一時的には土坑として利用されたとしても、住居放棄時においては埋められて床面と

して利用されていた。図中にそれら小土坑の床面よりの深さを記した。
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6 号住居跡寵

位置 住居東壁やや東寄りに地山のロームを多く掘り込んで寵が構築されていた。

構造 非常に残りの悪い寵である。焚口天井石ば燃焼部に落ちており、その上に焼失した住居の垂木の炭化

材が重なっており、一部はくずれて低くなっている両袖上部にも炭化材が載っていた。寵の焚口部及び

燃焼部の大部分は住居内に位置しており、煙道部に近い燃焼部の一部が壁面を削った位置にあり、煙

道部が壁の東側に延びている。他の奈良時代の寵同様に大部分の燃焼部が住居内にある型式である。

しかしゆるやかに立ち上がり、煙道部が非常に長いことぱ注目される。寵構築材としてはロームが大

部分であり、石は焚口天井石を除いてほとんど使用されていない。また寵手前にも石は散乱していな

いため、石は袖の芯や天井部の覆いとしても使用されない作り方であると考えられる。そのため天井

部や側壁が直接火を受けており、燃焼部を中心とした寵内より大絨の焼土が出土している。

規模煙道方向で2.5m、両袖方向で1.3mであり、燃焼部は約60cmの円形を呈していた。

遺物 寵内より土師器の大形坪、甕と須恵器の椀．壺の破片等が出土している。
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1. 熙褐色土層 黒色土中にローム粒子・ロームプロックを含む。 5' 焼土層 5 層中にローム粒子を混入している。

2．掲色土層 ローム粒子を主とし、少星の黒色土と焼土を含む。 6. 炭層 黒色土中に多盤の炭を含み、少量の焼土粒子含む

3. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子・ローム小プロックを含む。 7. 黒色土層 黒色土層中に、少鼠の焼土粒子を含む。

4. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子・ローム小プロック・焼土 8. 焼土層 真赤に固く軽石状に焼けた焼土層

粒子を多く含む。 9. 褐色土層 ローム粒子を主とし、少量の焼土粒子を含む。

5. 焼土層 焼土粒子を主体とし，ごく少量の焼土プロック含

む。 第53図 6 号住居跡寵実測図
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第 2節住居跡

6号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第54図 写真図版60 • 61) 

追構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 万ロ ぴ器種 出 土 位 置

6 住一 l 杯 3.6 8.8 日径が小さく、器肉の原い杯である。器表面の内外 ①内外面約％黒色、約％褐色②酸化③

土師 床面 ほぼ全面にわたりヘラ磨きがなされている。特に内 ほぼ完形④ 1 mm以下の白色粒子と石英

面底部近くは良好に磨かれており黒光りしている。 粒子を多く含む

6 住ー 2 杯 (13.0) 器肉の庫い杯であり、日縁部と体部との境に弱い稜 ①内面黒色・外面灰黒色と灰褐色②酸

土師 フク土 を持つ。日縁部内外面およぴ内面にヘラ磨きがなさ 化③％④ 1 mm以下の白色粒子と石英粒

れており，黒色処理が行われている。 子を多く含む

6 住ー 3 坪 (13. 6) 日縁部と 1本部との境に弱い稜を持つ。日縁部外側横 ①内面内黒・断面と外面褐色②酸化③

土師 フク土 ナデ、内側から内側底部にかけてヘラ磨き、外側口 %( 1 mm以下の白色粒子と l ~3 mmの

緑部下はヘラ削り。 石英粒子を多く含む

6 住ー 4 杯 (14.1) 器肉が比較的厚く、日縁部と体部との境に弱い稜を ①内面黒色・断面黒褐色・外面褐色②

土師 フク土 持つ。日縁部は薄く、内側は内傾している。内面全 酸化③％④ 1 mm以下の白色粒子を多く

面ヘラ磨き、口縁部外側横ナデ、f本部はヘラ削り。 石英粒子はとんど含まず

6 住ー 5 杯 (14.0) 器肉が厚く、口縁部と体部との境に弱い稜を持つ。 ①内面黒色・断面灰黒色・外面黒褐色

土師 床面十 4 口縁部は全体に丸味を持つ。内面全面ヘラ磨き、外 ②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒子を多

面の多くもヘラ磨きされている。 く含む。

6 住ー 6 椀 (15. 2) 器肉が厚く、口縁部と体部との境に弱い稜を持つ。 ①内面黙色・断面黒褐色・外面黒褐色

フク土 口緑部は全体的に丸味を持つ。内面口縁部付近ヘラ ②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒子を多

磨き、体部下半ヘラ削りの後で部分的にヘラ磨き。 く、石英粒子を少械含む

6 住ー 7 杯 (8.8) 丸底の底部から、内粧気味に立ち上がり口縁部に至 ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

土師 床面 る。体部ヘラ削り、日緑部と内面ナデ調整。 含まず 1 mm以下の砂粒を多く含む

6 住ー 8 昇； (11. 3) 丸底の底部から、内樹気味に立ち上がり口縁部に至 ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

土師 床面＋ 15 る。内面に指頭圧痕あり、内面ナデ整形。 含まず 1 mm以下の砂粒を多く含む

6 住ー 9 杯 (13.0) やや平底気味の底部を持ち、日縁部は少し外反した ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

土師 フク土 後に内腎気味に立ち上がる。底部ヘラ削り。 含まず 1 mm以下の砂粒を多く含む

6 住ー 10 均； 3.2 (12.8) 丸底であるが平底に近づいている。日緑部の長さが ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

土師 床面＋ 3 フク土 長くなり、直立気味に立ち上がる。 含まず 1 mm以下の砂粒を多く含む

6 住一 11 杯 (13.0) 体部が長く、口縁部は短く直立気味に立ち上がって ①褐色②酸化③½④白色粒子ほとんど

土師 フク土 いる。口縁部と内面横ナデ、外側日縁部下ヘラ削り。 含まず 1 mm以下の砂粒を多く含む

6 住ー 12 杯 (13. 6) 体部は内弩しながら外側に開き、日縁部は直立気味 ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

土師 フク土 に立ち上がる。底部ヘラ削り。 含まず‘ 1 mm以下の砂粒を多く含む

6 住ー］3 杯 (13.6) 体部は内轡しながら外側に開き、日縁部は直立気味 ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

土師 カマド内 に立ち上がる。 含まず 1 mm~2 mmの砂粒を多く含む

6 住ー 14 坪 (18.0) 大きな杯であり、他の杯より口径で 2 ~3 cm大きい ①褐色②酸化③½④白色粒子ほとんど

土師 床面 しかし器形・整形等は基本的には同じである。底部 含まず 1 ~2 mmの砂粒を多く含む

~1本部ヘラ削り、日縁部内外面～内面横ナデ整形。

6 住ー 15 皿形杯 (18.2) 日緑部が大きく外反する特色を持ち、日径が大きい ①渇色②酸化③％④白色粒子ほとんど

土師 フク土 M-16 杯である。口縁部内外面横ナデ、内面横ナデ、口縁 含まず l ~2 mmの砂粒を多く含む

部下の外面ヘラ削り整形。

6 住-16 皿形坪 (18.2) 口縁部が大きく外反する特色を持ち、口径が大きい ①褐色②酸化③％④臼色粒子ほとんど

土師 フク土 杯である。口縁部内外面横ナデ、内面横ナデ、口縁 含まず l ~2 mmの砂粒を多く含む

部下の外面ヘラ削り整形。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

6 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第54 • 55図 写真図版61)

造構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

6 住ー 17 皿形杯 3.85 17. 5 口縁部が少し立ち上がった後に大きく外反している

土師 床下、フク土 日径の大きな杯である。口縁部内外面横ナデ、口縁

部下の外側ヘラ削り、その部分に炭の付着あり。

6 住ー 18 皿形杯 4.2 (17.5) 口縁部が少し立ち上がった後に大きく外反している

土師 カマド内 立ち上がった部分が厚くなり、口唇部に向かい薄く

なっている。内面横ナデ、口縁部下外面ヘラ削り。

6 住ー 19 皿形坪 3.9 17. 6 丸味を持った底部から大きく外反する口縁部に続く

土師 フク土 外側に弱い稜を持つ部分の内側に指頭圧痕の痕跡が

残る。内面横ナデ、口縁部外面ヘラ削り。

6 住ー 20 芸mm  環状つまみを持つ杯蓋である。つまみの端部は鋭く

須恵器 床下土坑 1 号 削り込まれており、天井部と接合する部分にも深い

削り込みが認められる。気泡化した自然釉がかかる。

6 住ー 21 盗 (17.35) 明瞭なカエリを持つ杯蓋であり、環状つまみを持つ

須恵器 フク土 ものと思われる。カエリの付く部分より内側天井部

にヘラ削り。内側天井部中央に直線のナデ整形。

6 住ー 22 埒； (14.4) 器肉が厚く、口唇部も厚く丸く仕上げている。胎土

須恵器 床面＋ 3 、カマド内 や焼成等より見て混入品の可能性あり。

6 住ー 23 椀 (18.5) 器高が低く、口径の大きな杯である。器肉は薄く、

須恵器 フク土 内外面ていねいな横ナデ整形。

6 住ー 24 杯 3.65 (13.8) (8.0) 器高が低く、日径の大きな杯である。器肉は薄く、

須恵器 床面＋25 ロ唇部は細く丸く仕上げている。底部は手持ヘラ削

りと思われ、底部周辺、体部下端手持ヘラ削り。

6 住ー 25 杯 3.5 (12.0) 器肉が薄く、日唇部は細く丸く仕上げている。底部

須恵器 フク土 は回転ヘラ整形と思われる。内面に火欅状の痕跡あ

り、日縁部内外面に庫ね焼痕あり。

6 住ー 26 杯 4.0 13.1 9.2 器高のやや高い杯であり、体部～日縁部は直線で外

須恵器 床面 側にやや開いている。底部は手持ヘラ削りであり、

体部下半のヘラ削りはなし。底部に火欅状痕跡あり。

6 住ー 27 杯 4.2 (11.7) (8.1) 体部は比較的直立気味に立ち上がり、器高も高い。

須恵器 床下フク土 内面底部に渦巻状の凹凸が、外側底部中央にヘラ起

こし時に出来る削り残しの突起が残る。

6 住ー 28 昇； 3. 75 (13.1) (8.7) 体部～口縁部が直線でなく、少し波を打っている。

須恵器 M-16 底部は薄く、内面に渦巻状の凹凸が、外側底部中央

にヘラ起こし時に残る渦巻状の凹凸と突起有り。

6 住ー 29 埒； 4.2 (15.2) 11.0 底部全体に丸味を持つ杯であり、体部～口縁部は直

須恵器 床面、柱穴 線的に外側へ開く、底部が特に厚い特色を持ち、底

部内面はていねいに整形されており凹凸なし、底部

外面は手持ヘラ整形が行なわれている。

6 住ー 30 杯 4.1 (18.0) (13.3) 底部全体に丸味を持つ杯であるが、内側底部中央が

須恵器 床面＋ 27 、 M-16 やや内側に盛り上がっている。内側内面はていねい

24 な回転ナデ整形。外面は手持ヘラ整形がなされてい

る。
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①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

含まず 1 mm以下の砂粒を多く含む

⑤外面全体に少鼠の炭の付着あり

①褐色②酸化③％④臼色粒子ほとんど

含まず。 1 ~2 mmの砂及び赤色粒子

を含む

①褐色②酸化③はぼ完形④白色粒子は

とんど含まず、 1 ~3 mmの砂粒を含む

⑤全体的に赤味を持った色調である

①灰色②遠元焼締③％④ 1 mm以下の石

英粒子を少し、白色粒子と黒色粒子を

多く含む。⑤黒色粒子か気泡化

①灰色②遠元焼締③¼④ I mm以下の白

色粒子を多く、石英粒子を少鼠含む

①灰褐色②酸化③片④ 1 mm以下の白色

粒子と 1 ~3 mm(l)石英粒子多く含む

①灰色②還元焼締③％④白色粒子をほ

とんど含まず石英粒子は観察できない

①灰色②遠元焼締③％④白色粒子をは

とんど含まず、石英粒子は観察できな

しヽ。

①灰色②遠元③栢④ 1 mm以下の白色粒

子を多く含み、 1 ~2 mmの石英粒子を

ごく少批含む

①灰黒色②還元焼締③ほぼ完形④ 1 mm 

以下の白色粒子を多く含み、石英粒子

はほとんど観察できない

①灰白色②還元③％④白色粒子は胎土

色調が同じため不明、石英粒子もほと

んど観察できない

①灰色②還元焼締③％④ 1 mm以下の白

色粒子を多く含み、石英粒子はほとん

ど観察できない

①灰黒色②還元焼締③％④ 1 mm以下の

白色粒子を多く含み、 1 ~3 mmの石英

粒子を少星含む。内側底部と外側体部

下半の一部が吸炭により黒色を呈する

①内面・断面灰色、外面灰黒色②還元

焼締③½④ 1 mm以下の白色粒子を多く

含み、気泡化している黙色粒子を多く

含む



第 2節住居跡

6号住居 出土遺物観察表 （図版番号第56 • 57図 写真図版61 • 62) 

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

6 住ー 31 杯 4.0 (16.0) (10.8) 付高台を持つ杯である。内側底部は回転ナデ整形の ①灰色②還元焼締③½④ 1 mm以下の白

須恵器 床面十42 、 L-17 後さらに指等で不定方向のナデあり、底部外側は回 色粒子を多く、石英粒子は観察できな

カマド内 転ヘラ調整後に高台を貼りつけ、ていねいに整形。 し、

6 住ー 32 杯 11.0 削り出し高台を持つ杯である。高台と底部の高さは ①灰色②還元焼締③％④ 1 mm以下の白

須恵器 L-16、フク土 同じ、高台周辺を削り込んで高台を作っている。 色粒子を多く、石英粒子は不明

6 住ー 33 小形甕 (10.8) 器肉が非常に厚い小形甕と思われる。頸部は短く、 ①内側と断面黒色、外面褐色②酸化③

土師 カマ土、床下フク土 日縁部は大きく外反し、日唇部を丸く仕上げている %( 1 mm前後の白色粒子と石英粒子を

外面ヘラ削り、内面は器面が密でナデ整形。 多く含む

6 住ー 34 甕 4.5 底径が小さい甕の底部と思われる。体部外面ヘラ削 ①掲色②酸化③底部周辺のみ完形④ l

土師 カマド内 り、内面ナデ整形、底部外面ヘラ削り。 mm前後の砂粒と赤色粒子を少鼠含む

6 住ー 35 小形袋 (16.6) 器肉の厚い小形甕である。短い口緑部が大きく外反 ②内側黒色・断面～外面褐色②酸化③

土師 フク土 している． 口縁部内外面横ナデ。 %( 1 mm以下の白色粒子多く含む

6 住ー 36 甕 (19. 0) 器肉が厚く、口縁部が大きく外反する甕である。体 ①断面褐色、表面黒掲色②酸化③％④

土師 床面十45 部ヘラ削り、日縁部横ナデ整形。 1 mm以下の白色粒子を多く含む

6 住ー 37 甕 (20.0) 器肉が厚く、口縁部が大きく外反する甕であり、頸 ①断面黒色・表面黒褐色②酸化③¾④

土師 フク土 部は35に比してさらに短い。日縁部内外面横ナデ。 1 mm以下の白色粒子を多く含む

6 住ー 38 嬰 (21. 3) 日径の大きな甕である。口縁部は体部より鋭角を持 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色・

土師 床面 ち外反する。体部外側は底部より頸部に向かう削り 石英・赤色粒子を多く含む

6 住ー 39 甕 (23.0) 口径の大きな甕である。日縁部は体部より鋭角を持 ①褐色②酸化③½④ I mm以下の臼色粒

土師 カマド ち外反する。体部外側は左上方向への斜ヘラ削り。 子と砂を多く含む

6 住ー 40 甕 体部はほぼ直立気味に立ち上がっており、日縁部は ①灰掲色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

土師 床下フク土 大きく外反している。体部外側横方向ヘラ削り。 粒子と l ~3 mmの砂粒を多く含む

6 住ー 41 甕 23.2 丸い胴部の甕と思われる。口緑部は大きく外反し、 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の砂粒と

土師 床面＋46、フク土 先端近くで少し内腎する。体部外側やや横方向削り。 白色粒子を多く含む

6 住ー 42 甕 22.8 丸い胴を持つ大きな甕である。器肉は厚く口縁部は ①灰色②還元軟質③日縁～胴上部まで

士師 床面＋ 3 なだらかに外反している。胴部は左方向の横ヘラ削 ほぼ完形④ 1 mm以下の砂粒と臼色粒矛

り、口縁部外面横ナデ整形。 多く含む⑤住居焼失時に火を受けた

6 住ー 43 甕 (29.5) 器肉の厚い襄であり、胴部は左横方向のヘラ削り後 ①褐色②酸化③％④ I mm前後の石英・

土師 カマド 1 部ヘラ磨きを持つ特色を示し、胎土、色調等より 長石粒子を大籠に含む

みて、他の一群と異なる特色を示す。

6 住ー 44 甕 23.4 丸い胴を持つ甕であり、頸部は寵に立ち上がり、 ①灰褐色②酸化③％④ I mm以下の白色

土師 床面＋ 20、カマド 口緑部は大きく外反している。体部外面と日緑部内 粒子を多く含み、 1 ~2 mmの砂粒や赤

内、フク土 側とほぽ全面にヘラ磨きが行なわれており、内側内 色粒子を少醤含む

面の一部も磨かれている特異な襄である。

6 住ー 45 宰一 (12. 2) やや丸い底部を持つ製品と思われる。外側全面ヘラ ①灰色②還元焼締③％④粒子が密で、

須恵器 床面＋34、 M-17 削りが行なわれており、底部周辺は手持ヘラ削りと ある。 I mm以下の白色粒子を少鼠含む

思われる。内面は回転ナデ整形である。

6 住ー 46 平瓶 14. 7 6.9 4.1 細長い漏斗状の口縁部が、中心からずれた天井部に ①灰色②還元焼締③ほぼ完形④粒子が

須恵器 床面 付く、肩部に接合面があり、天井部に粘土板接合痕 密であり、特徴的な胎土は観察できな

あり。体部下半に回転ヘラ削があり、丸底項部に「 X 」 い。⑤緑色の自然釉が認められる

記号あり。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

6 号住居跡 出土遺物観察表

遺構名及ぴ 器形及 器庫・ロ径・底径 (cm)

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

6 住ー 47 瓶

須恵器 カマド内、フク土

M-17 

6 住ー 48 提瓶？

須恵器 フク土

6 住ー 49 紡錘車

床下

6 住ー 50 鉄鏃 箆被中程輻ー 0.6

鉄器 茎元幅ー0.6

6 住ー 51 板金？ 長さー4.4 幅ー1.7 

6 住ー 52 刀子 全長ー 15.1

刀長ー］0.2

棟重ー 0.4

フク土

6 住ー 53 石 縦ー 12.7 横ー 6.1

6 住ー 54 石 縦ー 1 1. 5 横ー 5.7 

重星ー250 g 

6 住ー 55 石 縦ー 15.6 横ー 6.6

重蘭ー 520 g 

6 住ー 56 石 縦ー 10.9 横ー 5.3

重屈ー 420 g 

6 住ー 57 石 縦一 1 1.9 横ー 5.6

重彗ー 360 g 

6 住ー 58 石 縦ー 10.2 横＿ 6. 9 

重量ー 500 g 

6 住ー 59 石 縦ー 12.5 横ー 6.2

重量ー 370 g 

6 住ー 60 石 縦ー 12.6 横＿ 5.5

重量ー 380 g 

6 住ー 61 石 縦ー 15.7 横ー 7.4

重量ー 530 g 

6 住ー 62 石 縦ー 14.8 横＿ 5.8

重量ー 350 g 

6 住ー 63 石 縦ー］5.7 横ー 5.0

重祉ー 350 g 

6 住ー 64 石 縦ー 15.8 横ー 6.8

重最ー 670 g 
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（図版番号第57図 写真図版62 • 63) 

器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

肩部上に沈線が施される。体部下部下半に手持のヘ ①灰色②遠元焼締③％④ I mm以下の多

ラ削りによる調整跡あり。内面には早い回転力に伴 くの黒色粒子を含む。⑤月夜野古窯跡

なうロクロ目がある。体部内面上方にしぽり目あり。 群の製品でない可能性大

提瓶か小形甕。内外面にあて目と叩目があり、調整 ①灰黒色②還元焼締③％④ 1 mm以下の

に細かいかき目が施される。 多くの黒色粒子を含む

上半部を欠く。側部に細い削り跡が文様状に残る。 ①灰黒色③上面すべて欠損、下面の一

底部は細い削りによる調整痕あり。軸穴は径0.8 cm 部欠損④滑石

でていねいに穿孔されている。重さは45 gである。

鎌区を持つ鏃片である。茎は断面方形で踏巻の痕跡はない。錆化は柾目気味である。箆被部

はほぼ同じ厚さで区に至り、急に幅重ねが原くなる。先と尻部は調査時欠損。

実存物用途不明の板金である。重ね薄く耳 2 ヶ所がめくれ上る。フク土より出土。

実存刀子であり、茎元に鉄製鉗を装している。平造りでおそらくは平棟か肉置の少ない丸棟。

棟区・刃区は鋭利に作り出されている。切先は鋒がやや枯れ気味で物打は小刀区が生じてい

ないため砥減りは少ない。棟は刀側にやや、特に矢印より切先にかけて強くうつ向くため、

焼入れは強かった可能性あり。茎は直線的で鉗元同様の厚みで基尻に至りわずかに重ねを減

じる程度である。錆化は柾目状でなし。小杢目が極端に単位の小さい板目である。

全体が磨耗しており、一部が火を受けて炭素吸着。 ①灰色③完形④輝石安山岩（粗粒） ⑤ 
床十 4 cm 重さ 360 g

全体が磨耗している。中央部幅が大きい。 ①灰臼色③完形④珪質変質岩⑤床面

全体が磨耗している。幅広い部分が多くの吸炭によ ①灰色③完形④珪質変質岩⑤床面＋ 1

り黒色を呈している。 ~2 cm 

断面ほぼ方形を呈しており、類例としては少ない。 ①灰色③約½④変質安山岩⑤床面＋ 1

ほぼ中央と思われる箇所で割れている。 ~2 cm 

両端がやや張り出しており、こも石としては利用し ①灰黒色③完形④輝石安山岩（粗粒）

やすい石と思われる。吸炭により黒色を呈する。 ⑤床面十 4 cm 

全体が磨耗しているが、他の石より磨耗の状態が悪 ①黄褐色③ 1 部欠損④デイサイト質凝

しヽ。 灰岩？⑤床面＋ 1-2

全体が磨耗している。一部が吸炭により黒色を呈し ①灰色③完形④変質デイサイト⑤床面

ている。 + 4 cm 

全体が磨耗している。細い側の先端部に打ち欠けた ①灰白色③完形④変質デイサイト⑤床

箇所あり。 面十 l ~2 cm 

これまでの石の中では最も表面が潤沢である。両端 (cm 灰黒色③完形④黒色頁岩⑤床面＋ 4l 
部が広がっている。一部吸炭により黒色を呈す。

断面三角形を呈しており、類例としては少ない。全 ①灰白色③完形④黒色頁岩⑤フク土

体が磨耗している。

全体が磨耗している。全体が吸炭により黒色を呈し ①黒色③一部欠損④黒色頁岩⑤床面＋

ている。 t I 4 cm 

! 
粒子の荒い石であるが、表面が磨耗している。中央 I ①淡緑色③完形④維石安山岩（粗粒） I 
部が凹状を呈する石である。 1 ⑤床面＋ l-2cm I 
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遺構写真図版227 号住居跡 （平安時代）

6 号住居跡の北約15 mに位置し、位置

概要

遺物写真図版63 • 64 

8 • 9 • 10号住居跡に近接して囲まれている。 H-15、 T-15 • 16 

J -15グリットに属する。

住居跡の掘り込みが比較的深く 3 本柱を持つと考えられる住居である。鼈は住居東壁南寄りに壁を掘

り込んで作られており、
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ら床面にかけて幅0.7m四方

の範囲にわたり 1 ~12cmの

厚さで貯蔵穴覆土の一部を

被うように炭の堆積が認め

られた。

床面はロームを主体とし，

少量の黒色土が混入してお

D 436.40m 
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に
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饂
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且
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］．黒褐色土層

2. 黒椙色土層

3. 褐色土層

4. 黒色土層

5. 茶褐色土層

6. 赤褐色土層

黒色土中にわずかに臼色軽石・ローム粒子を含む。

黒色土中に少醤のローム粒子と焼土粒子を含む。

ローム粒子・ロームプロック・黒色土の混入土層。

黒色土を主とし、焼上粒子とローム粒子を含む。

ローム粒子と黒色粒子の土層中に多盤の焼土含む。

焼土粒子を中心とした層。

第58図

0 Im 
| l | 

7, 暗褐色土層 炭を主とした層。少批のローム粒子を含む軟質層。

8, 黒褐色土層 黒色土を主とし、少星のローム粒子を含む軟質層。

9, 黒掲色土層 黒色土層中に少量の炭化物を含む。

10. 暗掲色土層 ロームプロック・ローム粒子を主とし、黒色土を

少餓含む。

ロームを主とした層、少量の黒色粒子をII.褐色土層

7 号住居跡実測図

含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

り、 3 本柱に囲まれた床面部分が特に低く、異色土の混入が多く踏み固められていた。柱穴 3 以北の

床面は黒色土の混人が少なく、やや高い面となっていた。床下土坑は検出されなかった。柱穴は 3 個

と思われる。深さは検出面よりいずれも 0.5m前後であり、柱穴 1 • 2 は壁に接して掘られており、や

や住居中央に傾斜している。柱穴 3 はほぼ垂直であり、 3 個の柱穴はほぼ二等辺三角形を呈していた。

周溝はおそらく存在するであろうが、それと思われる痕跡は所々認められるが明らかな溝としては検

出できなかった。寵右側に貯蔵穴と思われる土坑が検出され、この 1 号貯蔵穴は大きく深く、西壁を

掘り込んでおり、東壁側の寵右袖下ぎりぎりまで掘り込んでありやや異質である。他に西南壁の角地

に 2 号貯蔵穴が掘られており、中から石が出土した。壁は南壁以外ほぼ垂直に立ち上がっている。南

壁の 2 柱穴に囲まれた部分の壁は、地山のロームを住居外から床面に向かいしだいに深くなるように

掘り込んでおり、出入口部分を想定させる。

規模 東西方向で4.2m南北方向で 5mを測り、他の住居跡同様に南北方向に長い平面形を呈している。壁高

は30~40cmで、残りは比較的良好である。柱穴 1 は径25cm、深さ 45cm、柱穴 2 は径30cm、深さ 60cm 、

柱穴 3 は径30cm 、深さ 55cmである。 1 号貯蔵穴は東西方向90cm、南北方向 1 mの楕円形を呈し、深さ
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第 2節住居跡

は床面より 30cm である。 2 号貯蔵穴は東西90cm南北方向 lmの楕円形を呈し、深さは床面より 40cm で

ある。柱穴 1 の北側に小穴があり、幅は東西方向30cm、南北方向40cm、深さ 33cm である。

遺物 床面や覆土中より、土師質土器杯・椀のほぽ完形に近い製品や大量の羽釜．灰釉陶器の碗．瓶等が出

土しており、覆土中より大量の羽釜の破片及び少量の土師器甕の破片が出土している。

床下 床面調査後、床面下の基礎構造及び床面調査時で検出できなかった遺構検出のために、床面の盛土及

び黒色混入を 2 ~14cmほど取り除き、床面下調査を行なった。その結果、長軸1. 2m、短軸90cm、深

さ 16cmの 1 号床下土坑と直径約 lm、深さ 14cmのほぽ円形を呈する 2 号床下土坑及び東壁の鼈北側に、

叫 叫冒冒鵬 縄文時代早期と思われる陥し穴が 1 基検出

された。大きさは南北方向1. 5m、東西方向

80cm、深さは住居確認面より 43cmであった。

陥し穴中央口小穴は検出されなかった。

7 号住居跡寵

名うら

叫

A' 

E
o
r
ｷ
 9
,
t
 

叫

A —436.40m 
A' 

0 0.5m 
1 1 | 

位置 住居東壁やや南寄りに地山のロームを多く

掘り込んで鼈が構築されていた。

構造 鼈の焚口部は住居内に位置するが、燃焼部

の大部分と煙道部は壁のロームを掘り込ん

で住居外に作られていた。鼈燃焼部中央に

20X30cm大の石が落石していた。この石を

取り除くと、他の多くの放棄された寵同様に、多くの羽釜の

破片が出土した。それらの遺物を取り除くと、寵構築時に使

用された大きな石が 7 個検出された。その石に S-1 ~s-
8 と呼称し、 S-1 と S-3 の間に石は検出されなかったが

あったものと考え、 S-2 をその部分に想定した。すると鼈

左袖部に S- 1 と S-3 が右袖部に S-4 ~S-6 が来てそ

れを補強する形として S-7 と S-8 が置かれているものと

考えられる。この鼈は寵内より多くの石が出土したが、他の 1

• 3 • 5 号住居跡と異なり天井石と考えられる石が寵内や床

面上より検出されなかった。

規模 煙道方向で 1 m、両袖方向で 1 mであり、高さは不明である。

燃焼部幅は45cmであった。

遺物 羽釜を中心にして、多く出土している。

］．黒椙色土層 黒色土陪中にわずかなローム粒子と焼土粒子を含む。

2. 黒褐色土層 黒掲色土陪中に少址のローム粒子・炭・焼土粒子を含む。

3. 暗褐色土層 黒色土とローム粒子を主体とした層の中に多くの焼土粒子を含む。

4. 焼土 層 焼土を主体とした層。ローム粒子を少祉含む。
-7 

5. 黒褐色土庖 黒色土附中にローム粒子・炭・灰等を少祉含む。

-8 6. 黄褐色土層 ローム粒子・焼土粒子の混入土層。

7. 褐色土層 ロームを主体とした府、ローム粒子・焼土粒子を含む。

8. 黒褐色土層 黒色土を主体とし、ローム粒子を少菌含む。

第60図 7 号住居跡竃実測図

91 



第 5 章 検出された遺構と遺物

言
、 7住ー］
' 

口
4
 

住7
 . 

. 
こ
ヽ

I
‘
,
9

｀
．
，
い
・
ダ
々
＇

9
9

・
ク
瑾
．

~9. 
ヽ
｀

＼し二三／
/―`\7住ー7

［誓冨＼
• ·.··翌

•—. ·：ヽ；•,.:·.、

ヽノ
、マご

冒二—
7住ー2 ｀今

口ロ

7住ー3

ァ
ダI7住ー 6

＼三＝／住I-8 ヽ＼乞□三巴ゾ
＼
｝
．
一.. 

\J,’ 、
t

.. 

｛
冨
泊
漣
i

―
`
或

h

i

／
ー
＼
、

亨 /I こ三i:•ニ・シ7
7住ー 11 7住ー 12

.-ｷ 

さ
い
隊
＂
i
＂

ー
、

、
·心

.. 
‘t

9 

3

「.
9
L

『

｛
こ

な
・
・
f` 
y

`

 

9
.
 

,. 
.. 

亨ーで9/
7住ー 13

ーロ こ7住ー15

第61図 7 号住居跡出土遺物実測図（1)

7住ー 16--¼-

92 



星三］
7 住ー17_+

第 2節住居跡

l ::  -----¥ 
7 iiｷｷ-18_-ｼ-

I I 

7 住ー 19-+

I , ,, 
7 住ー 21-+

l / 

7 住ー 23-+

\\,>

□]1\rn\11 b ¥i 
¥I I I 戸 7 住ー25-+

第62図 7 号住居跡出上遺物実測図(2)

ー\ 

二―

7 住ー20--¼-

l

す2
 

2
 

□
□

`
 

ロ
青
口
＼

。
口
耳

I
ー\ 

/J 

7 住ー 24-+

11 

7 住ー 26--¼-

93 



第 5 章 検出された遺構と遺物

l / 

71主ー 27-+

'
-
4
 

8
 

2
 

1

7

 

\ 

ロニニ／
7住ー29-+

7住ー 30

7 号住居跡 出土遺物観察表

第63図 7 号住居跡出土遺物実測図（3)

（図版番号第61 • 62図 写真図版63 • 64) 

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 万ロ ぴ器種 出 土 位 置

7 住ー 1 杯 3.5 (9.6) (6.2) 体部下端と底部端との境に段を持つ。日緑部下に弱 ①外側表面～内側口緑部灰色、日縁部

土師質 床面 い稜を持つ。底部右回転糸切痕。 下の断面と表面黒色②還元③％

7 住ー 2 坪 3.7 10.3 5.2 口縁部下に明瞭な稜を持ち、日縁部は一度直立した ①灰黒色②還元燻焼成③ほぽ完形④ l

土師質 床面 後に大きく外反している。 mm以下の白色粒子を多く含む

7 住ー 3 :I:不 4.0 (13.6) (6.4) 器形よりみて、須恵器の影響を強く持っている杯で ①灰白色②還元③½④ 1 mm以下の白色

土師質 カマド内 ある。底部下端と体部端との境に段を持つ。 粒子を多く含む

7 住ー 4 杯 (9.8) 底部のやや大きい坪であり、日縁部下に弱い稜を持 ①表面黒色・断面灰黒色②還元燻焼成

土師質 床面 つ。口緑部は外反し、底部に糸切痕が残る。 ③½④密

7 住ー 5 椀？ 4. 7 (12.8) 底部は一部しか残っていないが、嵩台が付いていた ①灰掲色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

土師質 1 号貯蔵穴 痕跡あり、口縁部が大きく外反している。 粒子を多く含む

7 住ー 6 垢？ (15.0) 底部を欠く、口縁部は大きく外反している大形の坑 ①表面黒色・断面灰掲色②酸化③％④

土師質 カマド内 と思われる。 臼色粒子・赤色粒子を含む。⑤一部燻

7 住ー 7 坑 6.7 断面長方形の高い高台を持つ。内側底部に渦巻状の ①褐色②酸化③底部のみほぼ完形④ l

土師質 1 号貯蔵穴 凹凸面、高台部内側に右回転糸切痕が残る。 mm以下の白色粒子を多く含む

7 住ー 8 坑 高台がはずれている。内側底部中央に凸状の弱い突 ①灰白色②還元軟質③％④ 1 mm内外の

土師質 カマド内 起、外側で崩台部内側に回転糸切痕が残る。 白色粒子を多く含む器面の荒い土器

7 住ー 9 椀 6.4 内面底部横一定方向ヘラ磨き、体部下半の一部は直 ①内側表面黒色・断面と高台部と表面

フク土 交方向のヘラ磨き後全面吸炭により黒光りを呈する 褐色②酸化③底部と高台ほぽ完形④ 1

高台は細く、外側へ大きく張り出している。 mm内外の白色粒子と 2 mm内外の石英含

7 住ー 10 坑 5.0 14.5 6.3 内面底部横一定方向ヘラ磨き、側面は約 4 区画に分 ①内側表面黒色・外側表面黒褐色・断

土師質 貯蔵穴フク土 けて横方向ヘラ削り。外側にロクロ痕。高台内側に 面灰黒色②酸化③高台部以外完形④ 1

回転糸切痕、胎土の荒い培である。 mm以下の白色粒子と 1 ~4 mmの石英含

7 住一 11 坑 (14.1) 口縁部が少し立ち上がった後に少し外反する。内側 ①表面・断面灰白色・釉淡緑色と一部

灰釉 床面 面とも横ナデ整形。 白②還元③％④密

7 住ー 12 皿？ (13.6) 口縁部が少し立ち上がった後に少し外反する。口唇 ①表面・断面灰白色・釉白色②遠元③

灰釉 床面 部の一部に炭が付着、灯明皿として利用されている。 ％④密

7 住ー］3 椀 (16.0) 口縁部が少し細くなり、端部で丸味を持ち外反して ①灰白色・釉淡緑色②還元③％④密

灰釉 1 号貯蔵穴 いる。内外面ロクロ横ナデ痕。
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第 2節住居跡

7 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号61 • 62 • 63図 写真図版64)

遺構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

7 住ー 14 椀 4.8 14. 7 7.0 底部が非常に厚く、細長い断面三角形の高台を持つ ①灰白色・釉透明～白色②還元③％④

灰釉 床面 口縁部に外反は認められない。高台部内側に右回転 密⑤虎渓山

糸切痕が残る。

7 住ー 15 椀 3.5 11. 6 6.4 浅い椀である。底部が厚く断面三角形の短い高台を ①灰白色・釉透明～白色・一部釉溜り

灰釉 フク土 持つ。口縁端部が少し外反する。 状に緑色②還元③％④密⑤虎渓山

7 住ー 16 広口瓶 広口瓶の頸部～体部上半と思われる。体部中央をく ①灰臼色・釉淡緑色②遠元③頸部のみ

貯蔵穴フク土 りぬいた後に直接頸部をつけているものと思える。 ④密

7 住ー 17 羽釜 (18.2) 体部～口縁部が直立気味に立ち上がり、断面三角形 ①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色

カマド内 の鍔を持つ。口唇部はやや丸味を持つ。 粒子を多く 1 mm前後の石英少星含む

7 住ー 18 羽釜 (12. 0) 体部～口緑部が内彎気味に立ち上がり、断面三角形 ①灰白色②遠元③％④ I mm以下の白色

床面 の鍔を持つ。口唇部はやや丸く内傾している。 粒子を多く 1 mm前後の石英少盤含む

7 住ー 19 羽釜 (23.0) 直立する体部～口縁部が、鍔付着点でのみ内側に押 ①褐色、内側の一部灰黒色②酸化③％

カマド内 し込まれている。口唇部は平で内傾している 3 ( 1 mm以下の白色粒と石英粒子含む

7 住ー 20 羽釜 (23.0) 体部～口縁部がやや内傾し、断面三角形の鍔を持つ ①内面灰黒色、断面と外面灰褐色②酸

カマド内 日唇部は平でやや内傾している。 化③％④ I mm以下の白色粒子・石英含

7 住ー 21 羽釜 (21.6) 体部は内樹しつつ立ち上がり、鍔付着点下より直立 ①灰椙色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

カマド内 気味に立ち内傾する平らな口唇部へと続く。 粒子を多く、 2 mm前後の石英少批含む

7 住ー 22 羽釜 (21.8) 体部は内彎しつつ直立気味に立ち上がり、口唇部は ①接合した右半分と左半分で色が異な

カマド内 やや丸味を持つがほぼ平である。口唇部に粘土帯痕 り、 2 次使用を示す。右半分褐色・左

1 号貯蔵穴 体部に鍔に向かうヘラ削り痕有り。 半分黒色②酸化③％④白色粒子含む

7 住ー 23 羽釜 (20.6) 体部は内彎しつつ立ち上がり、鍔付着点で内側に押 ①表面灰褐色、内面灰黒色②酸化③％

カマド内 し込まれ、直立に立ち上がる。口唇部は平で内傾。 ( 1 mm以下の白色粒子を多く含む

7 住ー 24 羽釜 (21. 6) 体部は内習しつつ立ち上がり、鍔は着点で内側に押 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

カマド内 し込まれ、直立に立ち上がる。口唇部は平で内傾。 子を多く、 2 mm内外の石英少乱含む

7 住ー 25 羽釜 (22.4) 体部は直立気味に立ち上がり、日縁部は内側に強く ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

カマド内 内傾している。日唇部はやや丸味を帯ぴている。ロ 子を多く、 1 mm前後の赤色粒子と石英

縁部内側に指頭圧痕、体部外側ヘラ削り。 粒子を少祉含む

7 住ー 26 羽釜 (7.6) 羽釜の体部～底部と思われる。底面を一部に削り、 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

カマド内 他はナデ整形、体部外側は鍔に向かうヘラ削り、内 子を多く、 1 mm前後の石英粒子を少量

側は口縁部に向かう指ナデ整形。 含む。

7 住ー 27 羽釜 (8.3) 羽釜の体部下半～底部と思われる。底面は指ナデ整 ①黒褐色②酸化③％④ 1 mm内外の臼色

床面 形、外側体部は鍔に向かうヘラ削り、内面はナデ。 粒子を多く含む

7 住ー 28 羽釜 (8.8) 羽釜の体部下半～底部と思われる。底部ナデ整形。 ①内面～断面灰褐色・外面黒色②酸化

床面、 1 号貯蔵穴 外側体部は鍔に向かうヘラ削り、内面は横ナデ。 ③％④白色粒子と 2 mm前後の石英含む

7 住ー 29 羽釜 (9.5) 羽釜の体部下半～底部と思われる。底部ナデ整形、 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

床面、カマド内 外側体部は鍔に向かうヘラ削り、内面は横ナデ。 子を多く、 1 mm前後の石英少址含む

7 住ー 30 杯 3.2 (I I. 8) 平に近い丸底の底部を持つ杯である。日縁部横ナデ ①褐色②酸化③½④ 1 mm以下の白色粒

土師器 床面 体部下半ヘラ削り、体部下半と口縁部との間は指整 子と石英粒子を多く含む⑤他よりの搬

形、底部は手持ヘラ削り、内面はナデ整形。 入品と思われる
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8 号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版23 遺物写真図版64 • 65 

位置 7 号住居跡の南側約 4mに位置し、 J -16·17 、 K-16 • 17グリットに属する。

概要 住居跡の掘り込みが比較的浅く、残りの悪い住居跡である。床面調査時に床下土坑のすべてを掘り上

げ床下部分も同時に掘り進んだ。北壁中央部と南壁中央部の 2 箇所に柱穴を持つ、 2 本柱の家であり、

当遺跡唯一の例である。床面下に 2 つの床下土坑を持ち、寵左右に 2 個の貯蔵穴を持つ。寵は東壁の

南寄りに地山のロームを多く掘り込んで作られており、残りが非常に悪い。 5 号住居跡同様に住居内

より出土した主な石について、重量測定を行なった。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土の混入よりできており、踏み固められた状態ではなかった。

床面中央に 1 つ、床面西南寄りに大きな床下土坑が検出された。床面中央の床下土坑を 1 号床下

土坑とし、床面南西寄りの床下土坑を 2 号床下土坑と呼称する。この覆土はいずれも軟質で、床面と

しては利用されていなかったものと思われる。柱穴は北壁中央部と南壁中央部の 2 箇所に掘られてお

り、南側の柱穴を柱穴 1 、北側の柱穴を柱穴 2 と呼称する。柱穴はやや住居内側に傾いて掘られた様

子を示しており、柱は垂直に立てられたのではなく、住居内側に斜めに立てられた可能性が高い。こ

のことは壁中に柱穴を持つ 3 • 5 • 7 号住の柱穴と同じ傾向を示している。周溝の検出に努めたが検

出できなかった。貯蔵穴は寵南側と北側にあり、南側の貯蔵穴を 1 号貯蔵穴，北側の貯蔵穴を 2 号貯
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］．黒褐色土層 黒色上中に少拭のローム粒子と 1 cm 

内外の小礫を含む。

2. 暗褐色土層 黒色土中にごく少盤のローム粒子を

含む。

3. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子・ロー

ムプロックを含む。

4. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子をほとんど含

まない。
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第64図 8 号住居跡実測図
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第 2節住居跡

蔵穴と呼称する。 1 号貯蔵穴には大小 7 つの石に混じり、炭のブロックや焼土粒子が多く混人してお

り、 2 号貯蔵穴中には須恵器甕の破片が多く出土した。壁は四辺とも残りが悪く、なだらかな傾斜と

なっており、本来の壁の在り方は理解できない。

規模 東西方向で 3 m、南北方向で 4mを測り、他の住居跡同様に南北方向に長い平面形を呈している。壁

高は16~20cmで残りが悪い。柱穴 1 は直径22cm 、床面からの深さ 33cm、柱穴 2 は直径34cm、床面から

の深さ40cm であった。 1 号床下土坑は直径80cmのほぽ円形を呈し、深さは0.23mであり、 2 号床下土

坑は南北方向で2.2m、東西方向で1. 3mのほぽ小判形を呈しており、深さは15cm と浅い。 1 号貯蔵穴

は直径50cmでほぽ円形を呈しており、深さは床面より 25cmである。 2 号貯蔵穴は直径約60cmの楕円形

を呈しており、深さは床面より 28cmである。

遺物 床面や覆土中より土師質土器杯・椀や大量の羽釜の大きな破片が多く出土している。また覆土中よ

り羽釜や土師質土器の坪．塊・羽釜・土師器や須恵器の甕の破片が数多く出土している。発掘区域内

においては石を産出する地区はなく、周辺においては北東部に流れる赤谷川より運び込まなければな

らない。そのため遺跡内より出土する石はすべて人の手によって運び込まれたと考えられる。その石

が何故住居内床面及び覆土中より出土するのかを知る手がかりとして、 5 号住居跡で行なったように、

大部分の石の重贔測定を実施した。対象となった石は大小11個であり、内訳は0.1~0.5kgまでの石は

6 個体、 0.6~1 kgまでの石が 3 個体、 1 kgの石が 1 個体、 5. 7kgの石が 1 個体であった。最も多かっ

たのは、 0.1~0.5kgの 6 個体であり、前に測定した 5 号住居跡で最も多かった。 3 kg~4 kgの石 6 個

体とは全く傾向を異にしていた。

8 号住居跡寵

位置 住居東壁やや南寄りに地山ロームを多く掘り込んで寵が構築されていた。

構造 鼈の焚口部は住居内に位置するが、燃焼部の大部分と煙道部は壁のロームを掘り込んで住居外に作ら

れている。この寵は住居の掘り込みが浅いため、表面の大部分が攪乱を受けており残りが悪い。さら

に鼈構築材として用いられた石の残りが悪く袖

叫 叫
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部位置に 7 個体の石が出土したが、原位置を留

めていると考えられるのは約半数と考えられる。

このような状態のために煙道部等については全

く不明である。しかし燃焼部には多くの焼土が

検出されており多く使用されていたことを示し

ている。

規模 煙道方向で1. 1 m、両袖方向で80 cmであり燃焼

部幅は約40cmである。

遺物 羽釜や土師質土器坪等が多く出土している。

1. 暗褐色土層 黒色土中にローム粒子・ロームプロックを多く、

焼土粒子・炭化物を少量含む。

2. 暗褐色土層 黒色土中にローム・ロームプロック・焼土粒

子・炭化物を少最含む。

3. 赤褐色土層 焼土粒子・炭・灰の混入土層。やわらかい。
O 0.5m 
| 1 1 4 ．暗褐色土層 黒色土とローム粒子の混入土層。

第65図 8 号住居跡鼈実測図
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第67図 8 号住居跡出土遺物実測図(2)

8 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第66図 写真図版64 • 65) 

追構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

8 住ー 1 坑 (15.0) ロクロ使用の椀と思われ、外面に右回転ロクロ整形 ①口縁部内外面～内面全面吸炭により

床面 痕が残る。内面は間断なくヘラ磨きされており、後 黒色・断面灰褐色・外面褐色②酸化③

に吸炭により黒光りを呈している。内外面とも作り %( 1 mm以下の白色粒子を多く、 2 mm 

が非常にていねいである。 内外の石英粒子少籠含む

8 住ー 2 杯 4.4 (11.4) 6. 7 底部端と体部下端の間に段有り、体部は外側に開き ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

土師質 床面 日縁部下で直立気味に立ち上がり、口縁部が外反す 子と石英粒子を少址含む

カマド、貯蔵穴 る。日縁部下に強い稜線を持つ底部右回転糸切痕。

8 住ー 3 杯 4.3 9.8 5. 7 底部端と体部下端との間に段を持つ。体部は丸味を ①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色

土師質 カマド、 3 号貯蔵穴 持ち立ち上がり、目縁部は器肉を厚くして外反し、 粒子を多く含む

フク土 厚く幅広い日唇部を呈する。内面底部に渦巻状の凹

凸を呈し、底部外面に右回転糸切痕を残す。

8 住ー 4 昇； (7.2) 底部端と体部下端との間に段を持つ。体部は内椅し ①内面黒色・断面褐色・外面灰黒色②

土師質 3 号貯蔵穴 つつ外側へ開く、底部に右回転糸切痕が残る。 酸化燻焼成③½④ 1 mm以下の白色粒子

K-17 を多く含む

8 住ー 5 坑 4.5 (11. 9) (5.0) 底部が厚く、底部端と体部下端との間に段を持つ。 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

土師質 フク土 底部周辺に糸切痕の消えた部分があるため、高台の 粒子を多く含む

カマド内 付いた可能性大。厚く幅広い口唇部を呈する。

8 住ー 6 碗 6.0 高台を持つ碗である。高台は雑に貼り付けられてい ①灰褐色②酸化③底部完形・体部下半

土師質 カマド内 る。内面底部に渦巻状の凹凸が、高台部内面に右回 の一部残存④ 1 mm以下の白色粒子を多

転糸切痕が残る。 く、 1 ~2 mmの赤色粒子少量含む

8 住ー 7 坑 5.1 (12.3) 高台を持つ椀であり、高台がはずれている。底部が ①表面灰黒色・断面灰白色②還元③％

土師質 床面十 6 、フク土 厚く、体部は強く内梼して立ち上がる。日唇部は大 ( 1 mm以下の白色粒子を多く含む

きく外反する。高台部内側右回転糸切痕が残る。
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8 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第66 • 67図 写真図版65)

遺構色及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径(cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

8 住ー 8 坑 (5.9) 嵩台部は一部しか残存していないが、体部の器肉に

土師質 床面 比較して厚い器肉の高台と思われる。高台の整形は

ていねいで、畳付部分は水乎に整形されている。

8 住ー 9 埒 高台下部の欠けている坑である。口径等大きな椀と

土師質 床面＋ 10、カマド 思われる。高台部内面に右回転と思われる糸切痕が

貯蔵穴 あり、表面ナデ整形が行なわれている。

8 住ー 10 均； (12.0) 口縁部から体部への小さな破片である。日縁部は大

土師質 フク土 きく外反し、幅広くなっている。

8 住ー 11 碗？ (11.3) 口緑部は厚く、大きく外反し、輻広い口唇部を呈し

土師質 床面＋ 15、フク土 ている。内面横ナデ、外面ロクロ目が残る。

8 住ー 12 杯？ (14.0) 目縁部が大きく外反している。内面横ナデ、外面に

土師質 カマド内、フク土 ロクロ痕が弱く残る。

8 住ー 13 甕 (6.2) 小形襄の口縁部から体部への小破片。口縁部内外面

，土師器 カマド左貯蔵穴内 横ナデ、体部上半ヘラ削り、ロクロ使用可能性有。

8 住ー 14 椛 (17.5) 口緑部が短く、弱く外反する甕である。器肉の厚い

土師器 床面十 8 整形の雑な甕であり、内面に粘土の接合痕が明瞭に

残る。体部外面ヘラ削り、内面ナデ整形。

8 住ー 15 羽釜 (20.0) 体部から日縁部がほぽ直に立ち上がる。口唇部は乎

カマド内、フク土 で中央がやや凹状を呈する断面三角形の短い鍔持つ。

8 住ー 16 甕 (29.8) 大型甕口縁部の小さな破片であり、前段階の製品が

須恵器 カマド左貯蔵穴 運ぴ込まれたものと思われる。日縁部は輻広くほぼ

垂直に付き、端部は細く仕上げている。

8 住ー 17 羽釜 (20.0) 日唇部がやや丸味を持ち、鍔は断面三角形を呈する。

（脚付？） カマド内 体部のヘラ削りは鍔に向かう削りでなく、底部に向

かうため、脚付羽釜の可能性大。

8 住ー 18 羽釜 (17.0) ロ唇部は平で内傾している。鍔上の口縁部器肉はや

カマド内 や厚くなる。鍔は断面三角形を呈し、雑な貼付。

8 住ー 19 羽釜 (19. 0) 体部から口縁部は直線で全体が内傾している。日唇

カマド内 部は平でほぽ水平である。鍔は着時に鍔の上下を強

く体部に押圧している。

8 住ー 20 羽釜 (20.4) 目縁部が特に厚い羽釜であり、日唇部は平で強く内

床面＋ 10、 3 号貯蔵 傾し、中央に凹線が走る。鍔は断面三角形を呈し、
r八ら 幅広く短い。

8 住ー 21 羽釜 (10.0) 羽釜の底部と思われる。底部より口縁部に向かうへ

カマド、貯蔵穴 ラ削り、内面ナデ整形、底部ナデ整形。

8 住ー 22 羽釜 (6.9) 羽釜の底部と思われる。底部より口縁部に向かうへ

I • 3 号貯蔵穴 ラ削り、内面ナデと指整形、底面ナデ整形。

8 住ー 23 垢 (9.0) 当遺跡唯一の緑釉陶器である。日径が小さく、口緑

緑釉 フク土 部がやや外反する。
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①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の臼色

粒子をごく少旦含む

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の赤色

粒子を多く、 1 ~2 mmの赤色粒子を少

羅含む

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

粒子を多く含む

①外面黒色・断面と内面灰褐色②酸化

燻焼成③％④ 1 mm以下の白色粒子含む

①内外表面黒色・断面灰白色②還元③

%( 1 mm以下の白色粒子を多く含む

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の砂粒

を多く、 1 mm前後の石英粒子少し含む

①黒褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

粒子を多く、 2 ~3 mmの赤色粒子と石

英粒子を少盤含む

①灰白色②遠元③％④ 1 mm以下の粒子

を多く 2 ~3 mmの石英粒子少量含む

①灰色②還元焼締③培④ 1 mm以下の粒

子を多鼠に含み 2 mm前後の石英を少籠

含む

①灰褐色②酸化③％④ I mm以下の白色

粒子を多く、 2 mm内外の石英粒子を少

址含む

①灰褐色②酸化③½④ 1 mm以下の臼色

粒子と 1 ~3 mmの石英粒子を多く含む

①内面灰褐色・外面灰褐色②酸化③¼

( 1 mm以下の白色粒子と 1 ~3 mmの石

英粒子を多く含む

①外面～日縁部内外面灰白色・内面体

部褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

子と 1 ~3 mmの石英粒子多く含む

①灰白色②還元③栢④ 1 mm以下の白色

粒子と 1 ~3 mmの石英粒子多く含む

①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色

粒子と 1 ~3 mmの石英粒子多く含む

①索地は灰黒色、釉は内外面とも濃緑

色で 1 mm以下の黒色粒子を少し含む



第 2節住居跡

9 号住居跡 （奈良時代）遺構写真図版24

位置 7 号住居跡の東約1. 5m に位置し、 H-15·16 、 I -16グリットに属する。

概要 9 号住居跡と呼称したが、竃や柱穴を持たずに、出土遺物も非常に少ないため、他の一般の住居跡と

は異なり、竪穴住居跡としては疑問が残るが、一応 9 号住居跡として取り扱かった。住居跡でないな

ら、奈良•平安時代とほぼ同一覆土と掘り込み面を持つ、この遺構の性格は注目される。

構造 住居内床面に、床面面積のほぽ半分を占める大きな土坑が検出された。この土坑は、耕作土からの土

層断面や床面上での平面プラン確認時における観察等からみて、この住居跡に伴なうものであり、住

居使用時において大きな土坑となっていたことを示している。この土坑を被う蓋的施設も確認できなか

った。土坑以外の床面は踏み固められたという状態ではなく、ほぽ水平なロームを床面としている。

規模 東西方向 3 m、南北方向 4mを測り、他の住居跡と同様に、南北方向に長い平面形を呈している。壁

高は20~30cmであり、床下土坑は長軸23cm、短軸20cm、深さは床面より 20cmであった。

遺物 床下土坑以外の住居覆土中より、土師器と須恵器の杯数個体及び甕の破片が多く出土している。

ヽ シ

A_ 

シ

A 436.50m 

第68図 9号住居跡実測図

1. 黒色土層 耕作土。

2. 黒褐色土層 黒色土層中にローム粒

子を多最に、焼土粒子を少星含む。

3. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子

を多星に、焼土粒子をごく少漿含。

4. 黒褐色土層 黙色土を主とし、少乱

のローム粒子、焼土粒子を含む。

5. 褐色土層 ロームを中心とした層

少鼠の黒色土を含む。

6. 褐色土層 ロームプロック、ロー

ム粒子を主とした層、少拭の黒色

土を混入している。

口 /
7
 

―
―
住

, □ニー2-S二第69図 9 号住居蒻出土遺物実測図 9住ー 3/ 
9 号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第69図）

遺構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径(cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出 土 位 置

9 住一 l 杯 (11.0) 口縁部が少し内轡しつつ外上方へ直ち上がる。日縁 ①褐色②酸化③％④ I mm以下の白色粒

土師器 フク土 部の短い土不である。日縁部内外面横ナデ。 子を少址含む

9 住ー 2 杯 3.3 (13.0) (7.4) ロ径・底径が大きく器高の低い杯であり、体部下半 ①灰色②還元③％④白色粒子含まず、

須恵器 フク土 ～底面全面にわたり回転ヘラ削り整形。 1 mm以下の黒色粒子多く含む。他産品

9 住ー 3 皿形杯 (17.0) ロ径が大きく、外側に強く外反する杯であり、口縁 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の臼色粒

土師器 フク土 下外側に稜を持つ。日縁部横ナデ、体部外側削り。 子を少鼠含む
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第71図

冒 ~m
10号住居跡床下実測図

構造

（平安時代）

写真図版25

J -14 、

する。

遺構

遺物写真図版65

7 号住居跡西約 4mに位置し

K-14グリットに属

この住居跡は、遺構確認面か

ら、住居床面までの深さは 5

~10cmで非常に浅く床面はロ

ームを掘り込んでいない。さ

らに住居跡覆土と覆土周辺の

地山の土との区別が困難であ

った。最終的に図示した平面

形まで確認できたが、他の例

よりみて不自然であるため、

ほぽ完全な形での検出はでき

なかったものと思われる。住

居東壁に寵を持つが、柱穴や

周溝等は確認できなかった。

床下土坑を持つが、 この床下

叫

土坑覆土とその周辺が異状に

固く締っているため硬度測定

を実施した。

床面は、寵周辺から床下土坑

南東部周辺に確認されたが、

他の部分は明らかでなかった。

他の住居床面に見られるよう

な褐色ロームの床ではなく黒

色粒子を多く含んだ面であっ

1. 黒褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 焼土層

4. 黒褐色土層

5. 暗褐色土層

6, 黒色土層

7. 暗褐色土層

8. 黒褐色土層

黒色土中に少採のローム粒子を

含む。

黒色土中にローム粒子を多く含

む固い土層

赤褐色を呈し固く焼けている。

黒色土中にローム粒子・ローム

プロックを多く含む。

ロームを主とした層中に少鼠の

黒色土の混入している地山層。

黒色土を主とした層。こ:· (少址

のローム粒子を含む。

ローム粒子を多塁に含むやわら

か＼、層。

黒色土とローム粒子の混入土層。
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た。特にその中で床下土坑覆土を中心とした床面が異常なほど踏み固められていた。そこで山中式標

準型土壌硬度計を用い、測定した数値を、「硬度指数と支持力強度との対照表」の理論値に置き変えた結果、

次のようなことか指摘できた。第70図中で床下土坑南側で点描してある部分の指示力強度は13.97kg/cm2 

~30.14kg/cm2であった。特に床下土坑覆土部分が最も硬かった。点描部分以外の床下土坑覆土部分は

16.68kg/cm2~20.09kg/cm2であり、点描部分及び床下土坑部分を除く、寵西側の線で区画された部分

は、 12.82kg/cm2~22. 09kg/cm2であり、やはり支持力が強かった。この線で囲まれた部分以外では

3.49kg/cm2~8.54kg/cm2であり、軟質であることを示した。この数値は、住居中央部床面下に掘り込

まれていた床下土坑は住居使用時において、埋められその部分は固く締まっていたことを示してい

る。これは前述の 8 • 9 号住居跡とは全く異なる傾向を示している。柱穴、貯蔵穴、周溝等は全く検

出できなかった。壁は前述のごとく 5 ~10cmで浅く、残りが非常に悪かった。特に住居北壁側は残り

が悪く床下面まで掘り進んで約10cmの壁高を得たほどであった。他の近接する 7 号住居跡においては

30~40cmであり比較すると残りの悪いことは明らかである。

規模 東西方向で3.6m、南北方向で2.9mであり、東西方向の長い唯一の例であり、このことより見ても、

北壁については疑問が残り、さらに北側まで住居が延びている可能性を示している。壁高は 5 ~10cm 

と浅い。床下土坑は直径90cmのほぼ円形を呈しており、深さは20cm前後である。

遺物 床面や覆土中より土師質土器塊や羽釜等が多く出土している。

床下 床面調査時において、北側§及び西側の一部はすべてに床下部分まで掘り進んでいたが、他の部分の

床面調査後全面にわたり床下面の調査を実施した。その結果、寵南側に直径 55cm のほぽ円形で深さ

8 cmの土坑と床下土坑の西側に、直径40cmのほぽ円形

ー436. 70m 互

疇 0 0.5m 
| ~ l 

1. 黒色土陪 焼土粒子をほとんど含まない土層。

2. 赤褐色土層 黒色土層中に細かい焼土粒子を均

ーに含む。

3. 焼土層大贔の焼土が厚く堆積している。

4. 掲色土層 地山のロームを主とした層。ロー

ム粒子少髄含む。

5. 黒総色上層 黒色粒子を中心とした層。ローム

粒子を少旦含む。

第72図 10号住居跡鼈実測図

で深さ 23cmの土坑が検出された。

10号住居跡寵

位置 住居東壁に地山のローム及びロームと黒色土の混入土

層を掘り込んで寵が構築されていた。

構造 鼈の焚口部及び燃焼部の約半分が住居内に位置する。

寵上部はほとんどこわされており、残存の非常に悪い

寵である。寵内袖部に石は 7 個存在したが、その中で

左袖の 3 個と右袖の 1 個の石が、カマド構築時の位置

を留めている可能性がある。この袖石を芯として作ら

れた寵内燃焼部には大量の焼土が残存していた。

規模 煙道方向で lm、両袖方向で70cm、燃焼部幅30cmであ

る。

遺物 寵内より土師質土器の塊と羽釜の破片が多く出土した。
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10号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第73図 写真図版65)

退構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底形 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 万ロ び器種 出 土 位 置

10住ー 1 椀 6.1 断面方形の高台を持つ。内面底部渦巻状の凹凸を持 ①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

土師質 フク土 ち、高台内側中央部に右回転糸切痕を持つ。 粒子を多く、 2 mm前後の赤色粒子含む

10住ー 2 椀 (13.0) 体部下端に高台を持つ椀であり、高台がはずれてい ①掲色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

土師質 カマド る。口縁部が大きく外反し、口唇部幅が広い。 子を少量含む

10住ー 3 昇； 4.9 11.8 6.7 底部の厚い杯であり、底部端と体部下端との境に段 ①灰色②遠元③％④ 1 mm以下の白色粒

土師質 カマド内 を持つ。 1本部は内碕しつつ外上方へ開き、口縁外反。 子と石英粒子を少量含む。

10住ー 4 羽釜 (17.0). 体部から口縁部がやや内傾しつつ直立気味に立ち上 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

カマド がり、日唇部は平で中央やや凹状を呈する。 子と石英粒子を多く含む

10住ー 5 羽釜 (16.8) 体部から □縁部がやや内傾しつつ直線的に立ち上が ①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色

カマド り、口唇部はやや丸味を帯ぴる。鍔は短い。 粒子を多く、 1 ~3 mmの石英少量含む

10住ー 6 羽釜 (18.8) 体部から口縁部がやや内傾しつつ口縁部に至る。日 ①灰臼色②還元③％④ 1 mm以下の白色

カマド内 唇部は平でやや内傾しており、中央が凹状を呈する 粒子を多く、 1 ~3 mmの石英粒子を少

鍔は断面三角形で短く、雑に付着している。 量含む

10住-7 羽釜 (8.5) 羽釜の体部下半～底部と思われる。 1本部外側は底部 ①灰掲色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

カマド内 より口縁部に向かうヘラ削り。底部はナデ整形。 粒子を多く 1 ~2 mmの石英少量含む

10住ー 8 鏃 箆被中程幅ー0 .4 鏃の箆被部から茎にかけての鏃片である。鏃先、茎尻の欠損は調査時。箆被部は断面方形。

鉄器 茎元幅ー0.3フク土 鏃区が残る。茎はくの字状にねじ曲っているのは旧時。錆化は柾目状か板目流れとなる。
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11 号住居跡

位置

概要

（奈良時代） 遺構写真図版26

構造

規模

6 号住居跡の東約 4mに位置し、 K-18、

遺物写真図版65 • 66 • 67 • 68 

L-17 • 18 • 19 、 M-17 • 18グリットに属する。

住居の掘り込みが深く、大きな平面形を呈し、鼈も当遺跡では最大である。

の作りも非常にていねいである。 12号住居跡と重複し、 12号住居跡の南半分を掘り込んでいる。

床面は地山のロームを直接床面とした部分はほとんどなく、

にロームブロック・ローム粒子の土を中心とし、その中に黒色土を混入した土を盛って床面を作って

いる。そのため床面はロームブロック・ローム粒子・黒色土の入り乱れた土より形成されている。そ

のため住居を埋めている土と区別して床面を検出するのに多くの困難を伴った。柱穴は 4 本検出され

いずれも壁から1.3~ 1. 5mの位置にあり、ほぼ垂直に掘られていた。周溝は西壁と南壁側の一部以外

では、ほぽ全面に掘られていたものと思われる。鼈右側手前に貯蔵穴が検出された。住居南壁中央部

に、南壁の外から焼土、炭化材木、

4 本柱を持ち、床下構造

ロームを一度 5~25 cmほど掘り下げた後

カヤ材等が住居内に投げこまれたように入っており、壁の近くで

は床面から30cm浮いた状態で、壁から床面中央へ約1. 2mの地点ではほぽ床面に接していた。なおこの

焼土の下より、須恵器と土師器の坪が重なって出土しており、良好なセットとなる。

東西方向で6.2m、南北方向で6.4mで、ほぽ正方形に近い。壁高は40cmであり残りが良い。周溝幅は
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第74図 11 • 12号住居跳実測図（1)
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］．黒褐色土層 黒色十．層中にロームプロック・ローム粒子・白色 7. 褐色土層 ローム粒子・ロームプロソク・黒色土の混入土層。

軽石粒子を少量含む。 8. 黒褐色土層 黒色土・ロームプロックの混入土屈。床面として

2. 黒褐色土陪黒色土層中にロームプロック・ローム粒子を多量 利用されており踏み固められている。

に、焼土粒子を少し含む。 9. 黒色土層 黒色土を主体とし、少益のローム粒子を含む。

3. 褐色土層 黒褐色土・ローム粒子・ロームプロックの混入土。 10. 褐色土層 ロームを主体とする層中にごく少拭の黒色土混入。

4. 褐色土層 褐色土中に 3 mm内外の多量のロームプロック含む。 11. 黒褐色土層 ローム粒子を主とし、焼土粒子を多く含み、ごく

5. 黒褐色土層 黒褐色土中にロームプロック・ローム粒少量含む。 少量の黒色粒子を含む。

6. 黒褐色土層 黒色土中に 2 mm内外のロームプロック及ぴローム 12. 焼土 層 やや白色を帯ぴている。

粒子を多く含む。 13. 炭 層

第75図 11 ・ 12号住居跡実測図（2)
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第 2節住居跡

10~20cm、深さ 10~20cmである。貯蔵穴の長軸幅は1.5m、幅90cm、深さ 20cmである。柱穴 1 は幅50

cm、深さ 75cm、柱穴 2 は幅75cm、深さ 52cm、柱穴 3 は幅60cm、深さ 62cm、柱穴 4 は幅65cm、深さ 60cm 。

遺物 床面や覆土中より須恵器の底部ヘラ起こしや付高台・削り出し高台の坪や環状つまみを持ちカエリを

持つ杯蓋、また土師器で口径が大きく口縁部の外反する皿ゃ、口縁部が直立する坪又こも石等多く出土。

床下 4 柱穴内側の床下が 4 住穴外側の床下より 10cm前後深く掘り込まれていた。床下土坑は鼈北側に 3 個、

南壁西側に 2 個、他に床面中央より北側と南側に各 1 個の計 7 個検出されたが、床面中央部よりは検

出されなかった。床下実測図中に床面より掘り込まれている深さを数字で示した。

11号住居跡寵

位置 住居東壁やや南寄りに地山のロームを多く掘り込んで寵が構築されていた。

構造 寵焚口部と燃焼部のほぽ大半が住居内に位置する大きな寵であり、当遺跡において最大の大きさを持

ち、かつ奈良時代に属する住居の寵の中で最も残りの良いものである。住居内に造りつけられた左右

の両袖は焚口部を除いてほぽ原形に近い状態で残存していた。又燃焼部から煙道部にかけての天井部

と思われるロームは一部原形を留めていたが、焚口天井部と思われる部分のロームは、焚口部分の袖

--=三
匁ゞ

叫
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11 ・ 12号住居跡床下実測図（1)
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第 5 章検出された遺構と遺物

と同様に燃焼部両袖程良好な残存は示していなかった。ロームで作られた袖と地山のロームとの間に

黒色土が一層入っているため、寵は住居全体を掘り上げ後壁の上側の一部を煙道として掘りぬき、少

量の石と大量のロームを用いて鼈を構築したものである。寵構築材はロームが主であり、石ば煙道部

の一部と煙道部に近い袖部に一部芯材として使用しているが量は少なく平安時代の石を多く用いた寵

とは大きく異なっている。住居内に位置する燃焼部は、やがて急傾斜を持っで煙道部に立ち上がる。

その境は住居内の下端の延長線と一致し、急傾斜からゆるやかな煙道へと転化する。その境は住居内

の上端の延長線と一致する。
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第77図 11·12号住居跳床下実測図（2)
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第 2節住居跡

規模煙道方向で2.2m、両袖方向で1. 5m、高さ約50cmである。

遺物 土師器の杯・甕、こも石等が出土している。

12号住居跡遺構写真図版26

位置 11号住居跡と重複しており、 K-17 • 18 、 L-17 • 18 グリットに属する。

概要 11号住居跡に南約半分を切り取られているため、竃は検出されなかった。柱穴や周溝、出土遺物もな

く規模も小さいために、住居跡として成り立つのかは疑問であるが、 12号住居跡として取り扱った。

構造 床面はロームを主とし、黒色土を混入していた。柱穴や周溝、貯蔵穴はいずれも掘られていなかった。

壁はほぽ垂直に掘られていた。

規模 東西方向で 4 m、南北方向は住居南半分11号住に切られているため不明である。残存部分で3.55m ま

で確認できた。壁高は30cm前後である。

遺物全く出土していない。

床下 床面上のローム中に黒色土の混入している層を 5 cm~8 cm ほど取り除くと、東壁中央寄りに直径 lm

床面からの深さ 13cmほどの床下土坑が検出された。その他に柱穴等は全く検出されずに、凹凸面が検

出されたのみであった。
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1. 黄褐色土層 ロームを主体とした層。

立 1’．赤褐色土層 1 層が火を受けて焼土化した層。

l＇；黄褐色土層 1 層にほぼ同じ、焼けて焼土をやや含む。

2. 黒褐色土層 ローム粒子・黒褐色土の混入土層。

3. 掲色土層 ローム層。

4. 黒掲色土層 黒色土とロームプロックの混入土層。焼土粒子

含まず。

5. 黒褐色土層 焼土プロック・ローム粒子・ロームプロック・

黒色粒子の混入土層。

6. 赤褐色土層 焼土層・焼土を主とし、ロームプロック含む。

! l o|.5m 7．黒色土層 やわらかい黒色土を主とし、ローム粒子含まず。

第78図 11号住居蹄寵実測図
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第 5 章 検出された遺構と遺物

11号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第79図 写真図版65 • 66) 

遺構名及ぴ 器形及 器高・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 万ロ ぴ器種 出 土 位 醤

11住ー 1 杯 5.2 14.0 淳く丸い底部を持ち、体部は内轡しながら外側へ開

土師器 床面＋30 く。日縁部下に弱い稜線を持つ。内外面にヘラ磨き

が認められ、内側底部に10箇所の刻跡あり。

11住ー 2 杯 4.4 (13.4) 器肉が厚く、やや平底気味である。底部より体部が

土師器 床面十 8 外上方向へ直線的に立ち上がっており、日緑部は内

轡していない。口縁～体部内側に放射状暗文あり。

11住ー 3 昇； (11. 7) 平底気味の底部より体部・ロ縁部が直立する。日縁

土師器 カマド左袖内 部内外面横ナデ、外側底部ヘラ削り。

l]住ー 4 杯 (12.8) 丸底の底部より体部は内轡しながら外上方へ開き、

土師器 床面＋ 3 、フク土 口唇部は輻狭く内轡している。

l]住ー 5 皿形杯 3.0 (15.4) 浅い皿の杯である。平に近い丸底を持ち、口縁部は

土師器 床面＋ 10 外側へ大きく外反し、日縁部下で弱い稜を持つ。

11住ー 6 皿形杯 (16.4) 浅い皿形を呈し、平に近い丸底より体部が立ち上が

土師器 床面 り、日縁部が外側へ大きく外反する。弱い稜を持つ。

11住ー 7 皿形坪 4.8 (15. 2) 浅い皿形を里し、平に近い丸底より体部が立ち上が

土師器 フク土 り、日緑部が外側へ大きく外反する。外側ヘラ削り。

内側体部に指頭圧痕状の痕跡あり。弱い稜を持つ。

l]住ー 8 皿形杯 (18.0) 皿形杯としては深く、丸底の底部を持つ器である。

土師器 床下フク土 口縁部が大きく外反し、日縁部で弱い稜を持つ。

11住ー 9 皿形杯 (17.0) 皿形杯としては深く、丸底の底部を持つ。体部が外

土師器 床面 上方向に立ち上がり口縁部が大きく外反する。体部

と口縁部との間に稜を持つ。

11住ー 10 皿形杯 (18.0) 浅い皿形を呈し、平に近い丸底を持ち、口縁部が大

土師器 床下フク土 きく外反する。外側日緑部下に弱い稜線を持つ。

11住一 11 蓋 2.6 15. 7 環状つまみを持つ杯蓋である。内面天井部に右回転

須恵器 フク土 の渦巻痕を残す。つまみの端部は丸い。明瞭なカエ

リを持ち、口縁部はカエリ付着分で外にやや開く。

11住ー 12 蓋 環状つまみを持つが、つまみ中央部のへこみは少な

須恵器 床面 い。つまみ周辺に右回転ヘラ削り整形あり。

11住ー 13 蓋 (12.4) 口緑部の破片であるが、環状つまみを持つ杯蓋と思

須恵器 フク土 われる。カエリを持ち、日縁端部がやや外側に開く。

1]住ー］4 蓋 (17.0) かすかにカエリを残す杯蓋である。口縁部はカエリ

須恵器 フク土 付着点より外側にやや開く。

11住ー 15 蓋 (17.4) 明瞭で長いカエリを持つが、細く弱い。日縁部はカ

須恵器 フク土 エリ付着点より外側にやや開く。

11住ー 16 坑 (12. 3) 底部より体部～口縁部が直線で立ち上がる。底部は

須恵器 フク土 ほとんど残存していないがヘラ整形と思われる。

11住一 17 杯 3.6 12.4 8.2 乎底を呈し、底部中央が上方へやや持ち上がる。体

須恵器 床面＋34 部～日縁部は直線で立ち上がる。内側内面に渦巻状

の凹凸・外側底部に右回転ヘラ起こし痕無整形。
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①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

①表面黒色・断面灰黒色②還元③％④

細長い透明粒子を数多く含む。 1 mm以

下の白色粒子を多く含む外地産？

①褐色②酸化③½④ 1 mm以下の白色粒

子を少旦含む⑤器形・器肉の厚さ・暗

文の存在等より、特異な杯である

①褐色②酸化③％④白色粒子含まず、

1 mm以下の黒色・石英粒子多く含む

①褐色②酸化③％④白色粒子含まず、

1 mm以下の黒色・石英粒子含む

①褐色②酸化③％④白色粒矛ほとんど

含まず、黒色•石英粒子を少羅含む

①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど

含まず、黒色・石英粒子を少祉含む

①掲色②酸化③好④白色粒子ほとんど

含まず、黒色・石英粒子を少抵含む

3 mm 内外の赤色粒子を少拭含む

①褐色②酸化③％④白色粒子をほとん

ど含まず、黒色・石英粒子を少麓含む

①褐色②酸化③％④白色粒子をほとん

ど含まず、黒色・石英粒子を少旦含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

子と黒色・石英粒子を多く含む

①灰色②還元焼締③％④ 1 mm以下の白

色・黒色粒子を多く含む⑤口縁端部は

丸く、下方にややせり出ている

①掲色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

子と 2 mm前後の赤褐色粒子と砂粒含む

①灰白色②還元軟質③蛉④白色粒子は

胎土色と同じで観察できず

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の砂粒

を多く含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の砂粒と

白色粒子を多く含む

①表面灰色・断面黒褐色②還元③％④

白色粒子含まず、他産地よりの搬入品

①内面灰褐色・外側表面黒色②酸化③

完形④ 1 mm以下の白色粒子を多く、 2 

mm内外の石英粒子を少量含む他産品？



第 2節住居跡

11号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第79 • 80 • 81 図 写真図版66 • 67) 

遺構名及ぴ 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 万ロ ぴ器種 出 土 位 置

11住ー 18 杯 4.3 13.0 底部が厚く丸い。体部は直線で外上方向へ開く。口唇 ①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

須恵器 フク土 部は丸い。底部に雑な右回転ヘラ削り整形痕残る。 粒子・ 2 mm前後の石英粒子・赤色粒子

内面全面ていねいなナデ整形で凹凸面なし。 と 5 mm内外の小石を少し含む

11住ー 19 杯 (18.0) 体部から日縁部が直線で外上方向へ開く、内外面と ①灰色②遠元焼締③％④ 1 mm以下の白

須恵器 フク土、 L-19 も横ナデ整形でていねいに仕上げている。 色粒子を多く含む

l]住ー 20 杯 3.8 (13.8) (9.2) 底部が厚い、体部から口縁部は直線で、外上方へ開 ①灰色②還元焼締③½④ 1 mm以下の白

須恵器 床面＋30、 L-18 く。内側底部にナデ整形外側底部ヘラ起こし後回転 色粒子を多く含み、他の粒子はほとん

ヘラ整形、中央凸部残る。 ど観察できず

11住ー 21 n: 4.3 (14.9) 10.5 削り出し高台を持つt不である。底部と体部とも器肉 ①表面灰黒色・断面灰白色②還元③％

須恵器 床面 が罪い。内側底部はていねいな回転ナデにより乎o ( 1 mm以下の白色粒子を多く、 2 ~3 

高台周辺は削り込まれる。高台内側回転ナデ整形。 mmの石英粒子も多く含む。月夜野北窯

11住ー 22 均； 3.8 (16.0) (10.9) 平な底部で底部端に削り出し高台を持つ。内側底面 ①外面灰黒色・断面と内面灰白色②還

須恵器 床面 はていねいな回転ナデ整形で平o 外側底部は高台削 元③％④ 1 mm以下の白色粒子と黒色粒

出し後回転ナデ調整によりていねいに整形。 子を少最含む

11住ー 23 杯 4.2 14. 7 9.2 底径の少し小さな削り出し高台を持つ杯である。高 ①灰色②還元焼締③％④ 1 mm以下の白

須恵器 床面、 M-18 台は底面よりやや高くなっており、高台の役割を果 色粒子を多く含む⑤体部下半にヘラ削

たしている。高台部内側に手持ヘラ削痕残る。 り調整

11住ー 24 杯 3.6 (17.7) (13.4) ロ径・底径とも大きい削り出し高台を持つ杯である ①灰色②還元焼締③½④ 1 mm前後の臼

須恵器 床面＋ 26 底部内面回転ナデ整形。外面回転ヘラ整形。 色粒子を多く含む

11住ー 25 t不 3.8 16.4 11.0 ロ径、底径とも大きい削り出し高台を持つ杯である。 ①灰色②還元焼締③％④ l ~2 mmの白

須恵器 床面十 6 、フク土 内側底部中央がやや凹状を呈し、回転ナデ整形。高 色粒子を多屈に含む粒子の荒い胎土

台部内側回転ヘラ整形、ともにていねいである。

11住ー 26 杯 (11.8) 付高台を持つ坪である。高台は端部を鋭角にていね ①内外表面灰黒色・断面灰色②還元焼

須恵器 フク土 いに仕上げている。高台部内側回転ナデ整形。 締③％④ 1 mm以下の白色粒子を含む

11住ー 27 況： 付高台がそっくりはずれている坪である。底部が厚 ①灰色②還元焼締③％④ 1 mm以下の白

須恵器 フク土 く、底部内外面とも回転ナデ整形。 色粒子を少し含む

11住ー 28 :I:不 5.0 17.6 10.8 高い付高台を持ち、口径・底径の大きな杯である。 ①内面と断面灰臼色・外面黒色②遠元

須恵器 床面 器面内外面とも横ナデ、高台部内側も高台付着後回 ③％④1mm以下の白色粒子を多く、 2 mm 

転ナデ整形。嵩台は端部を丸く仕上げている。 内外の石英粒子少量含む。月夜野北窯

11住ー 29 小形壺 8.8 7.8 6.0 非常に小さな壺である。底部は平で、体部は丸味を ①灰色②還元③％④ 1 mm以下の白色粒

須恵器 床面、フク土 持ち、頸部より口縁部はなだらかに外反する。底部 子を多く含む粒子の密な胎土である

は手持ヘラ削り。体部下半手持ヘラ削り整形。

11住ー 30 小形甕 (13.6) 頸部より日緑部がくの字状に外反する小型甕である。 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

土師器 床下フク土 体部外面の一部にヘラ磨き、口縁部横ナデ。 子・砂粒を多く含む

11住ー 31 小形甕？ 3.5 口縁部を欠損しているが、内面にヘラ磨き後黒色処 ①内面黒色・断面と外面黒褐色②酸化

土師器 貯蔵穴 理が行なわれているため小形甕と思われる。 (%( 1 mm以下の白色・砂粒多く含む

11住ー 32 小形壺？ 4.1 4.6 手捏土器である。還元焼成であるため須恵器の可能 ①底面黒色•他は灰白色②遠元③完形

床面＋ 3 性有。内面指によるナデ整形、日縁部横ナデ、体部 ( 1 mm以下の白色・石英粒子多く含む

外側指によるナデ整形。

11住ー 33 甕 (14.4) 頸部と口縁部の器肉が厚い甕である。肩部横方向へ ①外面黒掲色・内面黒色②酸化③％④

土師器 床面十 3 、 L-18 ラ削り、肩部内側ヘラ削り。 1 mm前後の白色粒子・砂粒を多く含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

11号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第81 • 82図 写真図版67 • 68) 

遺構名及ぴ 器形及 器嵩・日径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 方ヽ ぴ器種 出 土 位 置

11住ー 34 小形甕 5.6 (16.6) 頸部と口縁部の器肉が厚い袋である。日緑部が大き

土師器 フク土 く外反する。日縁部外側に指頭圧痕の痕跡が残る。

l]住ー 35 甕 (21.0) 器肉の薄い大きな口径を持つ甕である。日緑部先端

土師器 床面＋ 10、フク土 近くで少し内彎気味に変化する。内外面横ナデ整形。

l]住ー 36 甕 (21.0) 器肉の薄い大きな甕の口縁部の破片である。日縁部

土師器 床面＋ 31、フク土 は大きく外反し長い。内外面横ナデ整形。

11住ー 37 甕 (22.6) 器肉の原い甕であり、頸部のくぽみはほとんど見ら

土師器 床面 れない。口緑部は長く、大きく外反している。口縁

部横ナデ後のヘラ削りである。

11住ー 38 襄 器肉の薄い甕であり、日縁部はくの字状に外反して

土師器 床面、カマド内 いる。外面は左上方向のヘラ削りである。

11住ー 39 襄 (21.0) 器肉の原い甕であり、頸部はややくぴれて日縁部は

土師器 床面、 L -18 ゆるやかに外反し、口縁端部は大きく外反する。

11住ー 40 襄 (23.2) 頸部と胴部との境に稜を持つ。日緑部は大きくなだ

土師器 フク土、カマド らかに外反し、器面内外面にヘラ磨き。

11住ー 41 甕 (23.6) 器肉の薄い甕であり、口繰部はくの字状になだらか

土師器 床面 に外反する。体部外面ヘラ削り、日縁部内外面横ナ

デ、体部内側にヘラ削り痕が残る。

11住ー 42 甕 (20.4) 日縁部幅の狭い甕であり、口縁部中央か山状に張り

土師器 フク土 出している。口縁端部は鋭利に整形されている。

11住ー 43 甕 (26.0) 丸い胴部より外反気味に外上方へ頸部が開き、日緑

須恵器 床面 部は 2 重の帯状を呈する。日縁端部は鋭利に作られ

ており、ていねいな作りである。

11住ー 44 甕 肩部外面平行叩き、内面に同心円状の青海波文が残

須恵器 床面＋ 28 る。頸部内外面横ナデ。

11住ー 45 臼玉？ 高さー 0.9 直径ー0.8 両端面は凹凸状で雑であり、側面は凹凸がなく均整

石製品 穴の直径ー3.5 に整形しており、表面に縦方向の線状の刻跡多数有

1]住ー 46 石 縦ー］1. 2 横ー 5.2 こも石の可能性はあるが、長さが短い。全面磨耗し

重量ー280 g ている。

l]住ー 47 石 縦1 1. 7 横ー 4.7 表面全体が磨耗している。先端両側が欠損している。

重拭ー 190 g 

l]住ー 48 石 縦ー 10.2 横ー 6.4 表面全体が磨耗している。先端の一部が欠損してい

重盤ー310 g る。

11住ー 49 石 縦一 1 1. 4 横ー 5.9 表面全体が磨耗しているが、他の石に比較して表面

重鼠ー420 g が荒い。長さに比較して幅広い石である。

11住ー 50 石 縦12. 0 横ー 5.5 表面全体が磨耗している。片側は一度表面が剥離し

重量ー 300 g ており、その後使用されている。

11住ー 51 石 縦ー 10.6 横ー 4.1 断面方形に近い。表面全体が磨耗している。高さに

重龍ー270 g おいても小さな石である。
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①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

①褐色②酸化③1/s④白色粒子をごく少

鼠含む

①褐色②酸化③½④ 1 mm以下の白色粒

子と石英粒子を少量含む

①褐色②酸化③½④ 1 mm以下の白色粒

子と石英粒子を少量含む

①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

粒子と石英粒子を少星含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以内の石英少

最、砂粒を多盤に含む

①灰掲色②酸化③％④ 1 mm以内の白色

粒子と砂粒を多く含む

①黒掲色②酸化③％④ 1 mm内外の白色

粒子を多量に含む

①褐色②酸化③％④ 1 mm以内の砂粒を

大籠に含み表面が削られているため砂

粒が表面に出ている

①表面灰色・断面灰褐色②酸化③牙d)

1 mm以内の白色粒子を多く含む

①灰色②還元焼締③頸部～口緑部ほぽ

完形④ 1 mm以下の白色粒子を多く含む

①灰色②還元焼締③1/s④ 1 mm以下の白

色粒子を多く、赤色粒子を少籠含む

①淡緑色③ほぼ完形④滑石⑤床面

①灰色③ほぼ完形④ひん岩⑤床面十 7

cm 

①黒色③一部欠損④黒色頁岩⑤フク土

①黒色③先端部の一部欠損④黒色頁岩

⑤床面十 4

①灰色③完形④輝石安山岩（粗粒） ⑤ 

フク土

①淡緑色③完形④流紋岩⑤床面＋ 4 cm 

①灰褐色③完形④デイサイト質凝灰岩

⑤フク土



第 2節住居跡

11号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第82図 写真図版68)

遺構名及び 器形及 器高・1J径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 万ロ ぴ器種 出 土 位 置

11住ー 52 石 縦ー 10.8 横ー 5.0 欠損している部分以外の表面全体が磨耗している。 ①灰渇色③横面～先端部の一部欠損④

重景ー 220 g 黒色頁岩⑤フク土

11住ー 53 石 縦ー 1 1. 2 横＿ 5.1 表面全体が磨耗している。石の中央部分がやや狭く ①濃緑色③完形④凝灰岩質砂岩⑤フク

重量ー250 g なっている。 ｱ 

11住ー 54 石 縦ー 10. 7 横ー 4.6 不定形を呈する石であり、表面全体が磨耗している。 ①灰白色③完形④輝緑岩⑤フク土

重星ー 340 g 

11住 -55 石 縦ー 10. 5 横ー 5.8 不定形を呈する石であり、表面全体が磨耗している ①灰臼色③完形④デイサイト質凝灰岩

重鼠ー 330 g 長さに比較して輻の広い石である。 ⑤フク土

11住ー 56 石 縦ー 10.8 横ー 6.2 不定形を呈する石であり、表面全体が磨耗している ①色③完形④ひん岩⑤床面十 4 cm 

重量ー400 g 長さに比較して幅の広い石である。

11住ー 57 石 縦ー 10. 7 横ー 5.8 表面全体が磨耗している。石の中央部分片側がやや ①淡緑色③完形④ひん岩⑤フク土

重盤ー310 g 狭くなっている。

11住ー 58 石 縦一 1 1. 3 横ー 4.5 不定形を呈する石であり、表面全体が磨耗している。 ①灰褐色、一部黒色③完形④黒色頁岩

重羅ー 170 g ⑤フク土

11住ー 59 石 縦一 1 1. 6 横ー 4.2 断面玉子状の石であり、表面全体が磨耗している。 ①灰褐色③完形④黒色頁岩。⑤フク土

重鼠ー 190 g 均整のとれた石である。

11住ー 60 石 縦ー 11. 7 横ー 3 .4 断面三角形状を呈する石であり、表面全体が磨耗し ①灰白色③完形④変質安山岩⑤フク土

重星ー 140 g ている。不定形の石である。

11住ー 61 石 縦ー 1 1. 4 横ー 5.5 表面全体が磨耗しており、長さに比較して輻広い石 ①灰色③完形④変質安山岩⑤フク土

重鼠ー350 g である。

11住ー 62 石 縦ー 10.1 横ー 4.9 磨耗されている部分の少ない石である。 ①黒色③完形④黒色頁岩⑤フク土

重星ー220 g 

11住ー 63 石 縦ー 17.2 横ー 6.1 長さと幅の大きな石である。表面全体が磨耗してい ①褐色③完形④輝石安山岩（粗粒） ⑤ 

重旦ー750 g る。 カマド内

11住ー 64 石 縦ー 21. 7 横ー 9.2 長さと幅が特に大きな石であり、他に出土例は少な ①灰褐色③完形④輝石安山岩（粗粒）

重量一 1,340 g い。表面全体が磨耗している。 ⑤床面

1]住ー 65 石 縦ー 14.4 横ー 7.2 幅や厚さの大きい石である。表面全体が磨耗してい ①灰色③完形④輝石安山岩（粗粒） ⑤ 

重械ー820 g る。 床面＋ 38cm

11住ー 66 砥石 縦ー 35. 7 横ー 16.0 大きな石である。両側面中央部が平で、磨耗してい ①淡緑色③完形④凝灰岩質砂岩⑤床面

重量一 11,800 g る。その面は砥石として利用されている。

11住ー 67 鏃 全長ー3.5 鏃の茎片である。茎尻と箆被以上の欠損は、旧時か調査時か明瞭でない。茎の断面形は方形

鉄器 茎幅ー0.5 フク土 である。錆化は柾である。

11住ー 68 刃子 全長ー4.2 刀子の物打から切先片である。物打以下の欠損は旧時か調森時か不明。平造で棟は平棟か肉

鉄器 床面＋ 16 置の少ない丸棟と考えられる。鋒はやや枯れている。錆化は棟で柾目状、平で板目か杢目状

11住ー 69 鉄鏃 全長ー6.8 鏃先長 小身の鏃片である。茎尻は調査時の欠損。鏃先の欠損。鏃先の形態は尖根で端部のみ刃部か，

鉄器 -2.2、床面＋ 16
箆被部の断面形は方形である。その末端に鏃区が付られ茎に至る。茎は断面方形。錆化は柾
H状か板目状。

11住ー 70 鉄鏃 全長ー8. 7 箆被部 鏃片である。鏃先は失われているが、調査時か旧時か判らない。残存部中央下に鏃区がある。

鉄器 中程ー0.5、床面＋ 16 箆被茎の断面は方形である。錆化は柾目状か板目状となる。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

13号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版27 遺物写真図版68 • 69 

位置 12号住居跡南約 4mに位置し、 M-18 • 19 、 N-18 • 19グリットに属する。

概要 住居確認面より床面までの深さが浅く、寵の残りも良好でない。この住居では住居建設時の地山の掘

り込みの後で多くの黒褐色土を運び込み踏み固めて床面と寵を構築している特色を持つ。また他の住

居跡でも多く認められる床下土坑が、住居使用時において床面として使用されていたものなのか、又

は床下土坑の上面に蓋をして中空の状態で使用されていたものかを知るために、床面と床下土坑の床
(1) 

面位置での硬度測定を実施した。その結果床面と同じレベルでは硬度理論値約3.25kg/c耐を示し軟か

く、踏み固められた床面の硬度理論値約6.78kg/cm2 の数字とは大きく異っている。しかし約10cm ほど深

い面において、堅い面が存在しており、この堅さは硬度理論値約6. 78kg/cm2で床面の値とほぼ同じで

ある。このことは、床下土坑を埋めてその上を床面として利用し、踏み固めていたことを示している。

構造 床面はロームブロック・ローム粒子・黒色土の混入土層を地山のロームを掘り込んだ上に厚さ 7 ~15cm 

ほど搬入し踏み固めて作られている。床面中央に床下土坑が一基掘られていた。柱穴は 4 本、周溝は

寵と貯蔵穴部分以外はほぼ全周して掘られていた。貯蔵穴は底部付近で大きく 2 つの穴に分かれた。

規模 東西方向で北部分で4 .4 m、南部分で 5m と同一ではなく、南北方向では西壁で4.5m、東壁で4.9mで

やはり同ーではなかった。壁高は20~25cm残りは良好でない。周溝幅は約15cm、深さ約10cmであった。

柱穴 1 は径35cm、深さ 38cm、柱穴 2 は径50cm、深さ 30cm、柱穴 3 は径40cm、深さ 37cm、柱穴 4 は径

37cm、深さ 35cmであり、貯蔵穴は東西方向で約70cm、深さ約35cmであった。床面中央の床下土坑は長

軸方向約 1 m 、短軸方向約80cmでやや楕円形を呈し、深さは床面より 30~35cmで底面はほぼ平坦。

(1) 山中式標準型土壌硬度計を用い、数値は「硬度指数と支持力強度との対照表」の理論値を使用した。

遺物 床面や覆土中また貯蔵穴中より鉄鏃・須恵器の甕・削り出し高台の杯·土師器の甕等多く出土。

床下 床面の土を除去すると多くの土坑が確認された。床面よりの深さを数字で示した。
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第 2節住居跡
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<1 
］．黒掲色土層 黒色土層中にローム粒子を含む。 2. 黒色土層 黒色土層中にほとんどローム粒子を含まない。 3. 黒褐色土層

黒色土中にローム小粒子・ロームプロックを多く含む。 4. 褐色土層 床面として利用されており固い。 5. 赤褐色土層 焼土小プ

ロック、焼土粒子、ローム粒子の混入土層。 6. 摂褐色土層 ローム粒子、ロームプロック、黒色土の混入土陪。 7. 黒色土層 黒

E; 
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“ 案
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色土を主体とし、少絨のロームプロックを含む。
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第84図 13号住居跡床下実測図

叫

A. 436.40m A' 
E
0
r
.
9
8
t
 

叫

0 0.5m 
1 | 

’’’’’/ 
］．黒色土層 黒色土中に焼土粒子を含む。 2. 暗褐色土層 ローム粒子・焼

土粒子・炭を混入。 3. 暗褐色土層 焼土プロック 焼土粒子を主体とした土層。

4. 黒褐色土層 黒色土層中にローム粒を少絨含む。 5. 赤褐色上層 多くの焼土

粒子と少鼠の黒色粒を含む。 6. 黒色土層 黒色土層中にロームプロソクを含む

（住居荒掘り後床面に運ぴ入れた土。） 7. 褐色土層 ロームを主体とした土層。

火を受けて焼土粒子を含む。 8. ロームによる袖で少醤の黒色土を含む。

第85図 13号住居跡寵実測図

0 Im 
| 9 | 

13号住居跡寵

位置 東壁やや南寄りに地山のロー

ムを一部掘り込んで構築される。

構造 竃の焚口部と燃焼部の一部が

住居内に、他は住居掘込面外に位

置する。寵を構築している素材は、

ロームと黒褐土と少量の石である。

住居内の袖は住居荒掘り後、搬入

され作られた床面上に、ロームを

主体として作られ、住居外に位置

する袖は地山のロームと黒色土を

掘りぬき、その上に黒色土を主体

とし、少量のローム混入土で煙道

部を中心に構築している。

規模煙道方向で約1. 3m、両袖方向

で約1. 1 m、燃焼部幅約45cm 。

遺物 出土していない。
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第 5 章検出された遺構と遺物
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第 2節住居跡

13号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第86図 写真図版68 • 69) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 瞑叩娩成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器具 出 土 位 置

13住ー 1 坪 4.8 (13. 2) 丸底を呈し、口縁部が内傾する。口縁部外側とイ本部 ①褐色・一部黒色②酸化③ぢ④ 1 mm以
土師器 床面 との境に稜を全く持たない。口縁部を除く器表全面 下の白色・ 1灰色砂粒多く含む⑤器表面

にヘラ磨きが行なわれている。器肉の原いj不である。 及び断面の色が不均一

13住ー 2 坪 3.6 10.8 丸底を呈し、口縁部がやや外側に開くが直立気味に ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の黒色粒
土師器 床面、フク土 立ち上がる。口縁部～内面横ナデ整形・底部ヘラ削 子を少量含む

り、器高のある深い杯である。

13住ー 3 坪 (13.0) 平に近い丸底を呈し、口縁部は内彎している。口縁 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の砂粒を
土師器 フク土 部幅が少し広くなっている。底部ヘラ削り。 多く含む白色粒子ほとんど含まず。

13住ー 4 坪 (13.0) 平に近い丸底を呈し、口縁部はやや外側に開き、長 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の砂粒を
土師器 フク土 くなる。深いj不である。 多く含む白色粒子はほとんど含まず

13住ー 5 坪 14.0 丸底を呈し、口縁部は長くやや外側に開くが直立気 ①謁色②酸化③X④臼色粒子ほとんど
土師器 貯蔵穴、フク土 味に立ち上がる。口縁部下半分に横ナデ整形なし。 含まず、砂粒を少し含む。

13住ー 6 j不 4.0 (12.8) (5.9) 平底から口縁部は外上方向へ直線で立ち上がる。体 ①内面·底部・断面灰白色、口縁外側

須恵器 床面 部下半に凹帯、底部手持ヘラ削り。 黒色②還元③ぢ④ 2mm内外の石英含む

13住ー 7 j不 (11.7) 削り出し高台を持っj不である。平底の底部は高台よ ①灰色②還元焼締③％④ 1 mm以下の臼
須恵器 床面 り外へ出ている。底面回転ヘラ削り。 色粒子多量、 1 ~3mmの石英少最含む

13住ー 8 皿形坪 3.6 16.0 平底に近い丸底を呈する。口縁部は幅広く、大きく ①褐色②酸化③％④白色粒子含まず
土師器 床面、貯蔵穴、 外彎する。器高の高い皿である。口縁部～内側底部 1 mm以下の黒色粒子を少旦含む

フク土 横ナデ、底部ヘラ削り。

13住ー 9 坪 (11.2) 削り出し高台を持つ坪である。平底の底部と高台の ①外面黒色・断面灰褐色・内面灰白色

須恵器 床面 高さは同じである。底面回転ナデ整形。 ②酸化③打④ 1 mm以下の白色粒子含む

13住ー 10 坪 10.0 (14.1) (10.9) 平底に付高台を持つj不である。高台内側回転ヘラ削 ①灰色②還元③％④ 1 mm前後の白色粒

須恵器 床面十 3 、 0-20 り後に高台を付け、後に回転ナデ整形、高台は断面 子を多く含む

方形を呈する。｛本部下端と高台部の間はヘラ削り体

部外側右回転波状文を 5 段持つ。

13住ー 11 甕 (21.0) 器肉の薄い甕である。口縁部は頸部よりくの字状に ①褐色②酸化③X④白色粒子含まず、
土師器 フク土、カマド 大きく外反する。 1 mm以下の砂粒多く含む

13住ー 12 甕 (21.5) 器肉の厚い甕である。口縁部内側にかすかなヘラの ①外面・断面灰褐色、内面黒色②酸化

土師器 床面 跡が残る。 ③X④ 1~2mm前後の石英多く含む

13住ー 13 壺 壺の肩部～｛本部上半と思われる。 4 本よりなる列点 ①灰色②還元焼締④ 1 mm以下の白色粒

須恵器 床面 文を持ち、その上下に 2 本の沈線が認められる。 子を多く含む

13住ー 14 甕 (22.0) 器肉の厚い甕であり、体部と口縁部との間に段差を ①褐色②酸化③X④ l~3mmの黒色粒

土師器 床面 持つ。体部全表面に縦方向のヘラ磨き痕あり。｛本部 子を多く含み、白色粒子は含まず

は丸味を持たない形と思われる。

13住ー15 鉄鏃 箆被中程幅ー0.8 鏃区を持つ鉄片である。茎は断面方形。鏃茎に踏巻の流跡はない。錆化はなはだしく柾目気

茎元幅ー0.5 床面＋ 3 味。茎端と箆被上方は調査時の欠損。

13住ー16 鉄鏃 全長ー12 茎長ー3.1 完存鏃である。端は尖根となる。その形態は小作りで片鏑で逆刺はなく丸耳となり箆被部に

箆径ー0.8 床面＋3 至る。鏃区は箆被中程より身幅厚い、茎は箆の木質が僅かに遺存し踏巻が施される。

13住ー 17 石 縦ー 12.0 横ー9.1 玉形を呈し、厚さの一定した形を呈している。 ①緑色③完形④凝灰岩質砂岩⑤床面

重凪ー480g
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第88図 14号住居跡鼈実測図

14号住居跡 （平安時代）

遺構写真図版28 遺物写真図版69

位置 13号住居跡南約 4mに位置し、 0-

19 • 20グリットに属する。

概要 奈良時代の22号住居跡と平安時代初

期の38号住居跡との 3 軒重複の住居

跡と思われる。 22号住居跡の北西部

を掘り込み床上約30cmの位置に14号

住居跡の床面及び寵が作られていた。

38号住とはほぼ同一位置及び同規模

を持っていたものと思われ明瞭な識

別はできなかった。

構造 床面はロームを主とし、多くの黒色

土の混入土よりできていた。住居北

東端部と北壁西寄りに土坑が検出さ

れた。柱穴と思われる小穴が 2 つ床

面北側に検出された。

規模 住居の一部のみの発掘のため、住居

規模は不明、現状で東西方向2.5m、

南北方向で2.3m、壁高は30cm、柱穴

はいずれも直径18cm、深さ 40cm前後。

遺物 土師質土器坪、境や羽釜、甕等出土。

14号住居跡寵

位置 東壁に地山のロームを多く掘り込ん

で寵が構築されていた。焚口部は住

居内に位置するが、燃焼部から煙道

部にかけては住居外に位置する。

構造 袖部は石を芯に用いて作られており、

7 個の石が袖部より検出された。

規模煙道方向で1.4m、両袖方向で90cm

あり、燃焼部幅38cm であった。

遺物 土師質土器坪．椀や土師器甕等出土。

］．黒色土層 黒色土中に少鼠のローム粒子を含む。

2. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子・ロームでロック含む。

3. 黒褐色土層 黒色土層中に多くのローム粒子含む。

4. 黒褐色土層 黒色土層中に少鼠のローム粒子と木炭を含む。

5. 赤掲色土層 焼土を中心とした層。ローム粒子・炭を含む。

6. 黒褐色土層 黒色土・焼土粒子・焼土プロックの混入土層。

7. 黒渇色土層 黒色土中にローム粒子と少址の焼土粒子含む。

8. 黒褐色土層 焼土粒子と黒色土の混入土層。

122 



第 2 節住 居 跡

-...  -
・.// ¥ -~ -.=耐‘1-.,. IJ ~-—- -,9  

_ __J.--— ーニニー 一
—-’’’ 14住ー 1 -s _-- --

9●．二
ゞ．．ふ＇i, ~し 14住ー 3-S

‘`’＼／ーシ‘ ・｀ ;:: •• `̀ 14住ー 2 -s /¢ダー｀｀t
｀年， ぷ ^-•へ、 ＇、 ［：：＇忍襄C苺、 \ 

f, . _:F、てそ·' i 
,ｷ. ｷ.... :.こマ ; ...••... f 
し、·

＼：乏／

/-] 

り
l
 ／

ニ

ーー

二
\ 

I I 

14住ー 6-+-s

ミ三言言；
J々/'、ご’：ユ．一屯>.14住ー 7

｝グ9'.`“`̀  
l
-
4
 

:

[

 ー
い
誓
[
ジ
ロ

1

す

□
]
 

14住ー 10-+

CJ 
□11—+ 14住ー 12-+

゜
14住ー 13-+

ロ

I 
—’'1 

こ
゜

]
i
 

/~\ •J
A1,1 

ー
し
口
[
い
14住ー 15-¼

ロ
第89図 14号住居跡出土遺物実測図

123 



第 5 章検出された遺構と遺物

14号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第89図 写真図版69)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 号 び器種 出 土 位 置

14住ー 1 坪 4.4 (14.8) (6.4) 底径が小さく、口径が大きく、器高の高いj不である＜

須恵器 カマド内 体部は内彎しながら外上方へ開く、口縁端部は大き

く外反する。口唇部は丸く仕上っている。底部に右

回転糸切痕が残る。

14住ー 2 j宛 5.7 (14.8) (7.4) 器肉が厚く、高台を持つ塊である。平な底部より体

須恵器 カマド内 部は直線的に外上方へ開き口縁部に至る。口唇部は

丸く仕上げており、一部に灯明皿として利用された

ような吸炭あり、高台は断面方形で比較的ていねい。

14住ー 3 塊 5.2 (14.4) 6.4 器肉が厚く、断面台形の太い高台を持つ、体部は内

須恵器 カマド内 轡しつつ外上方へ開く、口縁部はやや太くなってい

る。高台部内側の糸切はナデで整形されている。

14住ー 4 坪 - (15.6) f本部は内彎しつつ外上方へ開く、口唇部は丸い、 1本

須恵器 フク土 部に墨書あり、字は判読不明。

14住ー 5 羽釜 羽釜の体部下半であり、底部がそっくりはずれてい

フク土 る。外面は鍔に向かうヘラ削り、内面なナデ整形、

内面全面が吸炭により黒色を呈している。

14住ー 6 甕 (57.8) 巨大な甕の口縁部である。口縁部は外面に折り返し

須恵器 床面十 9 をもうけ大きな突帯状口縁となる。頸部には 4 条の

クシ状工具による波状文が 4 段以上認められる。波

状の単位は荒い。

14住ー 7 皿 3.9 (19.0) (9.3) 断面長方形の高台を持ち、口縁端部は大きく外反し

灰釉 床面＋12 外下方へ折り曲げられている。後は刷毛塗りの可能

性大、高台内面回転ナデ整形。

14住ー 8 石 縦ー 10. 7 横ー5.7 大きく彎曲した小さな石である。表面全面が磨耗し

重鼠ー210g ている。こも石等としては不適当と思われ、用途不

明である。

14住ー 9 石 縦ー 13 .4 横ー5.5 全体が磨耗している。断面が三角形状を呈しており

重量ー600g 端部に向かい狭くなっている。図での下側端部に打

ち欠けたような跡あり。

14住ー10 石 縦ー10 .4 横ー4.4 8 に示した石同様に大きく彎曲した小さな石である。

重鼠ー160g 全体が磨耗している。

14住ー 11 石 縦ー9 .4 横ー4.7 8 に示した石にやや似て胄曲している小さな石であ

重量ー170 g る。全体が磨耗している。

14住ー 12 石 縦ー10.7 横ー5.0 全体に均整のとれた石であり、全面が磨耗している，

重黛ー260g

14住ー13 石 縦ー1 1. 0 横ー4.7 表面全体が磨耗しており、不定形を呈する石である

重量ー260g る。

14住ー14 石 縦ー 13.0 横ー5.9 表面全体が磨耗しており、均整のとれた石である。

董拭ー400g

14住ー 15 石 縦ー12.8 横ー6.0 表面全体が磨耗しており、不定形を呈する石である

重鼠ー320g 表面に小さな凹凸あり。
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①色調②焼成③残存④胎上⑤備考

①灰褐色②酸化③X④ 1 mm前後の石英

粒子を多く含む

①灰褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色

粒子を多く、 2~3mmの石英粒子を多

く含む

①灰褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色
粒子を多量に、 2mm前後の石英を多く

含む

①灰臼色②還元③X④ 1 mm以下の白色

粒子を多量に、 2mm前後の石英を多く

含む

①外面灰褐色・断面灰黒色・内面黒色

②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒子を多

鼠に、 3mm内外の石英粒子を多く含む

①灰臼色②還元焼締③k④ 1 mm以下の
白色粒子を多盤に、 2mm前後の石英粒

子を多く含む

①素地灰色・淡黄色～透明②還元③X

④密⑤光ヶ丘 1

①緑色③完形④変質安山岩⑤床面＋20

cm 

①灰色③完形④薙石安山岩（粗粒） ⑤ 
フク土

①淡褐色③完形④砂岩⑤フク土

①淡緑色③完形④ひん岩⑤床面十 5 cm 

①灰色③完形④石英閃緑岩⑤フク土

①灰臼色③完形④ひん岩⑤床面十 5 cm 

①灰色③完形④ひん岩⑤床面

①淡褐色③完形④珪質変質岩⑤床面十

12cm 



第 2節住居跡

15号住居跡遺構写真図版29

位置 13号住居跡の東約 1 mに接して位置し、 M-19 • 20、 N-19 • 20グリットに属する。

概要 遺構確認時において、明らかにほぽ方形のプランが検出されたが、掘り込みが浅く、踏み固められた

床面や寵の検出がなく、覆土中よりの出土遺物もほとんどないため、住居跡としては疑問が残る。し

かしここでは15号住居跡として取り扱う。

構造 踏み固められた明瞭な床面は検出されなかった。ロームを掘り込んで住居が作られており黒褐色土が

覆土となっていたので、この黒褐色土を取りのぞいたローム面を床面とみなした。多少凹凸が認めら

れるが、平らな床面となっていた。床面に多くの小穴が検出されたが、柱穴となる可能性はほとんど

なく覆土上より掘り込まれたものも数個あった。周溝、貯蔵穴等は全く検出されなかった。

規模 東西方向4.9m、南北方向4.9mでほぽ正方形を呈している。壁高は10cm前後であり浅い。

遺物 覆土中や同一グリット内より土師器の甕や須恵器の杯蓋等の小破片が出土した。
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1.黒掲色土層 黒色土層中に多乱のローム粒子を含む。ロームプ

ロックは少なく、大きさも小さい。

2. 黒褐色土層 黒色土層中に 1 ~4  cmのロームブロックを少蘊含

む、ローム粒子をごく少最含む。

3. 黒褐色土層 1 層にほとんど同じ、 1 層に比較して軟質である。

] 
ックを含む。

7. 黒色土層 黒色土を中心とする層。微祉のローム粒子を含む。

8. 黒褐色土層 黒色土層中に10cm内外のロームプロックと小さな

ローム小粒子を含む層（ローム採掘時に落ち込ん

だものと思われる。）

4. 黒褐色土層 2 層にほとんど同じ、 1 層に比較してややローム 9. 黒褐色土層 黒色土層中に多鼠のローム粒子を含む層。

粒子が少ない。 10. ローム層 ソフトローム層

5. 黒褐色土層 黒色土層を主とし、その中にローム粒子・ローム 11.黒褐色土層 黒色土とローム粒子・ 2 X 3 cmのロームプロック

プロック等を少祉含む。

6. 黒褐色土層 黒色土中に大星のローム粒子と小さなロームプロ

の混入土層。（住居南約％は床面として利用されて

おり固い。）

12. 黒褐色土層 黒色土とローム粒子と小さなロームプロックの混

入土層。

第91図 16号住居跡実測図

126 



第 2節住居跡

16号住居跡及びローム採掘坑 （奈良時代） 遺構写真図版29 • 30 遺物写真図版69 • 70 

位置 11号住居跡の東約10m に位置し、 K-21·22 、 L-21 • 22 • 23 グリットに属する。

概要 15号陥し穴の西側一部を切って住居が作られていた。住居の掘り込みが深く、残存の良い住居跡であ

る。寵の残りは悪い。住居南東壁の角地に小範囲にわたり焼土の堆積があった。住居北壁の大部分及

び床面の北側約合はローム採掘坑と思われる遺構により掘り込まれて凹凸状を呈していた。この掘り

込みは、住居北壁より北約 2mほど掘られており、北側先端は上層の黒色土を避けて下層のロームを

横掘りにより取り除いている。この傾向は東側にも認められる。この掘り方は粘土採掘坑にみられる

粘土採集の方法と共通している。つまり必要なロームを採集するために、不用なローム上の黒色土を

取り除く手間を省き、より効率的にロームを取る方法として、横から上層の黒色土をそのままにして

下層のロームを取り去っているのである。床面のロームも取り去っている。しかし床面下10~20cmで

\ 

B
 

` 
ul 

叫

A
 

B' 

E
0
｣
.
 L
｣
P
 A' Q| 

` ~ 437.30m B
 

0 Im 
,.  I 

第92図 16号住居跡床下実測図

127 



第 5 章検出された遺構と遺物

砂質ロームになるため、床面ロームは多く取り除いていなかった。住居覆土の観察よりみて、このロ

ーム採掘坑は住居が放棄されてまもない時期に床面上の覆土が多く堆積していない段階で掘られてい

ることを示している。

構造 住居床面はロームを主とし、少量の黒色土を混入している。柱穴は検出されなかった。周溝は西、南

壁にそって掘られており、鼈の位置する東壁側では検出されなかった。寵南側に床下より土坑が検出

されたが、貯蔵穴としては疑問である。

規模 住居跡は東西方向で4.5m、南北方向で約 5m を呈しており、壁高は50~60cmである。ローム採掘坑は

住居跡床面部を含めると、東西方向で約4.5m、南北方向で約 4m、深さは住居確認面より最も深い所

で 1 m以上を測る。

遺物 床面や覆土中より土師器杯・甕、須恵器坪・坪蓋．甕、こも石、南東壁の角地の焼土層下より、ほぽ

完形の土師器甕、寵南西部床面より小刀 1 本等が出土している。

床下 住居床面調査後床下の調査を行なう。床下よりは鼈南と住居中央より小さな土坑が検出された。それ

らの土坑の床面よりの深さは、図中に数字で示した。

16号住居跡寵

位置 住居東壁ほぽ中央部に地山のロームを一部掘り込み、鼈が構築されていた。

構造 寵焚口部や燃焼部の大部分が住居床面上に位置し、燃焼部の端と、煙道部は東壁を掘り込んで作られ

ていた。つまり寵の大部分が住居内に位置する寵である。袖はロームを盛り上げて作られており、石

は用いられていない。天井部のロームは残存せず、鼈内にくずれ落ちている痕跡も認められなかった。

煙道部の石も出土していない。残りの悪い鼈である。

規模煙道方向1.4m、両袖方向1. 2m、燃焼部幅約50cmであった。

遺物 寵内より土師器甕の破片が多く出土している。
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］．暗褐色土層 黒色土層中に多くのローム粒

子と少猿の焼土粒子・炭化物

を含む。

2. 暗褐色土層 黒色土を主とし、少鼠のロー

ム粒子・焼土粒子を含む。

3. 黄総色土層 ロームを主体とし、全体が焼

けで焼土粒子を含んでいる。

4. 赤褐色土層 焼土層

5. 暗褐色土層 黒色粒子・ローム粒子・焼土

粒子・炭化物の混入土層。

6. 灰褐色土層 灰層

7. 黄褐色土層 ローム層

8. 暗褐色土層 ローム粒子・焼土黒色粒子・

焼土粒子の混入土層

9. 暗褐色土層 黒色土を主とし、少鼠のロー

ム粒子を含む。

0 0.5m 
l ~I 

第93図 16号住居跡寵実測図
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-第95図 16号住居跡出土遺物実測図（2)

16住ー 21

16号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第94図 写真図版69 • 70) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 瞑叩）焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出 土 位 置

16住ー 1 坪 (14.5) 器肉が厚く、口縁部外面に弱い稜を持っj不である。 ①外面褐色・断面灰褐色・内面黒色②

土師器 床面＋22、フク土 内面は全面にわたりていねいなヘラ磨きが行なわれ 酸化③X④ 1 mm以下の白色粒子・石英

ており、内面と口唇部に吸炭による内黒処理あり。 粒子を多く、赤色粒子を少最含む

16住ー 2 坪 (11. 7) 丸底の坪である。口縁部は内傾しており、やや幅広 ①褐色②酸化③X④白色粒子含まず、
土師器 フク土 くなっている。口縁部と底部との境に横ナデもヘラ 1 mm以下の黒色粒子を多く、 2mm内外

削りも行なわれない部分あり。 の石英と赤色粒子を少量含む

16住ー 3 坪 3.2 (12,0) 丸底の坪である。口縁部は内傾しており、幅広くな ①褐色②酸化③X④白色粒子含まず、
土師器 床面＋24、フク土 っている。口縁部と底部との境に横ナデもヘラ削り 1 mm以下の黒色粒子と 1 mm前後の赤色

も行なわない部分が広くある。 粒子を少駄含む

16住ー 4 坪 (13.2) 丸底のj不である。口縁部はやや外側に開いている。 諷色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
土師器 フク士 口縁部は横ナデ、 1本部は単位の広いヘラ削り、底部 子と石英粒子と黒色粒子を少最含む

手持ヘラ削り。

16住ー 5 坪 (14.2) 口縁部が大きく立ち上がるj不で、口縁部横ナデ、底 ①褐色②酸化③X④ lDlm以下の白色粒
土師器 床下フク土 部手持ヘラ削り、底部と口縁部間の削りは不明。 子を多く含む

16住ー 6 皿形j不 (15.0) 口縁部の外反する浅いj不である。口縁部の幅は狭い ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の臼色粒
土師器 床下フク土 口縁部下は手持ヘラ削り、口縁部横ナデ、内面横方 子を多く、黒色粒子を少量含む

向ナデ整形。

16{主ー 7 坪 4.0 12.8 丸底のj不である。底部よりイ本部と口縁部が内彎しつ ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の
土師器 床面、カマド前 つ立ち上がる。口縁部上半分横ナデ、下半分は指整 黒色粒子多く含む

形、 1本部手持ヘラ削り。

16住ー 8 坪 3.9 12.0 丸底のi不であり、底部が深いj不である。口縁部上半 諷色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の

土師器 床面 分横ナデ、下半分指整形、体部～底部手持ヘラ削り 黒色粒子を多く含み、白色粒子はほと

内側内面ナデ整形。 んど観察できない
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第 2節住居跡

16号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第94 • 95図 写真図版70)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 騨調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出 土 位 置

16住ー 9 j不 4.3 13.8 丸底の坪であり、口縁部は幅広く、 1本部は外上方へ ①褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の黒色粒
土師器 フク土、J-20 口縁部はやや外へ開くが直立気味に立ち上がる。ロ 子を多く、砂粒を少鼠含む

縁上半分横ナデ、下半分指整形。

16住ー 10 j不 (17.8) 丸底の坪であり、口縁部は幅広い。口縁部上半分横 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の黒色粒
土師器 フク土 ナデ、下半分指整形、 1本部～底部ヘラ削り。 子を多く、赤色粒子を少量含む

16住ー11 蓋 (16. 2) 太く短いカエリを持つ杯蓋である。表面全面に降灰 ①灰色②還元焼締③X④ 1 mm以下の白

須恵器 フク土、J-20 による自然釉が付着している。内面全面ナデ整形。 色粒子多く含む

外面の整形は自然釉のため観察不可能。

16住ー12 蓋 (13.8) カエリを持たないj不蓋である。おそらく環状つまみ ①灰色②還元③X④ 1 mm以下の白色粒
須恵器 床面＋14 を持つと思われる。端部が下方へ短く折り返される 子を多く含む

16住ー13 蓋 (18.2) 太く断面三角形状のカエリを持つ坪蓋である。特異 ①灰色②還元③X④ 1 mm以下の白色粒

須恵器 床面 な形であり、他に例をみない。丸味を持つ器形がカ 子を多く含む

エリを境に端部は横下方向へ方向を変えている。

16住ー14 小形寮 (15.8) 頸部の器肉が特に厚い特色を持つ小形甕である。ロ ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒

フク土 縁端部は外に大きく外反している。イ本部はヘラ削り 子を多く含む

16住ー15 甕 (22.6) 器肉の薄い甕であり、頸部～口縁部の器肉のみがや ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
土師器 床面、フク土 や原くなっている。胴部は直立し、口縁部はくの字 子を多く含む

状に外反している、器表面の整形はていねいである。

16住ー16 甕 22.5 15.4 6.2 器肉が全体に原く、胎土の荒い小さな甕である。ロ ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の

土師器 床面 縁部内側にヘラによる横方向の磨き調整。 1本部外面 白色粒子を多量に含み、 1 ~3mmの石

に口縁部に向かうヘラ削り、内面ナデ整形。 英粒子を多く含む

16住ー 17 甕 (21.0) 器肉の薄い甕であり、口縁部は頸部より大きく外反 ①黒褐色②酸化③X④ 1 mm以下の臼色

土師器 床面＋30、フク土 している。口縁部横ナデ、体部はその後下から左J:. 粒子を多く含む

方向に向かうヘラ削り、 1本部は直立気味である。

16住ー18 甕 (23.0) 体部に丸味を持っ甕の口縁部～1本部上半の一部であ ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の石英粒
床面＋30 る。口縁部中央に指頭圧痕状の凹凸が少し残る。肩 子を多駄に含む

部左上方向ヘラ削り、内側刷毛状工具による削り。

16住ー19 甕 (8.0) 丸い胴部を持っ甕の底部～イ本部下半の破片と思われ ①内面褐色・外面黒色②酸化③X④ 1
士師器 床面＋17、フク土 る。内面横ナデ、外面右下方向のヘラ削り。 mm以下の白色粒子を少贔含む

ちいさがたな

16住ー20 小刀 全長ー29.1 重ねの薄い小刀で、差裏切先部に鞘の木質が僅かに遺存し、下記縁が装着している。形状は

鉄製 床面＋27 平造で、棟形態は錆化のためよく判らない。平造の平は肉置があるように見え、身中程から

刃の造り出しを行なうが、それは研出しかもしれない。肉置は錆化遺存のかぎりにおいては

蛤刃的である。鍛は錆化状態を観察すれば、全体に杢目だち、精鍛造を思わせる。部分的な

錆化が発達していないのはこのためか。帽子はやや鋒の付いた大切先、茎は H 釘穴 1 、尖底

やや長目である。目釘穴の直径は小さく、 0 .4cmである。

16住ー21 同上招 長径ー2.9 倒卵形の縁金物である。裏面には有機質の痕跡が認められるが、木質のようには見えない。

縁 幅ー1.2 錨としての可能性は、鎚元の幅から鞘幅を想定すると考え難いので縁金物とした。鍛えは錆

鉄製 厚さー0.2 化状態からすると小杢目づいており、精鍛造と考えられる。

16住ー22 刀子 全長ー10.5 棟区あり、研ぎ滅りのため刃部の位置に小刀区がある。平作りであるが、肉置は蛤状となる

鉄製 床面＋ 2 茎先端部に柄の木質が遺存。切先は旧時の欠損。
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4. 黒褐色土層
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黒色土層中に0.2~1cmの焼土粒子・ 1 cm内外のロ

ームプロック、 5 mm内外の臼色軽石粒を含む。

黒色土層中にローム粒子を多く含む。

黒色土を主とし、少撮のローム粒子を含む。

黒色土・ローム小プロックを含み、床面として踏

み同められている。

5. 焼土層

6. 黒色土層

7. 黒褐色土層

第96図 17号住居跡実測図

C' 

0 lm 
| 1 | 

大拭の焼土粒子の層であり、中にローム粒子・黒

色粒子を少址含む。

黒色土を主とし、中に 1 ~2  cmのロームプロック

を含む。

黒色土中に少星のローム粒子・ローム小プロック

を含む。



第 2節住居跡

17号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版31 • 32 遺物写真図版70 • 71 • 72 

位置 16号住居跡南約 5 m に位置し、 18号住居跡の鼈と東壁、東側床面の一部をこわしてその上に住居が作

られている。 K-21. 22 、 L-21 • 22 • 23 グリットに属する。

概要 住居の掘り込みが浅く、鼈の残りも悪い。 18号住居跡と西壁部分で重複し、西側の一部の床面と西壁

の大部分は18号住居跡覆土を掘り込んで作られている。そのため西壁及び床面の一部は検出が困難で

あった。住居南西端に多くの石がまとまって出土し、その一端に羽釜の破片が出土した。

構造 床面はロームを主とし、多くの黒色土の混入層よりできていた。 18号住居跡と重複している部分は、

黒色土を主とし、少量のローム粒子・ロームブロックを含んでいた。柱穴は 4 本検出されており、全

体として南側に片寄っていた。周溝は18号住居跡と重複している部分と、鼈付近を除いて、ほぽ検出

できた。寵右側手前に貯蔵穴が検出された。

規模 東西方向で5.2m、南北方向で5.4mであり、南北方向にやや長い。壁高は20~30cmで残りは良好でな

い。周溝幅は20~25cmで深さは 2 ~3 cm と浅い。柱穴は径約30~40cmの円形を呈しており、深さは床

面より 50~60cmである。貯蔵穴は長径約 1 mの楕円形を呈しており、深さは30cm であった。

遺物 床面や覆土中より多くの土師質土器坪• :I宛、須恵器の甕の破片、羽釜、灰釉陶器の皿、椀等が出土。

床下 床面中央部に床下土坑が 3 基お互いに切り合いながら掘られていた。いずれも長径約1. 2m 、短径約

1 mの楕円形を呈し、深さ約20cmであった。

17号住居跡鼈

位置 住居東壁で南壁に近い位置に地山のロームを多く掘り込み燃焼部の半分近くから煙道部のすべてが住

叫 ul 

叫 ul 

居外に位置する鼈が構築されていた。

石を多く用いた鼈であり、竃の大部分が

くずれており、残りが非常に悪い。燃焼

部中央に支脚石と思われる石が 2 個、平

行に立っていた。このような例は他には

なく、どのように使用されたのか輿味深

V ヽ。

規模煙道方向1. 44 m、両袖方向85cm

遺物 鼈内より羽釜、須恵器の甕等出土。

A 
ー 435.90m A

 
I.黒褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子を含む。

2. 黄褐色土層 黒色土・ローム粒子・焼土の混入土層。炭を少し含む。

3. 黒褐色土層 黒色士中にローム粒子・焼土粒子を含む。

4. 焼土層

B 
ー 435.90m B

 

0 0.5m 
| 1 1 5 ．黒掲色土層 黒褐色土層中に 2 X 3 cm前後のロームプロックを含む。

6. 黒色土層 焼土粒子含まず、ローム小プロックを少星含む。

7. 黒色土層 黒色土層中にごく少絨の焼土を含む。ローム粒子含まず。

8. 褐色土層 地山のローム層が熱を受けてやや焼土化した層。

第97図 17号住居跡寵実測図
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第 2節住居跡

17号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第98図 写真図版70 • 71) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形・成形・調整・底部整形等の特色 揺調②焼成詞喝）胎土⑤備考

番 号 び器種 出 ｱ 位 置

17住ー 1 坪 3.6 (10.6) 5.0 底径が口径のお以下のj不である。イ本部は内彎しつつ ①内面灰黒色・断面～外面灰白色②還
土師質 フク土 外上方へ開く、口縁部は外反する。（本部にロクロ目 元③％④ 1 mm以下の白色粒子を多く含

底部右回転糸切痕、底面が磨耗している。 む

17住ー 2 坪 3.9 (10.6) 4.9 底径が口径の％以下の坪である。体部下端と 1底部端 ①口縁部外側灰白色•その他黒色②還
土師質 貯蔵穴、フク土 との間に段を持つ、底面右回転糸切痕を持つ、口縁 元③％④ 1 mm以下の白色粒子を多量に

端部外反。 含む

17住ー 3 坪 3.6 10.1 5.2 底径が口径の約どのj不である。底部が厚く、体部下 ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の
上師質 床面十 4 端と底部端との間に弱い段を持つ。口縁部が大きく 臼色粒子と石英粒子を多く含む

外反し底面右回転糸切痕が残る。

17住ー 4 坪 3.4 (10.4) (5.6) 底径が口径の約Xの坪である。 1本部は内彎しつつ外 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒
土師質 床面＋ 3 、貯蔵穴 上方に開き、口縁部は大きく外反する。底部に右回 子を多く、 2mm以下の石英粒子を少鼠

転糸切痕が残る。 含む

l 7f主ー 5 j不 3.9 10.6 5.2 底部が口径のX以下の坪である。体部は内彎しつつ ①口縁部～体部外面の一部灰色•他器

土師質 周溝内 外上方に開き、口縁部は大きく外反する。｛本部下端 表面黒色②還元③完形④ 1 mm以下の白
と底部端との境に弱い段を持つ。 色粒子を多鼠に、石英粒子少量含む

17住ー 6 j不 4.4 12.4 5.9 底径が口径の％以下の坪である。底部より 1本部は内 ①表面灰黒色・断面灰褐色②酸化やや

土師質 床面＋ 3 舟しながら外上方へ開き、口縁部は大きく外反する 燻焼成③X④ 1 mm以下の白色粒子を多
内側底面中央に凸状の出っ張り、外面右回転糸切痕。 量に、 3mm内外の赤色粒子を多く含む

17住ー 7 j不 4.5 (13.0) 6. 7 底径が口径の約％の坪である。｛本部下端と底部との ①口縁部外側灰白色•その他黒色②還

土師質 床面＋ 2 、フク土 境に段を持つ、 1本部は内丹しつつ外上方へ開き、ロ 元③ぢ④ 1 mm以下の白色粒子を多鼠に
縁部は大きく外反する。底面右回転糸切痕。 l ~2mmの石英粒子少嚢含む

17住ー 8 坪 4.3 (14.1) (5.7) 底径が口径の％以下の坪であり、特に底径が小さい ①体部下半～底面黒色・ロ縁部内面灰

土師質 フク土 底部端と体部下端との境に段を持つ。底部は特に厚 白色②還元③ど④ 1 mm以下の白色粒子
くなり、底面に右回転糸切痕を持つ。 を多く含む

17住ー 9 坪 4.7 (12.9) (6.1) 底径の小さな坪である。イ本部は内轡しつつ外上方へ ①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の臼色
土師質 床下フク土、床面 開き、口縁部は外反せずに、直立気味に立ち上が 粒子を多く、 2mm内外の赤色粒子を少

る。底端部と 1本部下端との境に段をもつ。 量含む

17住ー10 坪 4.2 (12.4) 6.1 底部端と｛本部下端との境に弱い段を持つ。イ本部は丸 ①灰褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色
土師質 床面 く内彎しつつ外上方へ開き、口縁部端部大きく外反。 粒子を多く含む

17住一11 坪 6.4 底部端とイ本部下端との境に弱い段を持つ。底面に外側右 ①内外面及び断面黒色②還元③底部～

土師質 床下フク土 回転糸切痕を持つ。底面内側に渦巻状の凹凸あり。 体部下半のみほぼ完全④白色粒子含む

17住ー12 坪 (12.0) (5.4) 底径の小さな坪である。 1本部は内彎しつつ外上方に ①内外表面黒色・断面灰白色②還元③

土師質 床面十 2 、フク土 開き、口縁部はやや外側に開く、底部に糸切痕の痕 X( 1 mm以下の砂粒を多く含む
跡を残す。

17住ー 13 坪 (15.0) 体部は内彎しつつ外上方へ開き、口縁部は大きく外 ①灰白色②還元③％④ 1 mm以下の白色
土師質 床面＋ 1 、フク土 反する。 粒子を多量に含む

17住ー 14 坪 (12.8) やや器高の低い坪と思われる。体部は内彎しつつ外 ①内外面と断面すべて黒色②還元③X
土師質 床下フク土 上方へ開く、口縁部は大きく外反する。 ( 1 mm以下の白色粒子を多く含む

17住ー15 塊 (11. 5) 高台付の塊であり、高台がそっくりはずれている。底 ①灰白色②還元③ぢ④ 1 mm以下の白色
土師質 フク土 径は口径に比較してやや大きい。｛本部は内彎しつつ 粒子を多く、 2 mm内外の臼色粒子を多

外上方へ開き、口縁部は大きく外反する。高台部内 く含む

側右回転糸切痕残る。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

17号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第98 • 99図 写真図版71)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径（cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 号 び器種 出 土 位 置

17住ー16 坪 (12.8) 1本部は内灼しつつ外上方へ開く、口縁部はやや外反

土師質 床下フク土 し、口縁部横ナデにより 1本部との境に弱い稜を持つ

17住ー17 j不 (14.8) 体部は内彎しつつ外上方へ開く、口縁部は大きく外

土師質 フク土 反する。

17住ー18 塊 5. 7 (13.0) (7.5) 高台を持つ土宛である。イ本部はやや直線的に立ち上が

士師質 貯蔵穴 り、口縁部は外反する。高台はていねいで断面三角

形状を呈し畳付部分で外側へ少し広がっている。

17住ー19 碗 5.1 (12.2) (6.8) 高い高台の付く坑である。｛本部はやや直線的に立ち

土師質 床面＋ 2 、床下フク土 上がり、口縁部は外反する。高台は断面長方形を呈

し、端部の整形がていねいである。

17住ー20 塊 7.1 15.0 7.5 高台の高さが、坪部の約X となる高い高台を持つ碗

土師質 高台の高さ1.7 である。体部はやや内彎しつつ外上方へ開き、口縁

床面＋ 3 部は大きく外反する。高台は高く、j不底部分で厚く

畳付部分で薄くなる。端部整形がていねいである。

17住ー21 境 6.6 (12. 8) 8.6 高台の高さが、 l不の約％となる高い高台を持つ坑で

土師質 高台の高さ 1. 7 ある。イ本部はやや内彎しつつ外上方へ開き、口縁部

床面十 8 、フク土 は外反する。高台は品＜、坪底部分で原い。畳付部

分の中央に弱い凹状の溝が一周している。

17住ー22 j宛 5.7 内面全面が磨かれており内黒の坑と思われる。高台

土師質 フク土 の台が外側に大きく開き、他のj宛とは異なる。高台

部内側に糸切痕は認められない。

17住ー23 j宛 (13.6) 内面全面がていねいに磨かれており、その後に吸炭

土師質 床面、フク土、 K-22 による内黒処理がなされている。体部のヘラ磨きは

内面を 4 区分して横方向に磨いており、底面はすべ

て一定横方向のヘラ磨きである。高台内側回転ナデ

17住ー24 塊 (14.5) 内面全面がていねいに磨かれているが、前記の23 と

土師質 床面＋ 2 、 K-22 異なり、口縁部の磨きは縦方向であり、｛本部は不定

方向の磨きである。

17住ー25 耳皿 3.3 4.3 5.3 底部が特に厚い。口縁部は横方向に開き、両側をつ
I I まみ上げ内側に大きく曲げて耳皿としている。内面床面 9.2 5.6 

整形はていねいで凹凸なし、底部外面に右回転糸切

痕が残るが表面が磨耗している。

17住ー26 輪花皿 3.0 13.3 6.8 叫和儲部 4 箇所を指により内側にせり出して輪花と

灰釉 床面＋ 15 している。口縁部は外反せずにやや立ち上がる。高

台は丸味を持ち、内面に右回転糸切痕が残る。

17住ー27 j宛 (11.9) 浅い坑であり口縁部が外反している。釉は刷毛によ

灰釉 床面 り施釉されている。光ケ丘 1 号窯式と思われる。

17住ー28 皿 (16.0) 口径の小さな皿と思われる。口縁部よりやや丸く太

灰釉 フク土 くなり、立ち上がる。口縁の一部は炭が付着してお

り、灯明皿として利用された可能性あり。

17住ー29 塊 5.1 (15.2) (7.1) 断面長方形の高台を持ち、イ本部へ口縁部は弱く内彎

灰釉 床面、フク土 しつつ外上方へ開く、口縁端部はやや外反している

K-22 高台内面は回転ナデ整形。
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揺”焼成③残⑱胎土⑤備考

①内面黒色・断面と外面灰黒色＠凋t元

③加④ 1 mm以下の白色粒子を多く含む

①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
子を多く含む

①表面灰白色・断面と口縁部外側の一

部黒色②還元③X④ 1 mm以下の白色粒
子を多量に含む

①内面と外面の一部黒色、断面と外面

の一部褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白

色粒子多く含む

①外面灰臼色・内面灰褐色②酸化③完

形④ 1 mm以下の白色粒子を多く、 2mm

内外の石英粒子を少嚢含む

①灰白色②還元③欠④ 1 mm以下の臼色

粒子を多駄に、 2~3 mmの石英粒子を

多量に含む

謬色②酸化③底部と高台部のみほぼ

完形④ 1 mm以下の砂粒子と 1~2mmの

石英粒子を多く含む

①内面黒色・断面灰褐色・外面黒褐色

②酸化③X④ 1 mm以下の砂粒を多く、

1 ~2mmの石英粒子を少量含む

①内面黒色・断面黒褐色・ロ縁部を除

く外面褐色②酸化⑤X④ 1 mm以下の白

色粒子と 1~2mmの石英粒子多最含む

①内外表面黒色・断面灰黒色②還元③

ほば完形④ 1 mm以下の白色粒子と石英

粒子を多く含む

①素地灰臼色・釉は淡緑色②還元③ほ

ば完形④密⑥虎渓山

①素地灰白色・釉は白色で内外面刷毛

による施釉②還元③k④密⑤虎渓山

①素地灰白色・釉は淡緑色～白色②還

元③X④密

①索地灰白色・釉は淡緑色～透明②還

元③X④密⑤虎渓山



第 2節住居跡

17号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第99 • 100図 写真図版71 • 72) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成＠残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出 土 位 置

17住ー30 甕 (17.0) ロクロ整形による甕である。丸味を持つ1本部より口 ①灰白色②還元③ぢ④ l~4 mmの石英
床面＋ 1 、 M-36 縁部はやや外反気味に立ち上がる。口縁から 1本部横 粒子を多駄に含む

ナデ、体部中頃に底部より口縁に向かうヘラ削り。

17住ー31 甕 (17.0) ロクロ整形による器肉の厚い甕である。丸味を持つ ①灰白色②還元③X④ l~4 mmの石英
床面＋ 1 、カマド内 体部より口縁部はやや外反気味に立ち上がる。口縁 粒子を含む

から 1本部全面横ナデ整形 o

17住ー32 羽釜 (18.4) 丸みを持つイ本部が、鍔の付く付近を境に口縁部が直 ①灰褐色②酸化③X④ 1~3mmの石英
フク土、カマド内 立気味に立ち上がる。口唇部は平でやや内傾し中央 粒子を多く含む

床面 がやや凹状になる。鍔は細長い。体部外側は鍔に向

かうヘラ削り整形。内面指によるナデ整形。

17住ー33 羽釜 (20.6) 丸味を持つ1本部が、鍔の付く付近を境に直立気味に 諷色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
床面十 7 、フク土 立ち上がる。口唇部は平で少し内傾する。 子と 1 ~3mmの石英粒子多く含む

17住ー34 羽釜 (18.2) やや直線気味の体部を持ち、口唇部はやや丸味を帯 ①灰白色②還元③X④ 1 mm以下の白色
床面＋ 5 びている。鍔は断面三角形を呈し雑な作りで雑に貼 粒子と石英粒子を多く、 2mm前後の赤

付けている。 色粒子を少最含む

17住ー35 羽釜 (19.9) 丸味を持つ1本部が、鍔の付く付近を境に直線気味に ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
床面＋ 3 、カマド内 立ち上がる。口唇部は平でやや内傾している。鍔は 粒子と 2mm前後の石英粒子を多く含む

短く幅広く断面三角形を呈する。

17住ー36 羽釜 (19.6) 丸味を持つi本部が、鍔の付く付近を境に直立気味に ①灰褐色③酸化③X④ 1 mm以下の白色
カマド内 立ち上がる。口唇部は平でやや幅広くなっている。 粒子と石英粒子を多く、 2mm前後の赤

鍔は細く外上方向へつまみ出している。 色粒子を多く含む

17住ー37 羽釜 - (18.3) 丸味を持つイ本部が、鍔の付く付近を境に直立気味に ①灰黒色②還元③X④ 1 mm以下の白色
床面 立ち上がる。口唇部は平であり、鍔は断面三角形を 粒子を多く 2mm前後の石英粒子を少昼

呈し、太く短い、鍔下部分に指ナデ整形 含む

17住ー38 羽釜 (21.0) 丸味を持つf本部が、鍔の付く付近を境に直立気味に ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
カマド内 立ち上がる。口唇部は平であり、鍔は細長く断面三 粒子少輩含み 2 IIDll前後の石英粒子を少

角形を呈する。 1本部は鍔に向かうヘラ削り整形。 最含む

17住ー39 羽釜 (20.0) 丸味を持つ｛本部が、鍔の付く付近を境に直立気昧に ①灰白色②還元③X1mm以下の白色
カマド 立ち上がる。口唇部は平で、鍔は短く断面三角形を 粒子を多く、 2mm前後の石英粒子を少

呈する。鍔の下面に指の痕跡が多く残る。 巖含む

171主一40 羽釜 7.9 羽釜の底部で、底面は薄い円板状で、｛本部下半の器 ①内外面灰褐色・断面黒色②酸イ唸）％④ 1
床面、床下フク土 肉は厚い。底面ナデ、 1本部下半鍔に向かうヘラ削り c mm以下の白色粒子と 2mm前後石英含む

17住ー41 甕 羽釜の1本部とも思われるが、イ本部上半にヘラ削りは ①黒褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
床面＋ 2 、床下土坑 なく、横ナデのみであることより甕の可能性大。 粒子と 2~3mmの石英粒子多く含む

17住ー 42 羽釜 (18.0) 丸味を持つ1本部が、鍔の付く付近を境に直立気味に ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
床面、床下フク上、カ 立ち上がる。口唇部は平で、やや幅広くなり内傾し 粒子と石英粒子を多く含む

マド内 ている。鍔は断面三角形で細長い。 1本部中下半は鍔

に向かうヘラ削り、 1本部上半に指整形痕が残る。

17住ー43 甕 (30.0) なだらかに外反する長い口縁部を持つ、口唇部は羽 ①灰褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色

カマド内 釜同様に平である。内外面横ナデ、ロクロ使用か？ 粒子を多く含む

l 7f主ー44 蓋 蓋のつまみ部分と思われ、胎土、焼成方法とも土師 ①灰褐色②酸化③つまみ部のみ完形④

床下 質土器に似ている。この時期に他に類例なく特異。 1 mm以下の白色粒子多く含む
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第 5 章検出された遺構と遺物

18号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版32 遺物写真図版72 • 73 

位置 17号住居跡西側に位置し、 17号住居跡に東壁の上部と、寵大部分を削り取られている。 K-21 、 L-

21 • 22 グリットに属する。

概要 住居跡の東壁及び寵の大部分を 17号住居に削り取られているため、住居跡のプラン確認には困難が伴

なった。 18号住床下土坑西側に検出されだ焼土部分を、位置等からみて鼈の痕跡として考えると図で

示したような形が想定される。 4 柱穴の位置等からみて、おそらくこのような乎面形であったものと

思われる。寵右側手前の南壁寄りに多くの石が集められていた。焼土等は含まれていなかった。用途

については不明である。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土を多く混入している。柱穴は 4 本検出されている。周溝は鼈右

側手前の南壁寄りに検出された多くの集石部分と東壁部分を除いて検出できた。なお北壁と東壁の接

点より、集石部に向かう周溝らしき溝が検出されているが、用途は不明である。貯蔵穴は検出されな

かった。壁は浅く残りが悪く、東壁は前述のごとく検出できなかった。

規模 東西方向は、東壁の検出ができなかったため不明、推定復元で4.6m南北方向で約5.3m、壁高は35cm

前後であり、周溝幅は10cm前後、深さは 5 cm前後、柱穴は径約40~80cmで深さは60~80cmである。

遺物 床面や覆土中より土師器坪・甕、須恵器の甕等の破片が出土している。
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1.黒褐色土層

2. 黒掲色土層

黒色土層中に0.2~0.4mmのロームプロック・ロー

ム粒子を含む。

黒色土層中に小さなロームプロック・ローム粒子

を含む。

3. 黄褐色土層

4. 黒色土層

5. 黒褐色土層

第101 図 18号住居跡実測図

黒色土層中にロームプロック・ローム粒子を多械

に含む。上部は踏み固められている。

黒色土を主とし、 1 ~2 cmのロームプロック含む。

黒色土を主とし、 1 ~2 cmのロームプロック含む。
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第 2 節

17 • 18号住居跡床下

概要 床面上の黒色土の混入土をすべて取りのぞいて17 • 18号住居跡の床面調査後、

その結果床面調査時では検出できなかった床下部分の構造について調査した。

17号住居跡鼈右側手前の柱穴および、床下土坑の新たな 2 基の検出、 18号住居

跡の南側 2 本の柱穴、さらに18号住居跡の中央部にある床下土坑とその南にあ

る焼土の検出ができた。床面下には土坑の他にも多くの掘り込みがあり凹凸を

呈していた。
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第 2節住居跡

第18号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第103図 写真図版72 • 73) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺叩螂謙瞑）胎土⑤備考

番 号 び器種 出 土 位 置

18住一 l 坪 (15.0) 丸底の坪であり、口縁部上半横ナデ、下半は指整形 ①褐色②酸化③X④白色粒子含まず
土師器 床下フク土 1本部～底部手持ヘラ削り、口縁部はやや外側に開く，

18住ー 2 j不 (16.1) 丸底の坪であり、口縁部はやや内彎しており、全面 ①褐色②酸化③X④白色粒子含まず
土師器 床面＋ 5 横ナデ、その下の1本部ヘラ削り。

18住ー 3 坪 3.2 (12.6) 9.6 口径・底径が大きく、器高の低いj不である。平底の ①灰白色②還元軟質③X④ 2mm内外の
須恵器 床下フク土 j不であり、イ本部はやや内彎しつつ直線気味に外上方 石英粒子含む

ヘ開く。底部はやや丸味を持ち手持ヘラ削り。

18住ー 4 坪 3.6 13.2 丸底の坪であり、口縁部は弱く内彎しつつ直線気味 ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の

土師器 床下ピット に外上方へ開く、口縁部上半横ナデ、下半は指整形 砂粒と白色粒子をごく少最含む

1本部～底部は手持ヘラ整形。

18住ー 5 坪 3.5 (12.8) 丸底の深いj不であり、口縁部は幅狭くやや内傾して ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の砂粒を
土師器 床面 いる。口縁上半横ナデ、下半は指整形、体部～底部 ごく少最含む

は手持ヘラ削り。

18住ー 6 坪 3.9 14.1 9.0 焼きひずみのためか、全体がゆがんでいる。口径と ①灰色②還元焼締③完形④ 1 mm以下の
須恵器 床面 底径が大きく、器高の低い坪である。｛本部と口縁部 白色粒子と石英粒子を少量含む

は直線的に外上方へ開く、f本部下端にしぼりあり、

底面手持ヘラ削り。

18住ー 7 j不 (3.9) (13.6) (6.9) f本部～口縁部が直線的に外上方へやや開く、口縁部 ①灰黒色②還元③X④ 1 mm以下の白色
須恵器 床下フク土 が弱く外反、 1本部下半～底面回転ヘラ削り。 粒子を多く含む

18住ー 8 坪 (9.0) 底径の大きなj不であり、 1本部下端と底部との境にし ①灰白色②還元③X④ 1 mm以下の白色
須恵器 床下フク土 ぼりあり、底面回転ヘラ削り。 粒子を多く含む

18住ー 9 i不 3.1 (13.5) 7.8 口径と底径が大きく、器高の低いj不である。 1本部～ ①内面と断面灰黒色・外面黒色②還元
須恵器 床下ビ゜ット 口縁部はほぼ直線で外上方へ開く、底面は全面にわ ( X( 1 mm以下の白色粒子と石英粒子

たり右回転糸切痕あり。 を多く含む

18住ー10 坑 (12.2) 削り出し高台を持つi宛であり、高台は低いが幅が広 ①灰色②還元③X④ 1 mm以下の白色粒
須恵器 床面＋ 3 い。高台と底面の高さはほぼ同じ。 子を多鼠に、 2~3 rrtmの石英少駄含む

18住ー11 坑 11.2 高台の付く塊と思われる。高台は断面三角を呈し、 ①灰色②還元焼締③底部と高台完形④

須恵器 床面＋ 2 細長くハの字状に開く、内側底部が磨耗している。 1 mm以下の白色粒子を多輩に含む。

高台部内側はていねいな回転ナデ整形。

18住ー12 甕 18.4 器肉の薄い甕であり、器肉は口縁部まで薄い丸い体 ①褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の石英粒
土師器 床面十 6 、フク土 部より口縁部はくの字状に外反する口縁部は横ナデ 子を多最に含む

体部上半は左横方向のヘラ削り、中部は左上方向へ

ラ削り。

18住ー13 甕 15.3 器肉の薄い甕であり、口縁部は大きくくの字状に外 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の石英粒
土師器 床面十 8 、 反する。口縁部横ナデ、体部上半左横方向ヘラ削り c 子を多く含む

18住ー 14 甕 (22.0) 器肉の薄い甕であるが、口縁部が少し厚い、口縁部 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の石英粒
土師器 床下フク土 横ナデ、 1本部は左横方向ヘラ削り。 子を多く、 2mm前後の赤色粒子少量含

18住ー15 板金 幅ー 0.8 側部・小口とも旧時のままである。側部に刃の作り出しは認められない。錆化は板目状であ

鉄器 フク土 る。

18住ー16 釘 断面中程径ー0.6 錆化が柾目状に発達しており、鏃としては太過るので釘と考えられる。断面形方形。両端は

鉄器 全長ー5.1 フク土 調査時の欠損である。
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第 5 章検出された遺構と遺物

19号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版33 遺物写真図版73

位置 17 • 18号住居跡の南側約 6 ~12mに位置し、 M-22 • 23 、 N-22 • 23 グリットに属する。

概要 住居の掘り込みは、比較的深く残りの良い住居跡である。測定できる住居中最も小型の住居である。

住居南側は20号住居跡と重複しており、 20号住居跡北壁の一部を掘り込んで住居が作られていた。

構造

ヽ 叫
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床面は中央部でロームの地山を床面としているが、壁に近づくにつれて、地山のロームを取り除いた

後にロームブロック・ローム粒子・黒色土の混入土で床面を築いている。柱穴、、貯蔵穴等は全く検出

叫熙澤 されず、周溝は20号住居跡と重複
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している部分を除いてほぽ一周し

ている。

規模東西方向で3.4m、南北方向で3.2m

を呈する。壁高は30cmである。

遺物 土師器杯・甕、須恵器杯・甕等を

多く出土している。

19号住居跡寵

位置 住居東壁やや南寄りに、地山のロ

ーム上端部を少し削り込んで寵が

構築されていた。

構造 寵内より袖石は 4 個体のみの出土

であったが、床面上の石より見て

石組の寵の可能性大。燃焼部の多

くは住居内に位置する。

規模煙道方向で90cm、両袖方向へ 1 m 、

高さ約50cm、燃焼部幅約60cm 。

遺物 鼈を覆うように須恵器の大きな破

片が 5 個体、鼈内からは土師器の

甕の破片が出土している。

1.黒色土層 黒色土中にローム粒子はとんど含まず。

2. 黒褐色土陪 黒色土中に少品のロームを含む。

3. 黒褐色土陪 黒色土中に多くのローム粒子含む。

4. 黒色土層 黒色土層を主とし、ローム粒子・ローム

プロックを少鼠含む。

5. 褐色土層 0.1~0.5cmのロームプロック・ローム粒

子を主とした層中に黒色粒子を含む。

6. 赤褐色土層 黒色土・焼土粒子・ローム粒子の混人陪

7. 赤褐色土層 焼上粒子・ローム粒子の混入土層。黒色

土層含まず。

8. 赤褐色土層 ローム粒子・ロームプロック・焼土粒子・

焼土プロック・黒色土の混入土層。

9. 赤褐色土層 ローム粒子・焼土粒子の混入土層。

10. 焼土層 固く赤く焼けた層。

11.黒褐色土層 粒子の密な土層、地山層。

12. 黒褐色土層 ローム粒子・ローム小プロック・黒色土

の混入土層。
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第 2節住居跡
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19号住居跡 出土遺物観察表

第106図 19号住居跡出士遺物実測図

（図版番号第106図 写真図版73)

19住ー 8--½-

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 騨調②焼成③残存④胎土⑥潤考

番 号 び器種 出 士 位 置

19f主一 1 坪 4.0 11.9 6.5 器高の低いj不であり、全体がゆがんでいる。イ本部は ①灰白色②還元③完形④ 1 mm以下の日

須恵器 周溝上 ほぼ直線であり、口縁部は弱く外反している。底面 色粒子を多鼠に、 3mm前後の石英粒子

に左回転糸切跳残る、糸切後無整形。 少し含む

19f主ー 2 坪 3.5 12.3 6.5 体部はやや内彎しつつ外上方へ開き、口縁部は外反 ①表面黒色・断面灰白色②還元燻焼成

須恵器 床面、床下フク土 底面右回転糸切痕、一部に前段階の糸切痕残る。 ( X( 1 mm以下の白色粒子多く含む

191主ー 3 甕 (18.4) コの字状口縁の甕であり、器肉が薄い、口縁部に指 ①黒褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
土師器 カマド内、フク土 頭状の凹部が数箇所、体部は左方向ヘラ削り、口縁 粒子を多く、赤色粒子を少麓含む

床下フク土 端部外側に一条の凹帯が一周している。

19f主ー 4 甕 (20.2) コの字状口縁の甕であり、器肉が薄い、口縁内側に ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
土師器 床面、床下フク土 明瞭な段を持つ、｛本部上半に左横方向ヘラ削り。 千と砂粒を多く、赤色粒子少最含む

19f主ー 5 甕 (20.5) コの字状口縁の甕であるが、器肉がやや厚い、口縁 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒

土師器 床下フク土 部外側に凹状の痕跡あり、体部上半左横方向削り。 子と砂粒を多く含む

19{主一 6 坪 (20.4) コの字状口縁甕の口縁部と思われる。器肉が少し厚 ①褐色②酸化③k④ 1 mm以下の白色粒
土師器 カマド内 い。口縁部内外面横ナデ。 子と砂粒を多く含む

191主ー 7 台付甕 台付甕の底部と思われ、台部はそっくりはずれてい ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
土師器 フク土 る、イ本部下半は底部に向かうヘラ削り。 子と砂粒を多く含む

191主ー 8 甕 大甕の体部破片であり、内側に円心円状の叩き目を ①灰色②還元焼締③一部のみ④ 1 mm以

須恵器 床面 持ち外面は格子状に叩きである。搬入再利用品。 下の白色粒子を少最含む

19-f主ー 9 羽口 羽口先端部の破片であり、先端部は熱を受けて黒色 ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色

土製 フク土 となりガラス状を呈している、先端部の内側は灰褐 粒子を多く、赤色粒子を少最含む

色、外側は灰色を呈している。
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1.暗褐色土層、黒色土層中にローム小プロック・ローム粒子を多

く、焼土粒子・炭化物を少盤含む。

2. 暗褐色土層 黒色土層中にロームプロック・ローム粒子・焼土

プロック粒子を多く含む。

3. 暗掲色土層 黒色土中に多くのローム粒子と少龍のロームプロ

ック・焼土粒子を含む。

4. 暗褐色層土 黒色土中にローム粒子、焼土粒子を少醤含む。 9. 暗掲色土層

第107図 20号住居跡実測図

E 435.40m 

二
F F 
- 435.30m -

に
v Im 
| l | 

黒色土中に多くのローム粒子を含む。

黒色土中に少籠のローム粒子を含む。

ロームプロック・ローム小粒子を主体とした層の

中に少量の黒色土を含む。

8. 褐色土層 ロームプロック・ローム小粒子を主体とした層の

中に少星の焼土粒子を含む。

ロームプロック・焼土プロック・木炭・灰等含む
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第 2節住居跡

20号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版34 • 35 遺物写真図版73..74 • 75 

位置 19号住居跡南側に位置し、 19号住居跡に北壁の上部を削り取られている。 M_23、 V-22 • 23 • 24 、

0-23 • 24グリッドに属する。

概要 住居跡の北壁の一部を19号住居跡に切り取られているが、 20号住居跡が深く掘り込んでいたため、平

面形での検出は容易に可能であった。この住居跡の床面時での柱穴確認は 4 個であったが、床下調査

時においては、先に検出された柱穴のいずれも西側に 1 個づつ柱穴が検出された。おそらく 4 個とも

ある時期に柱を差し換えて家を使用していたものと思われ、住居規模の大きいことや出土遺物中に鋤

の先のほぽ完形品を出土していること等考え合わせると、特別な住居の可能性がある。

構造 床面は地山のロームを基本としており、黒色土を多く混入していない。柱穴は前述のごとく 4 本であ

り、一度 4 本とも掘り直している。周溝は寵付近を除きほぽ一周している。貯蔵穴が寵右側手前に 2

基検出されている。壁は残りが良く、いずれも垂直に近い角度で立ち上がっている。

規模 東西方向で5.9m 、南北方向で6.15m で、南北方向に長い形を呈している。壁高は50~60cmで残りが良

ぃ。周溝幅は30~40cm で非常に幅が広くなっている。周溝の深さは床面より 15~20cm で深い。柱穴 1

は径50cm 、深さ 35cm 、柱穴 2 は径90cm 、深さ 41cm 、柱穴 3 は径25cm、深さ 36cm 、柱穴 4 は径50cm 、深さ

50cm、貯蔵穴 1 は径80cm 、深さ 64cm 、貯蔵穴 2 は径 lm 、深さ 37cm であった。

遺物 床面や覆土中より、土師器杯・甕·須恵器杯・甕・鉄器鋤の先、 1 号貯蔵穴より須恵器坪蓋等出土。

20号住居跡寵

位置 住居東壁ほぽ中央部に地山ロームを多く掘り込んで寵が構築されていた。

構造 寵の焚口部、燃焼部の大部分が住居内に位置し、煙道部のみ住居外に作られている。煙道部付近に石

が 4 個体、燃焼部石袖外側に焚口天井石と思われる石が一個検出されている。他には覆土中を含めて石

の出土は少ないため、ロームを主体とした寵と思われる。

規模 煙道方向で1.3m 、両袖方向で1.2m 、燃焼部幅0.5m 、商さ約0.5m と思われる。

遺物 寵内より土師器の甕の破片が出土している。
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第108図 20号住居跡寵実測図

］．褐色土層 ロームを主体とした層。少星の

黒色土と焼土粒子を含む。

2. 焼土層 焼土・ローム粒子・ロームプロ

ック、黒色土の混入土層。多量

の焼土を含む。

3. 黒色土層 黒色土を主とし、ごく少撮のロ

ーム粒子を含む。

3’．黒色土層 3 層中により多くのロームプロ

ックを含む。

4. 黒褐色土層 ロームプロック・ローム粒子・

黒色土の混入土層。焼土粒子を

含まず。

5. ローム層（地山層）

6. 暗褐色土層 ロームを主体とし、少祉の黒色

土を含む層。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

19 • 20号住居跡床下

19 • 20号住居跡の床下調査により、 19号住居跡からは図示したような多くの土坑が検出された。 20号

住居跡からは、前述のごとく、床面調査時には検出できなかった旧柱穴 4 本が新柱穴のいずれも西南

側にほぽ接して検出され、柱の建て替えを示した。また床面北東端部および寵左側手前より土坑が一

基検出された。旧柱穴や土坑等の床面よりの深さは数字で図中に示した。
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第109図 20号住居跡床下実測図
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20号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第llO図 写真図版73)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎上⑤傭考

番 号 び器種 出 土 位 置

20/主ー 1 坪 (13.0) 丸底を呈する深い坑と思われ、体部～口縁部は内彎 ①内面黒色・断面灰褐色・外面褐色②

土師器 フク土 しつつ外上方に開く、口縁外側は強い横ナデを持ち 酸化③X④ 1 mm以下の白色粒子を多く

体部との境に弱い段を持つ。内面ヘラ磨き内黒処理。 石英粒子と黒色粒子を少し含む

2併主ー 2 坪 (14.0) 体部は内彎しつつ外上方に開き、口縁部はさらに内 ①内面黒色・断面と外面灰褐色②酸化

土師器 フク土 彎し、体部との境に内外面とも弱い段を持つ。内面 ( X( 1 mm以下の白色粒子を多く、 2

全面ヘラ磨き後吸炭による黒色処理。 mm内外の石英粒子を少拭含む

2併主ー 3 坪 (11.8) 丸底のj不であり、口縁部はほぼ直立する。口縁部上 詞色②酸化③ 1 mm前後の白色粒子を

土師器 フク土 半横ナデ、下半指整形、体部～底部手持ヘラ削り。 少量含む

201主ー 4 i不 (16.0) やや浅い丸底の坪と思われる。 1本部～底部の高さに ①内面黒色・断面灰黒色・外面灰褐色

‘土師器 フク士 比較して口縁部が嵩い。口縁部内側は横方向ヘラ磨 ②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒子を多

き、内側底部は不定方向ヘラ磨き後吸炭黒色処理。 く含む

20/主ー 5 坪 (12.2) 口縁部はやや内弩しつつ立ち上がる。口縁部横ナデ、 ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど

土師器 フク土 体部は手持ヘラ削り。 含まず、黒色粒子少最含む

2併主ー 6 坪 3.6 (12.8) 浅い丸底の坪である。口縁部の高さも低くやや異質 ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
土師器 貯蔵穴内石の上 の坪である。口縁部横ナデ、体部～底部手持ヘラ削 含まず、 1 mm以下の黒色粒子と石英粒

り。 子をごく少鼠含む
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第 2節住居跡

20号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第llO • lll 図 写真図版73 • 74) 

遺構名及び 器形及 器麻・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺調②焼成詞四駐麟考

番 号 び器種 出 土 位 置

2併主ー 7 j不 3.4 11.1 丸底の坪であり、口縁部は直立している。口縁部横 ①褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色粒
土師器 床面＋25 ナデ、｛本部～底部手持ヘラ削り。内面全面横ナデ整 子と 2mm前後の赤色粒子をこく少鼠含

形。 む

20/主ー 8 坪 4.0 11.1 全体が丸く、半円状を呈する。口縁部は狭く内側に 諷色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の

土師器 床面十 5 、フク土 傾いており、横ナデ整形、イ本部～底部は手持ヘラ整 白色粒子・石英粒子・黒色粒子を多く

形、内面全面ナデ整形、内面に指頭庄痕状の凹状部 含む

を少し残す。

2併主ー 9 j不 3.5 (13.0) やや浅く、底部が平に近い丸底の坪である。口縁部 ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど
士師器 カマド右袖中 上半横ナデ、下半指整形、体部～底部手持ヘラ整形、 含まず、 3mm内外の赤色粒子を少量含

内面全面横ナデ整形。 む⑤底部外側吸炭により黒色を呈す

2併主ー 10 坪 平底に近い丸底の坪であり、他の出土例は少ない。 ①褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色粒
土師器 フク土 底部全体は表面剥離して凸凹しており、内面はてい 子を少鼠、 1 mm前後の赤色粒子を少量

ねいな横ナデ整形。 含む

20j主ー 11 皿形坪 (18.4) 口径の大きな坪であり、底部が丸く、体部は内肉し ①褐色②酸化③X④臼色粒子含まず、
土師器 フク土、 N-24 つつ大きく外側へ開き、口縁部も大きく外反する。 1 mm以下の臼色粒子と黒色粒子をごく

口縁部横ナデ、体部～底部手持ヘラ削り。 少鼠含む

20f主ー 12 坪 3.9 12. 7 底部中央がほぼ平底を呈し、 1本部は内彎しつつ外上 ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど
土師器 貯蔵穴内石の上 方へ開き、口縁部はほぼ垂直に立ち上がる。口縁部 含まず、 1 mm以下の石英粒子を少鼠含

横ナデ、体部～底部手持ヘラ削り。 む

20/主ー 13 皿形j不 4.0 17.9 口径の大きな坪であり、底部が丸く、体部は内彎し 諷色②酸化③ぢ④白色粒子ほとんど
土師器 床面＋34 、 0-24 つつ大きく外側へ開き、口縁部も大きく外反する。 含まず、 1 mm以下の石英粒子、黒色粒

口縁部横ナデ、 1本部～底部手持ヘラ削り。 子を少量含む

20/主ー 14 皿形j不 4.5 17.0 口径の大きな坪であり、底部が丸く、f本部は内彎し ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の

土師器 床面＋34 つつ大きく外側へ開き、口縁端部は外側に開き大き 白色粒子を少最、 1 mm以下の石英粒子

く丸味を持つ。口縁部内側に指頭圧痕状の痕跡あり、 を多く含む

1本部～底部手持ヘラ削り。

20/主一 15 皿形j不 4.2 17.4 口径の大きなj不であり、底部が丸く、 1本部は内彎し ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒

土師器 床面＋ 5 つつ大きく外側へ開き、口縁部はさらに外側へ外反 子と黒色粒子を少昼含む

する。体部～底部のヘラ削りが荒い。

20/主ー 16 蓋 2.2 13.0 円盤状のつまみを持ち、カエリを持つ坪蓋である。 ①灰色②還元焼締③完形④ 1 mm以下の

須恵器 貯蔵穴内石の上 口径が小さく、円盤状のつまみを持つ事等は他の住 臼色粒子を多量に含む

居では認められない。カエリは短くつまみ出している。

内外面すべて回転ナデ整形。ヘラ削りなし。

20f主ー 17 蓋 円盤状のつまみをもつ坪蓋であり、おそらくカエリ ①灰色②還元焼締③X④白色粒子ほと
須恵器 フク土 を持つと思われる。つまみ端部がやや盛り上がるが んど含まず

中央部は平である。

2併主ー18 坪蓋 13.8 口径の大きな、箱形を呈する杯蓋と思われる。天井 ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の白色粒

須恵器 フク土 端部に弱い沈線を持つ。右回転整形跡が残る。 子を多量に含む

20/主ー 19 坪 (18.3) 12.0 口径の大きな坪である。口唇部は内側に削られてい ①灰色②還元焼締③X④ 1 mm以下の白

須恵器 床面 る。底面は降灰による自然釉と砂粒が付着。 色粒子を多く含む

2併主ー20 坪蓋 (16.0) 口径の大きな箱形を呈する杯蓋と思われる。天井部 ①灰色②還元焼締③X④白色粒子ほと

須恵器 フク土 は丸味を持ち、端部に弱い沈線を持つ。天井部ヘラ んど含まず、気泡化した黒色粒子を多

削り。 く含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

20号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第111 • 112 写真図版74 • 75) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 瞑叩叡謙痕）胎土⑤備考

番 号 び器種 出 土 位 置

20,主ー21 j不 (14.1) 口径の大きいやや丸底の坪と思われる。底部の器肉 ①灰色②還元焼締③X④ 1 mm以下の白
須恵器 フク土 が特に厚い。底部外面左回転ヘラ削リ、荒いヘラ削 色粒子を多く、 3mm内外の石英粒子を

りである。 少駄含む

2併主ー22 j不 3.3 (17. 2) (11. 2) 低い付高台を持つj不であり、高台は底部端に付かず ①灰色②還元焼締③X④ 1 mm以下の臼
須恵器 フク土 に、やや内側に付き、幅狭く低い。高台の外側はや 色粒子を少最含む

やせり出ている。 1本部下半ヘラ削り。

20(主ー23 甕 (23.6) 口径の大きい寮であり、口縁部の器肉はやや厚く、 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の臼色粒
土師器 フク土 口縁端部は外反せずに直立気味に立ち上がる。 子を多く含む

20f主ー24 甕 (25.0) 口径の大きい甕であり、口縁部の器肉はやや厚い。 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の臼色粒
土師器 カマド袖 口縁外面に粘土接合痕あり。 子を多く含む

2併主ー25 甕 (21.8) 1本部が丸い器肉の厚い甕である。口縁部は直に立ち ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の臼色粒

土師器 フク土、 N-22 上がり、やがて大きく外反する。器表内外面ともへ 子を多且に含む

ラ磨きが行なわれている。

201主ー26 甕 (24.3) 長胴で器肉の薄い甕である。口縁部は内彎しつつ外 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の臼色粒
土師器 フク土、 N-22 上方へ開き、上半で一度内側に方向を変える。 子と石英粒子を少鼠含む

f本部外面横方向ヘラ削り。口縁部横ナデ。

20/主ー27 甕 (24.0) 長胴で器肉の薄い甕である。 1本部外面横方向ヘラ削 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
土師器 フク土 り、口縁部横ナデ。 子と石英粒子を少駄含む

2併主ー28 寮 (24.6) 長胴の甕と思われるが、やや器肉が庫い。口縁部は ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
土師器 床面＋ l ややくの字状に外反する。 1本部外面横方向ヘラ削り、 子を多く、 2mm前後の赤色粒子を少最

口縁部横ナデ。 含む

20(主ー 29 甕 (20.0) 1本部が丸く器肉の原ぃ甕である。口縁部は直立気味 ①褐色②酸化③X④1 mm以下の白色粒

土師器 床面、フク土 に立ち上がり、上半でやや外反する。器表内面ヘラ 子を多鼠に、 2mm前後の石英粒子を多

磨き、口縁部外側横ナデ、 1本部ヘラ削り。 く含む

20,主ー30 甕 24.6 長胴で器肉の薄い甕である。やや丸味を持つが直立 ①黒褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
土師器 床面、フク土 気味の体部より口縁部はくの字状に外反する。口縁 粒子と石英粒子を少昼含む

端部はやや上方に立ち上がる。

201主ー31 甕 口縁部が短＜、 S字状をやや呈する。内外面横ナデ。 ①内面黒色・断面と外面灰褐色②酸化

土師器 フク土 ③口縁部小破片④ 1 mm前後の石英含む

20f主ー 32 甕 口縁部の器肉が厚く、口縁部外側ほぼ中央に凸帯を ①内面灰褐色・外面灰黒色②酸化③ロ

土師器 フク土 持つ。内外面横ナデ。 縁部小破片④ 1 mm前後の石英粒子含む

2併主ー33 甕 4.7 器肉の厚ぃ甕の体部下半～底部である。特に底部は ①黒褐色②酸化③欠④ 1 mm以下の白色
土師器 フク土、床下フク土 厚くなっている。外面は底部より口縁部に向かうヘ 粒子を多く、 2mm前後の石英粒子を多

ラ削り、内面はナデ整形。 く含む

201主ー34 甕 (15.2) 器肉の特に厚ぃ甕の1本部下半～底部である。底部は ①表面黒褐色で一部黒色・断面灰黒色

土師器 フク土 丸底を呈している。器表内外面にわたり、ていねい 内面黒色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
なヘラ磨きが行なわれ、吸炭による黒色処理あり。 粒子を多く含む

20/主ー35 鋤 大身の鋤で袋は矢筈状に造り出される。先端は隅丸状に尖る。肉蹟は錯化のかぎりにおいて

鉄器 重駄ー330g 裏面はやや平気味であるが、それでも蛤状の肉置があり、表面は顕著である。鍛えは銹化状

周溝内 態から小杢目と考えられ、部分的な錆ムラのないところから精鍛造と推測される。袋の作り

出しは 2 枚の地板金による熱圧着と考えられる。刃作りおよび旧時の研出しは極端でなく、

錆化のかぎりにおいては甘い。

154 



第 2節住居跡

20号住居跡 出土遺物観察表（図版番号第112 • 113図写真図版75)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺叩滋成謙質）胎土領備考

番 号 び器種 出 土 位 置

2併主ー36 吊？ 幅ー0.7 吊し環長一 銅製板金を折り曲げて吊か紐通の金具である。平ごしらえは平滑で側部は角ばらず丸い。面

鉄製品 0. 7 フク土 栴えなされる。環は折り曲げで扁平となる。端部は調査時の欠損である。

20/主ー37 吊？ 幅ー0.7 外形厚一 36 と接合はしないが、ほぼ同様であるため、同一のものと考えられる。

鉄製品 0.5 フク土

20/主ー38 刀子 全長ー 7.1 小形刀子である。切先は調査時の欠損であるが、鎚元から物打にかけ、また棟の走行から考

鉄製品 鎚元重ねー0.3 え刃長は 5 cm未満と考えられる。平造りであるが棟は錆化のため明瞭でないが、平棟か、肉

茎長3.9 置の少ない丸棟と考えられる。棟は大きくうつ向いている。棟区の作り出した明瞭、刃部は

周溝内 研滅り顕著と考えられ、刃区位置以上に刃部位置が上る。錆化は柾立っていないため杢目か

細かな板目である。

20/主ー39 石 縦ー 17.0 横ー 7.0 全面が磨耗している、片面半分が欠けているが、そ ⑪詑③完骸り石英閃緑岩

重鼠ー670g の面も磨耗している。

2併主ー40 石 縦ー 14.1 横ー 5.1 全面が磨耗している。片面が欠けているが、その面 ①緑色③完形④ひん岩⑤床面十 7 cm 

重量ー420g も磨耗している。

20f主ー41 石 縦ー 14.0 横ー 6.4 全面が磨耗している。中央部がやや幅広い。 ①薄緑色③完形④石英閃緑岩⑤床面＋

重最ー510g 5cm 

20f主ー42 石 縦ー 17.4横ー6.0 全面が磨耗している。細長く均整のとれた石である。 ①薄緑色③完形④デイサイト質凝灰岩

重最ー530g 片面に白色粒子が大きくせり出している。 ⑤床面

20f主ー43 石 縦ー 16. 9 横ー 6.7 全面が磨耗しており、形は不定形で片側が細く尖っ ①茶色③完形④珪質頁岩⑤フク土

重量ー400g ている。

20f主ー44 石 縦ー 1 1. 9 横ー4.7 全面が磨耗しており、小さな石である。全体に均整 ①白色③完形④珪質変質岩⑤床面十52

重鼠ー 270g がとれている。 ⑤床面＋52cm

2併主ー45 石 縦ー(10.5) 横ー 3.8 全面が磨耗しており、小さな石である。全体に均整 ①灰白色③一部欠損④珪質変質岩⑤フ

重鼠ー 210g がとれている。 ク上

2併主ー46 石 縦ー9.6 横ー 4.7 全面が磨耗しており、長さの短い小さな石である。 ①灰白色③完形④デイサイト質凝灰岩

重鼠ー250g ⑤周溝内

20-f主ー47 石 縦ー 13.4横ー5.2 全面が磨耗しており、断面三角形を呈する。 ①灰白色③完形④ひん岩⑤周溝内

重鼠ー340g

20f主ー48 石 縦ー 1 1. 9 横ー 4.8 全面が磨耗しており、断面が菱形を呈している。 ①灰色③完形④凝灰岩質砂岩⑤床面＋

重量ー310g +35cm 

20f主ー49 石 縦ー 17.6 横ー 7 .4 大きな石であり、全面が磨耗している。中央部がや ①薄緑色③完形④ひん岩⑤床面

重星ー960g や狭くなっている。

201主ー50 石 縦ー 13.5 横ー 5.6 全面が磨耗している。表面に凸凹が多く、不定形な ①灰色③完骸④黒色頁岩⑤床面＋ 18cm

重量ー360g 石である。

201主ー51 石 縦ー 14.6 横ー 5.7 全面が磨耗している。先端部が打ち欠けたように欠 ①黒色③完形④黒色頁岩⑤フク土
重最ー350g 損している。

2併主ー52 石 縦ー 12.6 横ー 5 .4 全面が磨耗している。先端部が打ち欠けたように欠 ①灰黒色③完形④黒色頁岩⑥フク土
重最ー 330g 損している。

20f主ー 53 石
縦ー 18.0 横ー6.9 全面が磨耗している。側面が欠けており不定形な石 ⑪紐③完骸④ひん岩⑤フク土
重最ー690g である。
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第 5 章 検出された遺構と遺物
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114図 21号住居跡実測図

21 号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版35

遺物写真図版75 • 76 

位置 20号住居跡の西約2.5m に位置し、 0-22·

23グリットに属する。

概要 住居跡南側斜め半分以上が、調査区域外

であるため、調査できたのは、北側斜め

半分以下であった。寵も左袖と燃焼部の

ごく一部の調査しかできなかった。

構造 床面は地山のロームの上に、黒色土と多

くのロームブロックを含む層よりできて

いた。柱穴は明らかでないが、おそらく

柱穴と思われる小穴が 1 個検出されてい

る。周溝は寵付近以外はほぼ検出できた。

1.暗褐色土層 耕作土、黒色土中に白色軽石粒子を多く含む軟質土層。

2. 黒褐色士層 黒色土を主とし、粘性を少し持ち、白色軽石粒子を少祉含む。

3. 黒色土層 黒色の最も強い土層、粘性を持ちやや硬質である。

4. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子を含む。

5. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子・ロームプロックを含む。

6. 黄褐色土層 ロームプロック・ローム粒子を中心とした層中に少絨の黒色粒子含む。

7. 赤褐色土陪 焼土プロック・焼土粒子・黒色士・ローム粒子の混入土層。

8. 褐色土層 ロームプロックを主体とし、黒色土を混入する床面下の土層である。

A
 ⑤

 
A' 

A 
ー436.60m

A' 

0 lm 
I I I 

第115図 21号住居跡床下実測図

冒

貯蔵穴は、他の住居跡では鼈右側手前に検出さ

れる例が多いが、当住居跡では、その部分を発

掘してないため不明である。

規模 西壁と南壁の検出ができなかったため、住居規

模については不明である。しかし北壁はほぽ検

出ができたものと思われ、その長さは3 .4 m の可

能性がある。柱穴と思われる小穴は、直径35cm

で深さ 45cm であった。壁高は30cm 、周溝幅は15

~20cm で深さは床面より 3~4cm と浅い。

遺物 床面や覆土中より土師質土器坪・皿・灰釉陶器

の皿・壺等を多く出土している。

床下 床下調査により、新たに北壁西寄りに直径約40

cm 深さ 20cm の土坑が検出された。

21号住居跡寵

位置 住居の東壁に地山ロームを一部掘り込んで寵が

構築されていた。

概要 龍の左袖部と燃焼部の一部のみの調査である。

燃焼部より多くの焼土が検出された。規模は実

測できず、遺物も出土していない。

156 



----~--ｷ 

ロ
21住一 1 -S 

ここ
住ー 4-S93.,,.‘‘ 

忍 ：·，・貸:'.: -.,、〗

凡',`やむ＂
曳心．｀心':f•; 

＼口［／タ

□、

こ21住ー 8

ヽ
? 

9:...9••'召忌

、ー·ギ·文→•,0，及
: c., 

~ ; -—--

1

ー
、
、

I

ヽ
ヽ

r

ヽ
，
ぶ
~
い
も
．
／

ヽ
、
二
亨
ふ
叩
，
ル
ン

r
 

合
，
・
"

.

.
 
9
 .

.

.

.
 

a
'
 

.

.

.

 
,‘ 

/
4p}
ぷ
．
9
[い
ふ9ゞ
，

•49. 

／
ー
'
.
r
t1し
．
＼

\ 
2]住ー 2-S

ミ21住ー14

，ノーヘみ＞、

f.,. 9桑ヽ• 9 、五
Iヽ戸玲r9骨，•：:9 ::; ¥ .  

[ ：レ：］： ：ゞ＼
一

2]住ー 5-S

第 2節住居跡

一

21住ー 3-S

/// 

21住ー 7

2]住ー 6-S

、＼ク

21住ー 9
ミ21住ー 10

文 ：亡ラク
21住ー 12

亨コ．： // 

2]住ー］3

.. I/] 

2]住ー 15

巴21住ー 16

第116図 21号住居跡出土遺物実測図

157 



第 5 章検出された遺構と遺物

21号住居跡 出土遺物観察表

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)

番 号 び器種 出 土 位 置

21住一 l 坪 3.8 12.8 6.2 

須恵器 床面＋27

21住ー 2 坪 3. 75 12.1 5.6 

須恵器 フク土

21住ー 3 坪 3.4 13.2 5.2 

須恵器 フク土

21住ー 4 皿 3.6 12.8 6.2 

須恵器 フク土

21住ー 5 塊

須恵器 フク土

21住ー 6 皿？ (13,5) 

須恵器 フク土

21住ー 7 坑 5.8 (17.4) (11.1) 

床面＋ l

21住ー 8 皿 3.3 14.5 7.0 

灰釉 フク土

21住ー 9 皿 7.0 

灰釉 フク土

21住ー10 皿 2.5 (14.5) 7.5 

灰釉 フク土

21住ー11 皿 3.15 16.2 7.1 

灰釉 フク土
ヽ•

21住ー12 皿 (13. 9) 

灰釉 フク土

21住ー 13 塊 (15. 2) 

灰釉 フク土

21住ー14 皿 16.5 7.5 

灰釉 フク土

21住ー15 瓶 11.0 

灰釉 フク土

21住ー16 手斧 全長— 6.9 袋中央に

鉄器 おける重ねー1. 2

切先幅ー2.4

158 

（図版番号第116図 写真図版75 • 76) 

器形、成形、調整、底部整形等の特色 騨叩）焼成③残⑲胎土⑤備考

底径が口径のX以下の坪であり、全体的に器肉が厚 ①褐色②酸化③X④ 2mm前後の石英粒

い。底部端と｛本部下端との境に弱い段を持つ。全体的 子と 1 mm以下の白色粒子を多く含む

に丸い。底部に右回転糸切痕が残る。 胎土粒子が荒い

底径が口径のX以下の坪であり、全体的に器肉が原 ①灰白色②還元③X④ 1 mm以下の白色
く、特に底部が厚い。口縁部がやや弱く外反する。 粒子と 2mm前後の石英粒子を多く含む

底部に右回転糸切痕が残る。 胎土粒子が荒い

底径が口径のお以下の坪であり、 1本部下半～底部周 ①灰褐色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下

辺が特に厚く、境に段を持つ。口縁部が弱く外反す の白色粒子と 2~3mmの石英粒子を多

る。底部に右回転糸切痕が残る。 く含む。荒い胎土

器高が低い皿である。器肉が厚く、断面台形の嵩台 ①高台部と高台内側黒色、他は全面褐

を持つ。口縁部は大きく外反する。高台部内側に右 色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の白色

回転と思われる糸切痕を残す。 粒子と 2~3mmの石英粒子を多く含む

高台の付く坑と思われ、高台ははずれている。器面 ①灰白色②還元③X④ 1 mm以下の臼色

内外面横ナデ整形。 粒子と 2~3mmの石英粒子を多く含む

皿の口縁～イ本部の破片と思われる。下端部に高台の ①灰黒色②還元③X④ 1 mm以下の臼色
粘土片あり。口縁部が大きく外反する。 粒子と 2~3mmの石英粒子を多く含む

底径・ロ径・器高ともに大きい。右回転と思われる ①黒褐色②酸化③欠④ 1 mm以下の粒子

糸切痕を持つ底面以外の全器面をていねいに磨き、 の非常に密な胎土であり白色・赤色粒

吸炭により黒色を呈している。非常にもろく、接合 子を少駄含む

してもすぐ割れてしまう。

底部～口縁部まで丸味を持ち、口縁端部が外反する。 ①灰臼色、釉は薄緑色～透明②還元③

高台は細長く長方形を呈し、端部がやや内側に彎曲 X④密

する。高台部内側回転ナデ整形。光ケ丘 1 号窯式。

皿の底部と思われる。高台は断面方形に近いが端部 ①灰色、釉は白色～透明②還元③％④
は丸い。高台部内側回転ナデ整形、中央に凸帯あり。 密⑤内外面に少し炭が付着

浅い皿であり、細長い高台を持つ。口縁部の器肉が ①灰色、釉は白色～透明②還元③％④

厘くなり口唇部は丸い。高台部内側回転ナデ整形。 密⑤内面に重焼痕あり、釉は刷毛塗り

浅い皿であり、高台部は細長く、端部は削られ、や ①灰色、釉は薄い部分で透明、やや厚

や三ヶ月状を呈する。釉は刷毛塗り、光ケ丘 1 号。 い部分で白色、厚い部分で緑色③X

皿の小さな口縁部破片と思われる。口縁端部が少し ①灰色、釉は薄緑色②還元③X④密
外反する。

塊の小さな口縁部破片と思われる。外側体部下半に ①灰色、釉は白色～透明②還元③バ④

ヘラ削りが認められる。 密⑤釉は刷毛塗りの可能性大

浅い皿であり、底部～口縁部まで丸味を持つ。口縁 ①灰色、釉は薄い部分で透明、やや厚

部がやや外反する。高台は断面やや三角形状を呈し い部分で、白色、厚い部分で薄い緑色

高台内側は回転ナデ。光ケ丘 1 号窯式。 ②還元③％④密⑥湘は刷毛塗り。

瓶の頸部～口縁部の破片と思われる。口縁部は厚い。 ①灰色、釉は透明～緑色②還元③口縁

部のごく小さな破片④密

手斧．斧である。袋を折り曲げて作り出し、中に木質の遺存がある。刃端はやや丸い。刃先

の表面と裏面では表側に蛤状の肉置があり、裏側はやや平に近い。側部は錆化が顕著である

ため明瞭ではないが平ではなく肉置のある丸い面取りであろう。



第 2節住居跡

22号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版36 遺物写真図版76

位置 21号住居跡の西に近接し、 14号住居跡と重複し、 0-20 • 21 グリットに属する。

概要 住居跡の南側斜め約半分が調査区域外であるため、調査できたのは、北側の斜め約半分のみであった。

また寵が築かれていたと思われる部分には、 13号土坑により寵の大部分が掘り取られていた。また住

居西側は14号住と重複しており、覆土上面を掘り込まれていた。

構造 床面はロームを主体とし、黒色土・ロームブロック・ローム小粒子等を多く混入していた。床面に小

穴は確認されたが、柱穴らしきものは検出されなかった。周溝は寵周辺以外で検出できた。貯蔵穴

は、 21号住居跡同様に検出されなかった。

規模 西壁、南壁の検出ができなかったため不明。壁商は50cm前後、周溝幅は約10cm 、深さ約 2cm 。

遺物 寵左側袖手前にほぽ完形の土師器甕、床面や覆土中より、土師器坪、須恵器坪、甕等出土。

22号住居跡鼈

13号土坑と 22号住居跡と接する部分の土坑内より多くの焼土が検出され、 22号住居内においては鼈の

ジ の袖らしき遺構が残り、内側に少量の焼土が検出さ

れた。そのためこの部分に寵か構築されていたもの

と考えられる。

A' 

/ 
ト ］．黒褐色土層 耕作土

2. 黒色土層 黒色土中に I cm内外の白色鉱物粒子を含む。

3. 黒褐色土層 黒色土中に 1 ~2 cmのロームプロックを多く含む。

4. 暗褐色土層 黒色土中にローム粒子を多址に含む軟質土層。

5. 黒色上層 黒色土中にわずかなローム粒子を含む。

6. 黄褐色土層 ロームプロック・ローム粒子を主とした土層。

7. 赤掲色土層 焼土粒子を多祉に含む軟質土層

8. 黄椙色土層 ローム粒子・黒色土の混入土層、少量の焼土含む。

9. 黒褐色土層 ロームプロック・焼土プロックの混入土層。

10. 暗褐色土層 ローム粒子・ロームプロック・黒色土の混入土層。

II.黒褐色土層 黒色土中にローム粒子・ロームプロックを混入。

第117図 22号住居跡実測図
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第 5 章 検出された遺構と遺物
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22号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第119図 写真図版76)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 騨調②焼成③残依④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

22住一 l 坪 - (13.5) 口縁部が大きく外反し、口縁部とイ本部の間に稜を持 ①内外面及び断面黒色＠還元③口縁部

土師器 床下フク土 つ。内外面ヘラ磨き後吸炭による黒色処理。 ~1本部の小破片④白色粒子を多く含む

22住ー 2 坪 (15.1) 口縁部の長い坪であり、口縁部内側に指頭圧痕状の ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
土師器 床下フク土 痕跡を持つ。体部外側手持ヘラ削り。 含まず、 1 mm以下の石英粒子少量含む

22住ー 3 j不 (13.5) 坪の口縁部破片と思われるが明確ではない。器肉が薄 謬色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒

土師器 フク土 く、口縁部が大きく外反している。 子を多く含む。⑤混入品と思われる

22住ー 4 蓋 (13.8) カエリを持つ杯蓋であり、天井部は平となっている。 ①外面灰黒色・断面褐色②酸化③X④

須恵器 フク土 内外面すべてにわたりていねいな作りである。 密、粒子はほとんど観察できず

22住ー 5 坑 (11.4) 底部に削り出し高台を持つj不であり、高台と底部と ①灰色②還元③X④ 1 mm以下の臼色粒
須恵器 床面十46 の高さはほぼ同じ。高台内側右回転ヘラ削り。 子を多く含む。

22住ー 6 坪 3.6 9.9 底径及び口径の小さな坪であり、器嵩がやや高い。 ①灰色諺元焼締麟形④ 1 mm以下の

須恵器 床面 口縁部内外面横ナデ。底部右回転ヘラ削り。 白色粒子を多く含む

22住ー 7 甕 丸い胴部を持っ甕の破片と思われる。外面ナデ整形 ①汐団面と断面褐色・内面灰褐色②酸化

土師器 床面 内面はナデ整形の後でヘラによる整形。 ( X( 1 mm以下の臼色粒子を多く含む

22住ー 8 甕 30.6 18.6 器肉の厚い長胴の甕である。丸味をもつ体部より口 ①褐色②酸化③X④ 1 mm前後の臼色粒
士師器 床面 縁部は直立気味に立ち上がり、端部で外反する。体 子、石英粒子を多く含む粒子の荒い胎

部外面は底部に向かうヘラ削り、イ本部内面は口縁部 土

に向かうナデ、底部は丸く仕J::げられている。

22住ー 9 鏃 箆被部中程幅ー0.7 鏃の箆被部・茎部片である。箆被J:.以上・茎尻は調査時の欠損である。箆被尻に鏃区が見ら

鉄器 茎先幅ー0.4 れる。箆被断面形、茎断面形は方形である。錆化は柾がやや板目ごころに流れる。

160 



、~I <̀| 

/ 

。<:1'

゜7 

汀I
]：
口

0-m  ] 

第120図 23号住居跡実測図
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第121図 23号住居跡床下実測図

第 2節住居跡

23号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版36

遺物写真図版76

位置 16号住居跡の東約13m に位置し、 H-23·

24 、 I -23 • 24グリットに属する。

概要住居跡の北側部分が調査区域外であった

ため、調査できたのは南側の約令であっ

た。寵部分も調査範囲にはいっていたが、

残りは良くなかった。

構造床面はロームを主とし、少量の黒色土を

含む。柱穴・周溝・貯蔵穴はいずれも検

出されず、土坑が 1 基のみ検出された。

規模東西方向3.15m 、南北方向は北壁まで未

発掘で不明、壁高は断面で25cm 。

遺物 床面や覆土中より土師質土器坪・塊、須

恵器羽釜、灰釉陶器皿・坪等出土。

床下 床下調査により床下面より多くの土坑が

検出された。その他の部分全面が凸凹状

を呈していた。

23号住居跡寵

位置住居東壁に寵が構築されたと思われる痕

跡を多く残すが、明確ではない。

概要焼土、袖部の一部と思われるローム等が

検出されているが、明確ではない。

規模不明。

遺物出土せず。

23号住居跡炉

概要寵の他に床面南側中央部に炉が検出され

た。炉の西側には 2 個の石が、東側には

2 個の羽釜の破片が検出された。

規模東西方向では60cm 、南北方向で60cm 。
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第122図 23号住居跡炉実測図

］．暗褐色土層

2. 黒褐色土層

3. 黒色土層

4. 黒褐色土層

5. 黒掲色土層

6. 赤褐色土層

7. 褐色土層

8. 焼土層
9. 黒色土層

（制作土） 2 mm内外の白色軽石粒子を含む。

上層より固く黒色が強い。 1 mm内外の白色

軽石粒子を含む。

黒色土層中にローム粒子を少旦含む。
黒色土層中にローム粒子を均ーに含む。

黒色土層中に多くのローム粒千・ローム小プ

ロックを含む。

焼土粒子を多く含む上層。

ローム粒子・ローム小プロック・焼土粒子・

炭を含む。

焼土粒子を多く含む。

少祉のローム粒子を含み、焼土粒子を含まず。
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第 5 章検出された遺構と遺物
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第 123図 23号住居跡出土遺物実測図

（図版番号第123図 写真図版76)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺”焼成詞郷胎疇備考

番 号 び器種 出土位置

23住一 l 坪 (10.9) 口径が小さく、口縁部が大きく外反する坪である。 ①灰色②還元軟質③X④ 1 mm以下の白

土師質 床下フク土 内外面横ナデ。 色粒子と 1 mm前後の石英粒子多く含む

23住ー 2 j不 5.4 (14.0) (6.0) 底部より｛本部は直線的に外上方に立ち上がり、口縁 揺黒色麟鵡K④ 1 mm以下の白色
須恵器 I-23 部はなだらかに外反する。 粒子を多く含む

23住ー 3 坪 5.0 (15.4) (7.0) 2 と同様に体部は底部より直線的に外上方へ立ちJ:. ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
須恵器 床下フク土' がり、口縁部はなだらかに外反する。底部に回転糸 粒子を多く、石英粒子を少麓含む

切痕を残すが残りは良好でない。

23住ー 4 坪 5.0 底径の小さな坪であり、体部は内轡しつつ外上方へ ①灰白色②還元軟質③X④ 1 mm以下の
土師質 フク土 開く。イ本部下端と底部端との境に段を持つ。 臼色粒子と 2mm前後の石英粒子を含む

23住ー 5 塊 細長い高台を持つ碗であり、高台はていねいにつく ①黒褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
土師質 床下フク土 られている。高台部内側回転ナデ整形。 粒子と 2mm前後の石英粒子を多く含む

23住ー 6 坑 6.0 高い高台の付く塊である。 1本部は内轡しつつ立ち上 ①灰褐色②酸化③欠④ 1 mm以下の臼色

土師質 床下フク土 がり、口縁部は外反するものと思われる。内側器表 粒子と 2~3mmの石英粒子を多く含む

面は剥離しており、高台内側は回転ナデ整形。

23住ー 7 羽釜 (6.5) 羽釜の体部中央から底部にかけての破片である。体 ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色

床面 部外面は鍔に向かうヘラ削り、内面は横ナデ、底部 粒子を多く、 2~3mmの石英粒子を少

はナデ整形。 量含む

23住ー 8 羽釜 (8.4) 羽釜の体部下半から底部にかけての破片である。 1本 ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色

フク土 部外面は鍔に向かうヘラ削り、底面はナデ整形。 粒子と 2~3 mmの石英粒子を多く含む

23住ー 9 皿 14.4 (8.8) 段皿の小破片である。高台は太く、断面は三角形を ①灰色、釉はほぼ透明②還元③X④密

灰釉 床面 呈する。口縁部は横方向へ開く。

162 



第 2節住居跡

24号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版37 遺物写真図版77

位置 23号住居跡の南約 3m に位置し、 I -24 • 25、J _24. 25グリットに属する。

概要 住居の掘り込みが浅く、寵の残りも悪い。 25号住居跡の東側と寵部分を掘り込み、 26号住居跡の北壁

部分を一部掘り込んで作られていた。床面中央に炉と思われる遺構が検出された。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土を混入している。柱穴と思われる掘り込みは、床面北側に 2 個

検出されたが、南側には床面下の調査時においても柱穴は検出できなかった。周溝は西南コーナ一部

を除いてほぽ検出されたが、貯蔵穴は検出できなかった。

規模 東西方向で4.5m 、南北方向で 5m を測り、南北方向に長い平面形を呈している。壁高は30~40cm であ

り、周溝幅は15~20cm で深さ 0 .4~6cm と浅い、 東側の柱穴は直径26cm 、深さ 35cm 、西側の柱穴は直

径18cm 、深さ 40cm である。

遺物床面や覆土中より土師質土器杯• :t宛、須恵器の羽釜、灰釉陶器の皿・婉、鉄器の破片等出土。

床下 床面調査後床面の盛土と黒色土の混入土を取り除き、床面下の調査を実施した。その結果東側柱穴の

南側に0.9X lm 、深さ 18cm の土坑と、南西寄りの床面下に80X50cm で深さ 10cm の楕円形の土坑が検出
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A — 435. 90m 

25住

された。

24号住居跡竃

東壁の南寄りに寵が構築されて

いた。左袖に石が 2 個検出された

が、右袖部に固定された石はなく、

寵内覆土中よりビニールが出土した

ため上部は攪乱されていた。規模

は煙道方向1. 5m 、両袖方向1.4m

である。

24号住居跡炉

寵の他に床面中央部に床面が固

く赤く焼けた面が検出されだ炉と

思われる。炉上に焼土等の出土は

ほとんどなし。規模は0. 7X0.9m 

で焼土の厚さは約 2cm であった。

A‘ 

第125図 24号住居跡床下平面図 0 Im 
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第126図 24号住居蹄炉実測図
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5. 焼土府 固く赤色に焼けた層。

］．褐色土層 ロームを主体とし、ごく少屈の黒色粒千を含む。

2. 黒褐色土層 黒色土を主体とし、焼土粒子を多く含む。

3. 黒褐色土層 黒色土を主体とし、ローム粒子を多く混入する。

4. 黒色土層 黒色土中にローム粒子ほとんど含まない。

6. ローム層。

7. 赤褐色土層 焼土粒子・ローム粒子・黒色土の混入土層

8: 黒色土層 焼土粒子・ローム粒子含まず、ピニールを混入。

9. 茶褐色土層 黒色土中に焼土粒子を多く含む。

10. 焼土陪 焼土を中心とし、黒色土を含む。

1 1.黒色土層 ローム粒子・焼土粒子を黒色土中に含む。

12. 焼土層 1 ~2 cmの厚さで固く赤褐色の焼土層。

13. 黒褐色土層 少塁の焼土粒子•黒色粒子の附。

14. 褐色土層 火を受けて固くなっている陪。

第127図 24号住居跡鼈実測図
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第 5 章検出された遺構と遺物

24号住居跡 出土遺物観察表

遺構名及び 器形及 器嵩・ロ径・底径（cm)

番 号 び器種 出土位置

24住ー 1 j不 (6.1) 
土師器

床面十 6

24住ー 2 塊 (14.5) 

土師器 フク土

24住ー 3 坪 3.6 (9.8) (3.6) 

土師器 床下フク土

24住ー 4 皿 (12.0) 

灰釉 フク土

24住ー 5 塊 (7.6) 

灰釉 床面＋13

24住ー 6 j宛 5.6 (17.2) (7.7) 

灰釉 床面、カマド内

24住ー 7 段皿 2.3 (13.1) (7. 3) 

灰釉 床面

24住ー 8 j宛 (14.8) 

灰釉 床面十 8

24住ー 9 段皿 2.1 (14.3) (7.8) 

灰釉 床面、フク土

24住ー 10 甕 (15.5) 

床面十 9

24住ー 11 小形甕 (15. 3) 

フク土

24住ー 12 小形甕 (16.4) 

カマド内

24住ー13 羽釜 (18. 9) 

カマド付近

24住ー 14 羽釜 (22.0) 

床面十 7

24住ー 15 甕 (8.4) 

カマド付近

24住ー 16 羽釜 (9.4) 

床面十 5 、フク土

24住ー17 刀子

鉄器 床面＋ 2

24住ー18 鉄器 厚さー 6.1 上方端部

厚さ— 0.2 床＋ 2

24住ー19 石 縦ー21. 0 横ー 6.6

重量ー1,310g 

166 

（図版番号第128図 写真図版77)

器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺鯰焼成詞⑲胎土麟考

1本部外側に墨書を持つ。イ本部下端と底部端との境に ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
段を持つ。底部に右回転糸切痕。 粒子を多く石英粒子を少景含む

内轡しつつ立ち上がる体部より口縁部は外反するた ①灰白色②還元③X④ 1 mm以下の白色

め、｛本部に弱い稜を持つ。 粒子多く、 2~3mmの石英少量含む

底径が口径の洛以下の坪である。外反する口縁部下 ①灰白色②還元③X④ 1 mm以下の白色
の体部に稜を持つ。 粒子を多く、石英粒子を少鼠含む

底部～口縁部が丸味を持ち、口縁部がやや玉縁状に ①灰白色、釉は薄緑で一部臼色②還元

丸味を持つ。晶台内側回転ナデ整形。 ③X④密⑤虎渓山

細長い高い高台を持つ深い塊である。外側体部下半 ①灰白色、釉は薄緑②還元③X④密
ヘラ削り、高台部内側回転ナデ整形。

高い高台を持つ塊である。体部は内彎しつつ外上方 ①灰白色、釉は白色②還元③X④密
ヘ開き、口縁部はなだらかに外反する。 ⑤虎渓山

体部内側に低い段を持つ段皿である。口縁部は大き ①灰白色、釉は薄緑で特に薄い部分は

く横方向へ開く。高台部内側回転ナデ整形。 白②還元③X④密

体部は内彎しつつ外上方へ開き、口縁部はほとんど ①灰臼色、釉は多くが透明で厚い部分

外反していない。 で緑色②還元③X④密

体部内側に深い削り込みを持つ段皿であり、口縁部 ①灰白色、釉は透明、点状に黄色い粒

は大きく外へ開く。底部が特に厚くなっている。 子散乱②還元③X④密

1本部は丸く、口縁部はくの字状に外反、口唇部は平 ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色

で口縁部内外面横ナデ、ロクロ使用の可能性大。 粒子と 2mm前後の石英粒子を多く含む

体部は丸く、口縁部はくの字状に外反、口唇部は丸 ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色

い。口縁部内外面横ナデ。 粒子を多く含む

体部は丸く、口縁部はやや外反するが直立気味に立 ①黒褐色②酸化③片④ 1 mm以下の白色

ち上がる。口唇部やや平、ロクロ使用の可能性大。 粒子を多く 2mm前後の石英を少鼠含む

体部は丸味をもち、口縁部は内傾し口唇部は平。 1本 ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色

部外側は鍔に向かうヘラ削り、ヘラが鍔下部に当る c 粒子を多く 2~3mm石英を少し含む

口縁部は内傾し、口唇部は平で中央部がやや凹状に ①灰褐色②酸化③虹④ 1 mm以下の白色

なる。鍔は断面三角形状で短い。 粒子を多く、 2~3mmの石英少し含む

体部下半内外面とも横ナデで削りがないため羽釜で ①灰臼色②還元③X④白色粒子や石英

はない。器形は一応甕として取り扱った。 粒子観察できず

羽釜の体部下半～底部である。外側体部下半は鍔に ①黒褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色

向かうヘラ削り、底部ナデ整形。 粒子多く、 2mm前後の石英を少鼠含む

3 個体の刀子は茎部と、若干の身部片である。錨元の重ねは平造りを示すが、棟は遺存が少

なく、作り込みは明瞭でない。錆化は柾目状ではない。

用途不明の鉄器である。欠損はない。図上は端部でやや厚目である。下方はやや薄目となり

左・右に耳の曲がある。

細長く、断面はほぼ隅丸方形を呈する。図での下端 ①黒色③完形④黒色頁岩⑤床面十 5cm

部分に打ち欠けた痕跡を多く残す。
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第 2節住居跡

25号住居跡 （平安時代）

遺構写真図版37 • 38 

遺物写真図版77

位置 24号住居跡の西に重複して位置し

1-23·24、J-23·24グリットに属す。

概要 24号住居跡に鼈を含む住居東側を削

り取られている。また現在の耕作面

に近く、住居の掘り込みも浅く又ロ

ームをほとんど掘り込んでいないた

め、検出に困難が多かった。 24号住

床下部に鼈の痕跡を求めたが、検出

できなかった。

構造 床面はローム混じりの黒褐色土層で

あり、中央床面は固く踏まれていた

が、壁近くは非常に軟質であった。柱

穴、周溝、貯蔵穴は検出されなかった。

規模東西方向で3.5m、南北方向で4.2m

と南北方向に特に長い長方形を呈し

ている。壁高は 8 ~15cm と浅い。

遺物 床面や覆土中より土師質土器杯・椀、

須恵器羽釜、鉄器の小破片等出土。

床下 床面調査後、床面の黒色土とローム

粒子の混入した層を取り除き、床下

調査を実施した。柱穴や貯蔵穴は検

出されなかったが，床面ほぼ中央よ

り長軸1. 8m 、短軸1. 1 m 、深さ 30cm

の床下土坑と、東壁近くより長軸

1. 3m 、短軸70cm、深さ 24cmの床下土

坑が検出された。中より出土遺物は

全く認められなかった。

1.黒色土層 黒色土層中に少屎のローム粒子と白色

軽石粒を含む。

2. 黒褐色土層 黒色土中に焼土粒子・木炭の粒子が少

最混入している。

3. 黄褐色土層 ローム粒子を主流とした層、ごく少屈

の黒色粒子を含む。

4. 黒色土層 黒色土中に少械のローム粒子を含む。

5. 黒褐色土層 黙色土中にローム粒子を少祉含む。

6. 黄褐色土陪 ローム粒子・ロームプロックを主とし

黒色土を多く混入している。
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第 2節住居跡

25号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第131 図 写真図版77)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径(cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

25住ー 1 j不 (4.8) 底部の器肉の厚い杯であり、底面に右回転糸切痕が ①灰褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色
土師質 フク土 残る。 粒子と石英粒子を多く含む

25住ー 2 坪 3,5 9.7 5.0 器肉の薄い坪であり、体部はやや内舟しつつ外上方 ①灰褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色
土師質 フク土 ヘ開き、口縁部は弱く外反する。イ本部下端と底部端 粒子と石英粒子を多く含む

との境に段を持つ。

25住ー 3 j不 4.4 10.4 5.6 底部の器肉が特に厚いj不であり、体部はやや内樹し ①灰褐色②酸化③ぢ④ 1 mm以下の白色
土師質 床面＋12 つつ外上方へ開き、口縁部は大きく外反する。内側 粒子と石英粒子を多く含む

底面に渦巻状の凸凹が、外面に右回転糸切痕が残る。

25住ー 4 j不 (10.0) （本部は内彎しつつ外上方へ開き、口縁部は大きく外 ①灰褐色②酸化③欠④ 1 mm以下の白色

土師質 フク土 反する。内外面横ナデ整形。 粒子と石英粒子を多く含む

25住ー 5 j不 (10.0) 口径の小さなj不であり、口縁部は大きく外反する。 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
土師質 フク土 器表内外面横ナデ。 子と石英粒子を多く含む

25住ー 6 坪 (12.0) 器高のやや面いj不又は碗であり、 1本部は内粧しつつ ①黒褐色②酸化③欠④ 1 mm以下の白色
土師質 フク上 外上方へ開く。口縁部は大きく外反する。 粒子と石英粒子を多く含む

25住ー 7 坪 11. 8 6. 7 底部の器肉が薄く、体部はやや内彎しつつ外上方へ ①黒褐色②酸化③ど④ 1 mm以下の白色
土師質 床下フク土 開き、口縁部は外反する。底面に右回転糸切痕残る。 粒子と石英粒子を多く含む

25住ー 8 坪 (11.9) 器肉の厚いj不又は塊であり、口縁部はなだらかに外 ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
土師質 フク土 反する。内外面横ナデ整形。 粒子を多く含む

25住ー 9 j不 (14. 9) 口径の大きなj不又はj宛であり、口縁部はなだらかに ①灰色②還元③X④ 1 mm以下の白色粒
土師質 床面十 7 、フク土 外反する。器表内外面にロクロ痕を多く残す。 子を多く、 2mm前後の石英少鼠含む

25住ー10 坪 (11.6) 口径の小さな坪又は坑である。口縁部は大きく外反 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の臼色粒

土師質 フク土 する。内外面横ナデ。 子を多く、石英粒子を少昼含む

25住ー11 坪 (15. 9) 口径が大きく、器肉のやや厚い坪である。口縁部と ①灰褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色
土師質 フク土 体部との境に弱い稜を持つ。口縁部は外反する。 粒子と石英粒子を多く含む

25住ー12 塊 8.5 高い高台を持つ坑の底部と高台部である。高台畳付 諷色②酸化③高台部と底部のみほぼ

土師質 床面＋11 の部分は鋭角でていねいに整形されている。 完jf久④ 1 mm以下の白色粒子を多く含む

25住ー13 碗 6.6 底部の器肉が特に厚いj宛である。高台は断面方形を ①灰褐色②酸化③高台部と底部のみほ

土師質 床面＋11 呈し、畳付部分は鋭角でていねいに整形されている ぼ完形④ 1 mm以下の白色粒子多く含む

25住ー14 塊？ (16. 7) ロクロ使用酸化焔焼成で、内面全面ヘラ磨きの坑で ①口縁部内外面と内面全面黒色、口縁

フク土 ある。吸炭により黒色を呈する。ヘラ磨きは口縁部 部下の外面褐色、断面黒褐色②酸化③

四分割で横方向、底部は横方向、体部下半ヘラ削り。 ぢ④ 1 mm以下の白色粒子を多く含む

25住ー15 塊 (15.1) やや浅くなる塊であり、口縁部はやや外反する。 ①灰白色、釉は全面透明で点状に灰色

灰釉 床面＋12、フク土 粒子を混入②還元③X④密

25住ー 16 羽釜 (18.8) 体部はやや丸味をもつが、ほぼ直線で口縁部に至る。 ①灰臼色②還元③え④ 1 mm以下の臼色

土坑内 口唇部は平で鍔は断面三角形を呈する。 粒子を多く、 2mm前後の石英少し含む

25住ー17 甕 9.0 器肉が厚い。イ本部外側は口縁部に向かうヘラ削り、 ①外面灰色・断面灰白色・内面黒色②

フク土 内側はナデ、底部に木葉痕が残る。 還元＠汁本部下半と底部のみほぼ完形

25住ー18 鉄器 全長ー9.6 頭端を折り曲げた金具であり、曲り部以下は断面方形で釘状である。曲り部に骨のような海

中程幅ー 0.6 フク土 綿状物質と木質が付着、裏面も同様に取り付け部の遺存がある。錆化は釘状に柾目立つ。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

26号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版38 • 39 遺物写真図版77 • 78 

位置 24号住居跡の南に重複して位置し、J-24 • 25 、 K-24 • 25 グリットに属する。

概要 24 • 25 • 26号住居跡の 3 軒重複中の一軒であり、 24号住居跡により北壁の一部を削り取られているこ

とや、出土遺物の比較等より見て、 26号住居跡は 3 軒中最古である。 3 軒の中では住居の掘り込みが

最も深く、鼈の残りも非常に良好であった。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土を含む。他の住居にみられたような黒色土とロームの混入土に
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］．黒褐色土層 黒色土中に多くのロ

ーム粒子を含む。

2. 黒褐色土府 黒色土中にローム粒

子 •0.5~1 mmのロー

ムプロックを含む。

2’．黒褐色土陪 黒色士中令体にロー

ム粒子・ロームプロ

ックを多く含む。

3. 黒色土層 黒色土中にローム粒

子ロームプロックを

全体的に合む。

4. 赤褐色土層 焼tプロックの流れ

込土層。

0 1 m 
l l | 

第132図 26号住居跡実測図
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第 2節住居跡

より成る厚い床面は形成されていなかった。柱穴は 4 個検出され、周溝は西壁のほぽ全面と南北壁の

西側端部分より検出されたのみであった。寵右側に貯蔵穴が検出された。柱穴 2 の南側に多くの焼土

と炭が住居外の南側より投げ込まれたように検出された。その在り方は11号住居跡に見られたものと

多くが共通しており、いずれも住居放棄後、少し埋まりつつある状態で投げ込まれたものと見える。

規模 東西方向 4.8 m 、南北方向 5.6 m で他の住居跡同様に南北方向に長い長方形を呈する。壁高は20~30

cmであり、比較的残りが良い。周溝幅は10~20cmで深さは 5 ~6 cmであり浅い。貯蔵穴は長軸方向で

70cm、短軸方向で60cm、深さ 30cmである。柱穴 1 は直径30cm、深さ 40cm、柱穴 2 は直径30cm 、深さ 43

cm 、柱穴 3 は直径23cm 、深さ 54cm 、柱穴 4 は直径26cm 、深さ 35cm であった。

遺物 床面や覆土中より土師器坪・甕、須恵器坪・坪蓋・甕、鉄器の破片等多数出土。

床下 床面調査後混入している黒色土を取りのぞき床下調査を行なった。その結果寵左袖手前に床下土坑が
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` 第 133図 26号住居跡床下実測図

` 
].黙掲色土層

黒褐色上層中に多くのローム小

プロックを含む。

2. 褐色土層

ロームプロソク・ローム小粒子

を上体とする陪。

3. 黒色土陪

黒色上を主体とし、少姑のロー

ム粒子を含む。

0 Im 
I l 
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第 5 章 検出された遺構と遺物

m̀| o:il 
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孟

A435.80m A' ゜
0.5m 

］．黒色土陪 黒色土を主体として、少批のローム粒子を含む。

2. 褐色土附 ロームを主体とし、ごく少祉の黒色土を含む。

3. 黒褐色土層 ローム粒子を多く含み、少品の黒色土を含む。

4. 焼土層

5. 赤褐色土層 焼土粒子を多く含み、黒色粒子・ローム粒子を少位含む。

6. 黒褐色土層 黒色土を主体とし、ローム粒子・焼土粒子を含む。

第134図 26号住居跡寵実測図
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第135図 26号住居跡竃推定復元図

2
 

一基、他に二基の土坑が検出された。床

下土坑は直径約1. 2 m、深さ 28cmであり

土坑 1 は長軸85cm、短軸70cm、深さ 10cm

であり、土坑 2 は長軸1. 2 m 、短軸 lm 、

深さ 15cmでいずれも浅く床下土坑と異なる。

26号住居鼈

位置 住居東壁やや南寄りに、地山のロー

ムと、ローム上の黒褐色土を掘り込んで

竃が構築されていた。

構造 石を大量に使用し、ローム及び粘土

を用いて構築した鼈である。袖石の大部

分と煙道部の天井部を含む多くの部分が

残存しており、 3 • 5 号住居跡に次ぐ残

りの良い鼈であった。焚口天井石と煙道

部手前に位置すると思われる天井石が、

寵手前に落ちていた。それらの石と、鼈

内に残存していた石を組み合わせて復元

して見ると、第135図のような形が考えら

れる。地山のロームを掘り込んだ後に、

天井石を支える袖石を天井石の高さを計

算に入れて、左右 3 個づつ埋め込む。次

に粘土とロームを用いて、燃焼部上を避

けて、煙道上に 2 石と焚口天井石を 1 石

乗せる。燃焼部上の甕の左右には、別な

石を置いて、焼燃天井部を作り、石と石

の間で石と甕の間にロームや粘土を埋

め込んで、甕を固定する。このようにし

て、燃焼部の甕の周辺に多くの空間を確

保し、燃焼効率を上げることかできたの

ではないだろうか。

第135図に示した復元図で、点描のある石

は現存し、元位置を保っている石、点描

のない石は現存したが位置を動かした石

である。また点線の石は現存しないが推

定した石を意味している。

規模煙道方向で1. 3m 、両袖方向で1. 2m

であり、燃焼部幅は40~50cmである。

遺物 土師器坪・甕、鉄器の破片等出土。
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第 5 章検出された遺構と遺物

26号住居跡 出土遺物観察表

遺構名及び 器形及 器嵩・ロ径・底径(cm)

番 号 び器種 出土位置

26住ー 1 坪 (15. 9) 

土師器 カマド内

26住ー 2 坑

土師器 床面十 6

26住ー 3 坪 (12. 5) 

土師器 カマド内

26住ー 4 坪 (12.0) 

土師器 フク土

26住ー 5 坪 3.8 14.8 

土師器 床面＋36、フク土

26住ー 6 坪 (10.1) 

土師器 フク土

26住ー 7 j不 (12.5) 

土師器 カマド内

26住ー 8 坪 (14.0) 

土師器 床下フク土

26住ー 9 坪 3.4 9.6 

土師器 床面十 8

26住ー 10 壌

土師器 カマド内

26住一 11 蓋 (17.8) 

須恵器 床面＋32 、 K-14

26住ー 12 坪 4.4 15.0 9.5 

須恵器 床面＋16

26住ー13 坪 3.2 (12.0) 7.5 

須恵器 床面＋23

26住ー14 甕 9.0 

士師器 床面＋21

26住ー15 甕 (24.0) 

土師器 床面十29、フク土

26住ー16 甕

須恵器 床面＋13、フク土

26住ー17 甕

須恵器 床面十 5 、フク土

26住ー18 釘 全長ー3.4

鉄器 フク土

174 

（図版番号第136図 写真図版77 • 78) 

器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成＠疲存④胎土⑤備考

体部から口縁部がほぼ直線であり、口縁部はほとん ①褐色②酸化③X④密、白色粒子を含
ど外反しない。内面にややヘラ磨きあり。 まず

丸底のj不であり、内外面とも実にていねいにヘラ磨 ①内面黒色・断面灰褐色・外面の約ぢ
きが行なわれて、内面はその後吸炭により黒色。 黒色でパ褐色②酸化③X④赤色粒含む

平底状を呈する丸底の坪。器喬が低く口縁部が高い ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の石英粒
口縁部J::半横ナデ、下半指整形、 1本部ヘラ削り。 子を多く含み、白色粒子含まず

器高のやや高い器であり、口縁部上半横ナデ、下半 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の石英粒

指整形、 1本部ヘラ削り。 子を少塁含み、白色粒子含まず

丸底を呈する底部より、口縁部は直立気味に立ち上 ①褐色②酸化③欠④ 1 mm以下の石英粒
がる。口縁部横ナデ、 1本部ヘラ削り。 子を少量含み、白色粒子含まず

口径の小さな坪であり、口縁部は長い。口縁部横ナ ①褐色②酸化③％④ 1 mm以下の石英粒

デ、イ本部から底部手持ヘラ削り。内面底部に墨書が 子を多く、黒色粒子を少最含む

あるが、判読できない。

丸底のj不であり、口縁部は短い。口縁部横ナデ、体 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の石英粒

部～底部手持ヘラ削り、内面に炭の付着あり。 子を多く、黒色粒子を少最含む

口径が大きく、器高の浅いj不であり、皿に近い形を ①褐色②酸化③k④ 1 mm以下の石英粒
呈する。口縁部横ナデ、イ本部手持ヘラ削り。 子を多く、黒色粒子を少拭含む

手捏の土器である。内外面すべて指整形で凸凹状を 諷色②酸化③ほぼ完形④ 1 mm以下の

呈する。横ナデ整形は全く認められない。 白色粒子を多最に含む

球胴を呈する体部をもつ塊と思われる。器表内外面 ①外面褐色・断面灰褐色・内面黒色②

の多くをヘラで磨き、内面は吸炭により黒色を呈す。 酸化③X④ 1 mm以下の石英多星に含む

カエリを持つjネ蓋である。カエリはつまみ出して作 ①灰臼色②還元③X④ 1 mm以下の白色
られており、カエリの周辺が削り取られている。 粒子を多く、 2~3mmの石英少し含む

口径と底径の大きなj不であり、全体的にゆがんでい ①灰色②還元③ほぼ完形④ 1 mm以下の

る。底部外側は、おそらくヘラ起こしにより切られ 白色粒子を多く含み、全体的に粒子の

た後全面回転ヘラ整形、さらにナデ整形、ロクロ右。 細い胎土である

口径の小さな坪であるが、底部内は回転ナデで整形 ①灰色②還元③X④ 1 mm以下の白色粒
し、底部外面は回転ヘラ整形で、 1本部外面まで削る 子を多く、 2mm前後の白色粒子を少鼠

「沿人」と思われる墨書あり。ロクロ左回転。 含む

丸胴の焚と思われる。内面のほぼ全面にわたり刷毛 ①褐色②酸化③底部～1本部下半完形④

整形があり、外面に植物の茎状の痕跡あり。 1 mm前後の石英・赤色粒子多く含む

器肉の薄い甕であり、口縁部の外反は弱い。ややコ ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒
の字状口縁を意識させる。 子と黒色粒子を少量含む

内面にやや弧状のあて目が全面に残り、外面はナデ ①灰色②還元焼締③｛本部の一部破片④

整形。搬入品と思われる。 1 mm以下の白色粒子を多く含む

内面にやや弧状の浅いあて目が全面に残り、外面は ①灰色②還元焼締③f本の一部破片④

細い平行叩き目が残る。 1 mm前後の臼色粒子と石英粒子多く含

釘の頭を含む上半である。下半は調査時の欠損、断面は方形であり、頭はめくれあり。錆化

は柾目状である。
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芯.__~,口 1.,-- -1'.lL J.匹..L祉ナ・灰1臼物の粒ナセー＼少贔含む。 2. 暗掲色土層 黒色土層中に多くの焼土粒子

と、少祉の炭化物粒子を含む。 3. 黄褐色土層 黒色土層中に多くのロームプロック・ローム粒子と少旦の炭化物粒子を含む。

4. 黄褐色土層 黒色土層中に多くのローム粒子と少益の炭化物・焼土粒子を含む。 5. 賀褐色士層 ローム粒子・ローム小プロックを中

心とした層中に少批の黒色土を含む。 6. 赤褐色土層焼土粒子・焼土プロックの層。わずかにロームプロックを含む。

第137図 27号住居跡実測図
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第139図 27号住居跡鼈実測図

I.黒掲色土府

2. 褐色土府

3. 黒色土層

4. 黒掲色土府

5. 焼土層

6. 焼土層

7. 黒褐色土層

8. 黄褐色土陪

三王言I。ま：：：里色土を含む。
黒色土とローム粒子を主とし、焼土粒子をごく少乱含む。

焼土粒子・焼土プロック・黒色土の混入土層。

焼土が密で、固くビンク色に焼けている。

黙色土・ロームプロック・ローム粒子の混入土層。（住居荒掘り

後床而全体に入れた土。）

ロームを主とした府。
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第140図

叫

27号住居跡寵実測図

叫

A —435.70m 

0 0.5m 
1 1 | 

1.黒褐色土層 黒色土中にローム粒子・焼土粒

子を少址含む。

ロームプロック・ローム粒子・

焼土プロック・焼土粒子の混入

土層。

黒色土を主とした層。焼土粒子

ローム粒子含まず。

4. 黒褐色土層 黒色土を主とした層。焼土粒子

ローム粒子含まず。

ローム粒子を主とし、少旦の黒

色土を含む地山の層。

2. 褐色土層

3. 黒褐色土層

5. 褐色土層
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27号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版40 遺物写真図版78 • 79 • 80 

位置 26号住居跡の南1. 8m 、 20号住居跡の東南約1. 3m に位置し、 N 27·28、 0-27·28グリットに属する。

概要 住居の掘り込みが深く、規模の大きい住居跡である。東壁に寵が 2 基検出され、調査の結果北側の寵

が住居放棄時まで使用された鼈であり、南側の竃は住居内に袖部や燃焼部がなく、壁外に煙道部のみ

の残存であったため、古い寵であるこどが確認できた。北側の寵を新寵、南側の寵を旧寵と呼称する。

南壁中央部に近い床面に焼土が1. 3X0.3m の範囲で床面より 18~20cmほど浮いた状態で検出された。

おそらく住居放棄後投げ込まれたものであり、 11 • 26号住の例に近い性格のものと考えられる。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒色土とロームブロック・ローム粒子の混入土よりできていた。床面

中央よりやや北東寄りに床下土坑が一基検出されており、覆土は床面として踏まれていない状況を示

した。床面北東端に土坑が一基検出された。柱穴は 4 個検出され、いずれも大きく深い柱穴となって

いた。周溝は南壁東寄りと東部寵南部に検出されなかったが、他の部分では幅広く検出された。

貯蔵穴は床面北東端の土坑がそれに該当する可能性はあるが、明らかでない。壁はいずれもほぼ直立

しており、四壁とも共通している。

規模 東西方向で 6m、南北方向で 6.8 m で他の住居跡同様に南北方向に長い長方形を呈している。壁高は

50~70cmで深く、住居の残りは良好である。周溝幅は20~40cmで広く、深さは10cm前後で深い。柱穴

1 は70 X40cmの惰円形を呈し、深さは70cm、柱穴 2 は80 X 50cmの惰円形を呈し、深さは80cm、柱穴 3 は

直径約60cmの円形を呈し、深さ 70cm、柱穴 4 は直径約70cmの円形を呈し、深さは70cmである。床下

土坑は直径約90cmで深さは30cmで浅い。床面北東端の土坑は70X80cmの大きさで、深さは40cm である。

遺物 床面や覆土中より、土師器坪・甕や須恵器坪・坪蓋．壺．鉢及び石等が大量に出土しており、当遺跡

内において、出土遺物の最も多い住居跡の一つである。

床下 床面調査後、床面の黒色土や黒褐色土を5~10cm ほど取り除き、床面下調査を行なった。その結果床面

下より、ほぼ全面にわたり多くの土坑や小穴が検出された。大きさは一定しないが、床面の深さは20

~30cmのグループと 40cm前後のグループに分かれるようである。図上に示した数字は床面下よりマイ

ナスの数字である。

27号住居跡新寵

位置 住居東壁やや南寄りに最初に作られた旧鼈の北側に近接して、地山のロームの一部とのローム上の黒

褐色土を掘り込んで新鼈が構築されていた。

構造 焚口から燃焼部の大部分が住居内に位置し、燃焼部のごく一部と煙道部が住居外に作られている。平

安時代の 3 • 5 号住居跡と異なり、ロームを多く削り込んでいない。袖部はロームと黒褐色土を盛り

上げて作られており、煙道部以外は袖部に多くの石を用いていない。焚口部左袖には土師器甕を倒置

して袖の芯としていた。煙道部先端部分には多くの石を用い一部煙道部天井石も残存していた。

規模 煙道方向で2.lm を測り、非常に長い。両袖方向でl. lm 、燃焼部幅40cm、高さ約80cmであった。

遺物 左袖の芯に使われていた土師器の甕のみの出土であった。

27号住居跡旧寵

概要 新寵の南側に位置し、煙道部のみの残存であった。覆土中より焼土は検出されなかった。新寵同様に煙

178 

道部先端に多くの石を用いていた。煙道幅は約 lm 、長さは残存部で1.7m であった。寵内より出土

遺物は認められなかった。
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27号住居跡 出土遺物観察表

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)

番 号 び器種 出士位置

27住ー 1 坪 (11.9) 

土師器 フク土

27住ー 2 坪 (14.1) 

土師器 フク土、 0-27 

27住ー 3 坪 (11.8) 

土師器 フク土

27住ー 4 坪 (12.4) 

土師器 フク土

27住ー 5 坪 (12.0) 

土師器 フク土

27住ー 6 坪 (15.0) 

土師器 フク土

27住ー 7 材 3. 7 11.8 

土師器 フク士

27住ー 8 坪 (13.5) 

土師器 フク土

27住ー 9 坪 (15.9) 

土師器 床下フク土

27住ー 10 坪 (15.5) 

土師器 フク土

27住ー 11 皿形坪 (17.5) 

土師器 フク土

27住ー 12 境 (14.4) 

土師器 フク土

27住ー 13 坪 (14.1) 

土師器 フク土

27住ー 14 坪 4.3 12.0 

土師器 床面＋34

27住ー 15 蓋 (12.6) 

須恵器 フク土

27住ー 16 蓋 (16.4) 

須恵器 フク土

27住一 l•7 蓋

須恵器 フク土

27住ー 18 蓋 (14.2) 

須恵器 床下フク土
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（図版番号第141 図 写真図版78 • 79) 

器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺調②焼成③残存④胎土⑤備考

丸い底部の坪であり、口縁部は短く直立気味に立ち ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

上がる。内側1本部にヘラによる刻印あり。 子と黒色粒子をごく少凪含む

器高の低い皿状の坪である。口縁部は長く、やや外 ①褐色②酸化③X④ 1 mm以下の白色粒

側に開く。底部はやや丸味を持つ。 子と黒色粒子をごく少凪含む

器高が高く、底部が丸くなる坪である。口縁部はや ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色粒

や直立気味に立ち上がる。 1本部に判読不明の墨書。 子と黒色粒子をごく少量含む

平底に近い丸底の坪であり、口縁部は直立気味にや ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

や外側へ開く。口縁部上半横ナデ、下半指整形。 子と 1mm 前後の石英粒子ごく少最含む

やや器肉の厚い坪である。口縁部は全面横ナデ整形。 ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色粒

外側体部～底部ヘラ削り、内面横ナデ整形。 子と 2mm前後の赤色粒子をごく少鼠含

口径が大きく器高の低い杯であり、口縁部は大きく ①褐色②酸化③X④ 1mm以下と 1mm 前

外上方へ開く。口縁部横ナデ、 1本部ヘラ削り。 後の白色粒子少鼠含む

器肉がやや厚く、底部が平に近く、やや箱状を呈す ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1mm 以下の

る坪である。口縁部はやや内傾している。体部外側 白色粒子と石英粒子を多く含む

に刻印あり、口縁部全面横ナデ。

全体的に弧状を呈する坪であり、口縁部幅は狭く、 ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色粒
横ナデ整形。体部～底部は幅広いヘラ削り。 子と黒色粒子をごく少量含む

口径が大きく、浅い坪である。底部は平に近い平底 ①褐色②酸化③杓④ 1mm以下の石英粒

であり、全面手持ヘラ削り。口縁部横ナデ整形。 子と 2mm 前後の赤色粒子を多く含む

全体的に弧状を呈する坪である。口縁部は内轡しつ ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の黒色粒

つ立ち上がり端部がやや丸くなる。 子と石英粒子を多く含む

口径の大きな坪であり、浅く口縁部が大きく外側へ ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の石英粒

開く、口縁部内外面横ナデ整形。 子と黒色粒子を多く含む

器肉が原く、器高の高い碗である。内外面の多くに ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の石英
ヘラ磨きが行われている。 粒子と赤色粒子と金色の雲母を含む

器肉が厚く、器高の高い境である。口唇部がやや内傾 ①外面・断面灰褐色・内面黒色②酸化

する。内外面ヘラ磨き後内面吸炭により黒色を呈す。 ③¥④ 1mm以下の白色・石英多く含む

丸底を呈する器高の深い坪である。口縁部は直立気 ①褐色②酸化③ 1mm 以下の石英粒子と

味に立ち上がり横ナデ整形。体部～底部は手持ヘラ 黒色粒子・赤色粒子をごく少景含む

削り、内面横ナデでていねいな整形。

環状を呈すると思われるつまみを持ち、カエリを持 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

つ坪蓋である。器高は高い、カエリは弱くつまみ出 色粒子を多量に含む

している。天井部にヘラ削りあり。

カエリを持つ坪蓋であり、カエリの部分を境に外側 ①外面黒色・断面と内側灰褐色②酸化

にほぼ平に開き、内側は傾斜を持つ。 ③％④ 1mm 以下の白色粒子を多く含む

環状のつまみを持つ坪蓋のつまみと、天井部の破片 ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

である。つまみ中央部は薄く、一部はずれている。 粒子を多く、2~3mm の石英少量含む

カエリを持つ坪蓋であり、その部分を境に16でみら ①灰色②還元焼締③X④ 1~3mmの白
れた変化はなし。天井部にヘラ削りあり。 色と赤色粒子を少星含む



第 2節住居跡

27号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第141 • 142図 写真図版79)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

27住ー 19 蓋 環状のつまみを持ち、カエリを持つ坪蓋である。焼 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白
須恵器 床面＋ 18、フク土 きひずみを起こしている。 色粒子を多量に含む

27住ー 20 蓋 3.0 13.4 環状のつまみを持ち、カエリを持つ器高の高い杯蓋 ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 床面 である。カエリはつまみ出し整形で低い。カエリの付 粒子を多く、 2~3mm の石英粒子を少

く部分を境に丸い天井部が変化する。ロクロ右回転。 鼠含む

27住ー 21 蓋 (17.8) つまみははずれているが、径の小さいものである。 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

須恵器 フク土 カエリはなく、端部を折り曲げている。ロクロ右。 色粒子を少量含む

27住ー 22 蓋 (17.6) つまみははずれているが、痕跡よりみて環状と思わ ①外面灰色・断面と内面褐色②酸化③

須恵器 床面＋ 21、フク土 れる。低いカエリを持つ。ロクロ右回転。 X④ 1mm 以下の白色粒子を多く含む

27住ー 23 蓋 (18.4) 高いカエリを持つ杯蓋であり、天井部はヘラ削りに ①灰褐色②酸化③％④ 1mm 前後の白色

須恵器 床面＋ 12 より平である。カエリは付着点で天井部変化せず。 粒子と石英粒子を少し含む

27住ー 24 蓋 3.2 (19.0) 口径の小さな環状つまみを持ち、カエリを持つ杯蓋 ①黒色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒

須恵器 床面十37、フク土 である。カエリは全体が幅広く低くなだらかである。 子を多く含む

カエリを境にやや天井部は外側に開く。ロクロ右。

27住ー25 坪 4.6 (13.6) 9.2 口径に比較して器高の高い坪であり、口縁部はほぼ ①灰色②還元焼締③K④ 1mm 以下の白

須恵器 フク土 直線で外上方へ開く。底部は手持ヘラで不定方向の 色粒子を多く、 2~3mm の石英粒子を

ヘラ削り。ロクロ右回転。 ごく少鼠含む

27住ー 26 坪 3.3 (13.4) (8.5) 器高の低い坪である。平底の底部から口縁部はほぼ ①灰色②還元③K④ 1mm 以下の石英粒

須恵器 フク土 直線に外上方へ開く。イ本部下半～底部手持ヘラ削り。 子と白色粒子を多く含む

27住ー 27 坪 4.5 14.6 9.8 口径に比較して器高の高い坪である。口縁部はほぼ ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

須恵器 フク土 直線で外上方へ開く。内面底部ナデ整形、外面底部 色粒子と 2~3mm の石英粒子を多く含

と体部下半回転ヘラ整形、後ナデ整形。ロクロ右。 み、粒子の粗い胎土である

27住ー 28 坪 (7.1) 底径の小さな坪である。底部にヘラ起こしの痕跡を ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 前後の石英

須恵器 フク土 残す。 粒子と赤色粒子を少鼠含む

27住ー29 坪 5.0 (18.0) (11.6) 口径に比較して器高の高い坪である。体部下半回転 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

須恵器 フク土 ヘラ削り、底面手持ヘラ削り。ロクロ右回転。 色粒子を多く含む

27住ー30 坪 10.9 削り出し高台の坪である。高台は｛本部下端と底部端 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

須恵器 フク土、 0-27 • 28 の接する部分に位置し、底面と高さは同一である。 子を多く、 1mm 前後の石英粒子を少拭

高台内面回転ナデ整形。ロクロ右回転。 含む

27住ー31 坪 (7.1) 削り出し高台の坪である。低い高台である。内側底 ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 フク土 部ナデ整形、外側底面回転ナデ整形。 粒子を多く、 2mm 前後の石英少し含む

27住ー32 坪 (18.1) (12. 7) 削り出し高台の坪である。高台は体部下端と底部端 ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の臼色粒

須恵器 フク土 の接する部分に位置し、底面より低い。高台部内側 子を多く、 2mm 前後の石英粒子を少最

ナデ整形。ロクロ右回転。 含む

27住ー33 坪 (19.0) (12. 7) 削り出し高台の坪である。底面がやや丸味を持ち、 ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の臼色粒

須恵器 床下フク土 底部中央は高台より突出する。ロクロ右回転。 子を多く、 2mm 前後の石英少量含む

27住ー34 杯 (9.6) 付高台の坪である。高台はていねいに整形されてお ①灰黒色②還元③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 フク土 り、端部を削り込んでいる。ロクロ右回転。 粒子を多く含む

27住ー 35 坪 付高台の坪である。高台はすべてはずれている。底 ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 フク土 部にヘラ起こしの痕跡を残す。 粒子と石英粒子を多く含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

27号住居跡 出土遺物観察表 （図版番地第142 • 143図 写真図版79 • 80) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径(cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤傭考

番 号 び器種 出土位置

27住ー 36 鉢 10.5 11.8 9.4 高台の付く深い婉であり、鉢と呼称した。底面は平 ①外側灰色・内面灰褐色②酸化③X④

須恵器 床面＋34、カマド内、 で｛本部はほぼ直線で直立気味に立ち上がる。高台は 1mm 以下の白色粒子と 2mm 前後の石英

0-27 • 28、フク土 体部下半をヘラ削りした後に底部端に付けており、 粒子を多く含み、赤色粒子を少鼠含む

断面四角形を呈する。ロクロ右回転。

27住ー37 甕 (16.0) 器肉の厚い小形の甕である。口縁部は外反しナデ整 ①褐色②酸化③X④ 1mm 前後の白色粒
士師器 床下フク土 形。 1本部外側は右横方向のヘラ削り。 子を多く、黒色粒子を少し含む

27住ー 38 甕 ー・ (24.0) 器肉の薄いくの字状口縁を持つ甕である。イ本部外側 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

土師器 床面 に左横方向のヘラ削り。口縁部横ナデ。 子を多く、赤色粒子を少最含む

27住ー 39 甕 (23.8) 器肉の薄い大形の甕である。口縁部はくの字状に外 ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色粒

土師器 床面、フク土 反し、端部に近い外側に凹状の沈線が一周している。 子と黒色粒子を多く含む

27住ー40 甕 (20.8) 器肉の厚い長胴の甕である。口縁部は長く、なだら ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

土師器 床面、フク土 かに外反する。 1本部外面は左上方向のヘラ削り。ロ 粒子を多く、 2mm 前後の石英粒子と赤

縁部内外面横ナデ、内側全面横ナデ。 色粒子を少量含む

27住ー41 甕 (23.9) 器肉の薄い口径の大きな甕である。口縁部はなだら ①褐色②酸化③ど④ 1mm以下の白色粒

土師器 フク土 かに外反し、口縁端部は直立気味に立ち上がる。 子を多く、黒色粒子を少量含む

27住ー42 甕 20.5 器肉が特に厚い長胴の甕である。器肉の厚い口縁部 ①黒褐色 •X ほど褐色②酸化③X④ 1
土師器 カマド左袖 は大きく外反し、端部は水平に近いほど外側へ開く。 mm前後の白色粒子と石英粒子を多鼠に

器面の内外面のほぼ全面にわたりヘラ磨きが行われ 含み、赤色粒子を少拭含む

ており、実にていねいな作りである。

27住ー 43 甕 6.0 底部の原い甕の底部～体部下半の破片である。器面 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
土師器 床面 内外面ヘラ磨き、底部外側ナデ整形。 粒子を多く、 2mm 前後の石英少鼠含む

27住ー 44 甕 (4.0) 器肉の薄い甕の底部～体部下半の破片である。器表 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

士師器 床面＋30、フク土 面に炭化物が多く付着している。底面ナデ整形。 粒子を多く含む

27住ー 45 甕 (6. 2) 器肉の薄い甕の底部～ 1本部の破片である。体部外側 ①外面黒褐色・断面と内面褐色②酸化

土師器 フク土 は底部に向かうヘラ削り。底面ナデ整形。 ③X④ 1mm 以下の白色粒子を多く含む

27住ー46 甕 (20.6) 甕の口縁部の破片である。口縁端部は上下につまみ ①表面灰色・断面灰褐色②酸化③X④
須恵器 フク土 出されており、幅広くなっている。 1mm 以下の白色粒子を多く含む

27住ー47 刀子 全長ー 5.9 紐元重ね 小身の刀子である。錦租元から切先まで遺存するが、茎は調査時の欠損である。平造りで棟は

鉄器 -0.3 刃部長一 錆化のため明瞭でないが、平棟か肉置の少ない丸棟と考えられる。鋒はやや付き物打も変形

5 、フク土 していないため研滅りは少ない。区は明瞭でなく成り行で茎に至っている。錆化は柾でない。

27住ー48 鉄器 全長ー6.6 中程の幅 棒状の鉄である。鏃の箆被にしては細すぎる。断面は方形であり、錆化は柾である。太い側

-0.4、フク土 の先端は調査時の欠損である。

28住ー49 鉄器 全長ー5.2 最大幅一 遺存が悪く用途不明である。錆化は柾目でない。図左上は調査時の欠損。

1. 5、フク土

27住ー 50 石 縦ー 27.7 横ー 16.9 外周が嵩く、内側の低い石であり、他からの転用品 諷い褐色③X④石英閃緑岩⑤カマド

重量ー5300g と思われる。内面の一部が磨耗している。

27住ー 51 石 縦ー 13.3 横ー 4.2 全面が磨耗している。片側端部が打ち欠けたように 諷緑色③完形④ひん岩⑤床面＋2&:m

重量ー 270g 欠損している。

27住ー 52 石 縦ー 14.0 横ー 6.7 全面が磨耗している。断面形は玉子状で均一のとれ ①灰褐色③完形④薙石安山岩（粗粒）

重量ー470g た石である。 ⑤床面＋28cm

184 



第 2節住居跡

28号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版41 遺物写爽図版80 • 81 

位置 24 • 26号住居跡の東約27m 、 33号住居跡の東約12m 、 34号住居跡の南約 2m に位置し、J-31 • 32 グ

リットに属する。

概要 29号住居跡と中心軸を少しずらして、ほとんどの部分が董複している。古い住居跡を掘り込み、鼈を

伴なって検出された住居跡を28号住居跡とし、 28号住居跡に大部分を削り取られていた古い住居跡を

29号住居と呼称した。 29号住居跡覆土を掘り込んで28号住居跡が作られているため、電複部分の土層

断面に掘り込み面が検出されるわけであるが、検出されなかった。おそらく 29号住居跡が多く埋まら

ない段階で28号住居跡が作られたためであろう。両住居内出土土器を検討した結果も、ほぼ同一期内

遺物であると考えられる。

構造 床面は地山のロームを主とし、多くの黒色土を混入していた。床面に小穴か 2 個検出されたが、柱

穴と思われる掘り込みは検出されず、また周溝も全く検出されなかった。鼈右側に貯蔵穴が検出され

た。壁はほぽ直に立ち上がり、重複していない部分で良好に検出された。

規模 東西方向で3.6m 、南北方向で約3.7m を呈し、ほぼ正方形に近い住居跡であり、 19号住居跡に次ぐ小

さい規模となっている。壁高は45cm~50cmと深く残りは良好である。貯蔵穴は約75cmの円形を呈して

おり、深さは約30cmとなっている。

遺物 床面や覆土中より土師器杯・甕、須恵器坪・坪蓋等を多く、鉄器の破片や石を少量出土している。

床下 床面調査後床面の黒色土や黒褐色土を取り除き、床面下の調査を行なった。その結果床面の作りは均

ーでなく、中央部を高く掘り残して、壁に近い周辺部を深く掘っていることが判明した。このような
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第144図 28·29号住居跡実測図

傾向は他の住居跡では認められな

かった現象である。床下面中央や

や東寄りに石が検出された。また

床下全面にわたり凹凸面で検出さ

れた。しかし小穴や床下土坑等は

検出されなかった。

28号住居鼈

位置 住居東壁やや南寄りに、地

1.暗褐色土層 黒色土中に 5 cm内外のロ

ームプロックを多く含む。

2. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子を

わずかに、焼土粒子を部分的にわず

かに含む。

3. 褐色土層 黒色土中に 1 cm 内外のロ

ームプロック・焼土プロック・ロー

ム粒子と焼土粒子を含む。

4. 黒褐色土層 黒色土中に多くのローム

粒子・ロームプロックを含む。

5. 暗褐色土層 ロームプロック・ローム

粒子と黒色土の混入土層。

6. 暗褐色土層 ロームプロック・ローム

粒子を主とした層中にごく少雇の黙

色粒子を含む。
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第 5 章 検出された遺構と遺物

-,=. ¥ 

／ど
:::I 

・
山のロームを多く掘り込んで鼈が構

築されていた。

構造 鼈の焚口部は住居内に位置した

が、燃焼面の大半から煙道部にかけ

ては壁を掘り込んで住居外に作られ

ていた。袖石は 2 個検出されたのみ

であり、基本的には石を多く用いず

A (/ ) / ¥¥ I/ 冒 に、ロームを主として構築された寵

である。

28住 11 鬱冒 規模 左袖方向で約 1 in、右袖方向で

約1. 2m であり、燃焼部幅は約50~

60cmである。

`' 
遺物 鼈内より土師器の甕が多数出土

している。

叫 29号住居跡 （奈良時代）

ーA 435. 70 m A' 遺構写真図版41
> 

概要 28号住居跡により、住居の大部

贔 分を掘り取られている。鼈ゃ柱穴、

土坑、周溝等も全く検出されていな

い。床面は29号住居跡より約10cm浅

゜
Im 

く作られていた。床面の確認範囲は
第145図 28·29号住居跡実測図

狭く凹凸が多く、明確なことは確認

叫 叫 ぷ できなかった。

規模東西方向 3.3 m 、南北方向は北

壁が未発掘のため不明、壁高は約35

cmであった。

遺物 全く出土していない。

1.褐色土陪 ローム粒子・焼」：粒子・黙色粒子

の混人土陪。

2. 黒色土附 黒色土陪を主とし、少:fitのローム

プロック・ローム粒子を含む。
字

|冒i叫 叫 3. 赤褐色土陪 焼土粒子を多屈に、黙色土・ロー

ム粒子を少砒含む。

4. 渇色土庖 ロームプロソク・ローム粒子の附
A A' 

5. 赤褐色土附 焼土附・焼土粒子・焼土プロソク一435.30m

集色粒子の附。

6. 褐色土附 ローム粒子・焼土粒子の附。

7. 黒褐色土陪 黒色土を主とし、多くのロームプ

ロソク・ローム粒子の混入土陪。

゜
0.5m 少屈の焼土粒子を含む。

8. 黒褐色土陪 ソフトロームを主体とし、少屈の

第146図 29号住居跳鼈実測図 黙色土を含む。
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第 2節住居跡

28号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第147図 写真図版80 • 81) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 暉調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

28住ー 1 坪 器肉の厚い杯であり、特に底部が厚い。内外面ヘラ ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
士師器 フク土 磨きが行われている。吸炭はなし。 子を多く、 2~3mm の石英少し含む

28住ー 2 坪 (12.0) 丸底の浅い坪であり、口縁部も底部よりの丸味の延 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

士師器 床面 長上で立ち上がる。口縁部横ナデ。 子と黒色粒子を少し含む

28住ー 3 況 (12.0) 丸底の坪であり、口縁部は外上方に開くイ本部より直 ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色粒
土師器 フク土 立気味に立ち上がる。口縁部が長い。 子と 2mm 前後の砂粒少鼠含む

281主ー 4 坪 (12.6) 丸底の坪であり、口縁部は外上方に開く体部より直 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

土師器 床面＋25、フク土 立気味に立ち上がる。口縁部は短い。 子と黒色粒子を少最含む

28住ー 5 坪 (13.6) 丸底の坪であり、口縁部は短く外上方へ開く。口縁 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

土師器 フク士 部横ナデ、 1本部と底部手持ヘラ削り。 子と黒色粒子を少最含む

28住ー 6 坪 (14.4) 丸底の坪であり、口縁部は長く全面横ナデ整形。ロ ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色粒

土師器 フク土 縁の長さに比較して器高は低い。 子と黒色粒子を少量含む

28住ー 7 坪 (14.3) 平底に近い丸底の坪である。 1本部は内彎しつつ外上 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

土師器 床面＋ 12 方へ開き、口縁部は直立気味に立ち上がる。 子と黒色粒子を少最含む

28住ー 8 坪 (11.9) 平底に近い丸底の坪である。口縁部が長く直立する。 ①褐色②酸化③K④ 1mm 以下の白色粒

土師器 フク土 全体に箱形を呈する。 子と黒色粒子を少塁含む

28住ー 9 坪 3.4 12.8 丸底を呈する坪であり、口縁部は短く直立気味に立 謬色②酸化③ほぼ完形④臼色粒子ほ

土師器 カマド、フク土 ち上がる。口縁部横ナデ、体部～口縁部手持ヘラ削 とんど含まず、 1mm 以下の黒色粒子を

り。 少量含む

28住ー 10 坪 (16.0) 平底に近い丸底の坪であるが、口縁部は長く直線で ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど

土師器 フク士 外上方へ開く。器形がやや須恵器に似ており異質。 含まず、赤色粒子少駄含む

28住ー 11 蓋 2.3 (8.3) 小形の蓋であり、小形壺の蓋と思われる。環状のつ ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

須恵器 床面＋18 まみは、上部が平で中央部が凹状となり、他の坪蓋 色粒子を多く含む

のつまみと異なる。カエリは持たない。

28住ー 12 蓋 (13.8) カエリを持つ坪蓋である。カエリは外から内側へ折 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の臼

須恵器 フク土 り込んでいる。カエリを境に天井部の変化なし。 色粒子を多く含む

28住ー 13 蓋 (13.8) カエリを持たない坪蓋であり、端部を下方へ折り曲 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色

須恵器 フク土 げている。 粒子を多く、赤色粒子を少量含む

28住ー 14 坪 (11.8) 坪の底部であり、底面全面に右回転ヘラ削り整形痕 ①内面灰色・断面灰白色・外面黒色②

須恵器 フク土 が残る。 還元③X④ 1mm 以下の白色粒子を含む

28住ー 15 坪 (13.8) 9.0 器高の高い坪であり、平底より 1本部と口縁部が直線 ①灰色②還元焼締③考④ 1mm 以下の白

須恵器 床面＋23、フク土 で外上方へ開く。底面右回転ヘラ起こし後ナデ整形。 色粒子を多く含む

28住ー 16 坪 3.3 (12.0) (7.5) 器高の低い小さな坪である。底面は手持ヘラ削り整 ①外面黒色・断面灰白色®燻焼成③X

須恵器 床面十 41、フク土 形と思われる。 ④ 1mm以下の白色粒子を多く含む

28住ー 17 杯 3.4 14.0 8. 7 口径が大きく器高の低い坪である。外側底面は全面 ①表面灰色・断面灰白色⑨還元③X④
須恵器 床面＋55、フク土 回転ヘラ整形後ナデ整形。内側底面ナデ整形。 1mm 以下の白色粒子を多く、 2~3 mm 

の臼色粒子少畳含む

28住ー 18 坪 (17.8) (14.0) 口径・底径とも大きな坪である。底面に回転ヘラ起 ①灰臼色②還元③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 床面＋20 こし痕を残したままナデ整形c 粒子と石英粒子を多く含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

28号住居跡 出土遺物観察表

遺構名及び 器形及 器高·口径・底径 (cm)

番 号 び器種 出土位置

28住ー 19 坪 (8.2) 

須恵器 フク土

28住ー 20 小形壺 (7.4) 

土師器 フク土

28住ー 21 小形甕 (10.4) 

土師器 フク土

28住ー 22 小形甕 (14.0) 

土師器 フク土

28住ー 23 小形甕

土師器 フク土

28住ー 24 甕 (18.0) 

上師器 床面＋35、フク土

28住ー 25 甕 (21.6) 

土師器 フク土

28住ー 26 甕 (23.8) 

土師器 カマド内

28住ー 27 甕

土師器 フク土

28住ー 28 甕 (24.9) 

土師器 床面、フク土

28住ー 29 甕 (24.2) 

土師器 カマド内フク土

28住ー 30 鉢 (21.8) 

土師器 フク土

28住ー 31 甕 (22.4) 

土師器 床面十 9 、フク土

28住ー32 甕 (23.3) 

土師器 床面、カマド内フク士

28住ー33 甕 6.5 

土師器 フク土

28住ー34 甕 6.3 

士師器 フク士

28住ー35( 1) 丸石 横ー4.2 重量40g

28住ー35( 2) 丸石 横ー 3.8 重量80g

28住ー35( 3) 丸石 横ー 5.0 重最90g

28住ー35(4) 丸石 横ー 6.2 重量150g

28住ー36 鉄器 全長ー 6 中程の幅一

0.5 フク土

190 

（同版番号第147 • 148図 写真図版81)

器形、成形、調整、底部整形等の特色 暉調②焼成③残存④胎土⑤備考

底径の大きな坪であり、外側底面にヘラ起こしの痕 ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒

跡を残したままでナデ整形。内側底面ナデ整形。 子を多く含む

非常に小形の壺である。丸いf本部より短い口縁部が ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の臼色

なだらかに外反する。 粒子を少鼠含む

器肉の薄い小形の甕の口縁部である。イ本部左横方向 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
ヘラ削り、口縁部横ナデ整形。 粒子を多く含む

器肉の厚い小形甕の破片である。やや丸味を持つ体 ①灰褐色②酸化③X④ 1mm以下の石英
部より、口縁部は外上方へ開く。 粒子を多く含む

器肉の薄い小形甕の破片である。口縁部の器肉は体 ①断面と外側褐色・内面黒色②酸化③

部より暦い。 1本部左横方向のヘラ削り。 X④ 1mm 以下の白色・石英粒子含む

器肉の厚い甕であり、体部はやや丸味を持つが、直 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm以下の石英

立気味に立ち上がり、口縁部はくの字状に外反する。 粒子を多く含む

特に器肉の厚い口縁部の小破片である。直立気味の ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
体部より口縁部は大きく外反する。 子を多く含む

器肉の薄い甕の破片である。丸味を持つ｛本部より口 ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の臼色粒
縁部は大きく外反する。｛本部は左上方向ヘラ削り。 子を少量含む

器肉が厚＜、頸部に沈線を持つ甕であり、体部は底 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
部に向かう直線のヘラ削りであり異質である。 子を多く、 2mm 前後の石英少し含む

器肉の薄い丸胴の大きな甕と思われる。口縁部はな ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

だらかに外反している。 子を少量含む

器肉の薄い甕の破片である。口縁部外側に粘土帯の ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色·

接合痕残る。体部は左上方向ヘラ削り。 黒色・石英粒子を多く含む

鉢の口縁部の破片と思われる。口縁部横ナデ、体部 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
ヘラ削り後部分的にヘラ磨き。 粒子を多鼠に、赤色粒子を少拭含む

器肉の薄い大きな丸胴の甕である。胴部最大径は33 ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色・
cm 前後と大きい。体部は左上方向ヘラ削り。 黒色・石英粒子を多く含む

器肉の薄い長胴の甕であり、口縁部外側を除く全器 ①褐色②酸化③X④ 2mm 前後の臼色・

面に刷毛目が残る実に特異な甕であり、県内の他地 赤色・石英粒子を多く含む特異な胎士

域においてその例を知らない。 である

器肉の薄い甕の体部下半～底部の破片である。底面 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の黒色粒

もヘラ削りで整形されている。 子を多く含む

器肉の厚い甕の体部下半～底部の破片である。底部 ①褐色②酸化③ぢ④ 1mm 以下の白色粒
もヘラ削りで整形されている。 子を多く、赤色粒子を少鼠含む

表面が磨耗している。円盤状の石である。 ①薄褐色③完形④変質岩⑤フク士

表面が磨耗している。球形の石である。 ①薄褐色③完形④石英閃緑岩⑤フク土

表面が磨耗している。不定形で片側が原い。 ①灰臼色③完形④変質岩⑤フク土

表面が磨耗している。大きな円盤状の石である。 直茶色③完骸④藷石安山岩（粗粒）⑤フク土

棒状鉄器で、両端部は旧時のままである。太い端部の頭はめくれ太り状となる。断面は方形

錆化は柾目気味。



第 2節住居跡

30号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版42 遺物写真図版81 • 82 

位置 28 • 29号住居跡の南約 8m に位置し、 L-32 • 33 、 M-32 • 33 グリットに属する。

概要 住居の掘り込みの浅い 4 本柱の住居跡であり、規模は小さく、鼈の残りも悪い。

構造 床面はロームブロックと黒褐色土の混入土よりできていた。その面が 2 面検出され、いずれの床面と

も踏み固められていた。柱穴は 4 個検出され、上下床面とも共通位置であった。周溝は鼈手前以外全

面に認められた。寵右側手前に小土坑があるが浅すぎるため貯蔵穴ではないものと思われる。

規模 東西方向で4.6m 、南北方向で4.6m でほぽ正方形を呈しており、壁高は上の床面まで約18cm、下の床

面まで約21cmであった。周溝幅は12cm~15cmで深さは 3 ~4 cm と浅い。柱穴 l は直径20cm、深さ 40cm

で柱穴 2 は直径25cm、深さ 55cm、柱穴 3 は直径40cm、深さ 50cm、柱穴 4 は直径40cm、深さ 50cmであっ

た。下の床面調査時にて 4 本柱のほぽ中央に長軸1. lm 、短軸90cm、深さ 40cmの床下土坑が検出された。

遺物 床面や覆土中より土師坪・甕、須恵器坪等が出土した。

床下 床下調査により鼈手前に小穴が検出された。

30号住居跡鼈

位置 住居東壁南寄りに、地山のロームを多く掘り込んで寵が構築されていた。

概要 鼈構築材と思われる石は全く出土していないため、ロームを用いて作られた鼈である。燃焼部の多く

は東壁を掘り込んで作られており、住居外に寵の多くが作られている寵である。

規模 煙道方向で約1. lm 、両袖方向で約90cm、燃焼部幅は約50cmであった。

遺物 全く出土していない。
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］．黒色土層 黒色土層中に 2 ~3 cm の

ロームプロックを少仇含む。
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1.暗褐色土層 黒色土中にローム粒子を多く、臼色軽

石粒を少漿含む。

2. 黄褐色土層 黒色土中に多描のロームプロック・ロ

ーム粒子を含む。

3. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子を少祉含む。

4. 暗褐色土層 黒色土中にローム粒子・炭の破片を少

祉含む。

5. 黄褐色土層 ロームを主とした床面、踏み固められ

てしヽる。

6. 黒褐色土層 黒色土を主とし、ローム粒子を少祉含

む粘性のある土層。

7. 黒褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子・ローム

プロックを含む。表面は固い。

8. 褐色土層 ロームプロック・ローム粒子の層。
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第 2節住居跡
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］．暗褐色土層 ローム粒子・焼土プロック・焼土粒子・黒

色粒子の混入土層。

2. 暗俣色土層 ローム粒子・ローム小プロックを多く、焼

土粒子・黒色土を少屈含む層。

3. 黄褐色土層 ロームプロック・ローム粒子・焼土粒子を

多量に含む層。

4. 赤褐色土層 焼土層。黒色土とロームプロック・ローム

粒子を少益含む層。

30号住居跡竃実測図

二ロロ］ ::/ 
30住- 2 30住ー 3

＼＼三こグ／
30住ー 5 —+

30住ー 6

第153図 30号住居跡出上遺物実測図

30号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第153図 写真図版81 • 82) 

遺構名及び 器形及 器高·口径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺調麟成⑤曳存④胎士⑰庸考

番 号 ぴ器種 出土位置

3併主一 1 坪 3.6 11.8 丸底の坪であり、器肉が庫い。口縁部は短く直立気 ①掲色②酸化③ほぼ完形④ 1mm 以下の

土師器 フク土 味に立ち上がる。内面に指頭圧痕、口縁部上半横ナ 黒色粒子・石英粒子・白色粒子を少鼠

デ、下半指整形。体部～底部手持ヘラ削り。 含む

30f主ー 2 坪 (11.5) 平底に近い丸底の坪である。 1本部は外上方に開き、 ①褐色②酸化③ぷ④1mm 以下の白色粒
土師器 フク土 口縁部は直立気味に立ち上がり短い。口縁部横ナデ。 子・赤色粒子を少薦含む

3併主ー 3 坪 5.5 02.8) 5.7 丸底の坪であり、口縁部は直立する。口縁部横ナデ、 ①褐色②酸化③％④ 1mm 以下の黒色粒
土師器 フク土 体部と底部外面の表面は剥離して凸凹状を呈する。 子と石英粒子を少星含む

30/主ー 4 甕 (20.0) 器肉の薄い甕であり、口縁部外側中央に粘士接合痕 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
土師器 フク土 あり、外側体部の器面は荒れている。 子と石英粒子を多量に含む

3併主一 5 甕 (6.6) 器肉の薄い甕の体部下半～底部の破片である。底部 ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の黒色粒

土師器 フク土 中央は特に薄くなっている。 子を少最含む

3併主一 6 疇 全長ー6.1 幅ー 0.7 剣先形の鉄鏃で鏃先から箆被にかけての破片である。箆被端部は調査時の欠損である。箆被の

箆被の幅重ー0.4 断面は方形である。鋳化は柾目状でなく板目状に見える。⑤フク土
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31 号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版43

遺物写真図版82

位置 30号住居跡東約 6m に位置し、 K-34 • 35 、 L

-34 • 35 グリットに属する。

概要 遺構の残存が良好でなく、他の住居跡のように

明確な方形で検出することができなかった。住

居の床面上には、多くの炭化物が検出された。

構造 床面はロームを主とし、多くの黒褐色土が混入

していた。柱穴、周溝は検出されず、鼈南側の

住居東南の端に貯蔵穴が検出された。

A' 規模東西方向で 3m 、南北方向で 3.6 m で、南北

1.黒色土層 黒色土中にローム小プロックを少鼠含む。

2. 暗褐色土層 黒色土層中にローム粒子・ロームプロック含む。

3. 黒褐色土層 黒色土中に多くのロームプロックを含む。

4. 褐色土層 ローム層を主体とし、黒色土を少し含む。

0 1 m 

第154図 31号住居跡実測図 I I I 
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］．黒褐色土層 黒色土・ローム粒子・焼土粒子の混入土層。

2. 黒褐色土層 黒色土中に多くの焼土粒子とローム粒子を含む。

3. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子を少鼠・焼土粒子多く含む。

4. 赤褐色土層 焼土層。

5. 黒褐色土層 黒色土層中に多くのローム粒子を含む。

6. 茶褐色土層 黒色土・ローム粒子・ロームプロックの混入土層。

第155図 31号住居跡寵実測図

方向に長い平面形を呈している。壁高は25cm~

28cmで浅い。貯蔵穴は直径約53cmのほぼ円形を

呈し深さは50cm前後である。

遺物 床面上や覆土中より須恵器の坪や底部に脚の付

＜脚付羽釜等が出土した。

床下 床面調査後床下の調査を実施した、その結果床

面中央と床面北東寄りに浅い土坑が検出された。

31号住居跡寵

位置 住居東壁の多くを掘り込んで構築されている。

構造 石を袖の芯に用いて、ローム被覆している。

規模煙道方向で1. lm 、両袖方向で約1. 3m である。

遺物 鼈内より出土していない。

A 
ー 435. lOm 

A' 

0 Im 
| l l 

第156図 31号住居跡床下実測図
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第 2節住居跡
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第157図 31号住居跡出土遺物実測図
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31号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第157図 写真図版82)

遺構名及び 器形及 器嵩・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺叩麒謙存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

31住ー 1 坪 3.7 (13.0) 6.6 底径の小さな坪であり、体部はやや内轡しつつ外上 ①口縁部の一部と断面灰白色•他の表

須恵器 フク土 方へ開き、口縁部は外反する。底部右回転糸切痕。 面黒色＠鴻t元③％④白色粒子多く含む

31住ー 2 椀 5.2 13.2 4.8 底径がきわめて小さく、器高の高い培である。イ本部 ①灰白色で一部黒色②還元③ほば完形

須恵器 フク士 はやや内胄しつつ外上方へ開き、口縁端部やや外反。 ④ 1mm 以下白色粒子と 2mm前後石英含

31住ー 3 坪 (6.6) 糸切を持つ底部破片で、底部端と 1本部下端の境に段 ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色
須恵器 フク土 を持つ。底面に墨書あり、判読は不明。 粒子と 2mm 前後の石英粒子多く含む

31住ー 4 羽釜 17.8 脚付羽釜と思われる。鍔は太く大きく断面三角形を ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
床面、フク土 呈する。口唇部は平でやや内傾する。 1本部外側は底 粒子と 2~3mm の赤色粒子を多く含み

部に向かうヘラ削りで、他の多くの月夜野型羽釜と 石英粒子はほとんど観察できない

逆である。この特色は脚付羽釜と一致する。

31住ー 5 羽釜 (19.2) 脚付羽釜と思われる。鍔は細く先端の幅がやや広い。 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白
フク土 口唇部が丸く、 1本部外側は底部に向かうヘラ削り。 色粒子と 1~3mm の石英粒子多く含む

31住ー 6 羽釜 3.9 脚付羽釜の脚部である。羽釜の底部を作った後に太 ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色
フク土 く短い脚を付けている。脚の先端は幅広くなり、脚 粒子と 1~3mmの石英粒子を多く含む

底部は平、羽釜の内側底部は渦巻状の凹凸となる。

31住ー 7 坑 15.5 底径の小さな坪であり、器高は高い。口縁部は一度 ①黒色②燻焼成③¥④ 1mm 以下の白色
須恵器 フク土 直に立ち上がりすぐに外反する。底部右回転糸切痕。 粒子と石英粒子を多く含む

31住ー 8 甕 (23.8) 土師器の甕と思われるが、口唇部が平である。この ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
土師器 フク土 ような土師器は他に認められないため特異である。 子を多く、石英粒子を少し含む

残存部分はすべて横ナデ整形でヘラ削りなし。

195 
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鳳三』m
黒色士層中に 2 cm内外のロームプロックと白色鉱物粒子含む。

黒色土層中に少描のローム粒子を含む。

黒色土を主とし、ごく少械のローム粒子を含む。

第158図 32号住居跡実測図
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1.黒褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 黒色土層
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］．褐色土層 床面下のロームプロック・ローム粒子の層、上面は固い。

第159図 32号住居跡床下実測図

32号住居跡 （奈良時代）

遺構写真図版44 遺物写真図版82·83

位置 31号住居跡の東約1.5m に近接し

て位置し、 K-35·36グリットに

属する。

概要 奈良時代の住居跡としては、規模

の小さい一群に属する。住居の掘

り込みは深く、鼈の残りも比較的

良好であった。鼈を持つ住居跡で

あるが、他に鼈の反対側の床面上

に、焼土が住居中央の東側に向か

い馬蹄形を呈する炉跡が検出され

た。炉の中央付近より土師器の甕

が検出された。このように焼土が

厚く馬蹄形を呈して堆積する炉は

天井部は持たないとしても奥壁や

側壁を持つ構造が考えられ、この

ような例は、当遺跡において38号

住居跡で検出されており、焼土の

中より多くの土師器の甕が出土し

ている。焼土ば炉の周辺に多く散

布していた。

構造 床面はロームを主とし、多くのロ

ームブロックと黒褐色土の混入層

よりできていた。柱穴は掘られて

なく、周溝はほぽ全面に確認でき

貯蔵穴は検出できなかった。床面

南壁東側に小土坑が、西壁北寄り

の床面に浅い小土坑が検出された。

壁は比較的良好に残存していた。

規模東西方向で3.3m 、南北方向で3.44

mで南北方向に長い長方形を呈し

ていた。壁高は45cm前後である。

周溝幅は25~35cmで深さは 5 cm前

後である。床面南壁東側の土坑は

直径 lm前後、深さ約0.3m であ

る。

遺物 床面や覆土中より土師器坪・甕、

196 



叫 叫

幻
叫

E
O
I
.
g
g
v
 _
_
 

g
 

A435.10m 
5 

A-

0 0.5m 
| 1 1 ..... --ｷ • ｷ • 

1.暗褐色土層 黒色土層中に少量のローム粒子と焼土を含む。

2. 黄椙色上層 ロームを大拭に含んだ層。焼土粒子を含む。

3. 赤褐色土層 ロームが焼けて焼土となった層。黒色土と混入。

4. 黒褐色土層 黒色土中に 1 cm内外のロームプロックを混入。

5. 黒色土層 地山の黒色土に近い層。少量の焼土粒子を含む。

第160図 32号住居跡寵実測図

第 2節住居跡

須恵器坪·坪蓋等が出土した。

床下 床面調査後床面の黒褐色土を20~60cmほ

ど取り除いた。その結果多くの凹凸面が

検出された。鼈手前に幅90cm、深さ 6 cm 

の土坑、床面中央に幅1.2m 深さ 20cm

の土坑が検出された。

32号住居跡鼈

位置住居東壁のほぽ中央やや南寄りに、地山

の黒褐色土、ロームを据り込んで鼈が構

築されていた。

構造 寵の焚口部は住居内に位置するが、燃焼

部の大部分と煙道部は壁の位置から外側

にかけての部分に作られている。鼈袖に

石はほとんど用いていない。ロームを主

として構築したものと思われる。

規模煙道方向で1.2m 、両袖方向で80cm、燃焼

部幅約50cmであった。

遺物 土師器の坪と甕が出土している。
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第161図 32号住居跡出土遺物実測図
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第162図 32号住居跡出士遺物実測図

32号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第161 • 162図 写真図版82 • 83) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部成形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

32住ー 1 坪 3.4 12.4 丸底の浅い坪であり、口縁部が長く直立する。口縁 ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1mm 以下の

土師器 床面、フク土 部横ナテ、底部ヘラ削り。内面ていねいな横ナデ。 白色粒子ほとんど含まず

32住ー 2 坪 (12.2) 丸底の浅い坪であり、口縁部は短く直立する。口縁 ①褐色②酸化③K④ 1mm 以下の黒色粒

土師器 フク土 部横ナデ、イ本部～底部ヘラ削り。 子と砂粒を少し含み、白色粒子少量含

32住ー 3 婉 (15.2) 器肉の厚い丸底の坪である。 1 と 2 の坪とは色調や ①外面と断面褐色·内面黒褐色②酸化

土師器 カマド、フク土 胎土も異なる。内面はていねいな横ナデ。 ③X④ 1mm 以下の白色粒子を多く含む

32住ー 4 蓋 (12.4) 短頸壺の蓋と思われる。天井部は平で端部を下方に ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

須恵器 フク土 折り曲げている。天井部全面ロクロ右回転ヘラ削り 色粒子を多く含む

内側回転ナデ整形。

32住ー 5 蓋 (14.0) 環状のつまみを持つ杯蓋である。カエリはつまみ出 ①灰色②還元焼締③考④ 1mm 以下の白

須恵器 フク土 して作られており細く低い。天井部降灰による灰釉。 色粒子を多く含む

32住ー 6 杯 3.8 (13.2) (8. 7) 体部はほぼ直線に外上方へ開く、口縁部に外反はな ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

須恵器 床面 し。底部手持ヘラ削り。内側はていねいな回転ナデ。 色粒子と 2~3mm の石英粒子多く含む

32住ー 7 甕 (7.2) 丸い胴部を持つ大きな甕である。体部外側ヘラ削り。 ①褐色②酸化③ぢ④ 1mm 以下の白色粒
土師器 床面、フク土 内側ナデ整形、底部ヘラ削り。 子を少鼠含む

32住ー 8 甕 (15.2) 丸い胴部を持つ甕である。口縁部はくの字状に外反 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

土師器 フク土、カマド する。肩部左横方向ヘラ削り。 粒子わずかに含む

32住ー 9 甕 22.5 器肉の薄い長胴の甕である。口縁部のみ器肉がやや ①褐色②酸化③名④ 1mm 以下の白色粒

土師器 床面、フク士 厚い。肩部は左横方向ヘラ削り、胴中央より下は右 子を少量含む

下方向ヘラ削り。内面ナデ整形。

32住ー 10 甕 22.2 器肉の薄い長胴の甕である。肩部は左横方向ヘラ削 ①褐色②酸化③ぢ④ 1mm 以下の白色粒

土師器 ヘッツイ内 り、胴中央より下は右下方向ヘラ削り。 子と黒色粒子を少量含む

32住ー 11 壺 壺の破片かと思われるが、詳しくは不明。器面内外 ①灰白色②還元③胴部片④ 1mm 以下の

須恵器 フク土 面横ナデ整形。 白色粒子を多く含む
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第 2節住居跡

33号住居跡 （平安時代） 遺構写真図版45 遺物写真図版83 • 84 

位置 24 • 26号住居跡の東約12m に位置し、 I-27·28、J-27 • 28グリットに属する。

概要 調査時点において使用されていた農道を移動して、その下を調査した結果検出された住居跡である。

住居の掘り込みは比較的深いが、鼈の残りは良好ではなかった。平安時代に属する住居跡であるが

3 • 5 • 7 号住居跡同様に柱跡を持つ。しかし柱穴の位置が従来と異なっており異質である。

構造 床面はロームを主とし、少量の黒褐色土よりできていた。床面南西端部に大きな 3 号土坑が検出され

た。柱穴は南壁を掘り込むように 1 、 2 号柱穴の 2 個が検出され、その中で西側の柱穴 2 は深いが柱

穴 1 は浅い。床面中央やや北西側に柱穴 3 、北壁と寵北の東壁に柱穴 4 、 5 を持つ。周溝は住居北壁

全面と東壁の北側と西壁の北側に検出された。しかし検出されなかった南側の部分においては、土坑

等が多く掘られていたため検出できなかったが、存在していた可能性は高い。
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］．黒褐色土層 黒色土中に少最の白色軽石粒とローム

小粒子を含む。

2. 暗褐色土層 黒色土中にローム粒子・ローム小粒子

を多く含む。

3. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子・ローム小粒子

を少屈含む。

4. 黄褐色土層 ローム粒子・ロームプロックを主とし、

黒色土を混入、上面は床而として使用

されており踏み固められている。

5. 黒褐色土層 黒色土中に 2 mm内外のローム小プロッ

クを多く含む。

C' 6 ．黒褐色土層 黒色土中に 1 ~2 cmのロームプロック

とローム小粒子を少益含む。

7. 黒色土層 黒色土中に 2 mm内外のローム小プロッ

クを少鼠含む。

8. 黒褐色土層 黒色土中に大屈のローム粒子を含む。

9. 褐色土層 ローム層中にごく少品の黒色粒子含む。

第163図 33号住居跡実測図 0 lm 
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I.黒褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子を含む。

2. 褐色土層 ロームを中心とした土層。少量の焼土粒子を含む。

3. 焼土層

4. 黒色土層 黒色土陪中に少益のローム粒子を含む。

5. 褐色土層 ロームを中心とし、少屈の黒色土を含む。

6. 赤掲色土層 黒色土を中心とし、少屈の焼土をほぼ均ーに含む。

7. 黒色土層 地山の土層。

第165図 33号住居跡寵実測図
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貯蔵穴については、鼈右

側手前に 1 号土坑が検出

され、これが貯蔵穴に相

当する可能性はあるが不

明である。壁は南壁の 2

柱穴間がやや内側に斜め

になっており、 7 号住居

跡と同じ傾向を示してお

り、出入口部分が想定さ

される。

規模東西方向で3.95m 、南北

方向で4.2m。柱穴 1 の

直径30~40cm、深さは遺

構確認面より 20cm。柱穴

2 の直径25~35cm、深さ

は床面より 60cm。柱穴 3

の直径35cm、深さは床面

より 60cm。柱穴 4 の直径

30cm、深さは床面より 50

cm。柱穴 5 の直径25cm 、

深さは床面より 50cm、周溝幅は35~45cm

深さは 8 ~10cm、壁高は30~40cmであっ

た。

遺物 床面や覆土中より須恵器坪・婉、羽釜、

甑、土師器の甕等出土。

床下 床面調査後床面表土を除去し、床下調査

を行なう c その結果 1 、 2 号土坑を確認。

33号住居跡鼈

位置 住居東壁やや南寄りに地山のロームを多

く掘り込んで構築されていた。

構造 鼈内袖石部を中心として多くの石が検出

された。しかし組み合わされた個所は少

なかった。石を主とし、ロームを用いて

作られた寵と思われる。焚口は住居内で

あるが、煙道部は住居外に位置する。

規模煙道方向で約1. lm 、両袖方向で約0.9m

燃焼部幅0.4m であった。

遺物 鉄製紡錘車が出土した。
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33号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第166図 写真図版83)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出士位置

33住ー 1 坪 3. 7 12.8 6.2 平底の底部より体部は直線的に外上方へ開く、口縁 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
須恵器 床面＋ 12 部は外反せず。底部に右回転糸切痕が残るが磨耗し 子を多く、 2mm 前後の石英粒子を少駄

ている。直線を基調とした坪である。 含む

33住ー 2 坪 4.2 (12.8) (5.8) 平底のやや厚い底部より、｛本部はやや曲線を帯びて ①表面黒色・断面と底部灰白色②還元

須恵器 床面十 7 外上方へ開く、口縁部が弱く外反する。 1本部下端と ③X④ 1mm 以下の臼色粒子と 2mm 前後

底部端との境に段を持つ。底面に右回転糸切痕。 の石英粒子を多く含む

33住ー 3 坪 4.2 (13. 7) 6.5 平底の底部よりイ本部は外上方へ開く、口縁部はやや ①灰臼色・底面のみ黒色＠刈t元③X④
須恵器 フク土 外反し、口縁端部にやや丸味を持つ。底面右回転糸 1mm 以下の白色粒子と石英粒子を多く

切痕。直線を基調とした坪である。 含む

33住ー 4 坪 3.4 (13.4) (6.5) 平底のやや屏い底部より、体部はやや曲線を帯びて ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
須恵器 床面＋ 3 外上方へ開き、口縁部はゆるやかに外反する。 粒子を多く， 2mm 前後の石英少し含む

33住ー 5 坪 4.0 (14.2) (6.4) 体部は内彎しつつ外上方へ開き、口縁部は大きく外 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 床面 反する。体部外側に墨書あり、判読はできなかった。 粒子を多く、 2mm 前後の石英少し含む

33住ー 6 杯 (15.0) 体部は内彎しつつ外上方へ開き、口縁部は少し外反 ①褐色②酸化③％④ 1mm 以下の白色粒
須恵器 フク土 する。内外面横ナデ。 子と 1mm 前後の石英粒子を多く含む

33住ー 7 椀 (15.2) 小さな底径の底部より 1本部は内彎しつつ外上方へ開 ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の臼色
須恵器 フク土 く、口縁部は玉縁状を呈す。高台を持つ。 粒子と石英粒子を多く含む
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第 2節住居跡

33号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第166 • 167図 写真図版83 • 84) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺調謙疇残詞胎疇備考

番 号 び器種 出土位置

33住ー8 婉 (16.5) 体部はほぼ直線に外上方へ開き、口縁部はなだらか ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 フク土 に外反する。深い婉である。 粒子と石英粒子を多く含む

33住ー 9 婉 5. 7 14.4 6.7 平な底部より 1本部は少し内彎しつつ外上方へ開く、 ①外側黒褐色・内側灰褐色②酸化③X

須恵器 床面＋ 16 口縁部が少し外反。高台部は断面が方形で畳付部分 ④ 1mm 以下の臼色粒子と 2mm 前後の石

はやや丸い。高台部内側に右回転糸切痕残る。 英粒子を多く含む

33住ー 10 碗 5.2 14.5 7.0 平な底部よりイ本部は少し内彎しつつ外上方へ開く、 ①汐団面黒色・断面灰色＠還元燻焼成③

須恵器 床面＋13、フク土 口縁部は少し外反する。高台部は断面がほぼ方形で X④ 1mm以下の白色粒子を多く、 2mm

あり、高台部内側に右回転糸切痕が残る。 前後の石英粒子少最含む

33住ー 11 坑 (12.0) 7.4 底部中央が薄く、底部端とイ本部の器肉が原い。高台 ①灰白色②還元③％④ 1mm 以下の白色

須恵器 フク士 は断面台形に近く、雑に坪底部に付けている。 粒子と 2mm 前後の石英粒子を多く含む

33住ー 12 碗 7.3 (16. 7) 7.6 口径が大きく深い婉である。器肉の原い底部より口 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 床面＋ 3 、フク土 縁部はほぼ直線で外上方へ開き、口縁端部がやや外 粒子と石英粒子を多く含む

反する。庫台は断面方形を呈し、高台部内側糸切痕。

33住ー 13 羽釜 (18.3) 1本部から口縁部は内傾し、口唇部は平である。鍔は ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

床面＋26 断面三角形。整形はイ本部より鍔に向かうヘラ削り。 色粒子と 2mm 前後の石英粒子多く含む

33住ー 14 羽釜 (18.0) 直立気味の1本部より、鍔部を経過して口縁部は内傾 ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色
床面＋ 25、フク土 する。口唇部は平で中央に凹状の沈線が走る。鍔に 粒子と 2mm 前後の石英粒子を多く含む

向かうヘラ削りで、ヘラの一部が鍔下端まで延びる。

33住ー 15 羽釜 (19.2) 体部か 9ら内彎しつつ口縁部に至る。口唇部は平でや ①灰白色②還元③X④ 1 mm以下の白色

床面＋25、フク士 や内傾。体部より鍔に向かうヘラ削り。 粒子と 2mm 前後の石英粒子を多く含む

33住ー 16 羽釜 (18.0) 直立気味の体部より、鍔部を境に口縁部は内傾する。 ①灰臼色②還元③X④ 1mm 以下の白色

床面十 4 、フク土 ロ唇部は平でやや太くなる。鍔に向かうヘラ削り。 粒子と 2mm 前後の石英粒子を多く含む

33住ー 17 甑 33.5 29.8 19.6 大形の甑であり、全面ナデ整形でヘラ削りは全くな ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色
須恵器 床面＋25 し。底部は端を外側へ折り曲げ、底面はもたない。 粒子と、 2mm 前後の石英粒子を大鼠に

底部に近いイ本部下の片側に 3 個所の穴を持ち反対側 含む。⑤このような甑は当遺跡内にお

は 1 個の穴しか残存していないが、 3 個あったと考 いて唯一の出土例である。

えられ、平行した 3 本の棒が想定できる。

33住ー 18 紡錘車 全長ー25.5 鉄製紡錘車である。軸棒の中程に径6 3cm の鉄製円盤が取り付く。軸の断面は円形で、一

鉄器 円盤部径ー6.3 端は本来の端部である。軸の一端に未成の平糸が巻付られ、紡錘工程の一端が知れる。錆化

フク土 状態は、軸部では柾目状の錆化は見られず、円盤部分も同様で、板目状である。遺存度は良

好である。

33住ー 19 刀子 全長ー 7 .4 刀子片で茎、物打から上方を欠損、欠損は調査時である。遺存が悪く全体に不明瞭である。

鉄器 最大の重ねー0.3 錆化は柾目状でない。

33住ー 20 甕 (21.6) 器肉の薄いコの字状口縁の甕である。内側でもコの ①褐色②酸化③X④ 1mm以下の白色粒
土師器 床下フク土 字状の状態が良く認識できる。肩部左横方向削り。 子をごく少量含む

33住ー 21 小形甕 (12. 7) 器肉のやや厚い小形の甕であり、口縁部がコの字状 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の臼色

土師器 フク土 を呈している。肩部にヘラ削りなく横ナデ整形。 粒子と 1mm 前後の石英粒子を多く含む

33住ー 22 壺 (12.0) 壺の頸部～口縁部の破片である。口縁部は幅広く中 ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

須恵器 フク土 央部に一条の沈線が走る。 粒子と石英粒子を多く含む

33住ー 23 壺 壺の胴部～底部にかけての破片であり、 22 と同一製 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

須恵器 床面＋26、カマド内 品の可能性大。内外面横ナデ整形。底部刷毛整形。 子と石英粒子を多く含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

34号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版46 遺物写真図版84

位置 33号住居跡の東約 8m に位置し、 I-30、J -30 • 31 グリットに属する。

概要 現耕作面から住居跡確認面までの土の堆積が浅いが、住居の掘り込みが深いため残りは良好であった。

住居西側に西壁の一部を切っている溝が検出された。この溝は平面、土層、土質調査の結果住居跡よ

り新しく最近掘られたものと判明した。寵煙道部の一部は調査区域外に延びているため調査できなか

った。奈良時代に属する住居跡としては、規模が小さく 4 本柱を持たず出土遺物も少ない。

構造 床面は地山のロームを用いており、表面に黒色土、黒褐色土の混入が認められた。全般に固い床面と

なっていた。床面には小穴が検出されたが南側の 2 つの小穴は深さ配置等よりみて柱穴の可能性が商

いが他の 3 小穴は浅く配置も不定形であるため柱穴としては疑問である。周溝は壁の下にそれらしき

痕跡を留めていた部分が、北壁部から東壁寵北部分で認められたが、明確に検出できなかった。寵

右側手前に貯蔵穴と思われる小穴が検出され、中より石が出土した。壁は浅く四壁ともやや斜めであ

るが、直立気味に立ち上がり、ほぽ同一傾向を示した。

規模 東西方向で3.9m 、南北方向で4.5m 、他の住居跡同様に南北方向に長い長方形を呈している。壁高は
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ì 1 冒

ul胃゜’

B —435.90m B' 

纏

メ
f

ぶ

E
0
6
.
gc
vー

u
 

E
0
6
.
9
8
t

1
 

q
 

=435.!0m"' 

髯
］．黒掲色土層 黒色土中に少裁のローム粒子含む。

2. 暗褐色土層 黒色土中に多位のローム粒子・ロ

ームプロックを含む。

3. 黒色土府 黒色土中にごく少間のローム粒子

を含む。

4. 黄褐色土層 ロームプロック・ローム粒子を主

体とした層。

5. 褐色土層 ローム粒子・ローム小プロック・

黒色土の混入土層。

第 168図 34号住居跡実測図

6. 黒褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子含む。
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］．黄褐色土層 ロームプロソク・ローム粒子を主とし黒色土を少賊含む。

第169図 34号住居蹄床下実測図
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1.黄褐色土層 ロームを主体として、わずかに黒色粒子を含む。 2. 赤褐

色土層ロームを主体とし、焼土化している。少星の炭を含む。 2’．赤褐色土

層 2 層に近いが、焼土粒子の乱がやや少ない。 2: 赤褐色土層 焼土層、

固く焼けている。 3．赤褐色土層 上部は焼土層、下部はローム層。 4. 

赤黄色土層 ローム層、焼土粒子・黒褐色土の混入土層。 5. 黒褐色土層

焼土粒子・ローム粒子・黒色土の混入士層。 6. 赤褐色土層 ローム粒子・

焼土粒子の混入土層。 7．褐色土層 ロームプロック・ローム粒子・黒色土

の混入土層。 8. 黒色土層 黒色土を主とし中に少址のローム粒子を含む。

第 170図 34号住居跡寵実測図

第 2節住居跡

40cm前後で比較的残りが良い。柱

穴の可能性のある 2 小穴のうちで

東側の小穴 l は直径40cm、深さ 30

cm、西側の小穴 2 は直径30cm、深さ

50cmであった。貯蔵穴は長軸で70

cm、短軸で60cm、深さ 20cmであり

貯蔵穴中央の小穴は深さ 40cmであ

った。小穴 3 は直径50cm、深さ 30

cm、小穴 4 は直径30cm、深さ 15cm 、

小穴 5 は直径50cm、深さ 30cm 。

遺物 床面や覆土中より土師器坪・甕、

須恵器坪・坪蓋等と破片が出土。

床下 床面調査後、床面下の構造及び床

面調査時で検出できなかった遺構

検出のため、床面の黒色土、黒褐

色土を取り除き、床下調査を実施

した。その結果小穴 1 に接して新

たな小穴が 1 つ検出された。

34号住居跡鼈

位置 住居東壁ほぼ中央に、地山の黒褐

色土、ロームを多く掘り込んで鼈

が構築されていた。

構造 鼈は、住居規模と比較すると大き

く、大量のローム、焼土粒子より

できていた。焚口部と燃焼部の大

部分は住居内に位置し、燃焼部の

一部と煙道部が住居外に位置して

いた。鼈内より大きな石は検出さ

れないため、ロームと黒褐色土を

主として構築された鼈と思われる。

規模煙道方向では、煙道部の先端が調

査区域外のため調在できなかった

ため不明。現状で lm 、両袖方向

で1. 2m 。

遺物 焚口部付近より土師器甕の頸部破

片が、竃右上部に土師の甕の破片

が出土している。
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第 2節住居跡

□ ご‘パ:_+:25-+: 3三ご＋。
第172図 34号住居跡出土遺物実測図（2)

34号住居跡出土遺物観察表 紺社版番号第171 図 写真図版84)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調＠漁成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

34住一 l 坪 2.4 (14.0) - ほぼ平底で皿に近い坪である。口縁部は外上方へ立 ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
士師器 フク土 ち上がり、内外面横ナデ、体部～底部ヘラ削り。 含まず、黒色粒子を少鼠含む

34住ー 2 坪 (12.0) - 浅く皿に近い坪であり、口縁部はほぼ直立する。ロ ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
上師器 フク土 縁部上半は強い横ナデ、下半は指整形。 含まず、黒色粒子を少屈含む

34住ー 3 好 (13.8) 浅い丸底の杯である。口縁部は外上方へ立ち上がる。 ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
土師器 フク土 口縁部横ナデ、体部～底部ヘラ削り。 含まず、黒色粒子を少鼠含む

34住ー 4 坪 (14.6) やや深味を持つ丸底の杯である。口縁部上半横ナデ、 ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
土師器 フク上 下半指整形。底部ヘラ削り。 含まず、黒色粒子を少拭含む

34住ー 5 坪 3.4 (14.1) ほぼ平底を呈する坪であり、体部は直線的に外上方 ①黒色を帯びない褐色で 1~4 の褐色

土師器 フク土 ヘ開き、口縁部がやや外反する。特異な杯である。 と異なる②酸化③X④密

34住ー 6 蓋 (15.1) 口径の大きな坪蓋である。カエリは持たずに端部が ①断面灰色・表面黒色②還元③X④ 1

須恵器 床面十 7 、フク士 下方に折られており、内側端部を鋭利に整形してい mm以下の白色粒子を多く含む

る。内側にヘラによる X 印の刻印あり。

34住ー 7 坪 3.6 13.8 底径の大きな坪であり、体部は直線的に外上方へ立 ①灰色②還元③完形④ 1mm 以下の白色

須恵器 床面＋10 ち上がり、口縁部が外反する。底面は指による一定 粒子を多く、黒色粒子を少量含む

横方向のナデであり、回転ナデやヘラ削りは行なわ

れていない。ロクロ右回転。

34住ー 8 坪 (8.3) やや丸底の坪であり、体部は直線的に外上方へ立ち ①断面灰臼色・外面黒色②還元③X④
須恵器 フク土 上がる。底面はヘラ起こし後、右回転ヘラ削り整形。 1mm 以下の白色粒子を多く含む

ヘラ起こしの痕跡は残る。

34住ー 9 坪 3.2 (13.7) (10. 7) 底径の大きな材であり、底部中央が上へ持ち上がる。 ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒

須恵器 フク土 体部は直線的に外J:.方へ開く、底面右回転ヘラ肖11り。 子を多く、黒色粒子を少鼠含む

口縁部内外面横ナデ整形。

34住ー 10 坪 (10.0) 平底の杯であり、体部は直線で外1::方へ開く。底面 ①断面・内外面とも黒色②還元③％④

須恵器 フク土 右回転ヘラ削り。 1mm 以下の白色粒子を多く含む

34住一 11 好 3.4 (13.6) (10.0) 底径の大きな坪であり、イ本部は直線的に外上方へ開 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の臼

須恵器 フク士 く。口縁部は外反せず。イ本部下半と底面は右回転へ 色粒子を多く、 1~3mm の白色粒子を

ラ削り。底部内外面ともていねいな整形である。 少量含む

34住ー 12 坪 3.5 (16.7) (lo. 7) 底径のやや小さな坪であり、体部は外反しつつ外上 ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒
須恵器 フク土 方へ開く。イ本部下半～底部右回転ヘラ削り。 子を多く含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

34号住居跡 出土遺物観察表

遺構名及び 器形及 器嵩・ロ径・底径 (cm)

番 号 び器種 出土位置

34住ー 13 坪 (9.2) 

須恵器 フク土

34住ー 14 坪 (15.6) 

須恵器 フク土

341主ー 15 短頸壺

須恵器 フク土

34住ー 16 短頸壺

須恵器 フク土

34住ー 17 甕 (20.2) 

士師器 フク士

34住ー 18 碗？ (18.2) 

須恵器 フク士

34住ー 19 甕

土師器 床面＋ 5

34住ー 20 小形甕 (14.8) 

土師器 床面＋ 16、フク土

34住ー21 甕 (21. 9) 

土師器 フク土

34住ー22 石 縦ー 9.7 横ー 4.7

重量— 190g

34住ー23 石 縦ー 10.7 横ー4.2

重量ー 110g

34住ー 24 石 縦ー 11.4 横ー 4.9

重鼠ー 250g

34住ー25 石 縦ー 13.1 横ー 4.6

重最ー 320g

34住ー 26 石 縦ー 10.0 横ー 6.0

重量ー 240g

34住ー 27 石 縦ー 13.0 横ー 5.6

重鼠ー 240g

34住ー 28 石 縦ー 12.8 横ー 5.6

重量ー 320g

34住ー29 石 縦ー 1 1. 1 横ー4.3

重鼠ー280g
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（図版番号第171 • 172図 写真図版84)

器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

平底の底部に外側に張り出す高台を持つ坪である。 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の臼

高台は端部を鋭利に仕上げている。 1本部下半右回転 色粒子を多く、黒色粒子を少し含む

ヘラ削り。高台部内側回転ナデ整形。

坪の口縁部小破片であり、 6 の坪蓋同様なヘラによ ①黒褐色②還元③小破片④ 1mm 以下の

る X 印の刻印あり。 白色粒子を多く含む

小形な短頸壺の小破片である。頸部はやや外反しつ ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

つ立ち上がり、肩部が張る。内外面横ナデ整形。 色粒子を多く含む

頸部は短く外上方へ開く。肩部は器肉が原く丸味を ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

持つ。内外面とも回転を伴なう横ナデ整形。外面の 色粒子を多く、 1~3mm の白色粒子を

ほぼ全面にわたり降灰による釉が原く付着する。 少量含む

器肉の厘い甕の口縁部と思われる。口縁部はくの字 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
状に外反するものと思われるが、残存部が少ないた 子と 1mm 前後の石英粒子を多く含む

め不明。口縁部内外面横ナデ整形。

深い器形であり、他に類例がないため、用途不明。 ①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白

碗として扱う。口縁端部付近で玉縁状を呈する。 色粒子を多鼠に含む

器肉の厚い甕の体部～口縁部の小破片である。体部 ①褐色②酸化③X④1mm 以下の白色粒

は下方向に向かう直線のヘラ削りである。 子を多く含む

器肉の厚い小形甕の口縁部破片である。丸味を持つ ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
頸部より口縁部はなだらかに外反する。 粒子を多く含む

器肉の薄い長胴の甕である。口縁部はくの字状にな ①褐色②酸化③％④ 1mm 以下の臼色粒

だらかに外反する。肩部は左横方向ヘラ削り。 子と石英粒子を多く含む

表面全体が磨耗している小さな石であり、縦方向に ①黒色③X④黒色頁岩⑤床面十 3cm

割れている。下端中央に敲打痕あり。

表面全体が磨耗している小さな石である。他の石と ①褐色③ほぼ完形④黒色頁岩⑤床面

比較しても特に小さく、軽い石である。

表面全体が磨耗している小さな石である。中央部で ①薄緑色③完形④デイサイト質凝灰岩

幅広くなっている。 ⑤床面

表面全体が磨耗している。中央部で幅広く、図での ①灰色③完豚④珪質変質岩⑤フク土

上端部に敲打痕あり。

表面全体が磨耗している。長さが短く、中央部が狭 ①薄緑色③完形④ひん岩⑤床面
くなっている小さな石である。

表面全体が磨耗している。図上での下端部は特に磨 ①灰色③完形④珪質頁岩⑤フク土
耗しており、使用されている。

縦方向で約Xほど欠損しているが、使用前にすでに ①灰色③一部欠損④珪質頁岩⑤床面＋
欠損しており、それを利用した可能性あり。 +30cm 

表面全体が磨耗している。断面方形を呈している。 ①灰色③完形④珪質変質岩⑤フク土
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35号住居跡

位置

概要

規模

遺物

29号住居跡西 2m に位置し、

ット．に属する。

J -32 • 33グリ

土層断面や平面形等より見て、住居跡の一部

と思われるが、部分的のみで多くの部分が不

明である。試掘時に床面下まで掘り下げた。

東西規模不明、壁高は約40cm である。

全く出土していない。

第173図 35号住居跡実測図
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第17 4 図 36号住居跳床下実測図
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］．黒褐色土層 耕作土。 2. 暗掲色上層 桑植時の戌乱陪。

3. 暗糾色上層 黒色土中に多くのローム粒子を含む。 3'. 暗

褐色土陪 3 層にほぼ同じだが、砂質である。 4. 防閑色土層

黒色土とローム粒子の混人土府。 5. 黄褐色土屈 ロームプロ

'Jクを主体とした層。 6. 黒褐色＿1附 黒色土中にごく少鼠の

ローム粒子と白色軽石粒fを含む。

36号住居跡

位置

概要

構造

規模

遺物

（平安時代） 遺構写真図版47

遺物写真図版85

□。 A
-

_!:..436.ZOm 

＇·/／／ー／／／／／ーグ／／／／／／—“
第175図 36号住居跡床下実測図！ ］門

A' 

16号住居跡北約 9m に位置し、 H • I -19グリ

ットに属する。

住居跡の北側部分と寵の大部分が調査区域外

のため、一部のみの調査であった。特に龍は

残りが良好と思われたにもかかわらず一部の

みの調査であり残念であった。

床面はロームを主とし、少量の黒色土の混入

により形成されていた。柱穴、周溝等は検出

されなかった。寵右側手前に貯蔵穴が検出さ

れた。

東西方向2.8m 、南北方向3.3m 、壁高36cm 。

貯蔵穴は長軸方向55cm 、短軸方向45cm 、深さ

6cm で浅い。

寵右袖手前部分に多くの羽釜の破片が、他に

床面や覆土中より須恵器坪・甕、羽釜等の破

片が多く出土した。

1.黒褐色土層

2. 黙色土附

3. 黒褐色土陪

4. 黒邑土層

5. 黒色土層

6. 黒褐色土層

7. 黒色土層

8. 黒色土層

9. ローム層

耕作土、やわらかい土陪で白色軽石粒子を含む。

固い土層で、白色軽石粒子を少贔含む。

黒色土中に少姑のローム粒子を含む。

黒色土中にローム小プロックを少鼠含む。

4 層に近いが、ローム小プロックを多く含む。

黒色土とローム粒子・ロームプロック混入土層。

黒色土中にごく少祉のローム粒子を含む。

黒色土中に多くの炭を混入する。

10. 焼土層
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床下 床面調査後、床面で検出できなかった遺構や床下構造を調べるために床面の黒褐色土を 5cm 前後取り

のぞいた。その結果床面中央部浅さ 10cm前後で大きさは長軸 lm 、短軸95cm の床下土坑が、またその

床下土坑の南西側に25cm 前後で深さ 5cm 前後の小穴が 1 基検出された。その他床下全面は多くの凹凸

面となっていた。

36号住居跡寵

位置

概要

規模

遺物

住居東壁のやや南寄りと思われる位置に壁を多く掘り込んで寵が構築されていた。

右袖の多くと左袖の一部、焚口の一部のみといった、寵の一部分のみの調査であったため全体につい

ては不明であるが、調査の結果袖石を多く用いた翁であり、燃焼部の多くと煙道部が住居外に位置す

ることが明らかとなった。

不明である。

寵内より大量の羽釜が出土した。接合の結果 5 個体分の羽釜の破片であった。
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第177 図 36号住居跡出土遺物実測図（2)

36号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第176 • 177図 写真図版85)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎士⑤備考

番 号 び器種 出土位置

36住ー 1 椀 5.5 (12.4) 6. 7 全体に焼きひずみのある碗である。高台は太く長く ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒

須恵器 床面十 5 、フク土 外側へ開く、体部は直線的に外上方へ開き、口縁部 子を少拭含む

はほとんど外反しない。高台部内側右回転糸切痕。

36住ー 2 壺 壺の頸部～口縁部にかけての小破片と思われる。器 ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒
須恵器 床面＋ 2 表内外面とも横ナデ整形。 子を多く、 1mm 前後の石英少鼠含む

36住ー 3 羽釜 (22.0) 丸味を持つ1本部より、鍔付着点を経過し、直立する ①表面灰白色・断面灰黒色②還元③X

床面十 4 、カマド内 口縁部へ連なる。口唇部は平で中央部が凹状になる。 ④ 1mm 以下の白色粒子を多く、 2~3

外面は鍔に向かうヘラ削りだが鍔までは届かない。 mmの石英粒子を少駄含む

36住ー 4 羽釜 26.0 (17.4) (6.8) 平な底部より、体部は内彎しつつ外上方へ開き、鍔 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
床面＋ 2 、フク土 付着点でも変化しないまま口縁部に至る。口唇部は 粒子を多く、 3mm 前後の赤色粒子を少

平だが丸味を持つ。体部の整形は底部より鍔に向か 駄含む

う直線的なヘラ削りであり、鍔下部まで削られてお

り、鍔下部にヘラ痕あり。古い形態の月夜野型羽釜。

36住ー 5 羽釜 30.6 21.2 7.4 平な底部より体部はほぼ直線的に外上方へ立ち上が ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒
床面＋ 2 、カマド内、 り、肩部は丸味を持つ。鍔付近より口縁部は直立し 子と 2~3mm の石英粒子を多く含む

フク土 口唇部は平でやや内傾する。体部外面は鍔に向かう

ヘラ削りであり、鍔下部の体部は横ナデ整形。

36住ー 6 羽釜 17.3 体部上半に丸味を強く持つ羽釜であり、鍔を境にロ ①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色

床面十 4 、カマド内 縁部は直立する。口唇部は平で中央部に凹線を持つ。 粒子を多く、 2mm 前後の石英粒子を少

鍔に向かうヘラ削りで、鍔近くまで削りがある。 鼠含む

36住ー 7 羽釜 (6.8) 羽釜の底部～体部下半である。外側表面は底部端よ ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色
床面＋ 2 、フク上 り鍔に向かうヘラ削り。内面はナデ整形。 粒子を多く含む

36住ー 8 羽釜 羽釜の体部破片である。残存状況よりみて 5 に近い ①灰白色②還元③X④ 1mm以下の臼色

カマド内 形になるものと思われる。外側体部は鍔に向かうへ 粒子と 2~3mmの石英粒子を多く含む

ラ削り、内側体部はナデ整形。大きい羽釜である。

36住ー 9 羽釜 羽釜の体部破片と思われる。外側体部は鍔に向かう ①灰褐色②還元⑧X④ 1mmJ,:J,下の白色
カマド内 ヘラ削り、内側体部はナデ整形。 粒子と 2~3mmの石英粒子を多く含む
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第 5 章 検出された遺構と遺物

37号住居跡 （奈良時代） 遺構写真図版47 遺物写真図版85 • 86 

位置 9 号住居跡の北約 7m に位置し、 H_14グリットに属する。

概要 住居跡の北側大部分が調査区域外であったため、南側一部のみの調査であった。そのため詳細につい

ては不明である。床面より焼土も全く検出されなかった。

構造 床面はロームを主とし、多くの黒褐色土層の混入によりできていた。床面は全体的に軟質であり踏み

固められた様子は示していなかった。小穴が床面より 2個検出されたが、柱穴に相当するのかについて

は不明である。周溝、貯蔵穴についても検出されなかった。

規模 住居跡の東西、南北規模とも確定できない。壁高は50cm と高い。床面中央寄りの小穴は直径50cm 、深

さ 60cm で、南壁寄りの小穴は長軸4.5m 、短軸3.5m で深さ 33cm であった。

床面 床面の黒褐色を取り除いた結果、床下より多くの凹凸面が検出された。

遺物 床面や覆土中より土師器坪・須恵器坪・坪蓋等が検出された。しかし出土量は少量であった。

A_ 

_h..436.90m 

喜
づ＼ A' 息I

A' 

第178図 37号住居跡実測図
0 1 m 
l l | 

叫
1.耕作土

2. 黒褐色土層 黒色中に少鼠のローム粒子・ロ

ーム小プロック・白色軽石粒子を

含む。

3. 黒褐色土層 黒色七中全体：こローム粒子と 2 ~ 

3 cmのロームプロックを含む。

4．暗褐色土層 ローム粒子・ロームプロックを黒

色土中に大鼠に含む。

5. 茶褐色土層 ローム粒子・ロームプロックを主

体とした層。

こ口 37: □□ 

□□ぐ7住ー／

_] 
37住ー 2 □三
二三37住ー 6-S

＼二5
第179図 37号住居跡出土遺物実測図（1)
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37号住居跡 出土遺物観察表
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第180図 37号住居跡出土遺物実測図（2)

（図版番号第179·180図 写真図版85 • 86) 
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遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③吸存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

37住ー 1 坪 (11.2) 平底に近い丸底の坪である。口縁部は短く直立する。 ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
土師器 フク土 口縁部横ナデ、f本部～底部ヘラ削り。 含まず

37住ー 2 杯 (12.8) 全体に箱形を呈する坪であり、口縁部は長く直立す ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど
土師器 フク土 る。口縁部J:.半横ナデ、下半指整形。 含まず

37住ー 3 坪 3.3 (12. 9) 平底に近い丸底の坪である。口縁部は少し内轡しつ ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど
土師器 床面、フク土 つ外上方へ開く。口縁部上半横ナデ、下半指整形。 含まず

37住ー 4 坪 (13.8) 丸底のやや深くなる坪の口縁部小破片である。内側 ①褐色②酸化③X④白色粒子含まず、
土師器 フク土 にヘラにより線刻がなされている。内容不明。 1mm 以下の黒色粒子を少量含む

37住ー 5 皿形坪 (19.4) 口径が大きく、口縁部が大きく外反する坪である。 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
土師器 床面＋ 5 体部～底部ヘラ削り、口縁部横ナデ。 子をわずかに含む

37住—-6 蓋 (18.6) カエリを持つ坪蓋である。つまみの痕跡は全く残っ ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒
須恵器 床面＋20 ていない。天井部はほとんど右回転ヘラ削り。 子を少量含む

37住ー 7 坪 4.05 (17.8) (11.6) 削り出し高台を持つ坪である。 1本部は直線的に外J:: ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒
須恵器 フク土 方へ開く。高台部内外面右回転ヘラ削り。 子を多く含む

37住ー 8 坪 3.3 (13.2) (8.0) 底径のやや小さくなる坪である。 1本部は直線で外上 ①灰色②還元③X④ 1mm 以下の白色粒

須恵器 フク土 方へ開く。底面は手持ヘラ削り。｛本部下半ヘラ削り。 子を多く、 2mm 前後の石英を少最含む

37住ー 9 小形甕 (13,5) 小形の甕の口縁部～1本部上半の小破片である。口縁 ①褐色②酸化③品④1mm 以下の白色粒
士師器 フク土 部は短くやや外反する。イ本部外側左横方向ヘラ削り。 子を少鼠含む

37住ー 10 甕 (19.8) 器肉の厚い甕の口縁部破片である。口縁部は短く、 ①褐色②酸化③品④1mm 以下の白色粒
土師器 床面＋39 大きく外反する。内側器面にヘラ磨きあり。 子と 2mm 前後の石英粒子を多く含む

37住ー 11 甕 (19.3) 器肉の薄い甕の口縁部破片である。口縁部は外反し ①褐色②酸化③X④白色粒子をほとん
士師器 フク土 た後で少し上方に立ち上がる。 ど含まない

37住ー 12 壺 (15.8) 口縁部の小破片であるため詳細は不明であるが、小 ①灰色②還元③品④1mm 以下の白色粒

須恵器 フク土 形壺の破片と思われる。 子を少拭含む

37住ー 13 短頸壺 (6.0) 小形短頸壺の小破片と思われる。頸部は短くやや外 ①灰色②還元③品④白色粒子ほとんど
須恵器 フク土 反し、口唇部は丸い。内外面ていねいな横1ナデ。 含まず

37住ー 14 鉄鏃 全長ー6.9 鏃の箆被から茎にかけてである。茎・箆被の断面は方形である。中程に鏃区を持つ。錆化は

鉄器 箆被部重ー0 .4 柾目づいている。
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第182図 38号住居跡炉実測図

38号住居跡 （奈良時代） 遺物写真図版86

位置 14号住居跡と大部分が重複して位置し、 0-

19 • 20グリットに属する。

概要 14号住居跡調査時において、平面形、出土遺

物、寵、炉等の検出状況よりみて、一軒の住

居跡ではないことが考えられた。しかし最後

まで明確な区分はできなかった。そこで現場

での知見をもとに、 2 軒を分離して、 14号住

居跡と 38号住居跡とした。 38号住居跡は寵と

炉を持つ住居跡である。

構造 床面、柱穴、貯蔵穴、周溝等についても、 14

号住居跡と重複しているため明確に検出でき

なかった。床面等においても 14号住居跡にほ

ぽ同じであったものと思われ、奈良•平安時代の遺物が

出土していたが分離は困難であった。

規模現状で東西方向2.5m 、南北方向で2.3m 、壁高23cm 。

遺物 床面や覆土中より土師器坪・甕、鉄器の破片等が出土。

38号住居跡炉

位置 寵右側手前に位置する。この位置に寵の他に炉を持つ例

は他では認められなかった。

概要 西側に開く馬蹄形の焼土が厚さ 6cm前後堆積しており、

中央は焼土混入の黒色土であった。

規模 直径約80cm で、燃焼部幅は直径約30cm であった。

遺物 炉内より土師器甕の破片が多く出土。

］．黒色土陪 黒色土中に少拭の焼土粒子を含む。

2. 焼土府 赤く固く焼けている。

A 436.00m 

詈こ二

38号住居跡寵

位置 住居東壁に壁を掘り込み、寵が構築されていた。

概要寵位置、構造等について、他の例と異なる点が多い。床

下調査より見て、燃焼部の大部分は住居内に位置した。

規模煙道方向は推定1.25m 、両袖方向80cm 。

遺物須恵器碗、甕等出土。

］．焼土層 焼土、ローム粒子、黒色土の混入土附。

］＇．焼士層 赤色な焼土層。

2. 黙色土陪 ごく少拭の焼土粒子を含む。

3. 褐色土庖 ロームを主体とし、ごく少iKの熙色粒子を含む。

4. 焦褐色土層 ローム粒子、黒色士、焼土粒子の混入土層。
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38号住居跡 出土遺物観察表 （図版番号第185図 写真図版86)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

38住ー 1 杯 5.2 13.8 器肉の原い丸底の坪であり、口縁部と体部との境に ①底面のみ黒褐色•他全面黒色②酸化

士師器 床下フク士 弱い稜を持つ。内外面ヘラ磨きが行なわれており、 ③X④ 1mm 以下の白色粒子と 1mm 前後

内面に吸炭による内黒処理が行なわれている。 の石英粒子を多く含む

38住ー 2 坪 (13.4) 丸底の坪であり、口縁部はやや長く、上半横ナデ、 ①黒褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
土師器 1 号土坑、フク土 下半指整形、 1本部下半～底部ヘラ削り。 粒子を少厭含む

38住ー 3 杯 (15.4) 平底に近い丸底の坪であり、全体的に深い。底部よ ①褐色②酸化③X④白色粒子ほとんど

土師器 床下フク土 り体部はゆるやかに内彎しつつ外上方へ開き、口縁 含まず

部は直立する。口縁部横ナデ、イ本部～底部ヘラ削り。

38住ー 4 坪 (14.2) 3 に似て全体に深く丸い器形であり、口縁部は直立 ①褐色②酸化③％④白色粒子ほとんど
上師器 床下フク上 する。口縁部横ナデ、イ本部ヘラ削り。 含まず

38住ー 5 坪 (14.5) 丸底の浅い坪であり、口縁部は短く直立気味に立ち ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

土師器 フク土 上がる。口縁部横ナデ。 子を少凪含む

38住ー 6 甕 21.6 器肉の薄い長胴の甕であり、最大径を口縁部に持つ。 ①褐色②酸化③実測部分ほぼ完形④ 1

土師器 床面 胴部上半は右上方向に向かうヘラ削りであり異質、 mm 以下の白色粒子と長石粒子と思われ

胴中央より下部は左下方向ヘラ削りでありこれも異 る砂粒を多く含む

質、他地域よりの搬入品の可能性あり。

38住ー 7 甕 (22.2) 器肉の薄い長胴甕の破片である。口縁部横ナデ、肩 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の石英粒
土師器 ヘッツイ内 部外側左横方向ヘラ削り。 子と砂粒を多く含む

38住ー 8 甕 (25.0) 器肉の薄い長胴甕の破片である。口縁部横ナデ、肩 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒

土師器 床面 部は口縁に向かうヘラ削り。 子少駄を含む

38住ー 9 壺？ 器肉の厚い破片であり、壺の可能性あるが不明。刻 ①褐色②酸化③小破片④ 1mm 以下の白

フク士 書あり、判読不明。 色粒子を多凪に含む

38住ー 10 壺 12.0 長頸壺の高台部破片と思われる。底部は大きくハの ①灰色②還元焼締③高台部のみ完形④

須恵器 床面 字状に張り出し、畳付部分は平になっている。 1mm 以下の臼色粒子を多く含む

38住ー 11 刀千 全長ー 3.7 刀子の物打部片である。両端は調査時の欠損である。造り込みは平造りで、棟は錆化のため

鉄器 フク土 不明瞭であるが来棟か肉置の少ない丸棟と考えられる。錆は柾目状でない。

38住ー 12 引手？ 長辺ー 4 引手か吊手の鉄製金具と考えられる。、質最がなく軽く薄金である。

鉄器 短辺ー1. 8、フク土

38住ー 13 鉄鏃 全長ー 6.1 棘幅ー 0.7 棘区を持つ鉄鏃箆被から茎片である。両端部とも調査時の欠損である。棘は発達していない

鉄器 箆被中程の幅重ー0.4 が一周する。茎、箆被の断面形は方形である。錆化は柾目状に発達せず板目に見える。

2 号土坑、フク土

38住ー 14 鉄器 全長ー8.6 鏃先ー 2.8 小身の鏃である。尖根片切先である。茎端は調査時の欠損である。鏃先は片切状に肉を落す。

箆被長ー1.3 幅ー0.6 棟は直線的である。鏃区は明瞭でない。部分的に踏巻痕、矢柄痕を残さないで存在すること

フク土 から、エ具として転用した可能性あり。つまり踏巻は捏りのためにである。錆化は柾目状で

ない。
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第 3 節 掘立柱建物遺構•井戸跡・集石跡・小鍛冶跡・溝

1 号掘立柱建物遺構 遺構写真図版48

位置 1 • 2 号住居跡の東南約 8m に位置し、J -l1 、 K-11 • 12 、 L-llグリットに属する。

概要 柱穴と思われる小穴が 9 本検出されている。東側の柱穴 5 本は規則的に配置されているが、西側の 4

本は配置において規則性がなく、一直線上に配置されていない。やや疑問が残るが、 1 号掘立柱建物

遺構として取り扱った。遺構内側において風倒木痕が 1 個所、浅い小穴が 3 個所検出されている。

規模 南北方向で北側が 5m 、南側が5.35m 、東西方向で西側が4.6m 、東側が 5m であり一定していない。

柱穴の大きさは、 40~80cm であり統一性がない。深さは30~40cmでありほぼ一定している。
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1 ．暗褐色土層 黒色土中にローム粒子を少鼠含む。

2. 黄褐色土層 ローム粒子・；』ームプロックを主とし、黒色粒子を少龍含む。

3．暗褐色土層 黒色土中に多量のローム粒子を含む。

4. 黄褐色土層 ローム粒子を主とした層。やや軟質。

第186図 1 号掘立柱建物遺構実測図
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2 号掘立柱建物遺構 遺構写真図版48

位置 13 • 14 • 15号住居跡に近接し、 11号住居跡と重複している。 L-19、 M-19 • 20グリットに属する。

概要 11号住居跡の覆土を掘り込んで、北側中央の 2 柱穴は作られている。 11号住居跡は奈良時代初期の住

居跡と考えられているため、それ以降に作られた遺構である。 1 号掘立柱建物遺構と異なり、 2 間X

3 間の規則的な柱穴を持つ遺構であり、柱穴は10本検出されている。内側に柱穴は検出されていない。

規模 柱穴の中心間における距離で測る規模は、東西方向で約4.8m 、南北方向で約3.9m であり、東西方向

に長い長方形を呈している。柱穴間は、東西間で西側が1.65m 、中央が1.5m 、東側で1.65m であり、

中央部分が少し狭くなる。南北方向では北側と南側でいずれも約19.5m と等距離であった。柱穴の深

さは20~40cm となっていた。このように平面形においては実に規則性の高い柱穴の配置であった。
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1.黒褐色土層 黒色土中にローム粒子を少屈含む。

F436.30m F' 丘436.30m 丘＇ 2. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子・ロームプロックを含む。

轟
3. 黄褐色土層 ローム粒子を主とし、少批の黒色土を含む。

4. 暗褐色土層 黒色土・ローム粒子・ロームプロックの混入土層。

5. 黒褐色土層 黒色土中に 1 ~9 mmのロームプロックとローム粒子を含む。

第187図 2 号掘立柱建物遺構実測図
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3 号掘立柱建物遺構 遺構写真図版49

位置 30号住居跡の西約 8m に位置し、 N-30 • 31 グリットに属する。

概要 1 間X2 間の小規模な掘立柱建物遺構である。小さいため西側と南側に延びる可能性があり、そこで

西側の調査範囲を精査し追求した。しかし柱穴は検出できず。南側も調査範囲限界まで追求したが、

やはり検出できなかった。おそらく 6 本柱よりなる 1 間X2 間の規模であったものと思われる。柱穴

は 1 • 2 号掘立柱建物遺構と異なり大きい。

規模 柱穴の中心間における距離で測る規模は、東西方向で約2.8m 、南北方向で約3.3m であり、 2 号掘立

柱建物遺構と異なり南北方向に長い長方形を呈している。柱穴間は南北方向で約1.6m 前後であり、ほ

ぽ中間に 2 柱穴が来る。柱穴の幅は70cm~lm 前後で大きく、深さは60~80cm と深い。
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］．暗褐色土層 黒色土中にロームプロックを多く含む。

2. 黒褐色土層 黒色土中にローム粒子を少拭含む。

3. 黄褐色土層 ローム粒子を主体として少量の黒色土を含む。

第188 図 3 号掘立柱建物遺構実測図

4. 暗褐色土層 黒色土中にローム粒子を多祉に含む。

5. 黒色土層 黒色土を主とし、少蘇のローム粒子を含む。

O 1 m 
| I I 
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4 号掘立柱建物遺構 遺構写真図版49

位置 奈良•平安時代の住居群や 1 • 2 号掘立柱建物遺構とは大きく離れており、別の一群と思われる。最

も近い32号住居跡からでも、東約63m ほど離れており、近接する遺構としては縄文時代の13 • 14号陥

し穴と、 5 号掘立柱建物遺構がある。所属するグリットはK-49 • 50 、 L-49 • 50グリットである。

概要 1~ 3 号掘立柱建物遺構と異なり、柱穴は小さく極めて浅い。覆土も異なっている。覆土の比較よ

り見て新しい段階での遺構と考えられる。 1 間X3 間の規模を持ち、ほぽ等間隔に柱穴が検出された。

規模 柱穴の中心間における距離で測る規模は、東西間で約7.6m 、南北間で約 4m であり、東西方向に長い

長方形を呈している。東西方向の 4 柱穴間の距離は約2.5m であり、ほぽ一定している。南北間の距離

は約 4m であった。柱穴の幅は30cm 前後と極めて小さく、深さは現状で15~25cm と浅い。
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I.黒褐色土層 黒色土中に少輩のローム粒子を含む。

2. 暗褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子を含む。

3. 褐色上層 ローム粒子を主とし、少醤の黒色粒子

を含む。

第189図 4 号掘立柱建物遺構実測図 0 Im 
| l | 
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I► 5 号掘立柱建物遺構

• \ 

B' 
B • - 遺構写真図版50

位置 4 号掘立柱建物遺構の南東に近

接して位置し、K-51 ·52 、L-51 ・

52 、 M-51·52グリットに属する。

概要 4 号掘立柱建物遺構の南東にほ

ぽ直交して位置する。柱穴の大

ｩ) 

゜
きさ、深さ、覆土等においても

ほぽ同ーである。おそらく同一

時期の関連遺構と考えられる。

柱穴はさらに南側まで延びるも

のと思われるが、現状で 1 間X

5 間の南北方向に長い長方形を

呈している。西側の柱列はほぼ

£覧戸＇ • ｣ 
直線であるが、東側の柱列は直

線からはずれる柱穴がある。

規模 柱穴の中心間における距離で測

以
る規模は、東西約3.3m 、南北は

調査範囲内で12m 。南北 2 柱穴

間は全てほぽ2 .4m 、柱穴の幅は

汀◎£' 25~30cm 、深さは20~3Qぶm 。
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ー435.20m

井戸跡遺構写真図版50

位置 30号住居跡の東約4.5m 、 31号住居跡の北約1.5m に位置し、 K-

34グリットに属する。

概要 円形を呈し深く掘られた遺構である。井戸の可能性を考えて井戸

として扱った。断面部は漏斗状を呈する。覆土上面に多くの円礫

がレンズ状に堆積しており、人為的に埋められたことを物語る。

規模 直径は上端で1.9m 、中程で1.6m 、底部で1. 15m 、深さは2.45m

であった。

遺物 全く出土していない。

0 0.5m 
| | I 

第191図井戸遺構実測図

＼ヘ

1.円礫層 l ~10cmの円礫がレンズ状に堆積している。

2. 黄褐色土層 ローム粒子の層。少最の黒色土を含む。

3. 黒掲色土層 ローム粒子・ロームプロックと黒色土の土層。

4. 黒褐色土層 黒色土層中にまだら状にロームプロック堆積。

5. 褐色土陪 ロームを主とし、少屈の円裸を含む。

6. 黒色土）層 黒色士層中にわずかにロームプロックを含む。

7. 黒褐色土層 黒褐色士を主とする陪、以下の土層作成せず。
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1.黒色土層 黒色土中にごく少鼠のローム粒子を含む。

2. 黒褐色土層 黙色土中に多見にローム粒子を含む。

第192図 集石遺構実測図、出土遺物実測図

集石遺構 遺構写真図版50 遺物写真図版86

位置 2 号溝の覆土中に位置し、 N-10グリットに属する。

概要 2 号溝が中央部において約10cm ほど埋った段階で、 10~20cm 程の大きさの石が20個体以上 1 個所に集

められていた。

規模 石の範囲で、南北方向16m 、東西方向5.5m であった。

遺物 石の上より奈良時代に属すると思われる土師器の甕が出土。口径は22cm 、色調は褐色、残存は§、胎

土中に白色粒子と石英粒子含む。
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小鍛冶遺構 第193図 遺構写真図版50

第 3 節

遺物写真図版86

掘立柱建物遺構•井戸跡・集石跡・小鍛冶跡・溝

位置

概要

規模

遺物

11号住居跡の東 3m に位置し、 K· L-20グリットに属する。

村主遺跡で検出した小鍛冶遺構は 1 個所である。本体はほとんど形状を留めておらず、掘り方の検

出により床の部分だけが僅かに残存した。また小鍛冶遺構の周辺には鉄滓と鉄片が分布している。残

存する小鍛冶遺構床面の掘り方は円形を呈していた。

円形を呈する掘り方の規模は径約50cm 、深さは 7cm 程度の浅いすり鉢状を呈す。上部構造は欠損して

いるため不明である。

多くの鉄滓があり、分布状況は小鍛冶遺構掘り方床面の真上に乗る状況を呈していた。鉄滓の大きさ

は平均化しており、径 2~3 cm¢ である。数点の礫が周辺から出土しており、すべてが熱を受け、そ

の内 1 点には鉄分が融解して付着している。鉄滓は出土量全体で3.8kgであり、

分の残りはほんの僅かしかないと感じられる。また鉄片（チップ）が集中して分布する。概ね 1~ 2 

1 片の鉄滓中には鉄

mmで細長い形状を呈していた。また羽口片が 8 片検出できた。同遺構から土師器甕の口縁部と胴部の

小破片が出土した。 1 点は奈良時代の甕で、他の 1 点は平安時代杯と思われる。
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1.黒褐色土層 黒色土層中全体に焼土プロックをわずかに含む。

2. 黄掲色土層 ローム層。

3. 鉄滓の集中している層
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B 鉄滓出土状況
゜ 0.5m 

第193図 小鍛冶遺構実測図

1 • 2 号溝

位置

概要

規模

1 • 2 号住居跡の南に位置し、 K-8 、 L-7·8 、 M-7•8·9 、 N-7•9 グリットに属する。

東西方向の溝を 2 号溝、南北方向の溝を 1 号溝とし、

2 号住近くでそれぞれ検出が困難となる。

2 号溝が新しい。 1 号溝は北側で、 2号溝は 1 ・

1 号溝は長さ約llm 、幅90cm 、深さ 10~14cm 、 2 号溝は長さ約17m 、幅80cm 、深さ 20cm 前後である。
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第194図 小鍛冶遺構出土遺物実測図

（図版番号第194図 写真図版86)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 麟調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

小鍛冶ー 1 羽口 羽口の小破片である。図での上半約Xは下半と異な ①灰褐色と灰白色の部分が入り乱れて

フク土 り黒色を帯びており還元状態に近いため、小鍛冶の いる②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒子

炉壁に差し込まれていた部分と思われる。 を多く、 2~3mm の白色粒子を少し含む

小鍛冶ー 2 羽口 羽口の小破片である。図での上部が炉壁に近い。内 ①内面褐色・外面の上半灰褐色下半褐

フク土 面は空気の流通のためか全面褐色、内面は棒状のエ 色②酸化③X④ 1mm 前後の金雲母と長
具で丸い中心穴を調整している。 石粒子と思われる砂粒を含む

小鍛冶ー 3 羽口 羽口の小破片であり、器肉が少し薄い。外面に色調 ①褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒
土製品 フク土 の差はなし。外面ナデ整形、内面は細い棒状工具に 子を多く含む

より調整している。

小鍛冶ー 4 羽口 羽口の小破片である。中央の穴が中心よりずれてお ①外面の上半約X灰色下半及び断面と

フク土 り、器肉の厚さが一定していない。外面ナデ整形、 内面褐色②酸化③X④ 1mm 以下の石英

内面に凸凹等整形痕無し。 •長石・白色粒子を多く含む

小鍛冶ー 5 羽口 羽口先端部の破片である。先端部にガラス状の鉄滓 ①先端黒色、下半部灰色②還元③X④
フク土 が溶着している。先端より約3.5cm 下の部分で灰色を 1mm 前後の白色粒子を多く含む

呈している。

小鍛冶ー 6 羽口 羽口先端部の小破片である。表面は熱により気泡化 ①外面灰黒色・断面内側褐色・外側黒褐

土製品 フク土 している。内側は先端部より離れるに従い褐色を帯 色②酸化③X④ 1mm 以下の白色粒子と

びてくる。 石英粒子を多く含む

小鍛冶ー 7 羽口 羽口先端部の小破片である。先端部はガラス状で、 ①外面灰黒色・断面黒褐色・内面灰褐

フク土 先端の下半分は気泡化している。内側先端部灰色、 色②酸化③％④ 1mm 前後の石英•長石

下部灰褐色。内側ナデ整形。 粒子を多く含む

小鍛冶ー 8 羽口 羽口先端部の小破片である。外側は全面ガラス状に ①外側黒色・内側一部褐色②酸化③X
フク土 なっている。内側ナデ整形。 ④ 1mm 以下の臼色粒子を多く含む
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\ 

437. 79m 

4 節土器埋設小穴•土坑・陥し穴・グリッド出土遺物

土器埋設小穴 （奈良時代） 遺構写真図版51 遺物写真図版87

］．黒褐色土層 黒色土中に少最のロ

ーム粒子を含む。

2. 黄褐色土層 ロームを主とした層。
0 1 m 

位置 10号住居跡北約 4m に位置し、J -13グリットに属する。

概要 多くの小穴が集中している地区の中に位置し、その中でこの小穴か

らのみ大小 2 個体の坪が完形品として出土した。坪は小形の坪が

大形の坪の中に入った状態で重なって出土した。他の周辺の小穴と

規模、覆土等において特別な違いは認められなかった。

規模 円形を呈しており、直径約53cm である。深さは遺構確認面より 25cm

である。土器は表土より 12cm ほど下に埋められており、小穴の底部

からは10cm ほど浮いていた。

第196図土器埋設小穴実測図

\ 
土埋ー 1

土埋ー 2

第 197図上器埋設小穴出土遺物実測図

土器埋設小穴 出土遺物観察表 （図版番号第197図 写真図版87)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

土器埋設一 坪 4.3 13.8 口縁の内傾する大形の丸底坪である。口縁部は短く ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1mm 以下の

1 土師器 フク土 内傾し、横ナデ整形、 1本部～底部はヘラ削り。内面 臼色粒子と黒色粒子を少鼠含む

は全面ていねいなナデ整形で指頭圧痕残る。

土器埋設一 坪 3.6 11.7 丸底の坪であり、口縁部は短く直立気味に立ち上が ①褐色②酸化③ほぼ完形④ 1mm以下の

2 土師器 フク土 る。口縁部横ナデ、体部～底部ヘラ削り、内面は全 白色粒子と黒色粒子を少凪含む

面ていねいなナデ整形で指頭圧痕残る。
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土器埋設小穴・土坑・陥し穴・グリッド出土遺物\ 

\ 

2 号土坑

ー 436.40m -: 
4 号土坑

/
 

5 号土坑

| 
6 号土坑

E
0
r
.
9蓉
ー

1.暗褐色土層

2. 茶褐色土陪

3. 黄褐色土層

黒色土中に少祉のローム粒子を含む。

黒色土中にローム粒子を多く含む。

ローム粒子を主体とした層。

4. 黄褐色土層

5. 黒褐色土層

ロームプロックを主体とした層。

黒色土中にローム粒子を少鼠 •3 mm内外のローム

プロックを少祉含む。

第198図 l ~ 6 号土坑実測図 O 0.5m 
1 | 1 
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ー 436.80m

冒
7号土坑

ー

—436.80m 

量
10号土坑

\ 

ー
！
什
＼
十
ー

ー 436.80m

/
 
ー436.80111

8 号土坑 9 号土坑

—

l
l
\

、
一
ー

ー 435.30m

12号土坑

11号土坑

］．黒椙色土附 黒色土中にローム粒子とローム小プロックを含む。

2. 黒色土陪 黒色土中にごく少見のローム粒子を含む。

3. 褐色土層 黒色土中に多罷のローム粒子を含む。

4. 黄褐色土府 ローム粒子を主とし、少位の黙色土を含む。

5. 黒褐色土層 黒色土中に 2 ~3 cmのロームプロックを多く含む

層、上より下まで同一府。

O 0.5m 
I I I 

第199 図 7 ~12号土坑実測図
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I 
15号土坑

E
0
6
 ｷ
s
r
v
1
 

i
 
ロ E

0
0
·
9
o
i
,
ー

14号土坑

l
l
\

、
一

\ 

一 436.20m

口
一435.30m

16号土坑

13号土坑

冒17号土坑

5. 黒色土層 黒色土層中に焼土粒子・焼土プロソクの混入土層

(22号住居跡の一部を掘り込んでこの土坑が作ら

れた。 22号住居跡の掘り込み部分に焼土が多くあ

ったために、この土坑の底に焼土が流れ込んだも

の。）

6. 黒褐色土層 黒色土中に多くのローム粒子を混入している。

7. 黒色土層 黒色土を主とし、少籠のローム粒子を含む。

0 0.5m 
1 | | 

1.黒褐色土層

2. 黒褐色土層

3. 褐色土層

4. 褐色土層

4＇．褐色土

全体にローム粒子とロームプロックが混入し、一

気に埋沈した可能性が高い。

黒色土とローム粒子、ロームプロックの混入土層。

ロームプロックの層。

ローム粒子を主とし、ロームプロック・黒色土の

混入土層

多拭のローム粒子を主とし、少鼠の聰色土含む。

第200図 13~16号土坑実測図
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1 号土坑遺構写真図版51 遺物写真図版87

位置 2 号土坑の北東約llm 、 6 号土坑の西約llm に位置し、 I -12グリットに属する。

概要 ほぽ円形を呈する土坑であり、深さも深い。この土坑の覆土上より縄文時代中期土器片（半完形）が

まとまって出土している。

規模 直径は60cm 前後であり、深さは約60cm で深い。

遺物 縄文時代中期の口縁から胴部にかけてナ程の甕形土器。

2 号土坑 遺構写真図版51

位置 1 号掘立柱建物遺構の東約 3m 、 4 号住居跡北東約 7m に位置し、 K-12グリットに属する。

概要 ほぼ円形を呈する浅い土坑であり、中央部がさらに一段と深く掘り込まれている。

規模直径約1. 5~1.6m であり、深さは中央部で60cm である。

3 号土坑 遺構写真図版51

位置 11 • 12号土坑の北東約 2m 、 4 号土坑の東約50cm に位置し、 K-18グリットに属する。

概要 3 • 4 • 5 号土坑が近接して位置し、直径や深さにおいてもほぽ同一であり、関連している可能性有

り。

規模 直径は長軸で1.6m 、短軸で1.5m であり、深さは約18cm である。

4 号土坑 遺構写真図版51

位置 11号土坑の北東約1.5m 、 3 号土坑の西約50cm に位置し、 K-18グリットに属する。

概要 3 号土坑とほぽ同じであるが、少し口径が小さくて深く掘り込まれている。

規模直径は lm前後であり、深さは35cm 前後である。

5 号土坑 遺構写真図版51

位置 11号住居跡東壁の一部を掘り込んで作られており、 K-18·19 、 L-18·19グリットに属する。

概要 3 号土坑に規模・覆土は実によく似ており、同一且的で掘られた可能性あり。

規模直径は1.5m であり、深さは15cm 前後である。

6 号土坑

位置 7 号住居跡に近接して位置し、 H-15グリットに属する。

概要 他の多くの土坑と異なり深い·円形の土坑である。

規模 直径は長軸方向で1.9m 、短軸方向で1.6m であり、深さは90cm で深い。

遺物 覆土中より縄文式土器片が 1 点出土している。

7 号土坑 遺構写真図版52

位置 1 号掘立柱建物遺構の北約 lm に近接して位置し、J -10· 11 グリットに属する。

概要 浅い円形の土坑であり、東端近くの底部に小穴を持つ。

規模直径は1.8m 前後であり、深さは30cm 前後である。

8 号土坑 遺構写真図版52

位置 4 号住居跡の東約3.5m で9 • 10号土坑と近接して位置し、 M-12グリットに属する。

概要 楕円形を呈し、比較的深い土坑である。

規模 直径は長軸方向で約2.05m 、短軸方向で約1.5m であり、深さは85cm で深い。

9 号土坑 遺構写真図版52

位置 5 号住居跡の北西約 3m に位置し、 8· 10号土坑に近接し、 M-12 • 13 グリットに属する。
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第 4 節 土器埋設小穴・土坑・陥し穴・グリッド出土遺物

概要 楕円形を呈する土坑であり、深い。覆土は多くのロームブロックを含む一層であるため、人為的埋設か。

規模 長軸方向で約1.2m 、短軸方向で約70cm であり、深さは40cm でやや深い。

10号土坑 遺構写真図版52

位置 5 号住居跡の北西約 3m に位置し、 8 • 9 号土坑に近接し、 M-13グリットに属する。

概要 ほぼ円形を呈する土坑であり、西側に石が 1 個体出土した。

規模直径で1.8m 前後であり、深さは40cm であった。

遺物 覆土中より土師質土器の婉と須恵器の杯が出土している。

11 号土坑

位置 10号住居跡の南西約 4m で、 8 • 9 • 10号土坑の一群から北東約 7m に位置し、 L-14グリットに属する。

概要 少し楕円形を呈する土坑であり、南側に石が 1 個体出土した。

規模 長軸方向で約1.6m 、短軸方向で約1.26m であり、深さは28cm でやや深い。

12号土坑 遺構写真図版52

位置 30号住居跡の北東約3.5m で、 16号土坑と井戸跡に近接し、 K-33グリットに属する。

概要 方形を呈する土坑であり、 9 号土坑同様に覆土は一層であり、人為的な埋設が考えられる。

規模 長軸方向で約1. 75m 、短軸方向で約1.45m であり、深さは82cm で特に深い。

13号土坑 遺構写真図版52

位置 22号住居跡の寵と思われる遺構をそっくり掘り抜いて、土坑が造られている。近くには東4.5m に 1屹｝•

土坑があり、 0-21グリットに属する。

概要 長方形を呈する土坑であり、覆土中より 20-40cm ほどの大きな石が多く出土した。また22号住居跡と

接する底部には大量の焼土が検出された。寵燃焼部分に相当するものと思われる。

規模 南西側の壁は検出されなかったが、現状で長軸方向1.45m 、短軸方向80cm、深さ 40cm であった。

14号土坑 遺構写真図版52

位置 21号住居跡の北1.2m 、 19 • 20号住居跡の西 2m前後に位置し、 N- 22グリットに属する。

概要 長方形を呈する浅い土坑であり、中央部に深い小穴が 1 つ掘られている。

規模 長軸方向で2.18m 、短軸方向で lm であり、深さは中央小穴で55cm 、小穴周辺で20cm である。

15号土坑 遺構写真図版52

位置 20号住居跡の北東約5.5m に位置し、周辺に土坑は検出されなかった。 M-25グリットに属する。

概要 長方形を呈する浅い土坑であり、土坑としてはやや異質である。

規模 長軸方向で2.22m 、短軸方向で1.42m であり、深さは約30cm である。

遺物 覆土中より須恵器の長須壺と思われる体部下半～底部の破片が出土している。

16号土坑

位置 30号住居跡の北 0.5m と近接して位置し、 K-32グリットに属する。

概要 長方形に近い土坑である。底部は 2 段に分かれており、南側の底部が一段高い。

規模 長軸方向で1.95m 、短軸方向で1.3m 、深さは浅い底部で78cm 、深い底部で約90cm であった。

17号土坑

位置 16号土坑の南東約 170.5m に位置し、他の土坑群とは群が異なる。 L-68グリットに属する。

概要 円形を呈する土坑であるが、小さく浅い。

規模 直径で1.lm 、深さは約10cm で浅い。
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第201 図 1 • 6 ·10·15·17 号士坑出土遺物実測図

1·6·10·15·17号土坑 出土遺物観察表 （図版番号第201図 写真図版87)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径·底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 ぴ器種 出土位置

1 土坑 深鉢 (44.0) 甕形土器の口縁から胴上半にかけてX。器厚 9mm~ ①外面にぶい黄橙色・内面灰褐色②良

縄文 1. 1cm 。内面はやや丁寧な調整が行われている。ロ ③口縁から胴部上半にかけてX④粗砂

縁部無文帯に隆帯、頸部に把手。胴部には縄文施文。 を含む

原体は R { t。

6 土坑 深鉢 深鉢形の胴部片。器厚は1. 1~ 1. 4cm 。内面ややてい ＠外面にぶい黄橙色・内面橙色②良③

縄文 6 号土坑フク土 ねいな調整。外面に縄文施文。原体は L｛ほ。 胴部片④細礫を含む

10士坑ー 1 婉 士師質土器椀の底部破片と思われる。高台ははずれ ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の臼色
士師質 フク土 ている。高台内側に糸切痕が残る。 粒子を多く含む

10土坑ー 2 杯 (9.5) 削り出しと思われる高台を持つ坪である。高台は比 ①灰色②還元焼締③x④表面に気泡化

須恵器 フク土 較的高く、明確に調整。高台部内外面ヘラ削り。 した黒色粒子が多く認められる

15土坑 長頸瓶 11.6 上半部は明らかでないが、長頸瓶の可能性あり。内 ①灰色②還元③X④ 3mm 前後の赤色粒

須恵器 フク土 側底部雑なナデ整形。高台部内側は糸切でなくナデ。 子を少鼠含む

17土坑 火打金 最大長ー 8 錆化顕著で遺存不明である。図は左右ほぼ対象とした時の復元像である。形態は山形で、横

鉄器 断面は隅丸の山形を呈す。鍛えは不定方向の錆割れが顕著である。
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(3) 陥し穴

村主遺跡からは縄文時代の陥し穴16基が検出された。このうち 1 号陥し穴から14号陥し穴は、大原 Il 遺跡

検出の 1 号陥し穴から 21号陥し穴とその形態や規模がほぼ同一であり、一定間隔に配列すること等から考え

て同一群を構成するものと考えられる。同一群構成は35基となる。しかし、これは限られた路線内での調査

結果であるから、実際はさらに多数の陥し穴が同一群を構成していたものと思われる。少なくとも 9 号陥し

穴から 10号陥し穴までの長さ約50m の路線外には多数の陥し穴の存在が予想される。そしてその構築時期は

縄文時代早期頃と考えられる。

1 号陥し穴 遺構写真図版53

L-74、 M-74グリッドにかけて第N層中で検出された。 2 号陥し穴の南西約5.5mのところに位置する。

上面の規模は230X90cmの長楕円形、底面は180X25cmの中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.67面である。

主軸方向は N-15°― E。確認面からの深さは125cmであり、底面からピット 3 個を検出した。 P1の深さ 18cm 、

p224cm 、 P318cm をそれぞれ測る。覆土は 7 層に分かれた。第 1 層・茶褐色土、第 2 層·黒褐色土、第 3 層・

暗褐色土、第 4 層・黒色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層・暗褐色土、第 7 層・黄褐色土である。覆土からは

遺物の出土はなかった。

2 号陥し穴 遺構写真図版53

K-74、 L-74 • 75グリッドにかけてローム層直上で検出された。 1 号陥し穴の北東約5.5mのところに位

置する。上面の規模は185X175cmの楕円形、底面は125X70cmの長方形を呈し、面積約0.89m2である。主軸方

向は N-15°-W。確認面からの深さは110cmであり、底面からピット 1 個を検出した。ピットの深さは47cm

である。覆土は 5 層に分かれた。第 1 層・黒色土、第 2 層・黒色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層·黄褐色土、

第 5 層・黄褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

3 号陥し穴 遺構写真図版53

L-71グリッドにおいて検出されたが、遺構が路線外に延びているために完掘することはできなかった。

4 号陥し穴の南東約10.5m のところに位置する。確認面からの深さは105cmであり、覆土は 6 層に分かれた。

第 1 層・黒褐色土、第 2 層・黒褐色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・暗褐色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層

・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

4 号陥し穴 遺構写真図版53

K-69、 L-69グリッドにかけてローム層直上で検出された。 5 号陥し穴の東約4.7mのところに位置する。

上面の規模は223X110cmの長楕円形、底面は182X40cmの長楕円形を呈し、面積約0.75 面である。主軸方向

は N-14°-E。確認面からの深さは110cmであり、底面からピット 3 個を検出した。 Eの深さ 20cm、 P,22cm、

P320cm をそれぞれ測る。覆土は 6 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・黒色土、第 3 層・暗褐色土、

第 4 層・黄褐色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

5 号陥し穴 遺構写真図版54

K -68 、 L-68グリッドにかけてローム層直上で検出された。 4 号陥し穴の西約4. 7mのところに位置する。

上面の規模は276X150cmの長楕円形、底面は210X45cmの長楕円形を呈し、面積約0.95m2である。主軸方向

は N-4°-W。確認面からの深さは105cmであり、底面からピット 4 個を検出した。 P1の深さ 30cm 、 P226cm 、

P326cm 、 P,20cm をそれぞれ測る。覆土は 6 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・黒色土、第 3 層・暗

褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・黒褐色土、第 6 層・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。
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やわらかく粘性ある。ローム粒子含。
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やわらかく締り悪い。ローム粒子含。

ローム主体の層。わずかに黒色土含。

やわらかい。ローム粒子を多拭に含。

ロームプロック・粒子を多鼠に含む。

やや固く粘性非常にある。

固く枯性非常にある。ローム粒子含。

ロームプロック・粒子を多最に含む。

ローム主体の層。わずかに黒色土含。

ロームと黒色土の混合土。

A-

|0 才令 N-

令

|四
A
 

432. lOm 
A' 

A
 

/tc, • 

口 立

／や
|口

_A 432.lOm A' 

1.黒褐色土層

2. 黒褐色土層

3. 暗褐色土層

4. 暗褐色土層

5. 黄褐色土層

6. 暗褐色土層

やや固く粘性非常にある。

やわらかく締り良い。ローム粒子含

やわらかく締り良

ロームプロック・

ローム主体の層。

ロームプロック
；苔苔
蒼廿廿
苔一一

/ 

|口 |口

3 号陥し穴

0 1:60 lm 
| l l 

第202図 1 • 2 • 3 号陥し穴実測図
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1.黒褐色土層 やや固く締り、枯性非常にある。

2. 黒色士層 やわらかく粘性非常にある。

3. 暗褐色土層 ロームプロソク・粒子を多駄に含む。

4. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

5. 黄褐色土層 ロームと黒色土の混合土c

6. 暗褐色土層 ロームプロック・粒子を多鼠に含む。
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1.黒褐色土層 やや固く締り、粘性非常にある。

2. 黒色土層 やわらかく粘性非常にある。

3. 暗褐色土層 ロームプロック・粒子を多鼠に含む。

4. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

5. 黒褐色土層 ロームプロック・粒子を多量に含む。

6. 暗褐色土層 ロームプロック・粒子を多鼠に含む。

1. 黒褐色土層 やや固く締り、枯性非常にある。

2. 黒色土層 やわらかく粘性非常にある。

3. 暗褐色土層 ロームプロソク・粒子を多鼠に含む。

4. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

5. 暗褐色土層 ロームプロック・粒子を多旦に含む。

0 1: 60 lm 6 号陥し穴
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第203図 4 • 5 • 6 号陥し穴実測図
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1.黒褐色土層 やや固く締り、粘性非常にある。

2. 黒色土層 やや固く締り、粘性非常にある。

3. 暗褐色土層 ロームプロ・／ク・粒子を多凪に含む。

4. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色士含。

5. 黒褐色上層 ロームプロソク・粒子を多屎に含む。

6. 暗褐色土層 ロームプロック・粒子を多屎に含む。
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1.. 黒褐色土層 やや固く締り、粘性非常にある。

2. 黒色土層 やや固く締り、粘性非常にある。

3. 暗褐色土層 口＿ムプロック・粒子を多鼠に含む。

4. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

5. 黒褐色土層 口＿ムプロック・粒子を多鼠に含む。

6. 黄褐色土層 ローム主体の層。

7. 暗褐色土層 ロームブロック・粒子を多鼠に含む。
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1.黒褐色土層 やや固く締り粘性がある。

2. 暗褐色土層 やや固く締り粘性が非常にある。

3. 暗褐色土層 ロームプロソク・粒子を多駄に含む。

4. 黄褐色土層 やわらかく締り悪い。ローム主体層。

5. 暗褐色土層 やわらかく締り悪い。口＿ム主体層。

6. 黒色土層 やわらかく締り悪い。ローム粒子含。

7. 黄褐色土層 やわらかく締り悪い。ローム主体層。
10号陥し穴

8. 暗褐色土層 やわらかく締り悪い。ローム粒子含。

第204図 7 • 9 • 10号陥し穴実測図
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1.黒褐色土層 やや固く締る。白色軽石を含む。

2. 暗褐色土層 やわらかく粘性非常にある。

3. 暗褐色土層 やわらかく粘性非常にある。

4. 茶褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多最含。
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1. 黄褐色土層 ロームプロックを含。人為的埋土。

2. 黒褐色土層 やや固く締り粘性ある。ローム粒含。

3. 暗褐色土層 やや固く締り枯性非常にある。

4. 暗褐色土層 やわらかく粘性非常にある。

5. 黄褐色土層 粘性非常にある。ローム主体の層。

6. 黒色土層 粘性非常にある。ローム粒子を含む。

7. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

8. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多量含。
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1.黒褐色土層 やや固く締り粘性ある。ローム粒含。

2. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多晨含。

3. 黄褐色土層 ロームプロック・粒子を多輩に含む。

4. 暗褐色土層 粘性非常にある。ローム粒子多量含。

5. 黄褐色土層 ローム主体の層。わずかに黒色土含。

6. 茶褐色土層 ロームと黒色土の混合土。

7. 黄褐色土層 ロームと黒色土の混合土。

13号陥し穴 ＆暗褐色土層 ロームと黒色土の混合土。
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第205図 11 • 12 • 13号陥し穴実測図
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1.黒褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 黄褐色土層

4. 暗褐色土層

5. 黄褐色土層

6. 暗褐色土層

やや固く粘性ある。ローム粒子を含。

粘性非常にある。ローム粒子多址含。

ローム主体の層。わずかに黒色土含。

粘性非常にある。ローム粒子多凪含。

ロームプロック・粒子を多鼠に含む。

粘性非常にある。ローム粒子多鼠含。
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6 号陥し穴 遺構写真図版54

L-64 • 65グリッドにかけてローム層直上で検出された。 8号陥し穴の西約2.2mのところに位置する。上

面の規模は278X120cmの長楕円形、底面は210X45cmの長楕円形を呈し、面積約0.8m2である。主軸方向は N

- 8°-E。確認面からの深さは120cm であり、底面からピット 4 個を検出した。pl の深さ 34cm 、 P』9cm 、p3

18cm 、 P,16cm をそれぞれ測る。覆土は 5 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・黒色土、第 3 層・暗褐

色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

7 号陥し穴 遺構写真図版54

L-64グリッドにおいて第N層中で検出されたが、遺構が路線外に延びているために完掘することはでき

なかった。 6 号陥し穴の西約2.7m のところに位置する。現状での上面規模は(140) X 100cm、底面は (105) X 

30cmの中央で狭まる長楕円形を呈するものと思われ、面積約0 .42m2である。主軸方向は N-6°-E。確認面

の深さは127cmであり、底面からピット 1 個を検出した。ピットの深さは 10cmである。覆土は 6 層に分かれ

た。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・黒色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・黒褐色土、第 6

層・暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

9 号陥し穴 遺構写真図版54

L-63 グリッドにおいて第w層中で検出されたが、遺構が路線外に延びるために完掘することはできなかっ

た。 7 号陥し穴の西約 3mのところに位置する。現状での上面規模は (135) X95cm、底面は (110) X25cmの中

央で狭まる長楕円形を呈するものと思われ、面積約0.4m2である。主軸方向は N-6°-E。確認面からの深さ

は 150cmであり、底面からピット 3 個を検出した。 P1の深さ 26cm 、 P,25cm 、 P322cm をそれぞれ測る。覆土は

7 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・黒色土、第 3 層・暗褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層•黒

褐色土、第 6 層・黄褐色土、第 7 層·暗褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

10号陥し穴 遺構写真図版54

M-53グリッドにおいてローム層直上で検出された。 11号陥し穴の東約 3mのところに位置する。上面の

規模は254X90cmの長楕円形、底面は195X30cmの中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0. 77m2である。主軸

方向は N-2°- E。確認面からの深さは112cmであり、底面からピット 3 個を検出した。 P1の深さ 25cm 、 P2

19cm 、 Pd5cm をそれぞれ測る。覆土は 8 層に分かれた。第 1 層·黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・暗

褐色土、第 4 層・黄褐色土、第 5 層・暗褐色土、第 6 層・黒色土層、第 7 層・黄褐色土層、第 8 層・暗褐色

土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

11 号陥し穴 遺構写真図版55

M-52 • 53グリッドにかけてローム層直上で検出された。 10号陥し穴の西約 3mのところに位置する。上

面の規模は271 X114cmの長楕円形、底面は190X34cmの中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.83 面である。

主軸方向は N-3°-W。確認面からの深さは119cmであり、底面からピット 3 個を検出した。 Eの深さは28cm、

P,14cm 、 P325cm をそれぞれ測る。覆土は 4 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、第 2 層・暗褐色土、第 3 層・

暗褐色土、第 4 層・茶褐色土である。覆土からは遺物の出土はなかった。

12号陥し穴 遺構写真図版55

M-51 、 N-51 グリッドにかけてローム層直上で検出されたが、遺構が路線外に延びているために完掘す

ることはできなかった。 11号陥し穴の西約7.8mのところに位置する。上面の規模は (236) X95cmの中央でや

や狭まる長楕円形、底面は (200) X30cmの中央で狭まる長楕円形を呈し、面積約0.81 面である。主軸方向は N

-26°-w。確認面からの深さは113cmであり、底面からピット 3 個を検出した。 P1の深さ 20cm 、 P,20cm 、 P3
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21.5cm をそれぞれ測る。覆土からは遺物の出土はなかった。

13号陥し穴 遺構写真図版55

K-49 、 L-49グリッドにかけてローム層直上で検出された。 14号陥し穴の南東約 6mのところに位置す

る。上面の規模は305X93cmの中央で狭まる長楕円形、底面の規模は268X24cmの中央で狭まる長楕円形を呈

し、面積約l.l8m2である。主軸方向は N-2° -E。確認面からの深さは106cmであり、底面からピット 3 個

を検出した。 Eの深さ 20cm 、 P2 9 cm 、 P,20cm をそれぞれ測る。覆土は 8 層に分かれた。第 1 層・黒褐色土、

第 2 層・暗褐色土、第 3 層・黄褐色土、第 4 層・暗褐色土、第 5 層・黄褐色土、第 6 層・茶褐色土、第 7 層

・黄褐色土、第 8 層・暗褐色土である。覆土最上層から礫11点が出土している。このうち 7 点は焼礫である。

14号陥し穴 遺構写真図版55

K-48、 L-48グリッドにかけてローム層直上で検出された。 13号陥し穴の北西約 6m のところに位置す

る。上面の規模は305Xl20cmの中央でやや狭まる長楕円形、底面は246 X27cmの中央で狭まる長楕円形を呈

し、面積約l. 08m2である。主軸方向は N-24°-E。確認面からの深さは103cmであり、底面からピット 3 個

を検出した。凡の深さ 26cm 、 P224cm 、 P,17cm をそれぞれ測る。覆土からは遺物の出土はなかった。

8 号陥し穴

L-64 • 65グリッドにかけてローム層直上で検出された。 6 号陥し穴の東約2.2m のところに位置する。上

面の規模は265Xl25cmの長楕円形、底面は200X50cmの長楕円形を呈し、面積約0.97面である。主軸方向は

N-17°-W。確認面からの深さは120cmであり、底面からピット 4 個を検出した。覆土からは遺物の出土は

なかった。

なお、当陥し穴は縦スライス調査を実施した。

以上、 1 号陥し穴から 14号陥し穴の事実記載を行ったが、この他に 2 基の陥し穴が村主遺跡から検出され

ている。 15 • 16号陥し穴がそれであるが、他の陥し穴とはその形態や規模、さらに配列等著しく異なっている。

15号陥し穴 遺構写真図版55

J -21 グリッドにおいて16号住居跡（奈良時代）と重複して検出された。当陥し穴は住居跡によって壊さ

れている。上面の規模は133X65cmの長楕円形、底面は 126X36cmの長楕円形を呈し、面積約0 .47m2である。

主軸方向は N-4°-E。確認面からの深さは98cmであり、底面からピット 6 個を検出した。ピットの深さは

いずれも浅い。覆土からは遺物の出土はなかった。

16号陥し穴

M-14、 N-14グリッドにかけて 5 号住居跡（平安時代）と重複して検出された。当陥し穴は住居跡によ

って壊されている。上面の規模は115X60cmの長方形、底面は102X35cmの長方形を呈し、面積約0.32m2であ

る。主軸方向は N-10°- E。確認面からの深さは80cmであり、底面からピット 2 個を検出した。 P1の深さ

23cm 、 P2の深さ 37cmである。覆土からは遺物の出土はなかった。

15 • 16号陥し穴は、奈良時代・平安時代の住居跡によってそれぞれ壊されていることから判断して、構築

時期をそれ以前に設定できる。しかし縄文時代の所産とするには村主遺跡内からでは判断材料に乏しい。そ

こで沢一つ隔てた十二原 II 遺跡検出の陥し穴群を介在させ比較検討すると、その形態や規模、主軸方向等共

通する要素をみつけることができる。十二原 II 遺跡検出の陥し穴群の構築時期は縄文時代前期前葉以前に求

められる。当遺跡検出の15 • 16号陥し穴も同様な時期にその構築が考えられるであろうか。

240 



第 4 節 土器埋設小穴・土坑・陥し穴・グリッド出土遺物

村主遺跡検出の陥し穴一覧表

グリッド
上面 cm 底面 cm 上面 底面積 底面 深さ

主軸方向 ピット数 出土遺物No. 
（長径x短径） （長径 X短径） 長径／短径 (mり 長径／短径 (cm) 

1 L-74 、 M-74 (230X 90) (180X25) 2. 56 0.67 7.20 120 N-15'-E 3 

2 K-74 、 L-74·75 (185Xl75) (125X70) 1.06 0.89 1. 79 110 N-15ー -W 1 

3 L-71 ((?) X (165)) ((?) X (55)) 105 

4 K-69 、 L-69 (223X110) (182X40) 2.03 0. 75 4.55 110 N-14ー -E 3 

5 K-68 、 L-68 (276Xl50) (210X45) 1.84 0.95 4.67 105 N-4ｰ-W 4 

6 L-64 • 65 (278Xl20) (210X38) 2.32 0.80 5.53 120 N-8 ー-E 4 

7 L-64 ((140) X 100) ((105) X30) (1.40) (0.42) (3.50) 127 N-6 ー-E (1) 

8 L-64 • 65 (265Xl25) (200X50) 2.12 0.97 4.0 120 N-17ー-W  4 , L-63 ((135) X 95) ((llO) X25) (1.42) (0.4) (4.4) 150 N-6 0-E (3) 

10 M-53 (254X 90) (195X30) 2.82 0. 77 6.50 112 N-2•-E 3 

11 M-52 • 53 (271 Xll4) (190X34) 2.38 0.83 5.59 119 N-3ｰ-W 3 

12 M-51 、 N-51 ((236) X 95) ((200) X 30) 2.48 (0.81) 6.67 113 N-26ー -W 3 

13 K-49 、 L-49 (305X 93) (268X24) 3.28 1.18 11.17 106 N-2 ー-E 3 礫11点

14 K-48 、 L-48 (305Xl20) (246X27) 2.54 1.08 9.11 103 N-24ー -E 3 

15 J-21 (133X 65) (126X36) 2.05 0.47 3.50 98 N-4ｰ-E 6 

16 M-14 、 N-14 (115 X 60) (102X35) 1. 92 0.32 2.91 80 N-10ー -E 2 

※上面の規模は遺構確認面における規模である。

※深さは確認面からの深さである。ただし、 1 • 3 • 7 • 9 • 12号はローム漸移層上の暗褐色土層から掘り込ま

れている。

※ 3 • 7 • 9 • 12号陥し穴は遺構が路線外に延びているために完掘することはできなかった。

※（ ）内数値は完掘されなかったために現状のままを表示している。

※各陥し穴の覆土堆積状態の線引き、注記はすべて同一人（調査担当者）により行われている。これは大原 II 遺

跡検出の陥し穴群についても同様である。

※陥し穴覆土内のスクリーントーンはローム主体の層を表示している。

※陥し穴上に堆積する土層説明は以下のとおりである。

第 I 層表 土 層やわらかく締り悪い。 EP を含む。

第 II 層黒色士層 やわらかく粘性非常にある。 EP を少量含む。

第m層茶褐色土層 やわらかく締り良い。粘性が非常にある。

第N層 暗褐色土層 やわらかく締り良い。粘性が非常にある。

第V 層 ローム漸移層

第VI層ローム層

ローム粒子を少量含む。
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口

グリット 出土遺物観察表

¥

¥

 

グリットー 17
M-13 

グリットー 16
K-22 

□□ 
第208図 グリット出土遺物実測図縄文時代(2)

（図版番号第207図）

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺調②焼成③残依④胎土⑤備考

番 号 び器種 出土位置

村主 深鉢 ロ唇部は内削ぎ状を呈し、刻目が付される。器厚 7 ①外面にぶい赤褐色・内面橙色②良③
グリット 1 縄文 M-9 mm~9 mm。外面は沈線の区画内に沈線を充填。 口縁部片④含繊維⑤漁りが島台式

村主 深鉢 深鉢形土器の胴部片。器厚 9mm。竹管状工具を用 ①外面にぶい赤褐色・内面橙色②良③
グリット 2 縄文 M-9 い沈線の区画内に沈線を充填。裏面はナデ仕上げ。 胴部片④含繊維⑤鵜が島台式

村主 深鉢 深鉢形土器の口縁部片で口唇部に刻目。器原 7 mm~ ①外面暗赤褐色・内面にぶい黄橙色③
グリット 3 縄文 L-15 9 mm。内面は丁寧な調整。 台口式縁部片④雲母・砂礫を含む⑤五領ケ

村主 深鉢 深鉢形土器の口縁部片で口唇部は丸味をもつ。器厚 ①外面褐灰色、内面灰褐色②良③口縁
グリット 4 縄文 M-25 1. 5cm。内面は粗い調整、外面には L ｛札の縄文施文。部片④石英・粗砂を含む

村主 深鉢 深鉢形土器の口縁部片。器厚1.4cm~ 1. 8cm。内面は ①外面浅黄色・内面褐灰色②良③口縁
グリソト 5 縄文 M-26 横ミガキ。外面に縄文施文。原体は L 恨。 部片④石英・砂礫を含む

村主 深鉢 深鉢形土器の口縁部片。器原1. 5cm。内面は粗い調 ①外面淡黄色・内面褐灰色②やや良③
グリット 6 縄文 K-15 整が行われている。外面に縄文施文。原体は L {R R 。 口縁部片④石英・砂礫を含む。⑤加曽

利 E式

村主 深鉢 深鉢形土器の外傾する口緑部片。器厚1.2cm~ 1. 6cm。 ①外面淡黄色・内面にぶい黄橙色②ゃ
グリット 7 縄文 M-26 内面は粗い調整が行われている。外面には沈線によ や良③口縁部片④石英・砂礫を含び⑤

るアーチ状区画内に縄文充填。原体は L 恨。 加曽利 E 式

村主 深鉢 深鉢形土器の胴部片。器厚 1 cm~ 1. 3cm。内面は横 ①外面にぶい橙色・内面にぶい橙色②
グリット 8 縄文 N-39 ミガキが行われている。外面は縄文施文。原体はR{t。 良③胴部片④粗砂を含む⑤加曽利E 式

村主 深鉢 深鉢形土器の口縁部片で口唇部に刻目がある。 ①外面にぶい褐色・内面赤褐色②良

グリット 9 縄文 T-20 器厚 7mm~9mm。内面は丁寧な調整。 ③口縁部片④粗砂を含も逗湘計多孔

村主 石器 縦ー6.2 横ー5.0 片面調整スクレイパー。比較的薄手の剥片に細かな ③完形⑤黒色頁岩
グリット 10 重塁ー40g M-13 調整剥離を施し、刃部を作り出している。
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グリット 出土遺物観察表 （図版番号第207 • 208図 写真図版86 • 87) 

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径（cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺調②焼成窃曳存④胎上®I備考

番 号 び器種 出土位置

村主 石器 縦ー（7. 7) 横ー4.1 打製石斧（短冊形）。両側縁がほぼ直線的である。 ③基部欠⑤黒色頁岩
グリット 11 重盤ー70g I -19 

村主 石器 縦一1 1. 4 横ー4.3 打製石斧（短冊形）。両側縁がほぼ直線的である。 ③完形⑤黒色頁岩

グリット 12 重塁ー 100g L -21 

村主 石器 縦ー10.3 横ー5.0 打製石斧（撥形）。両側縁が内側に情曲している。 ③完形⑤黒色頁岩

グリット 13 董鼠ー80g J-25 

村主 石器 縦ー12.0 横ー8.0 打製石斧（分銅形）。胴部ほぼ中央の両側縁に袂り ③完形⑤黒色頁岩
グリット 14 重鼠ー150g N-11 込み状の加工を行っている。

村主 石器 縦ー16.3 横ー8.2 打製石斧（撥形）。一側縁が内側に轡曲している。 ③完眩⑤黒色頁岩

グリット 15 重量ー310g L-26 

村主 石器 縦ー16.1 横ー9.2 打製石斧（分銅形）。胴部ほぼ中央の両側縁に袂り ③完形⑤黒色安山岩

グリット 16 重鼠ー450g K-22 込み状の加工を行っている。

村主 磨石 縦ー13.8 横ー8.3 器面に磨耗痕、側縁に敲打痕が認められる。 ③灯
グリット 17 重量ー500g M-13 
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グリット 出土遺物観察表 （図版番号第209 • 210図 写真図版87)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色

番 号 ぴ器種 出土位置

グリットー 無頸壺 1.8 口縁部は欠損しているが、上げ底風の無頸壺であろ

1 土師器 N-31 う。外面は荒い斜めの刷毛目後全面ヘラ研磨。内面

は指ナデ後上半部横ナデ。古墳時代石田川平行期か。

グリットー 鉢 5.1 口縁部の欠けた広口壺である。内面中位は指頭が顕

2 土師器 N-38 著で下部はヘラ削り、上半部はヘラ研磨を残す。外

面はヘラ削り後胴上半部を研磨している。

グリットー 杯 (13.6) 底部は丸く、 1本部と口縁部は内彎しつつ外上方へ開

3 M-19 く。内面は全面研磨後吸炭により黒色を呈する。底

面ヘラ削り、ロクロ使用の可能性あり。

グリットー 蓋 (14.5) 灰釉の蓋であり、非常に出土例の少ない器形である。

4 灰釉 J-26 天井部は丸＜、端部は下方へ長く折り曲げている。

天井部は全面釉、天井部以外の器表面横ナデ。

グリットー 坪 4.3 (17.4) (11.1) 口径・底径とも大きな削り出し高台の坪である。高

5 須恵器 L-13 台と高台内側の底部の高さは同じ。高台周辺は削り

込まれている。1本部～口縁部は直線で外上方へ開く。

グリットー 坪 3.4 (12.2) (8.1) 器高の低い小形の坪であり、体部は内円しつつ外上

6 須恵器 M-16 方へ開＜、底面に右回転ヘラ切痕が無調整のままで

残る。 1本部下端と底部端との境に段を持つ。

グリットー 耳皿 5.1 耳皿の底部～ 1本部の破片である。底部中央に0.5cm の

7 M-25 穴があけられている。底面右回転糸切痕。

グリットー 耳皿 (6.8) 耳皿の底部～｛本部の小破片である。底面に右回転糸

8 M-25 切痕が残る。

グリットー 甕 須恵器甕体部の小破片と思われる。 1本部外側に墨書, 須恵器 M-25 が書かれているが判読できず。

グリットー 坪 高台を持つ坪であり、高台は付か削り出しか不明。

10 須恵器 k-11 内側底面ヘラによる刻書あり、判読できず。

グリットー 坪 3.2 9.9 5.3 小形の坪である。口縁部は内轡しつつ外上方に開き、

11 土師質 L-14 一度やや立ち上がった後に口縁部は少し外反する。

底面に右回転糸切痕を残す。

グリットー 長頸瓶 8.0 長頸瓶の底部と思われる。断面台形の高台が付き、

12 灰釉 H-19 端部は内側に削り込まれている。高台部内側回転へ

ラ削り。内面に渦巻状の凸凹が残る。

グリットー 坪 (7.6) 底径のやや小さい坪である。イ本部は内丹しつつ外上

13 須恵器 J-20 方へ開く。底面は右回転ヘラ削り調整。

グリットー 坪 (11.8) 短い高台を付けた坪である。イ本部は内翅しつつ外上

14 須恵器 M-16 方へ開き、高台は断面三角形を呈する。高台部内側

回転ナデ整形。ロクロは右回転と思われる。

グリットー 婉 (12.0) 器高の深いi宛であり、 31号住居跡出土須恵器に近似

15 須恵器 N-24 する。口縁部は外反し、口唇部は内傾する。

グリットー 甕 須恵器甕の小破片である。周辺部をすべて削り落と

16 須恵器 K-34 しており、内側は磨耗している。転用品である。

246 

①色調＠冷も成＠汐曳存④胎土◎膚考

①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
粒子を多く含む

①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
粒子を多く含む

①外面褐色・内面黒色②酸化③X④ 1
mm 以下の白色粒子を多く含む

①素地灰色・釉緑色②還元③X④密

①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白
色粒子を少拭、 1mm 前後の黒色粒子を

多く含む。⑤ロクロ右回転

①外面黒色・断面と内面灰臼色＠湛！元

③X④ 1mm 以下の白色粒子と 1~2mm

の石英粒子を多く含む

①灰白色②還元③底部のみ完形④ 1mm

以下の臼色粒子を多く含む

①灰白色＠涸元③体部のみ完形④ 1mm

以下の白色粒子を多く含む

①灰色②還元③1本部の小破片④ 1 mm 
以下の白色粒子を多く含む

①灰色②還元③底面の小破片④ 1mm

以下の白色粒子を少し含む

①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の臼色
粒子を多く含む

①素地灰色・釉薄緑②還元③底部のみ

X④密

①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白
色粒子を多く含む

①灰褐色②酸化③X④ 1mm 以下の白色
粒子を多く含む

①灰色②還元焼締③X④ 1mm 以下の白
色粒子を多く含む

①灰黒色②還元③小破片④ 1mm 以下の

小破片を多く含む



第 4 節 土器埋設小穴・土坑・陥し穴・グリッド出土遺物

グリット 出土遺物観察表 （図版番号第210図 写真図版87)

遺構名及び 器形及 器高・ロ径・底径 (cm)
器形、成形、調整、底部整形等の特色 揺調②焼成③残存④胎土⑤備考

番 号 び品種 出土位置

グリットー 鉢 9.4 鉢の底部～体部下半である。底部は原く大きい円盤 ①灰色②還元③底部と体部下半のみほ

17 須恵器 N-14 状を呈し、f本部は直線的に外上方へ立ち上がる。円 ぼ完形④ lrnm以下の白色粒子を多く含

盤状底部の端は上下方向より削り三角形を呈し、底 む

面はナデ整形。内側底部は平底でなく U 字状である。

グリットー 甕 (22.0) 須恵器甕の口縁部～肩部の破片である。口縁部は肩 ①灰白色②還元③X④ 1mm 以下の白色
18 須恵器 L-13 部よりくの字状に外反し、口縁端部に折り返し等は 粒子を多く含む

行なわれていない。内面波状あて目、外面平行叩き。

グリットー 甕 (20.9) 須恵器大甕の口縁部の小破片である。口縁部は幅広 ①黒色②還元焼締③小破片④ 1mm 以下
19 須恵器 0-27 く作られ、端部は鋭角となり中央部に凸帯を持つ。 の白色粒子を多く含む

頸部に 2 本単位の波状文を数段持つ。

グリットー 甕 (51.6) 須恵器大甕の口縁部～頸部の小破片である。口縁部 ①灰色②還元焼締③ 1mm 以下の白色粒
20 須恵器 N-21 は幅広く原く作られており、端部も丸い。頸部に 5 子を多く含む

本単位の波状文を数段持つ。

グリットー 婉 7.6 底面より体部は内彎しつつ外上方へ開く、外側底面 ①灰白色・釉は薄緑色～透明②還元③
21 灰釉 J-16 はほぼ平だが、内側底部は中央部が凹状になり、そ ぢ④密⑤内面は降灰による釉と砂粒等

の部分の器肉が薄い。高台部内側ナデ整形。 が溶着している

グリットー 鉄 全長ー7.9 箆被長一 有柄平根形の鏃で、完形である。腹剌を持つ茎・箆被ともに短い。鏃先は偏平で蛤刃的で、

22 鉄器 1.6 茎長ー 3.7 最大 その部分肉置がある。箆被の断面形は偏平な長方形である。茎の断面形は方形である。錆化

重ねー0 .4 0-19 は柾目状でなく、杢目が板目の小さな単位に見える。

グリットー 鉄器 全長ー3.9 N-25 棒状の鉄器で、断面は隅丸方形を呈する。両端は調査時の欠損である。錆化は柾目状である。

23 

グリットー 鉄鏃 全長ー 9 箆被中程幅 有柄、根形の鏃で先端・茎尻を失なうが旧時か調査時か不明。中程に鏃区がある。鏃先は剣

24 鉄器 -0.7 0-19 形、両刃となるが肉置が少ないため鍋は顕著でなかったと考えられる。茎に踏巻状の横巻が

見られるが箆が残っていないので、本来的であるか疑問。錆化は柾目でない。

グリットー 鎌 全長ー9.2 箆被長一 鉄鎌片で切先を失う。調査時の欠損。耳の返りを持つ右利用の鎌である。刃はやや内世する

25 鉄器 2.9 最大の重ねー0 .4 ため研減りと考えられるが、全体にしっかりしている。刃作りは片刃というよりもわずか肉

M-16 置し平造りに近い。棟は直線的である。柄の痕跡はない。錆化は柾目でない。

グリットー 蓋 1.3 2.8 つまみを持つ小さな蓋である。底面に右回転の糸切 ①表面黒褐色の鉄釉・断面灰色②還元
26 陶器 H • I -22 痕あり。 17~18世紀代の製品と考えられる。 ③ほぼ完形④密⑤産地不明

グリットー 煙管 全長ー 8.0 煙管の吸い口部分である。板金を筒状に丸め、合せ ①黒褐色③完形⑤江戸時代後期か
27 銅製 最大径ー1. 0 H-19 目に銀録付が残る。合せはラウ寄り半分がはがれて

いる。同場所よりラウ及び雁道は未検出であった。

グリットー 播鉢 内外面に鉄釉が施釉されている播鉢の口縁部破片で ①素地淡黄灰色・釉黒褐色③口縁部小

28 陶器 L-18 ある。ざんぐりした淡黄灰色の素地で軟質。 破片④密⑤17~18世紀代で美濃焼

グリットー 碗 磁器の碗の口縁部小破片である。外面に染付あり。 ①索地灰白色・釉透明③口縁部小破片

129 磁器 H-11 ④密⑤伊万里系で18世紀代

グリットー 播鉢 内外面に鉄釉が施釉されている播鉢の小破片である。 ①素地淡黄灰色・釉黒褐色③林部小破

30 陶器 N-45 • 46 内面に13+ a 条の卸目あり。 片④密⑤18~19世紀代で美濃焼
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第 6 章調査成果の整理と考察

第 1 節遺構について

発掘調査を進めてゆく中で大原 1I 遺跡と村主遺跡は、耕作土から遺構確認面までの土の堆積が厚く、遺構

の残りは良好であることに気付いた。そのためできる限り高い位置で遺構の検出ができるよう努力して調査

にあたった。発掘作業を進めてゆく中で、多くの疑問が浮かびあがってくる。それらの多くは歴史を解く大き

な錠となるはずである。今回はその中から村主遺跡 6 号住居跡にみられだ焼失住居の状態から上屋構造の問

題と、鼈の調査を行なう中で常日頃より感じていた寵の廃棄の問題の 2 題について考えをまとめてみた。

(1) 焼失住居跡にみられる上屋構造と寵の扱いの一例
村主遺跡 6 号住居跡の調査例から―

はじめに

県内において、焼失住居跡と考えられている調査例が多く報告されている。それらの例を詳しく観察する

ことにより、各時代を通しての上屋構造を探る大きな手がかりをつかむことができると思う。しかし県内に

おいて現段階では、その分野での研究が充分行なわれているとは言えないのが現状である。村主遺跡調査の

結果、 6 号住居跡が焼失住居跡であり、多くの炭化材を残していたことが明らかとなった。さらに調査の進

む中で、この住居跡は引越した後で焼失していることが考えられてきた。そこでこの住居跡の調査を通して

考えられる上屋構造と、引越をした後での寵の扱いについて考えてみたい。なお図や写真は 6 号住居跡説明

の項に示してある。

(1) 住居跡の構造と検出時の様相

6 号住居跡は、村主遺跡で調査された38軒の奈良•平安時代の住居群の中のほぼ中央に位置しており、奈

良時代初期の住居跡の中の 1 軒である。住居の掘込面での規模は、東西方向で6.3m 、南北方向で6.8m を測り、

他の住居跡同様に南北方向にやや長い平面形を呈している。壁高は50~60cm で、周溝幅15~20cm 、深さ 5cm

前後であった。柱穴は 4 本検出され、直径は50cm前後であり、深さは70cm前後であった。住居東壁に寵が構

築されていたが上半部が欠損しており、残存は良好でなかった。住居内より屋根材と思われる炭化材の多く

が残存していた。それをていねいに検出し、調査後それらの炭化材を取りのぞくと、焼失前の住居の放棄さ

れた状態が良好に検出できた。このようにこの住居跡では、ある程度の住居の上屋構造の想定と、地表面下

の構造を結びつけて理解する手がかりを得ることができた。さらに住居跡がどのようにして放棄されてゆく

のかの過程及び寵に対する考え方等々多くの問題点を提供してくれた。

(2) 床面に残された炭化材及び床面と壁に残されだ焼土の状態から考えられること。

6 号住居跡の床面上に残存していた多くの炭化材は、後に記しているような理由から上屋構造の構築材が

床面に落ち込んで、後に火を受けて炭化材として多くが残ったと理解している。

床面に残っている炭化材をよく観察すると以下の特色に気付く。その特色について①～⑨まで列記し、そ

の特色より考えられる事について①～⑨で記した。

① 第50図や図版20 • 21で明らかなように、床面上には炭化材が大量に住居中央に向かい放射状に落ちて

いる。

② 炭化材の大きさは12cm前後の角材を含み、太い垂木を使用している。

③竃上部と南壁中央部に近い床面上に炭化材がほとんど散布していない。

④ 4 柱穴の位置に柱の炭化材が全く残存していない。また柱が倒れたような炭化材も検出されない。
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第 1 節遺構について

⑤ 4 柱穴に囲まれた床面中央部には、太い炭化材が全く検出されていない。

⑥ 4 本柱を支柱として、梁が固定され、この梁に垂木が結びつけられていたものと思われる。その梁の

炭化材が全く検出されていない。

⑦ 放射状の炭化材のみで、横方向の炭化材はほとんど検出されていない。

⑧住居確認面、および確認されない以前における耕作土中を含めて壁の外側に炭化材が全く検出されて

いない。

⑨ 炭化材の上面では、遺物がほとんど検出されていない。

これらの特色より以下のことが考えられる。

① 垂木はあまり隙間を持たずに梁にならべてたてかけてあった。

②垂木は12cm前後と太いため、火事により燃えて灰とならずに炭として残った。また加工材を含んでい

るため、転用材の利用も一部で考えられる。

③鼈と住居南壁中央部の上屋構造は、他の個所と異なるものであった。鼈部分は火を用いるために、他

の壁面上の屋根と異なり、寵専用の屋根を持っていた。その構造とは、住居中央に向かう放射状の垂木

ではなく、寵煙道方向を長軸（梁）とした屋根が太い木材等を用いて作られていた可能性が考えられる。

また南壁中央部に近い床面が他の個所と上屋構造が違うということは、おそらくこの部分が住居の出入

ロであり、出入口方向（南北方向）に細長い屋根が母屋の屋根とは別に架けられていたものと思われる。

そのため住居床面中央に向かう放射状の垂木の炭化材が少ないのも左証である。

④ 大量の垂木の炭化材があるにもかかわらず、柱材ら•しきものが全く検出されていない。柱穴断面調査

等においても全く柱の炭化材らしきものが検出できなかった。おそらく柱は 4 本ともぬき取られていた

ものと思われる。

⑤ 4 本柱内側の屋根材は、外側の太い垂木を中心とした屋根材と異なり、燃えやすく炭化材として残り

にくい細い材料を用いているため、炭化材として残らなかったのではないだろうか。つまり、地面から

4 本柱間の梁までの間の垂木材と、 4 本柱間の梁から天井部に向かう最も高い屋根材は異なっており、

地面から 4 本柱までの頑強な屋根材の上に細く軽量な屋根材を用いて作られていたことが考えられる。

⑥大量の炭化材が検出されたにもかかわらず、垂木を支える梁の炭化材が全く検出されない。この梁も

柱同様に持ち去られたものと思われる。

⑦ 4 本柱外側の屋根材の骨組は太い垂木を多く梁に掛けて作っており、格子状に横木を用いた構造では

ないため横方向の炭化材が検出されないものと思われる。横方向の木も垂木を固定させるために用いら

れている可能性はあるが、細い材料であったものと思われる。

⑧住居確認面である壁外側には炭化材もあった可能性はあるが、風化や後世の耕作等により消えていっ

たものと思われる。

⑨ 住居内に残された遺物は、ごく少量の小破片を除けば炭化材の下より出土した。これは住居放棄後遺

物の流入がほとんど行なわれていなかったことを示し、また焼失前に存在したであろう多くの完形品に

近い坪・甕等の遺物は、住居使用中に焼失したなら、大部分は運び出すことができずに、炭化材の下に

埋もれているものと思われる。しかし調査の結果炭化材の下より出土した遺物は、完形品はほとんどな

く接合しても 1 個体とならない破片が大部分であった。これは引越後の焼失を物語っていると思われる。

①～⑨までの観察結果より考えられることは以上のようであった。

次にこれらの炭化材を除くと、床面と壁面の一部に焼土化した部分が確認された。床面においては、出入
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口部と思われる南側を除く部分の柱穴より内側にかけての幅40~70cm にわたり帯状に床面が赤く焼けていた。

壁面にあっては、寵部分と出入口部分と思われる南壁中央部を除く全壁面に焼土化した部分があり、その部

分は壁の上面から床面までの全面ではなく、約60cm の壁高のうちの中位置部分より 20~40cm ほどの壁面のみ

である。その上下部分はほとんど焼土化していないのである。この現象は何を意味するのであろうか。床面

の焼土化については次のことが考えられる。

床面の炭化材と床面の焼土化した部分を重ね合せてみると炭化材先端の床面中央部と接した内側部分の床

面が焼土化していることが判明した。つまり床面上の垂木の先端と床面の接した部分の床は空気が充分供給

され焼けて焼土化したと考えられる。太い垂木が重なるように接する垂木下の床面は焼けていないのである。

壁中位置の焼土化についてはなぜこのような現象が起こるのか理解できない。考えられる可能性としては、

住居外より住居内に倒れ込んでいる垂木は、壁を枕にしており、壁上部と床面との間には 0.6m以上の隙間

がある。そのため充分ともいえなくとも空気の流通がある。そのため壁を枕に架けている垂木は焼けやすい。

その炎は下方の床面には当らず、また枕として接する壁上部の垂木は燃えにくいためその部分は焼土化しな

いことは考えられないだろうか。このような理由から壁中位置のみ焼土化したのではないだろうか。

次に寵に目を移してみると、次のことが指摘できる。寵は極めて残りが悪く燃焼部や煙道部すべてがこわ

れており焚口天井石が燃焼室内に落ち込んでいる。袖部も残りが悪い。さらによく観察すると、こわれた寵

内に落ちている焚口天井石の上に、炭化材が被うようにかぶさっており、焚口及び燃焼部の袖部がくず

れており、その上に炭化材が重なっていた。この炭化材は煙道部には認められなかった。これらの状況から

次のことが考えられる。住居が焼失した以前に寵はこわれていた。さらに考えを進めるなら住居中央部の覆

土や床面上の炭化物及び床面の焼土部分を見る限り、住居放棄後長期間経過しない時点で焼失していること

が考えられるため、寵がほぽ完形で残存していたなら、これほどこわれることは考えられない。このような

状況より住居焼失以前に、鼈はこわれたのではなく、こわされていたのである。寵中央部の支石をぬき去り

焚口天井石を落とし、両袖部をくずしているのである。引越し以前に寵をこわしたと思われる例は他にも多

く、 2 • 5 • 7 • 26号住居等においても可能性があり多く検出されている。次に屋根、垂木等の骨組みの上

に乗る屋根材について観察してみる。重なり合った垂木の上をよく観察すると、カヤの炭化した束が数個所

より検出された。燃えやすいことや、炭化しても弱くつぶれて粉状を呈しているものが多いが、 1 本 1 本を

観察すると、カヤの幹や表皮であることが確認できた。大量のカヤが屋根材として外側を覆っていたものと

思われる。次に壁面をよく観察すると、壁の下に多くの炭の堆積が注目される。その中には壁を被覆したで

あろうカヤの炭化物も検出され、さらにカヤを支えた壁面のクイと思われる炭化物も検出された。しかしそ

のカヤが壁に伴なうものなのか、屋根からくずれ落ちたものなのかを区別することはできなかった。

以上の観察結果及び観察により、この 6 号住居跡が焼けて埋まるまでの順序として以下のことが考えられ

る。①住居の使用停止を決める。②住居内の完形土器および必要破片その他の必要な家財道具を新しい引越

先へ運び出す。③鼈の支脚を抜き去り、焚口天井部や袖部等をこわして、鼈の機能を停止させる。④ 4 本柱

内側の天井材をくずす。⑤梁をはずし、垂木や屋根材を住居床面上に落とす。⑥柱を抜き去り、梁材同様に

住居外に持ち出す。⑦火をつけて焼失させる。⑧住居内はやがて埋没し、住居外の屋根材は風化及び耕作等

により破壊される。

1 遺跡 1 焼失住居跡調査例の観察のみで考えられたことについて記してきた。そのため多くの誤りや考え

方の違いが含まれていると思われる。今後も機会を持ってさらに追求してゆきたい。 （中沢 悟）

参考文献 前原 豊・川島雅人「第 9 号住居跡と出土遺物」 r市道遺跡発掘調査団J長野県佐久市教育委員会］976
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第 1 節遺構について

(2) 竃の廃棄について 村主遺跡における平安時代の竃を中心とした寵の様相＿

はじめに

県内において平安時代に属する住居跡は数多く発掘調査が実施されてきており、それに伴ない多くの寵も

調査されてきた。しかし調査例が増加したにもかかわらず、寵の使用法や構造についての研究は充分進んで

いるとは思われない。その原因の 1 つとして、寵の使用法を良好に物語る残りの良い寵の発掘例が極め

て少ないことがあげられる。我々が寵の調査を行なう時、鼈の焚口天井石が使用時の位置で残った例や、支

脚が残されたままの例はきわめて少ない。残っている焚口天井石も焚口手前の床面上に落ちていて、粘土や

地山の土等で固定してあるはずの袖石も 1~ 2 石がはずれている例が多い。そして寵焚口手前の床面上に多

くの石が散乱しているという状態が多いように思われる。このような状態は、何故起こるのであろうか。調

査例の中には、自然崩壊や後世の耕作等により寵がこわされた例も多いと思われるが、自然崩壊とするなら、

我々の調査により、落ちた石や粘土を元の位置にもどすことにより寵の復元も可能と思われるが、そのよう

な例は極めて少なく、また後世の耕作等による破壊とするなら、住居覆土上面ではなく、住居埋没前と思わ

れる床面上に多くの石が散乱していることと矛盾する。また耕作等による破壊が行なわれたとしても、住居

内で最も低く、鼈内にあり、周辺の破壊から最も守られているはずの支脚石がほとんど寵内に残存していな

いことは何故であろうか。これらの事例を考え合わせると、住居廃棄時において、寵の支脚石を抜き取り、

使用不可能となるような人間の行為、つまり寵の機能停止を行なうための一定の行動がそこに存在したので

はないだろうか。このようなことについて考えてみたい。

(1) 寵はこわれるのか、こわされるのか

村主遺跡の調査を進める中で、 3 号住居跡の寵を発掘する機会を得た。他の寵同様に範囲確認から始め、

寵上に堆積した覆土を除去してゆくと、燃焼部中央と思われる部分より、羽釜の口縁部がほぽ完形で出土し

た。さらに焚口部においては、天井石が 2 つに折れてはいたが、袖石に乗ったままの状態であることが判明

した。煙道部天井石の一部が欠損しているため、その部分より羽釜の胴部周辺から底部に向けて掘り進む。

この部分は、住居内覆土と異なり極めて軟質であった。羽釜の底部は、石製支脚の上に置かれており、燃焼

部中央に据えられていたほぼ完形の羽釜は支脚の上に乗せて使用されていた。完形の羽釜を支脚石の上に乗

せて、燃焼部の天井は多くの平らな石を袖部や煙道部天井石から羽釜の鍔下部に接するように設置されてい

た。石と羽釜との隙間は割れた他の羽釜の破片を転用して埋めていた。まだ燃焼部左袖外側に、割れた羽釜

の破片 3 枚が重ねて置いてあった。おそらく寵使用中に中央の完形の羽釜と天井石との間に新たな空間がで

きた時、炎や煙が出ないように補修するための材料として準備していたものと考えられる。このような状態で

検出された例は県内ではほとんどないため、この 3 号住居跡の鼈の例を 1 つの標準例として考えを進めたい。

では他の住居跡の寵は、このような寵が、どのような状態となった段階で検出されているのであろうか。村

主遺跡においては、 2 • 5 • 6 • 7 • 11 • 26号住居跡の鼈の残りが比較的良く、その中で、石を多く用いて

いる奈良時代の26号住居跡と平安時代の 5 • 7 号住居跡の寵の例をとり検討してみたい。

5 号住居跡の寵は、焚口天井石が焚口手前の床面上に落ちており、煙道部天井石の 2 石がロームにより固

＜覆われてほぽ原位置を留めて残存していた。支脚石は残存していなかった。寵使用時の状態に復元するた

め焚口手前に落ちていた天井石を最も手前の袖石上に乗せてみた。乗せることはできたが、燃焼部の幅が狭

くなりすぎて、中央に羽釜が据えられなくなることが明らかとなった。そのため残存していた焚口の袖石は、

最前列の石ではなく、さらに焚口手前に 1 石ずつ袖石の存在していた可能性を示した。その袖石ははずされ
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第 6 章調査成果の整理と考察

ていたのである。これらの調査結果より、 3 号住居跡の鼈を参考として推定復元したのが第46図である。

7 号住居跡の寵では、焚口天井石と思われる長い石や煙道部の天井石は検出されなかった。調査により、燃

焼部中央に大きな石が、あたかも意識的に投げ込まれたような状態で検出された。そして左袖石中央部の 1 石

と支脚が抜きとられていた。燃焼部中央に落ちていた石を除くと、下から羽釜を中心とした遺物が多く出土し

た。このような状況はすべての天井石と支脚石をはずし、大きな石を燃焼部中央に置くことにより、この寵は

もう使えませんという意志表示を寵の神様や家族又は近所の人々に対し示しているかのように思えるのである。

26号住居跡は、奈良時代に属する住居跡であるが、ここの寵も石組のため平安時代の鼈とほぼ同様な作り

であったと考えられる。焚口手前の床面上から、焚口天井石と思われる細長い石と、煙道天井部と思われる

細長い石が検出された。その 2 石を推定復元してみると第 135図のようになった。つまりこの鼈では袖石は

抜き去っていないで、天井石を床面上に落としているのである。当然支脚石は残されていなかった。

このように、比較的寵構築材を多く残存し、鼈構造の復元及び放棄する時の方法等が推察できそうな例は

県内各地より報告されている。その 1 例として第211図に示した沼田市石墨遺跡 B 区 5 号住居跡と D 区 5 号住

居跡、また群馬町の北原遺跡34 • 49号住居跡、さらに昭和村糸井宮前遺跡27号住居跡や藤岡市中遺跡 3 号住

居跡等を例にあげることができる。いずれも石を多く用いた寵で、焚口天井石がはずされており、支脚石が

検出されていない例と思われる。このように燃焼部中央の使用中の羽釜又は甕を持ち去った後、支脚石を抜

き取ることを第 1 条件として、焚口天井石をはずすことを第 2 条件と、以下燃焼部天井石と煙道部天井石の一

部又はすべてをはずし、焚口天井石の乗る袖石の 1~2 石を抜き去ることを第 3 条件として、寵が、寵として機

能しなくなるような作業を行なっているのではないだろうか。このような寵崩壊の原因として、他にも自然崩

壊や後世の耕作等による行為も当然含まれてくるとは思われるが、その他に、人間の意志によるこのような

行為が強く存在したのではないだろうか。つまり、寵は、こわれるだけではなく、こわされていると理解したい。

(2) 寵に利用した石の再利用について

村主遺跡は、遺構確認面がローム上の黒褐色土であり、多くの住居跡はロームを掘り込んで構築されてい

た。調査区全体がそのような状態であり、寵に利用できるような石をこの付近より採取することは、北側に

流れる赤谷川の河川敷まで行かなければできなかったものと思われる。今日における遺構面と河川敷との比

高差は約35mであり、かならずしも今日と奈良•平安時代の河川敷とは同一ではないと思われるが、やはり大

きな石を多く採取し、集落内に運び込む事はたやすいことではなかったと思われる。平安時代において、寵

を構築する際には、多くの石を用いており、少なくとも、焚口天井石 1 石・袖石 6~12石・煙道部天井石 3

~4 石・燃焼部天井石 2~ 4 石・支脚用の石の合計13~22石は必要であったと思われ、それ以上の石がさら

に補強用材として用いられていたと考えられる。これらの石は、 1 軒の竃を作る際に必要となり、住居放棄

時においては不必要となるはずである。そのため次の寵を作る際に抜き取ってゆき利用することがより合理

的と考えられる。しかし多くの調査例が物語るように、支脚の石は大部分が抜き去られているが、その他の

寵内の多くの石は、おそらく床面上の石も含めるなら、多くの石が残されている例が多い。特に袖石に至っ

ては多くの部分で残存しており、入手困難と思われる細長い焚口天井石さえ、床面上に残されている例が少

なくないのである。ただし寵内で使用されている石のすべてが新たに河川敷等より持たらされた新しい石と

は限らず、中には袖石として使用された石で火を受けていない面が過去において火を受けた痕跡を持つ 7 号

住 S-7 のような例も存在する。しかし寵に使用された多くの石は、次の住居に持ち込まれることなく放置

され、新たな寵には新たな石を大部分用いて構築されているように思えるのである。なぜこのようなことが

行なわれているのであろうか。
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(3) 住居と鼈の引越に伴なう鼈の廃棄について

これまで述べてきたように、引越等により住居が使用されなくなった時点における寵に対する行為、つま

り再利用がたやすくできなくなるような一種の破壊行為は、何故行なわれているのであろうか。また新たに

鼈を構築する際に、従来使用していた鼈から多くの石を抜き取って再利用することを避けているのは、何故

であろうか。それらの現象の中に寵に対する人の考え方を読みとることはできないであろうか。これらの疑

問に対する 1 つの考え方として次のことが考えられる。寵を新らしく作るということは、新たな家を作り、

引越することが前提と考えられる。その場合新らしい家は、古い家の近くに、古い家と寵を利用して作られ

る。つまり新しい家の寵は、古い家の竃とは全く別に作られるのである。家と寵が完成し、家財道具等の引

越を行なう時、寵も引越を行なうのである。寵の引越とは寵内で消えることなく保ちつづけられていたであ

ろう火を取り出し、寵内燃焼部の中心にあり寵の代表的存在でありかつ移動の比較的たやすく行なえるもの、

つまり支脚石がそれに該当するわけであるが、その支脚石を抜き去り、新らしい寵へ移すこと、これが古い

竃より火を移して引越するのと同じような竃の引越とは考えられないだろうか。支脚石の抜き去られた古い

寵は、そのままの状態で寵として放置することは避けて、寵としての機能を失なわせることにより初めて竃

でなくなり、その時点で放棄しているのではないだろうか。寵としての機能を失なわせるための行為として

は、これまで述べてきたような焚口天井石をはじめとした天井石の多くや、袖石の一部等をはずすことであ

り、このような一種の儀式が行なわれていたのではないだろうか。またこのような経過のため、古い住居内

の寵に使用された寵内の石は、基本的には新らしい家の鼈に使用されていないのではないだろうか。またこ

のような一般例の中で、ほぽ完全な形で寵の残存していた 3 号住の寵は、引越に伴なう基本的な作業を全く

行なっていない、実に例外的な例であり、これを好例として考えてきたが、逆になぜ行なわれなかったのか

についても実に輿味深い。

おわりに

寵の調査を行なう中で、何故残りが悪いかについて考えてきた。その考え方の 1 つをまとめてみると、以

上のことが考えられた。しだいに寵に対する信仰心・鼈の神様としての存在に考え方が近づいてきた。また

このような在り方は、古墳時代の寵とは大きく異なるようであり、その違いについても、今後問題化してゆ

く必要があると思われる。村主遺跡発掘終了後、藤岡市上栗須遺跡の発掘調査を行なった。その遺跡は粘土

地帯の中にあるため、寵自体が一種の焼き物に近い状態となり、煙道の残りが非常に良好であった。しかし

燃焼部と焚口部の天井部が良好に残存していた例はなく、さらに天井部が燃焼部に落下していた例もほとん

ど検出できなかった。つまり燃焼部と焚口部の天井は大部分はずされていたのである。このような例は、他

に多く検出されており、今後も検出されてゆくであろう。さらに調査を進める中で、寵に反映されているで

あろう、人間の意志について考えてゆきたい。 （中沢悟）

参考文献

(11 鬼形芳夫・依田治雄ほか『北原遺跡J群馬町教育委員会ほか 1986

(2) 水田 念・石北直樹 r石墨遺跡』沼田市教育委員会ほか 1985

(31 石守 晃•山口逸弘ほか『糸井宮前遺跡 I 』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985

(4) 長谷部達雄ほか r森遺跡・中 I 遺跡・中 11 遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1983

(5) 桐原 健「古代東国における寵信仰の 1 面」『国学院雑誌」第78巻 9 号 1977
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第 6 章 調査成果の整理と考察

第 2 節遺物について

(1) 遺物の取り扱いについて

発掘調査を進めてゆく中で、土器を中心として多くの遺物が出土してくる。それらの遺物に対し、どのよ

うな意味づけを行ない、どのような方法で取り上げたら最も有効な調査となり得るのであろうか。このこと

について考えつつも、多くの遺構と遺物の中にあって実施できた方法は、従来行なってきた方法と同じであ

る。発掘調査を進めてゆく中で遺構確認のできない出土個所やまだ検出できない状況時における遺物はグリ

ットで取り上げ、遺構内より出土した覆土上層の小破片は、覆土遺物として取り上げた。そのため平面図や

断面図等において記録はとっていない。遺構覆土の下層～床面にかけての遺物も小破片に関してはその多く

を、覆土上面出土の遺物と同様に取り上げた。大きな破片や床面上の小破片を中心として柱状に残して、平

面実測と写真撮影を行なった。平面実測図中の片端に遺物番号・遺物名と出土遺物の残存状態・標高及び床

面よりどのくらい浮いているか又は床面下であるか等について記録した。

発掘調査の結果、住居跡や土坑さらに明確な遺構の検出できなかった地区等から土器や石器その他の遺物

17850個が検出された。それらは縄文時代・弥生時代・奈良時代・平安時代・中近世時代と多くの時代にわた

っている。その中で奈良時代に属する遺物が全体の約65％であり、最も多いことを示した。各遺構出土の遺

物については、遺構ごとに概略を述べ、実測図と遺物観察表をのせてできるだけ詳細な報告に努めた。

これらの遺物を調査してゆく中で、数多くの情報を提供してくれた。今回はその中から月夜野町を含む県

北地区で多く分布し、県央や県南ではほとんど出土の知られていない月夜野型羽釜の問題と、数は多くない

が、やはりこの地域のみに分布している脚付羽釜の問題、さらに住居内出土の鉄器を主とした鉄製遺物につ

いてまとめることができた。またその他に遺物としては胎土分析や土器序列等も行なったが、これについて

は第 3 節と第 4 節で取り扱かった。遺構内、特に住居内より出土する土器については、出土の在り方からど

のように使用され放棄されてゆくのかの過程と土器の再利用の問題等まだまだ追求してゆかなければならな

い問題が山積している。今回はまとめることができなかったが、いずれ機会を見てそれらの問題についても

まとめてゆくつもりである。

(2) 遺構別遺物出土状況一覧表について

この一覧表は、遺跡内出土遺物の中で報告書中に実測図を載せなかったものすべてについて、時代別に遺

構名・器種・器形・残存部分の位置・非版組総数・版組遺物等について細かく分類して作成したものである。

この中にはその遺構を使用した時代の遺物のほかに、遺構が放棄されてからの遺物も当然多く含まれている。

それらを一切の選択なしにすべて載せたものである。この一覧表を詳しく検討してゆくと従来見落されてき

た住居跡等の遺構放棄後に持たされた遺物の問題について、多くのことを教えてくれる。今回奈良時代に関

しては序列図を作成し文章化することができたが、平安時代に関してはできなかったためこの一覧表を充分

分析するところまではいかなかったように思える。また奈良時代の甕の分類にあたってヘラ磨きの有無で分

けずに器肉の厚いのと薄いで分けた。これはヘラ磨きがかならずしも全面にわたって行なわれているわけで

はないので、これも 1 つの方法だったと思う。今後さらにこの一覧表から多くのことを検討してみたい。

（中沢悟）
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第 6 章調査成果の整理と考察

(3) 月夜野型羽釜の様相と月夜野古窯跡群

はじめに

群馬県の北部に位置する利根郡月夜野町に、月夜野古窯跡群が存在する。この古窯跡で生産された製品の

中に、月夜野型羽釜と呼ばれる特色を持つ羽釜が含まれており、この羽釜の分布範囲を追ってみると、利根

沼田・吾妻の各郡という限定された県北の山間地域を中心に分布しており、渋川市を含む県央や県西・県東

地区には分布していないことに気づく。そこでこの特色ある月夜野型羽釜の実態を把握し、分布範囲を明ら

かにし、あわせて県西・県東地区に認められない独自性の強い他製品の存在等を考え合わせて、この月夜野

型羽釜を生産・供給していった月夜野古窯跡群の在り方の一端について検討を加えてゆきたい。

月夜野型羽釜の名称や特色については、以前提起したことがある。その後この名称は県北の報告例を中心

として用いられてきており、しだいに定着しつつある。しかしこの提起は『埋文月報』No.40 という事業団内を主

対象とした刊行物であり、紙面の都合上字数に制約され、図示した図面も小さく、縮尺も不統一であった。

また村主遺跡の調査により、月夜野型羽釜の変遷も明らかになりつつある。そこで先の『埋文月報』の報告

内容を受けて、月夜野型羽釜の詳しい様相について再度紹介してゆきたい。

(1) 県内における羽釜の様相と須恵器生産の様相

県内における羽釜の様相については、羽釜を出土する 10~11世紀代の遺構が多く調査されている地域と、

この時期の調査例の少ない地域とがあり、全体としての様相は明らかでない。そのため県内全体の様相は充

分明らかとは言えない。しかし現段階で考えられる様相は以下の様である。

県内における羽釜は、 10世紀～11世紀にかけて多くの地域より出土している。その出土の在り方は、多く

の煮沸器の中の 1 つとして使用されたような状態ではなく、一定時期においては、煮沸器の中で主体を占め

て使用されていた状況を強く示しているのである。このように羽釜は、県内において大きな存在となってい

た。しかしこの羽釜は、出現の時期や使用された状況及び県南の平野部では一般に出土することがない月

夜野型羽釜の存在にみられるように、地域差を持っている。それらの地域差は、当然前代における土器生産

の在り方やその他の動きとも大きく関係しているものと思われる。県内全体の様相はこのように同一でなく，

特色ある地区に分けて考えることにより理解が容易となる。

県内を大きく分けて考える時、羽釜を初期段階で生産したと考えられる須恵器生産窯の在り方と深い関係

が指摘できる。県内の須恵器窯は、大きく県北山間地域と旧利根川の西と東の 3 地域に区分できる。県北地
121 

域は月夜野古窯跡群が知られ、 7 世紀末～ 10世紀前半代までの操業が想定されている。渋川市を含む県西地

域の窯跡では、安中市秋間・高崎市乗附•吉井町多比良・藤岡市金井・§戸沢等の古窯跡群が知られ、 7 世紀前半～

10世紀前半代までの操業が想定されている。県東地域では太田市金山・笠懸村山際・鹿ノ川・新里村雷電山・

鶴ヶ谷・桐生市菱町等において多くの古窯跡群が知られ、 6 世紀～10世紀前半代までの操業が想定されてい

る。このように県内においては、操業時期および規模や生産の主体の時期は異なるが、 10世紀前半代までは

須恵器生産が行なわれている。その中で羽釜の生産の始まる 10世紀代での様相は、県北では月夜野古窯跡群

において盛んに須恵器の坪や婉や羽釜が多く生産されており、県西では吉井町や高崎市の小塚で須恵器坪や

椀などの他に大形器種として甕と羽釜が生産されている。それに対し、県東では、現在のところ集落内にお

いて、多くの須恵器坪や塊が10世紀前半代までは出土するが、生産窯は多く確認されていない。
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第 2 節遺物について

(2) 月夜野型羽釜の様相

① 生産と分布

県北地域、特に月夜野古窯跡群を持つ月夜野町で羽釜が出現してくる時期は、共伴する須恵器坪．i宛等よ
131 

り見て、『清里・陣場遺跡』の序列観で見るなら第 3 期に属する 10世紀前半代であると考えられる。この出

現時期については、県央の時期と同様である。しかしここで出土する羽釜は、県南の平地で一般的に出土す

る羽釜と、器形や調整方法においてやや異なり、月夜野型羽釜と呼ばれる大きな特色を持つ製品である。そ

の羽釜は、深沢 B支群 1 • 2 号窯や、洞 A支群 4 号窯．藪田 A支群等において須恵器坪ゃ甕等とともに出土
121 

が確認又は想定されている。ここで生産された羽釜は、県北地域の広範囲に持ち込まれ、北は水上町北貝戸
141 151 161 171 181 

遺跡、月夜野町では梨の木平遺跡・村主遺跡・藪田東・藪田遺跡等で出土している。また沼田市石墨遺跡、
191 (IOI 1111 

昭和村糸井宮前遺跡、中棚遺跡等でも多く出土しており、また月夜野町の南西方面では中之条町五十嵐遺跡

等において出土している。しかし北部山間地をはずれる渋川市から南の地域では、現在のところ全く出土し

ていない。この地域では、月夜野型羽釜でない県南に広く分布する羽釜が大量に出土しているのである。今

後この渋川市以南において、月夜野型羽釜が出土しても、数はきわめて少ないと考えられる。つまり月夜野

型羽釜は、現在のところでは、利根・沼田・吾妻地方というごく限定された群馬北部山間地のみに分布して

いる。

② 月夜野型羽釜の変遷

県内における羽釜出現の系譜や意味については、ほとんど明らかでない。月夜野型羽釜と、それ以外の県

西・県東地区の一般の羽釜が存在し、出現時期がほぼ同じと考えるなら、製作方法において少なくとも 2 つ

の流れを認めることが可能である。県西の羽釜については、『清里・陣場遺跡』の中で変遷について説明し

た。そこで別の流れを持つ月夜野型羽釜は、どのように変遷してゆくかについて、以下説明し、月夜野型羽

釜の様相について内容を深めたい。

月夜野型羽釜は、出現段階における器形や調整方法に特色を持ちつつ、しだいに変化してゆき、また同時

に共伴する坪や塊も須恵器から土師質土器へと大きく変わってゆく。その変化の在り方については、 10世紀

から 11世紀にかけての調査例が少なく、充分明らかでないが、現段階では 4 段階に分けて一応考えている。

（第216 • 217図）

第 1 段階

羽釜出現段階と考えられる。この段階の羽釜は『埋文月報』で触れたように「利根・沼田・吾妻地域にお

ける羽釜の大部分は、鍔の付く地点を大きな変換点として、口縁部が立ち上がっていくという特色を持つ。

他の地域の羽釜は鍔の付く地点でこれほど大きな変化は認められない。また、それにも増して大きな特色と

して整形方法の違いが認められる。利根・沼田・吾妻地域の羽釜は、鍔より下の整形が基本的にヘラ削りに

よりなされており、このヘラ削りはほぽ直線でしかも底部付近から口縁部の鍔に向って行われている。ヘラ

の一部は鍔まで到着し鍔下部にヘラの当った痕跡を明瞭に残す羽釜を多く見かける。それに対しこの地域以

外の羽釜は鍔から下の胴中央部においては横ナデ整形の上からヘラ削り整形が行われている。このヘラ削り

は先の利根・沼田・吾妻地域の羽釜に見られたように、底部から鍔に向う直線方向の削りではなく、胴左上

から底部右下に向う斜の削りである。このように両者においては器形及び整形方法において大きな違いが認

められる。」という内容を持つ。そしてこの時期に共伴する遺物は、大部分須恵器の坪・婉であった。それが

第 2 段階以降の10世紀後半代で、土師質土器を共伴してくる段階になると、器形上の変化と整形方法が大き

く異なってくる。
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第 2 段階

器形においては、第 1 段階と異なり、鍔の付く地点を大きな変換点として口縁部は立ち上がってゆかない。

少しの変化は認められるが、全体的に内彎しつつ直立気味に立ち上がってゆく。第 1 段階と大きく異なるの

は、鍔より下の体部が短くなり、全体として器高が低くなることと、ヘラ削りの方法である。第 2 段階のヘ

ラ削りは、第 1 段階同様に「鍔より下の整形が、基本的にヘラ削りによりなされており、このヘラ削りはほ

ぽ直線で、しかも底部付近から口縁部の鍔に向って行なわれている…」ここまでは共通する。しかし第 2 段階

では、削りの単位が細く短く、鍔まで到着するには 3~ 6 回以上の削りを行なっているのである。これは大

きな違いである。

第 3 段階

器形においては、第 1 段階に近く、「鍔の付く地点を大きな変換点として、口縁部が立ち上がっていくとい

う特色を持つ…」しかし第 1 段階の羽釜と比較して器高が低いことと、鍔より下の胴部が大きく彎曲して張り

出していることにおいて異なる。調整方法のヘラ削りに関しては、従来は鍔に向かい鍔の下まで削られてい

たが、この第 3 段階に至ると、胴部の上半部までは削るが、鍔の下の胴部上端まで、鍔に向かう縦方向のヘ

ラ削りが行なわれなくなる製品が多く出現してくる。その部分は左横方向のヘラ削りが行なわれる製品と、

指等による調整が行なわれている製品との 2 種類が存在するようである。

第 4 段階
112 

この段階の製品は出土例が少なく、実体は不明である。村主遺跡に近い大原 2 号住居跡より、その段階と

思われる羽釜が出土している。共伴遺物は土釜のみであり、おそらく 11世紀以降の製品と思われる。図示し

た羽釜は、鍔より上の口縁部が短く、大きく内彎している。鍔より下の調整は鍔に向かう直線のヘラ削りで

あり、このヘラ削りが底部より鍔に向かう削りであることに関しては、月夜野型羽釜の伝統を守っている。

このように月夜野型羽釜は、独特な特色を持ち、 11世紀代までその特色は持ち続けているのである。今後資

料が増加することにより、 11世紀代の羽釜の特色についてさらに明らかにしてゆきたい。

③ 土師器との関係

県北の月夜野古窯跡群においては、 9 世紀段階より多くの須恵器坪．i宛等が生産されている。そのため月

夜野町等においては、住居内より土師器坪類は 9 世紀前半頃よりほとんど出土しなくなる。煮沸器としての

土師器コの字状口縁の甕は、 9 世紀段階においてほぼ唯一の土製品であったため、依然として使用され続け

ている。しかし10世紀代になり羽釜が使用されてくると、ほとんど使用されなくなり、やがて出土しなくな

る。この傾向は出土量や器種構成等において、多少の違いはあるにしても、月夜野型羽釜が供給されている

沼田市石墨遺跡や昭和村中棚遺跡等においても指摘できそうであり、この県北地域においては、ほぽ画ー的

な供給・需要体制が存在していたと思われ、県南の地域の様相と大きく異なった特色を示している。

(3) 月夜野型羽釜と月夜野古窯跡群

このように、月夜野古窯跡群において生産された月夜野型羽釜は、独自な器形や調整方法を持ち、限定さ

れた地域のみで供給されていた。また月夜野型羽釜だけでなく、他の製品や技法等においても、月夜野古窯

跡群は独自性を持っており、このことの意味については、以下の事例により次のことが考えられる。月夜野

古窯跡群の大規模操業は、大きく 2 段階に分かれて行なわれたと考えられ、第 1 段階は 7 世紀末より 8 世紀

の段階であり、第 2 段階は 8 世紀末又は 9 世紀初頭～ 10世紀前半代の段階である。そしてこの第 1 段階の製

品は、県南の他地域と器形や調整及び器種の組合せ等において共通するが、第 2 段階の製品は、第 1 段階の

製品と異なるだけでなく、県南の製品とも以下の点において大きく異なっているのである。

① 月夜野型羽釜の存在。これまで述べてきたように、煤南地区と異なる月夜野型羽釜を製作し、利根・
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沼田・吾妻地区という限定された県北山間地域へ供給していること。

② ロクロ回転の違い。第 1 段階で見られないロクロ左回転の製品が第 2 段階で多く出現してくる。 9 世

紀以降の段階では、県南地区においてもこのような左回転の製品はほとんど認められない。
IIり

③ 盤 Aの存在。第 2 段階の当初において、盤Aが認められる。このような器形は第 1 段階や県南地区で

も全く認められない特殊な器形である。

④ 須恵器甕における調整方法の違い。第 1 段階後半の沢入 A支群においては、甕の内側が素文のあて目

であり、口縁部・頸部間に波状文は認められなかった。第 2 段階の洞 A支群においては、甕の内側に同

心円状の当て目と、口縁部・頸部間に一般的な波状文が認められる。技法的には第 1 段階との間に新旧

の逆転現象がある。同一エ人の流れの中でこの現象を理解するには不整合性が多い。

⑤ 東北地方との関連が考えられる製品の存在。第 2 段階で 9 世紀後半代の一時期において、須恵器の甕
119 

に似た平らな口唇部を持ち胴部に叩きを持つ酸化焔焼成の甕が存在すること。また底部糸切で体部下半に

手持の箆削りを施している坪の存在その他瓦等においても月夜野古窯跡群と東北地方との関連が考えら
116 

れる。このような現象は第 1 段階では認められなかった。

さらに加えるならば、第 2 段階における脚付羽釜の存在や藪田・藪田東遺跡で認められるような 9 世紀後

半代より多くの燻焼成の坪が生産されていること等をあげることができるであろう。このように第 2 段階に

おける須恵器の製品は、第 1 段階と大きく異なり、新たな別系統のエ人が主体となり操業された可能性が高

い。さらにそのエ人達は、技術系統が県南とは異なるエ人の流れを汲む人々で、県南における共通した強い

規制による統一的な器形・調整方法に強制されることなく、ある程度独自性の発揮できた体制下での操業が

可能であったことを物語っているのではないだろうか。また月夜野型羽釜の分布から見た月夜野古窯跡群の

在り方は、前述のごとく、利根・沼田・吾妻地区にほぽ限定されて分布していることより、この地方に供給

するために律令制社会の中で意図的に配置されたエ人集団であったことを示している。このことは、別の項

で述べている前代に展開された秋間古窯跡群にとって変わり、吉井古窯跡群が、県央への供給を主対象とし

た生産窯であったと考えられることと大きく異なり、そこに政治的な大きい動きが想定される。（中沢 悟）

(1) 中沢悟 「月夜野型羽釜について」 r埋文月報』 No.40 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1984 

(2) 中沢 悟・大江正行ほか r月夜野古窯跡群』 月夜野町教育委員会 1985 

(3) 中沢 悟 「出土土器の分類と組年」『清里・陣場遺跡』 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1982 

(4) 大賀 健ほか 「北貝戸遺跡」『関越自動車道（新潟線）水上町埋蔵文化財発掘調査報告書』水上町遺跡調査会ほか 1985

(5) 能登健・下城正 r梨の木平遺跡』 群馬県教育委員会 1977 

(6) 原 雅信ほか r藪田東遺跡』 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1982 

(7) 下城正•関 晴彦ほか 『藪田遺跡J （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985 

(8) 水田 念•石北直樹 『石墨遺跡」 沼田市教育委員会ほか 1985 

(9) 石守 晃・山口逸弘ほか r糸井宮前遺跡 I 』 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985 

(10) 黒岩文夫・富澤敏弘ほか r中棚遺跡」 昭和村教育委員会ほか 1983 

(11) 金井公夫ほか 『大塚遺跡群」 中之条町教育委員会 1985 

(12) 飯塚卓ニ・下城 正ほか 「十二原遺跡・大原遺跡・前中原遺跡」 1982 

(13) 関 晴彦 「奈良•平安時代の土器」 『藪田遺跡」 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985 

(14)編年図参照のこと

(15) ・花岡紘―•原 雅信・中沢 悟 「藪田東遺跡出土土器の胎土分析」 『藪田東遺跡』 1982の中で紹介している。

• 13の文献中で「(iii)須恵器と同様の胎土をもった酸化焔焼成の煮沸器」の中で紹介している。

•大江正行・中沢悟 「月夜野古窯跡群の成立とその背景」『月夜野古窯跡群』 1985の中で指摘している。

(16) 大江正行・中沢 悟「月夜野古窯跡群の成立とその背景」 r月夜野古窯跡群」月夜野町教育委員会 1985 
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第 2 節遺物について

(4) 脚付羽釜について

群馬県の北部に位置する利根郡月夜野町に、月夜野古窯跡群が存在する。この古窯跡群で生産された製品

の中に、羽釜でありながら、底部に支脚を持つ製品が含まれている。このような羽釜は、県央や県南におい

て出土していないため、注目されていなかった。ところが近年、月夜野町や沼田市において、完形品や支脚

の付く底部破片が多く発見されるようになり、この底部に支脚の付く羽釜について、脚付羽釜と呼称して、

『月夜野古窯跡群』 1985の中で実測図を伴ない多くの事例を紹介した。また沼田市石墨遺跡 D 区12号住より

完形品が出土しており、出土状況や共伴遺物とともに『石墨遺跡』 1985の中で紹介されている。しかし多く

の実測図を伴ない、まとまった形での報告はなされていないため、ここで現段階における脚付羽釜の様相に

ついて簡単に報告し、月夜野古窯跡群を理解するための一助としたい。

脚付羽釜とは、羽釜の底部に支脚の付いた羽釜のことである。しかし特色はこれだけでなく、器形や調整

方法においても特色を持ち、ほぽ同時期に使用されている月夜野型羽釜と比較すると、多くの点で異なって
131 

いる。月夜野型羽釜の器形は「鍔の付く地点を大きな変換点として、口縁部が立ち上がってゆくという特色
131 

を持つ」一方脚付羽釜は鍔の付く地点で口縁部に大きな変化はなく、全体的に内彎している体部より鍔上の

口縁部まで一連で続いている。中には月夜野型羽釜と逆に鍔を境に内傾している製品も認められる。底面に

つけられている支脚は、断面観察によれば、底部を作った後で貼りつけていることが明らかである。調整方

法においては、月夜野型羽釜の大部分の口唇部が平らに削られて内傾しているのに対し、脚付羽釜の口唇部

は丸くなっている。また両者とも体部外面においてはほぽ全面に直線のヘラ削りが行なわれているが、月夜

野型羽釜では、ヘラ削りの方向が、底部より鍔に向かっているのに対し、脚付羽釜は全く逆で、鍔付近より

底部に向かって削られている。このように月夜野型羽釜と脚付羽釜は、近似しているようにも見えるが、多

くの点において異なっている。

脚付羽釜は、現在のところ月夜野町と沼田市の 2 市町のみで出土が確認されている。しかし脚付羽釜は月

夜野型羽釜と同様に月夜野古窯跡群内で生産されていると考えられるため、今後は月夜野型羽釜の出土する

地域より出土の可能性はある。しかし出土したとしても数は月夜野型羽釜と比較するときわめて少量である

と思われる。脚付羽釜は月夜野町の月夜野古窯跡群中の真沢A支群と須磨野A支群、集落遺跡として村主遺
141 151 161 

跡・藪田遺跡・洞 1 遺跡・後田遺跡から出土しており、沼田市においては石墨遺跡・戸神諏訪遺跡において

出土が知られる。なおこの脚付羽釜の脚部と思われる製品が最初に紹介されたのは、昭和16年であり、山崎
181 

義男氏の報告をあげることができる。山崎氏は真沢陶窯址の紹介の中で出土遺物の実測図を示し、脚付羽釜

の脚部の破片と蓋と考え、羽釜とセットで「蓋付用」として紹介したが、破片であり現在としては誤まった

見解であったが、本稿を作成する際に多くの啓発を得た。以上が脚付羽釜について、現在明らかとなったこ

とである。しかし出土例は総数でも 50個体は超えていないと思われ、実態についてはまだまだ不明である。

これまで指摘してきた特色についても、今後多くの点で修正してゆく必要が出てくると思われる。今後資料

の増加を待って、報告の修正と脚付羽釜の持つ意味について考えてゆきたい。

(1) 中沢 悟・大江正行ほか 『月夜野古窯跡群」 月夜野町教育委員会 1985 

(2) 水田 念・石北直樹 r石墨遺跡』 沼田市教育委員会ほか 1985 

(3) 中沢 悟 「月夜野型羽釜」 『埋文月報」 No.40 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1984 

(4) 下城 正•関 晴彦ほか 『藪田遺跡』 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985 

(5) 1986年報告害刊行予定。脚付羽釜の存在については、下城正氏の御教示による。

(6) 現在報告書作成中、脚付羽釜の存在については、大江正行氏の御教示による。

(7) 1983年に発掘調査が行なわれている。脚付羽釜の存在については、小野和之氏の御教示による。

(8) 山崎義男「上野国利根郡月夜野二窯趾に就いて」『古代文化」 1941 

（中沢悟）
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(5) 出土の鉄製遺物について

村主遺跡出土、奈良•平安時代鉄製遺物の検討

はじめに

整理担当から鉄製遺物を実見し、整理上に寄与せよとの申し込みがあり、本稿はそれを受けて作成したも

のである。遺物を一見したところ34の住居数にもかかわらず、出土総数35点、出土率は1. 06個と高く、その

中に小刀、鍬（踏鋤か）先など稀少性の高い製品も含まれ、なおかつ古墳時代より後出した時代の集落にお

ける不明確な鉄器の有様を示していたので以下、この点を中心に触れたい。

また本稿で扱う製作年代は、伴出土器によって下された住居の相対年代をあてはめ用いるが、顆多でない

出土量と根本となる住居跡が10世紀以降、不足気味である点、あるいは鉄器の伝世性など不特定な要素を考

慮すると必ずしも土器で区分された細かな年代観が鉄器の製作年代に直結するとは考え難く、ここでは100

年毎の冊紀区分で扱いたい。おおまかな年代観は今後、検討の蓄積をもって徐々に狭ばめなければならない

と考えている。

1. 鉄製遺物の種別と機能

出土の鉄製遺物の種別は形態および使用痕上から次のように分類されるが用途不明はここでは除外したい。
ちいさがたな

0 武器、鏃、刀子、小刀 0 工具、手斧、刀子、紡錘車 〇農賞、鍬先、鎌 0 生活用具、火打金、釘
0 用途不明、金具類、棒状鉄、板状鉄

〇鏃
121 

鏃は形態上、鏃先、箆被、茎の 3 部位から構成されている。鏃先の形は剣型 (30住 6 、 11住69) 、片刃剣型

(13住16) 、刀身型（38住14）、三角形（グリット 22) 、柳葉型（グリット 24) の 5 形態が認められる。このうち38

住14の刀身型例は棟・刃側に小さな区を設けており、グリット 24は柳葉型としたが刃区下が痩せた型となり、

両例ともに特殊な形態である。箆被部は短身の11住69 • 38住14、グリット 22 • 24 、 13住15など除くと全般的

に長身であるが、あえて欠なわれている鏃先部を想定すれば、遺存する箆被の細い点、細い箆被部で大身の

鏃先を支持するのは不合理であることなどから細根小身の鏃先が考えられる。おそらくは13住16 、 30住 6 、

11住69 、 38住14などに見られる剣型か刀身型であったと思われ、欠損の箆被も 13住16 と同級かそれと大差な

い長さであろう。茎形態は鏃区と棘区がある。さらに鏃区は表・裏に区のない扁平な37住14、グリット 22 、

13住15例と表・裏·側部に区のある 13住16 、 11住69、グリット 24 、 6 住50 、 11住70、 10住 8 の二者がある。

棘は表・裏・側の四面に区をもうけた38住13が唯ーである。茎の横断面形はすべて隅丸方形か方形であり、

円形は無い。オ存に関しては13住16の鏃区下に箆の一部が残る。箆は直線的な竹状の組織で、その上を横に平

巻に踏巻痕がある。踏巻に嵯りはなく藤のような直線方向の繊維である。箆の太さは箆被元の太さとほぽ同

じである。 11住69の区下に勝手下りとなっな条線は古代の茎鑢目にしては深過ぎるし、仮りにあったとして

も 1000年以上の錆化の中で遺存したとは考え難く、おそらくは茎と箆との接着剤に繊維を巻付けたか、鏃を

工具として用いた時の柄巻かとも考えられる。鏃使用の跡は10住11の茎尻が半回転ほどく字状に捻り曲って

おり、それは錆化の状態からすれば堆積土圧で生じたものではなく、廃棄以前の旧時に生じていたと判断さ

れる。今日に伝軋した江戸時代の矢の穂先（鏃）は未装着の穂先を除けば多かれ少なかれ箆から抜き取る際に
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生じた捻れや曲りが生じており、 10住11の捻れ曲り

も同様の結果と考えられる。このことは狩猟など実

用に帰したか、鏃先が欠損したか、箆に癖・損傷が

生じたかの理由に因したであろう。

鍛えは37住14がやや柾目立った錆化のほかは板目

状の錆化であり、梨内出土の古墳時代鏃の多くから

すれば板目状の錆割れはやや少なく、精鍛されてい

る。錆化の進行は埋没環境に左右されるが、鍛目の

方向性は埋没環境や埋没年代の古さに影響される訳

ではなく本来的なものである。

砂磨は、付図ー 1 の場合、遺存の庫みを前提に、

研磨を想定して切刃、鏑筋を加えたものである。鏑

筋が明瞭でないのは13住16 、 30住 6 の鏃先元と箆被

先の稜、 38住14の鏃先平から先にかけての稜、グリ

ット 22 • 24の鏑筋である。これらはグリット 24を除

き僅かな稜であるため鍛造時点よりも、焼入後の整

形以降、おおむね研によって作り出されたと類推さ

れる。この場合、強い意識の基に研ぎ出された稜で

あるか否か前 3 例について不明であるが、後 2 例は

蛤刃であって、刃の総体面積が多いため、稜立てる

ことを意識して研がないと研ムラが生じてしまい、

刃部の研全般にも不合理が生じてしまうので意識は

必然であったと考えられる。

0 刀子

刀子は 8 点の出土があり、帯侃用と考えられる 6

住52、エ具としたと考えられる27住47 、 20住38 、 24

住17 、 16住22など、二大別される。帯侃用と考えら

れる 6 住52は、優美な姿、また矢印から切先にかけて

棟がやや俯くため飽子に強い焼入れが想定でき、鍛

えは錆化が杢目がかり、オ存は鉄鑓を着装し、研減り

は見られないなど、しっかりした作刀、招、所持者

の扱いの丁寧さを知ることができる。このことは削

る、切るための単面的な目的ばかりでなく、見る、

見られるために製作されたことを意味し、製作から

所持者に至るまで一貫した目的に沿った左証である。

出土住居は大形であり、しかも住居跡年代が 8 世紀

初頭頃である点を考慮すれば律令制に制式化された

可能性のある帯侃用刀子と類推される。したがって



第 2 節遺物について

6 住52は武器の範疇としたが、平素は雑用に供したと思う。倶用、帯用とせずに帯侃用と両者を折衷したの

は服装によって用法が異なると考えられるのと制度上の区分が明確化されていないためである。

この刀子の形態は、平作りで棟は錆化のため明瞭でないが平棟かそれに近い形状である。区は棟、刃側と

もきっちりしており、おそらくはf羅裔りとならし後に鑢掛を行い作り出したのであろう。鑢は近世に至るまで
製作労力の高い高価な鉄器で鑢掛主体（鑢掛される金属器）に多く用いられたか否かによって鑢掛主体の作

位が意味される。したがってこの刀子は当時の全般からすれば作位は高かったと考えられる。茎は細長く、尻

は調査時の欠損で残存しないが、遺存の端部は細まっているので、この先はやや丸みをおびた尖尻と考えら

れる。研出しの癖は見られない。オ存は茎先に鉄製長円形筒細が掛けられている。鑓としたのは身幅より、そ

の筒金の幅の方が狭いからである。この鋪の存在から鞘は呑口式である。柄は茎が長いので振袖のような曲
すぐ

り柄でなく直の柄であったかもしれない。

工具とした27住47 、 20住38 、 24住17 、 16住22は全体の作り込みが甘く、切る、削るために単面的な目的で

製作されたと考えられる。いずれも平造りで、棟は錆化し、明瞭でないが平棟か、それに近い形状である。
あらみ

平造の刃部は新身の時点で、茎元の延長上に作り出されるのが製作上の一般形で、 20住38 、 24住17 、 16住22

などのように鑓元に切刃の稜が生じたのは研磨りの結果と考えられ、刃区が無いのも消耗の証左となるが、
131 

ただし正倉院の刀子にある切刃の稜を有する例は鑓元の象嵌の消耗を防ぐほか研磨減りとは別の理由あり、
こがたなまち

この場合の比較にはならないと考えられる。この 3 例には小刀区（矢印）がある。小刀区は削られる主体物

の削り出し位置、深さを確実にするのを目的とし設けられた機能部分名称である。 3 点を見るかぎりに於て

は遺存しており、旧時の研磨に際し意識して研れたのは確かで、エ具に対するエ人意識を感じとることがで

きる。棟区は20住38 、 16住22に認められるが区の隅はやや丸く、新身時点における作込みの甘さが認められ

る。そのことは 2 点とも切れ物として製作されたため、各部に対する美的な面での完成度の高さが要求され

なかったことを意味している。茎は20住38 、 24住17 、 16住22に残り、 20住38が栗尻丸山形、 24住17が栗尻で

切り平山形、 16住が栗尻高山形を呈する。 24住17は茎が著しく短く、旧時に戟ち切られた可能性がある。栴

は16住22の茎尻に柄の木質が残るほかは見られない。遺存した木質の方向性は茎棟に沿って走行し、これが

柄の方向性を示しているとすれば切先は可成り俯くものと考えられる。

鍛に柾目の例は無く、板目付いているが錆ぶくれが認められる。
ちいさがたな

0小刀 16住20

16住20から出土した小刀がある。作込みからして鈍、山刀のような雑用工具ではない。何故、長・大刀子

とせずに小刀としたかは後述する。形状は平造りであるが銅元と切先に研出した際の稜部が僅かながら見ら

れ、この研出しの前後に雑用に供された場合もあったかもしれない。平造りに稜を生じさせるのは当時の一

般形ではなく、刃を付けることだけを目的として研いだ証左であり、研が下手なのである。それであっても

全体的に蛤刃状の肉置がある。棟は錆化のため明瞭でないが平棟かそれに近い形状である。棟はやや俯き、

切先端部より物打側 3 、 4cm に最も顕著な個所（矢印）があり、これは切先の飽子部に強い焼入れを作意した

結果であると判断される。茎は長く、入山形を呈し、尻に目釘穴があるが、懸通しを行うほど大きくはない

ので目釘のみの機能と考えられる。茎元に鉄製長円形筒鋪が掛けられている。

鍛えは錆化からすれば柾目立ってはおらず板目であり、極端な錆ぶくれ、棟の錆割れの少い点から精鍛と

考えられる。焼入れは、図中矢印に棟の俯く個所があり、それは切先の焼入れが物打側より強く入れる意識、

つまり切先の飽子に焼入をきちんと行なおうとする意識とその結果であると判断でき、そうした技法上の意

識は周到な計画に基づく場合に限られ、良工の所作を窺わせるものがある。

273 
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► 

栴は平面図裏の切先部に、僅か木質の遺存を認めるが他に付着は

ない。鞘の痕跡であろう。鋪を何故~したのかは次の理由による。

同様の金物に、縁金、口金（鯉口金）、鍾の三通りがあるが、口金と

すると鍾元身幅とほぽ同じ幅であって間に鞘木の作り出しが入る隙

間はなく、口金にはならない。縁とするか鍾にするかは、当代にお

けるこの種の鞘口と柄との関係が呑口式であったと考えられるから、

呑口式の場合の縁と鑑は同一金物で兼ねていて区分することができ

ないのである。ただ機能や目的からすれば縁は装飾性と柄に強度を

保たせるための筒金で、錨は刀身の保護、保存のため刀身を鞘中で

浮かせる金具である。この内容を呑口式にあてはめれば筒金の鞘側

が鎚に、柄側が縁の機能を果すことになる。しかし、この筒金は古

墳時代以来、伝統的に用いられた装具で、鍔が掛けられている場合

は鍾として機能するため本稿では鍾としたい。

なお本例の出土した16号住居跡は大形住居であり、所持者の地位

33住18 が示唆される。

0 手斧 21住16

21号住居跡覆土から出土している。形は袋部を持つ鉄斧の形態で

第220図 小刀・紡錘車模式図 l:3 ある。平面形は先広がりの長方形で、横断面は袋側で広く、表側で

狭く作られている。縦断面は袋側に刃裏を示す平滑面がもうけられ、

一方に刃表を示す刃作り部があり、袋内に木質が遺存する。刃表・裏の区別がなければ斧であるが、区別が

なされているので手斧と判断される。木質は斧元より 2.5cmの深さまで認められ、袋の尻端までは達してい

ない。

鍛えは錆化からすると板且がつんでおり精鍛であるが全体的に錆化が進み不定方向に錆割れ、剥落しそう

な状態にある。錆割れは刃部で刃側を平行弓成りに割れ込んでいるため焼入れの刃渡し部分を示しているの

かもしれないが研磨例の無い現状において断言はできない。

0 紡錘車 38住18

33号住居跡から軸付の紡錘車が出土している。紡錘車は鉄製の円盤で、鉄製の軸を取り付けている。軸部

の一端は旧態を留め、未成の繊維が左上り（矢印）の方向で残る。

鍛えは軸部で鉄釘を見るような縦の錆割れは顕著でなく板目づいている。紡錘車は杢目をまじえた板目状

をなしている。
141 

〇鍬先（踏鋤先か） 20住35

20号住居跡周溝内から大身の鍬先が出土している。鍬とした理由は次のとおりである。床の入る袋部断面

の角度は図右側が急で左側が緩やかである。使用減りは平面図右側の右刃先に見ることができ、左・右ほぽ

対照であった時に最大 5mm ほど磨耗している。これは製作当初からあったのではなく、その損耗部分だけ他

の刃部より鋭利になっているので確かに使用痕である。鍬か鋤かの点に関しては鍬は引起し、鋤は尖き起し

て、人間が動力となって用いることを前提とすれば、右利なら鍬の穂先刃部右側が、鋤なら左頭側に使用減

りが生ずるはずで、この使用減りを本例にあてはめれば右側の減りで鍬と判断されるが、柄の長さ、柄と床

との角度により使用減りは微妙に変化する。さらに牽引した場合には梨としての使用となり、長身の床と柄
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をもうけ足と手で押し起しながら用いた場合には踏鋤となり得る。それぞれ力点の作用により減り方が異な

り、別途の用い方であるが、ここでは名称に関しての言及であるので別途の用法は次に触れたい。

形態は図の平面右が表、左側が裏面となる。特徴としては近世から現代の鍬先裏が平らであるのに対し、

本例は裏の方がふっくらとしている。刃先は表側が蛤状に肉をおき、裏側は肉置が少ない。表・裏の袋部端

にはそれぞれ使用傷が認められ、表側に凹み（矢印）、裏側にめくれ（矢印）が生じている。大きさは古墳時

代の銀先からすればすこぶる大身であり、前代と同じ用法であれば道具に振り回されることにもなりかねな

い。とすれば前代の鍬形態との間に一画期があることになり、また別途の用法である踏鋤も捨て難い。
151 

踏鋤は正倉院に子日鋤が伝存しており、鋤先が剣先型で大身のところは本例に類似している。踏鋤であれ

ば、足と手で押し起すため穂先刃部右側が本例と同様に減ると考えられるのでその点は一致し、むしろ鍬と
161 

するよりも妥当性があると思われるが、これは机上の考えであって今後、県内出土の同級 4 例の実査と、資

料増加を待ち再考したい。

鍛えは錆ぶくれ、錆割れが少なく、杢目から板目づいている。
141 

〇鎌グリット 25

M-16より鎌の出土がある。形態は棟が直線的で耳の返りが顕著でないのと棟側、刃側の棟の高まりがさ

ほど変りがなく、本例の特徴となっている。刃部は研減りが少なく使用度は未だ少なかったと見なされる。

刃作りは片刃であるが顕著でなく、表側の肉置も少ない。

鍛えは錆化状態からすれば柾目になっておらず板目気味である。
171 

0 火打金土坑17

錆化顕著で遺存不良である。図は左右ほぽ対称とした時の復元像である。形態は山形で、横断面は隅丸の

山形を呈す。

鍛えは不定方向の錆割れが顕著である。

2. 器種揃えとその傾向

村主遺跡調査区における奈良•平安時代の消長は前章の分析によって 7 世紀後半、 9 世紀後半から 10世紀

圃

'
,
I
l
l
|
l
|
_

＂

※トーンは使用滅り推定範囲を示す

第221図鍬（踏鋤か）先模式図 l:3 
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住居跡 出土土 武器 農具 工具 生活
そ

略称・
小 侃 工 手 紡 火器の年 の

個別遺
鏃

用
鎌 鍬

具
錘 打 釘

刀 刀 他構名称 代観
刀 子 子 斧 車 金

22号住 7 C後 1 

13号住 7 C 末 2 

2 号住 8 C 前

6 号住 ク 1 1 - 1 

9 号住 ク

11号住 ,, 3 - 1 -

16号住 ,, 1 - 1 -

18号住 ク 1 1 

20号住 ,, 1 1 -

27号住 ケ 1 - 2 

28号住 ケ 1 

30号住 ケ 1 

32号住 ,, 

34号住 ク

37号住 ク 1 -

38号住 ク 2 - 1 - 1 

4 号住 8 C 中

26号住 ', 1 -

18号住 奈良•平安 1 -

19号住 9 C後

1 号住 lOC 前

14号住 ク

21号住 ク 1 -

31号住 ク

33号住 ,, 1 - 1 

36号住 ', 

14号住 lOC 中

3 号住 lOC 後

5 号住 ', 

10号住 ', 1 -

24号住 ', 3 - - 1 

25号住 lOC 末 - 1 

7 号住 11 C 前

8 号住 ', 

17土坑 ', 1 -

0-19 lOC後 - 2 

M-16 8 C 前 - 1 

N-25 奈良•平安 - 1 

附表 1 村主遺跡・出土鉄器集計表
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前半、 10世紀前半から 11世紀初頭の 3 段階に盛期が

把えられ、ここではそれを第 1 ～第 3 段階と称し、

各段階に伴う器種揃えとその傾向について触れるが、

その前に、鉄器がどのように扱われ、製作年代をど

のように捉えたらよいのかを少し考えてみたい。

上毛野における奈良時代に先だつ段階の鉄は半島

からの招来や西国からの搬入に頼り、上野において

は平安時代 l|l期以降、砂鉄原料による在地の和鉄生

産へと徐々に転換されて行った。現在までのところ、

県内の製鉄関連遺跡の中では出土須恵器の年代から
181 

8 世紀代の渋川市金井製鉄遺構が最も古く、さらに

金井沢碑文中に見える鍛師破部君身麻呂の存在や初
191 

期蕨手刀の製作が推測されることなどを考え併せれ

ば、ある程度、整った形の生産体制は 8 世紀頃より

始まったと考えられる。しかし県内の製鉄炉の発見

は 9 世紀以降に多く、量産体制の確立は 9 世紀以降

として大過ないであろう。鉄加工は早くから行われ

ていたようで 5 世紀終末には輛の羽口、鉄滓を伴う
暉

住居跡例があり、それ以降、徐々に増加する傾向に

ある。この過程にあっても生産された鉄器は大量な

熱源と労力から生れただけに貴重な存在で、流布し

た鉄器は使用、消耗したとしても廃棄されることな

く再生産が繰り返されたのである。この流れは近世、

近代まで続いている。その結果として古代・中世鉄

器は古墳の副葬物を除くとすれば、名物や記念物と

なった武器・武具などが僅か世に残されたに過ぎず

他は再生産されて、鉄文化が鉄文化を抹消した形と

なった。したがって住居跡出土の鉄器類は往時を偲

ぶ貴重な残留物と見なされるが、残留物はただ単に

紛失物としての存在ばかりでなく、故意に住居内に

納置した場合も考えられる。例えば、祭祀に関連し

た行為が考えられ、現在でも民間信仰に矢・小刀あ

るいは職人であれば工具を、農業を営む者であれば

農具をそれぞれ種々の形で用いたりもする。しかし

道具を通じての信仰は自然神に対する個有の在り方

などとは異なっているため一定の法則性そこから導

き出すのは困難であり、さらに出土鉄器は共伴関係

において祭祀と見なされる場合は良いとしても一般
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的に祭祀を示唆する状況はほとんど無いといっても良く、漠然と捉えたら紛失物か祭祀に伴うかの識別は不

可能に近い。しかし出土鉄器の個々の出土位置や出土の在り方を見直すと、紛失物として解決できない側面

の方が多いのに気付く。それを村主遺跡出土例にあてはめると次のとおりである。

0-19より出土した 2 点の鏃（グリット 22 • 24) は、やや大根の鏃であり、近接した出土位置の関係は、

ただ単に紛失物として存在する以外の理由があろう。

38住13は住居跡内土坑から出土している。土中に鉄器を埋没させれば錆化消耗し、利器としての機能は数

週間で失われてしまう。土中に埋没させる行為は、故意でなければ出来ないことである。この意味では床面

上ないし、その近辺に置くのも錆化を早める原因であり、故意に通ずると考えられる。 13住15 • 16の鏃が床

面より上方 3 cmから出土し、 16の茎には箆の残存があり、裸であった訳ではない。 20住38の刀子が周溝内、

24住17の刀子が床面より上方 2 cm 、 16住22の刀子も床面より 2 cmの位置である。
(II) 

16住の小刀、 18住の紡錘車、 20住の鍬（踏鋤か）先などは大形製品であり紛失物とは考えがたい。鍬先は

平安時代に租税の対象に徴された史料もあり、 20号住居跡が営まれた 8 世紀前半という時代性を考慮すれば

鍬（踏鋤か）先などは村落における共同所有物品で、無くせば責任を問われる代物と考えられるが、そう考

えるのは現代的感覚であろうか。もし、そうした行為が許されるならば、 20号住居の主は農事の統括者か司

祭者の可能性があり、出土した住居が大形であるのも特権階層を示唆している。小刀は地位に伴う可能性が

あり、それは後述するが個人所有物と考えられる。紡錘車はカマドから出土している。調査担当者の説明に

よれば寵支脚抜取り廃棄後の崩落土中から出土したとの事であるから、寵近辺の周壁より上方に置かれてい
112 

たことになる。寵支脚抜取りは祭祀行為と考えられており、それを裏付けるように県内でも一般的に行われ

ている。一方、紡錘車のような大形鉄器となればなるほど、その道具あるいは道具にまつわる神々に対する

信仰に恒久性と依存度が高まると考えられるが、そうした時に何故、寵の支脚と一緒に紡錘車ばかりでなく

大形鉄器を持って行かなかったのだろうか理解し難い点が残される。

紛失物と云えそうなのは 3 点だけである。 8 世紀前半と考えられる焼失住居、 6 号住居跡の鉄器が焼失し

たことを考えれば紛失物の範疇で扱われて良いであろう。

次に鉄器の年代観について考えたい。鉄器で住居跡の床面に伴って出土した例は少なく、多くが床から離

れた状態で出土している。それを自然現象に主因ありとするには 1,000年強の年代では考え難く、それ以外の

理由を必要とする。まず第一に鉄器の保管がある。鉄器の保管は現在でも湿度が少なく通気の良い場所に置

くのが常であり、仮りに鋳が生じれば砥石減り以上に鉄身が消耗してしまう。それを防ぐため、金属器の基

本的な扱いは古代でも同様かそれ以上のはずで、住居内に置く場合、土間や湿気の多い敷物上に置く姿は想

像できず、棚上であるとか椎木裏に挟むとか通気のよい個所への納置が考えられる。とすれば住居廃棄後の

埋没過程で棚上や椎木裏に鉄器が置れていたら、建築材の倒壊時に、あらかじめ入り込んだ埋没土上に落ち

ることとなり、そこを発掘すれば床から離れた状態で鉄器が出土するのも当然の結果である。このため本稿

では埋没土から出土した鉄器であっても本来的には各住居に伴なった可能性が高いと考えたい。しかし住居

跡の凹みを祭祀に用いた場合や、不特定な理由により、まま鉄器が置かれた時についてはこの限りではない

が、今後、資料検討の蓄積を計り不特定原因を考えてゆくつもりである。こうした点を前提に、以下各段階

の鉄器揃えとその傾向を考えたい。

第 1 段階 7 匪紀後半～ 8 世紀前半

鏃、帯侃用刀子、エ具刀子、鍬（踏鋤か）先がある。この段階の住居数18(53%) 、鉄器数 (75%) 、 1 住居

当り1. 5個の割合で出土した。鏃は片刃剣型、剣型、刀身型があり、出土鏃の大半がこの段階に集中し、 18棟
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中 6 の住居跡から出土している。それは旧時における弓の数揃え、あるいは弓が身近な存在であったことを

意味し、農耕村落であったにせよ別側面を窺わせるものがある。実際に10住 8 に使用か修理した形跡がある。

6 住52の刀子、 16住20小刀は帯侃用と考えられ、大形住居跡から出土している点から所持者の地位が示唆され、

地域において律令制の浸透を感じさせるものがある。エ具としての刀子は16住22 、 27住47にあり、日常的な

工作を物語っている。農具として大形鍬（踏鋤か）先が、最も古い一群の一つとみなされる 20号住居跡から

出土し、村落の古い段階に農耕が裏付けされる。

鉄器の総体から見れば小刀・鍬（踏鋤か）先などの大形鉄器または帯侃用刀子の出土した住居跡は大形住居

で所持者または管理者に特権階層を想定でき、刀子や鏃など小形鉄器が出土した中・小規模住居跡の居住者

との間に鉄器から見ても階層差が認められた。

この第 1 段階に鏃の出土が多いのは時期的な特徴なのか、山間部における特徴か、この村落の内的特徴なの

かは、今後、各遺跡の検討蓄積を待たなければならない。第 1 段階と第 2 段階との間に空白の時代が存在す

るが、第 1 段階の終末時に集落移動を余儀なくされ、人々が鉄器を置き去ったとしうる形跡はない。

第 2 段階 9 世紀終末～10世紀中頃

住居跡数の少ない段階で検討に必要な絶対量が不足している。この段階の住居数 8 (24%)、鉄器数 3 (8 

%)、 1 住居当り 0.4 個の割合で出土した。紡錘車と 33号住居跡から出土したエ具刀子の例がある。紡錘車に

は未成の繊維痕があり、布織りが示唆される。正倉院には群馬、新田、佐位、多胡郡内などから上納した麻布

が残され、広域にわたり麻の栽培が行われていたと考えられ、北毛地域でも近年まで栽培が行われ物産の一
(13 

つであった。鉄製紡錘車は県内では 8 世紀後半の松井田町愛宕山 4 号住居跡例が古く、以降、徐々に増加傾向

にある。

第 3 段階 10世紀後半～11世紀前半

鏃、工具刀子、手斧がある。この段階の住居数 8 (24%)、鉄器数 6 (17%)、 1 住居当り 0.8 個の割合で出

土した。鏃は0-19 から出土したやや大根の鏃があるが総体的には減少傾向にあり、弓に対する依存頻度の

低下が感じられる。替ってか工具類が存在し、 24号住居跡から 3 本のエ具刀子が、 21号住居跡から手斧が出土

している。

鉄器出土量は住居跡数からすれば占める割合が第 1 段階より減少し、再生力の向上を窺わせ、その一方で

信仰と考えられる納置も少なくなる。

なお、鉄器類の反映に砥石があるが、金属器の調整に可能な定形の砥石の出土は皆無であった。おそらく

砥ぎ場が遠距離にあったか、持ち去ったかのいずれであろう。水の便を考えれば当遺跡の立地から前者の可

能性が高い。

3. 小刀と鏃の問題点

鉄器類を通観し、問題点があるのに気付く。一つは16住20の小刀で当時の軍器は官の定めるほか、官の統

制品であり、一般には帯侃用できないと考えられる時代でありながら存在すること、いま一つは鏃が古墳時

代よりも小形、軽量化されている点である。

(1) 16住20の小刀について
(1-0 

本稿を草する前に「第 7 号墳出土の小刀の研磨」と題して触れたとおり、本級は横刀と大刀子との間の大
ちいさがたな

きさと姿や形は刀の延長上にあるため、あえて小刀と称した。この種の大きさと作込みに関し、必ずしも明
(15 

確な規定はないが、関保之助氏が『日本書紀』崇峻天皇紀、『延喜式』弾正台の記事を用いて概念を推定され
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た「ここにいう小刀、すなわち大型の刀子であると思われ（中略）小刀を訓読して「ちいさがたな」という

（以下略）」とし、刀と大刀子との間にある本級を小刀として説明された。また氏は「これらの大型刀子は献

物帳に注してある小刀という式に当ててよい」としておられるので大型刀子という呼称であっても良いと思

われるが、大型刀子は、本来的に刀子の延長上にあるもので、種として刀の延長上にあるものではないことを

踏まえれば小刀を種名称とするのが適切かと考えられる。氏の考え方は『東大寺献物帳』に記載がありなが

ら正倉院から出庫してしまった「金銀作小刀ーロ（以下略）」を解釈する際に述べられたものである。さらに

小刀という種名称は別の意味で存在に必要性がある。それは常侃用に何故、刀子が制式化したのか、その経緯

を踏まえた時にである。

律令制の初期段階で大刀は儀使のためのいわば一時的帯侃用であったのに対し、刀子は身を守るため公・私

に常侃用されたと史料解釈されるが『延喜式』などに、必要以上とも思える規制を加えた記事が散見する。

そのことから思いのほか侃用に階位規制が強られていたのと常侃用がもたらす危害を感じとることができる。

事実、『日本書紀」崇峻天皇紀に三十余人の死殺をはじめ『三代実録』仁和二年四月三日の条、『小右記』長

和五年三月十日の条に刀子、小刀を用いて殺、傷に及んだ記事がある。それに加えて、大刀子・長刀子・小

刀を侃用してよいという記事は『延喜式』弾正台にある衛府の武官に五寸以上の長刀子侃用を許す記事を除

くほか、小刀については管見に触れず、律令制が整った段階に小刀が常侃用されていた形跡は窺えない。し

かし小刀は 7 世紀代の古墳から比較的多く出土し、帯侃用を示唆する例も少なくないので、 7 世紀から 8 世

紀初頭の間に略装倶用から常侃用という経過をへて、常侃用小刀がもたらす危害力が要因となり刀子侃用に
IIQ 

制式転換されたと推測される。小刀が史料に現われないのは、おそらく律令制の先駆をなす大化改新前後に

おいて小刀に対し何んらかの規制があり、律令制の時代に至って上位特権層の常侃用あるいはエ具小刀は除

き、大半は製作を止め、それに伴い、名称も顆多に用いる必要が無くなったためと類推される。そうした中

にあっても刀剣、武具の個有名称とその意味は時の為政者が替っても伝世性が示すとおりすこぶる重要視さ
117 

れ、小刀の名称などでも平安時代中期以降、しばしば史料に散見し、後世に再び現われるのである。

16住20の小刀は 8 世紀前半の特権階層が示唆される大形住居跡から出土している。 8 世紀前半頃は前述の

ように帯侃用が禁止されてからある程度の時代が経過した頃と考えられるが、制度的に見て、史料から形骸

化は感じられず、この住居の主が何故、小刀を所持できたのか疑問視される。

当時は律令制による兵役と兵装、軍根も人民の犠牲によるところが大きく、奈良時代から平安時代初頭に

行なわれた夷征行動も東国に負担を強いて成り立ち、特に、東国経営の中継基盤に置かれた上野国の公と人
191 

民にとって東北地方への出兵は切実な問題であったであろう。蕨手刀を系統的に追求された石井昌国氏は、

淵源の地を上信地方に求めておられ、蕨手刀の出現こそは武装に創意を凝らし活路の助力としようとして生

れた結果であり、小刀も同様に、身近に置かれた戦訓の基に必要とした刀とすることができるのではないだ

ろうか。夷征行動の反映と考えたい。

このような地域で軍需関連やそれを維持、管理するための制度を運用する際、畿内、同周辺地域と同等であ

ったとは考えられず、小刀に対しても異なる扱いであった可能性がもたれる。 8 世紀代の小刀の出土例を見
113 118 

ると群馬県内では松井田町愛宕山 4 号住居跡から 8 世紀後半の例が、さらに近県にも類例があり、それら

複数例の存在を考えれば 8 世紀全般を通じ既ね帯侃用できたものと捉えられるのではないだろうか。可能であ

ったとすれば小刀は入庫管理された一般的な維持の外に、侃用が黙認されていた場合、功績を賞て侃用が許

された場合、必要に応じて帯侃用が制度化されていた場合など、いくつかの特権的な個人所有の形が推測され

る。したがって本例は、そのような背景の中で用いられた侃用小刀と考えたい。
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(2) 出土の鏃について

当遺跡から 15点の鏃の出土がある。うち 5 点を除くと奈良時代が主体の第 1 段階の住居跡から出土し、第

2 • 3 段階は極端に減少する。これらの使用目的は、奈良時代と後代の検出率を比べると奈良時代の方が検

出率が高いため再生率は後代に比べ低いとしうることや奈良時代住居跡から分散傾向をもって比較的多く

出土することなどから、鏃あるいは鉄器に対して余裕が見られ、村落が夷征行動や戦乱の禍中に置れた時に

こうした余裕が持てるとは考えられず、周辺の自然環境を含めれば鏃の使用は生業の一端に用いられた可能性

が極めて高いと推測される。つまり狩猟であり、道具として用いた弓矢の存在である。

出土鏃のうち区、棘から鏃先まで遺存した例は 5 例に過ぎず、他は箆被先より先を欠損している。欠損部

は広根から尖根が想定できる短箆被の13住15 を除くと、いずれも細く、長い箆被であり、それをもって大根の鏃

先を支持したとは強度上および箆、鏃の均衡上から考え難いため第219図の欠損鏃は細根の鏃先であったと想

定される。 13住16の鏃先のように小さめの細根ではなかったろうか。以上のように欠損部を想定し、全体像

を類推すると、前代の 7 世紀の鏃よりも小身であるのに気付く。このことを検討する場合、さらに多くの量

を扱いたいところであるが、余り拡大し過ぎると地域性や遺跡の個有特質が損なわれるので当遺跡が立地
いしづみ (19 

する沼田盆地の同時代の集落遺跡から求めたい。沼田市石墨遺跡では 9 世紀末の B8 号住居跡から短箆被尖
なかだな 00) 

根鏃 1 点、利根郡昭和村中棚遺跡では 9 世紀後半の NH 2 貯蔵穴（住居跡）から飛燕鏃に類似した短箆被鏃
いといみやまえ 011 

が、 11世紀前半の NH6 床面（住居跡）からやや長目の箆被をもつ尖根鏃が、同村糸井宮前遺跡では10世紀

前半の33号住居跡から尖根鏃が 1 点出土している。残念ながら奈良時代の例を補強することは出来なかった
なら 四

が、それ以降の補足となり得るであろう。 7 世紀代の比較資料は、沼田市奈良古墳群に既出しているが、時
お〈ばら 四3

期限定が困難であり、卑近な例として県南、西毛地域の奥原古墳群から求めたい。奥原古墳群は群馬郡榛名

町にあり、 35基の古墳が調査された。年代は出土土器から 6 世紀終末ないし 7 世紀初めに築造初源があり、

7 世紀前半に築造主体が置かれる古墳群である。図化された出土鏃は 203点を数え、有柄で区・棘から鏃先ま

で残存し、旧状の知れる例は37点である。

これらを扱って作成したのが第222図である。グラフの横軸は鏃先の最大幅を、縦軸は鏃先から区・棘まで

の長さを実測図から測定し記入した。奥原古墳群出土の無柄鏃は含まれていないが、特異な形、必要と思わ

れる例は右上に掲げた。番号は同報告で使用された遺物番号である。村主遺跡出土の 38住14は区の位置が判

然とせず曖昧なので除外した。

グラフ化の結果、村主例11住69 、 13住16は奥原例の細根～尖根鏃よりも鏃先の最大幅が狭く、小さい傾向

があり、尖根～平根鏃としたグリット 22 • 24は奥原例よりも短い傾向にある。石墨・中棚・糸井宮前例も中

棚例の NH6 を除けば奥原例の尖根～平根鏃より短目の傾向がある。 NH6 が出土した住居跡は11世紀前半

である。

この比較を要約すれば村主例は奥原例より鏃の短少領向がある。さらに資料操作時の所見を加えれば、奥

原例に見られた棘を持つ多量の鏃は、 38住13 に 1 点しか見られず、また箆被の長い細根鏃は奥原例と村主遺

跡の 7 軋紀後半から 8 世紀前半の住居跡から出土した例に多く見られ、以降は減少しており、いずれも時代

の推移を感じさせるものがあった。

鏃の短小化や小形化は箆との均衡上から、ある程度、箆の短少を反映していると考えられる。さらに弓の

弾力程度と矢羽による補足が加わって、有効射程が決まるのであり、したがって鏃の長・短や重みは弓の性能

を示唆する重要な決め手となるのである。村主遺跡出土鏃から用いられた弓を想定すると、正倉院には27張
~41 

りの弓と、 3,740本の矢が伝世しているが『東大寺献物帳』に記された弓100張および矢100具は恵美押勝の
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乱の際に出胴され、現存の弓と矢は後に返還されたとされ、弓と矢が対応するとば必ずしも言い切れないよ
-~51 

うである。弓は長いもので2.23m 、短いもので1.66m あって 2m 前後のものが多く長弓に属すとされている。
~41 

これに対して矢は末永雅雄氏によると「この頃の矢は正倉院御物・法隆寺・奈良市般若寺に伝存されるが、

矢柄二尺四•五寸、鏃の長さで若干の差はあるが、その全長は二尺七・八寸から三尺を限度とする。」と実査

の所見を述べておられ矢の全長は後世の長弓用に当る。鏃は氏の測図例の中から細根で細く、長い箆被の 7

点を抽出し鏃先から区・棘までを測ると約13cm が 2 点、約 11cm が 2 点、 9cm が 1 点、 8.5cm が 2 点、平均は

10. 7cmで奥原例の細根～尖根鏃の平均的な位置よりやや低く、小さ目の 3 点は村主例の13住16に近い。
⑳叩）凶8)

また出土例では、大阪府土保山古墳、栃木県七廻り鏡塚古墳から長弓に属す例が、京都府産土山古墳から

半弓に属す例がある。 6 世紀代とされる七廻り鏡塚例は、 2 張出土し、欠損はあるものの約 Zm を推定でき

るとされ、それに対して矢は完全遺存はないもののかろうじて連続した箆から全長80~85cmの長さが示
四

されている。この長さは三重県石山古墳の例、 80~85cm と共通する。鏃は無柄平根鏃を除くと 74本の細根鏃

が出土し、鏃先から区までの長さは身の長い例で10.6cm、短い例で10.0cm とまとまっており、平均は10.2~

10.3cmで、村主例13住16に近い例である。

5 世紀後半とされた土保山古墳から 6 本の弓の完存例がある。長さは 2m 弱で、後世の長弓に属し、七廻

り鏡塚の例に近い大きさであるが、箆、鏃の詳細は明瞭でない。

5 世紀代とされた産土山古墳から一部欠損しているが 2 張りの後世にいう半弓が出土している。 2 張とも

1. 25m 前後と遺存状況から推定されている。鏃は無柄平根鏃が少数出土しているが箆の記述がないので遺存

していないようである。

既知資料を掲げてみたが、後世の長弓に相当する大きさの弓に伴う矢は80~90cmの長さで考えうるほか後

世の半弓に相当する弓の矢は不詳であった。おおよその概念を求めることはできたが実例不足から鏃・箆・

弓を大きさの関係で知るには至らなかったのである。しかし当遺跡では冒頭で触れたように、情況解釈から

生業の一端としての弓が考えられるのであって、この前提に立てば、草木の生い繁る山間いに分け入り長弓

用いて狩猟を行ったことは妥当性において考えずらく、機動性の高い半弓の使用が考えられ、ひいては鏃が

やや小身であるのも理解が付くであろう。

以上、弓・鏃について若干の検討を加えたが、弓には致命的な問題がある。木製のためほとんど遺存せず

遺存したとしても弾力の程度が復元製作によらなければ判らない点である。それにより鏃・箆の大きさ、

重量からくる相互関係がはじめて理解でき、使用目的も明らかとなり得るであろう。現実的には、なかなか

困難なことで、まず鏃からの検討を進め、一定の到達点に達する必要性がある。単純な内容であれば、時代

の推移に伴う大きさ、重量の変化はあるか否か、平地・山地の遺跡で大きさや重量に差があるか否か、地域

色がどの程度あるのか、むろん形態の変遷を踏まえてである。

さらにいま一つ付け加えたい。本稿を草するについて検討した内容に弩の存在がある。軽量・小形鏃が手

弩鏃と関連するかと思ったからである。弩は史料から実物に対する概念を定め難いが、 643人を動員して一具
00 

の造弩を行うほどの難解複雑な大型兵器的な規模のものから、手弩とあるように小型機構のものまであった
⑫ 

ようで、的中力、攻撃力に優れた武器であった。末永雅雄氏が指摘するように大陸の弩と同様なものであっ
GII G3 

たとすると手弩の矢は史料に見る弩用の飛鏃とは別の短く小さめの矢であったろう。すこぶる高い的中率を

考えれば狩猟にも適しているのかもしれないが、軍器の使用は官の定めによる制度的な問題や、扱いに専門
G41 

性を要することから、狩猟に用いられた可能性は極めて低いであろう。弩は夷征行動に伴い多用されている
G5 

ため、その中継基盤たる上野国にとっても密接な存在であったはずで事実、上野国府の兵庫にも 25具の手弩
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が存在していたのである。 （大江正行）

（注）

Ill この場合、分類上であって、機能上ではない。

121 後藤守ー「弓矢」 r原始時代の武器と武装』（雄山閣） 1936による。

(3) 本間順治ほか『正倉院の刀剣」正倉院事務所編集 （日本経済新聞） 1974による。

141 鋳方貞亮 r農具の歴史』（至文堂） 1965 、 『日本の鎌．鍬・梨」（大日本農政会綱） 1979、朝岡康二『鉄製農具と鍛冶の研究」（法政

大学出版局） 1986を参考にした。

151 田中作治郎氏は牽引すれば型となりうる可能性を指摘しておられ、それに対し、鋳方貞亮氏は子日鋤に踏鋤を考えておられる。現在で

も説の分かれるところである。

鋳方貞亮 r農具の歴史」（至文堂） 1965、田中作治郎「本邦の古代に於ける須岐、久波及び加良須岐の区別に就いて」 r考古学雑誌』

第 4 巻第 5 • 11号 1911~1912 。

161 佐波郡赤堀村19号墳の横穴式石室前から同級が出土している。大きさは横幅15.5cm 、長軸長17.5cmである。古墳の主体的な年代は出

土須恵器の年代から 7 世紀中頃と考えられる。松村一昭 r赤堀村地蔵山の古墳』（赤堀村教育委員会） 1977。

沼田市石墨遺跡B 区10号住より横幅13.3cm、長軸長14. 6cmの同級が出土している。同住居跡は 8 世紀前半である。水田稔•石北直樹

r石畏遺跡』（沼田市教育委員会、群馬県教育委員会、日本道路公団） 1985 

前橋市芳賀地区出上とし（前橋市教育委員会）、前橋中央公民館郷土展示室に同級が陳列されている。 1984実見。

上野国分寺中間地域遺跡より同級の出土があり、平安時代とされている。群馬県埋蔵文化財調査センター展示室に陳列された。 1985

実見。

171 高嶋幸男 r火の道具」（柏書房） 1985を参考にした。

(8) 炉前から 8 世紀中頃と考えられる底部回転箆調整の須恵器坪が出土している。井上唯雄 r金井製鉄遺跡発掘調査報告書」（渋川市教

育委員会） 1975。

191 石井昌国氏は「東北地方で発見される蕨手刀のなかに、上信地方から発見される蕨手刀と全く同型のものが僅少ながら発見されるの

は征夷の士卒と関東・中部地方人との交流がうかがわれ、その発達した刀姿が東北刀の型式をしめすのを見ると、その始源はひとまず

関東・中部地方に求めたくなる。」としておられる。『蕨手刀」（雄山閣） 1966。

(10) 石塚久則・大江正行「歌舞伎B 遺跡」『上武国道地域埋蔵文化財発掘調査概報J III 1976 61号住居跡にその例がある。

(lll (6)石墨遺跡例では、 B 区10号住居跡の北壁にもたれかかって出土し、祭祀に関連した可能性がある。

(12)桐原健「古代東国における寵信仰の一面」 r国学院雑誌」第78巻第 9 号 1977。

113) 群馬県立歴史博物館に展示されている。

(14) 大江正行「第 7 号墳出土の小刀の研磨」 r清里・長久保遺跡」（群馬県教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1986。

(15) 関保之助、校訂・増補尾崎元春「奈良時代の外装」『新版日本刀講座〈外装編〉」（雄山閣） 1968。

(16) 末永雅雄氏は大刀について古墳時代から奈良時代にかけ新羅糸、高麗様式から唐様に転換したことを指摘し、加えて尾崎元春氏は、

r衣服令J武官礼服の条から、武官の保刀を横刀と解し、その制式は文武天皇の大宝律令が唐制に倣った際のものと考えておられる。

二氏に限らずとも奈良時代刀装には倣唐の指摘が多く、侃用刀子もその一端にあった可能性が極めて高い。末永雅雄「正倉院大刀の意

羨ぽ倉院大刀外装J （日本経済新聞社） 1977、尾崎元春「r正倉院目録』及び r東大寺献物帳』所載の刀装の種類と名称について」

r正倉院の刀装」（日本経済新聞社） 1977。

(17) たとえば r皇大神宮儀式帳J延暦二三年月読宮遷奉 神財十六種（中略）小刀二柄。

r観世音寺資財帳」無実（天慶四年盗去） （中略）小刀拾律柄。

(18) 神奈川県向原遺跡において 8 世紀後半とされた 189号住居址から帯侃用と考えられる刀姿良好で、重ね厚く、目釘、鉦を着装した例

が出土している。『向原遺跡」第 5 分冊（神奈川県教育委員会） 1983。

r佐野工業団地」（栃木県教育委員会） 1976にも住居址出土例あり。

119) 水田稔•石北直樹『石墨遺跡」（沼田市教育委員会、日本道路公団） 1985。

(20) 黒岩文夫・富澤敏弘『中棚遺跡」（群馬県昭和村教育委員会、群馬県教育委員会、 H 本道路公団） 1985。

(21) 石守晃・山口逸弘 r糸井宮前遺跡』（群馬県埋蔵文化財調査事業団、群馬県教育委員会） 1985。

(22) 水田稔・石北直樹氏の御配慮により 1983実見。古墳群については田島桂男「奈良古墳群」 r群馬県史」資料絹 3 1981 に詳しい。

(23) 梅沢重昭•松本浩一ほか r奥原古墳群』（群馬県教育委員会、群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1983。

(24) 末永雅雄「弓矢」 r 日本上代の武器』（弘文堂） 1941の復刻版（木耳社） 1956による。

(25)小林行雄「宝庫の武器」 r世界考古学大系』日本N （平凡社） 1961 。

(26) 陳顕明 r土保山古墳発掘調査概報」（高槻市教育委員会） 1960 

(27) 大和久震平 r七廻り鏡塚古墳」（帝国地方行政学会） 1974。

(28)梅原末治「竹野郡竹野産土山古墳の調査（下）」 r京都府文化財調査報告書」第廿一冊（京都府教育委員会絹） 1955。

(29) 大塚初重「弓と矢」 I'世界考古学大系』日本III （平凡社） 1959。
オホユミ

(30) r延喜式』巻四九「兵庫寮」造弩一具箪功六百舟三人。

(31) r 日本三代実録」巻三九 出羽国元慶五年四月二五条に（前略）弩廿九具、手弩ー百具（後略）とあり弩と手弩の区別がある。

(32) 末永雅雄「弩」 rH 本上代の武器」（弘文堂） 1941の復刻版（木耳社） 1956による。

(33) r続日本紀J巻六 仁明天皇承和四年辛丑の記事に（前略）不得封ー弩之飛鏃。とある。
レレニ

(34) (33)の後文に庫の中の弩が不調であるのと、その操作を習熟させる者がないので鎮守府に准じ弩師を置くことを懇望している。

(35) r上野国交替実録帳Jによれば長徳三年交替無実として、手弩訳拾五具ほかを上げている。このことにより辺地毎に置かれていた弩

師は上野国にも存在し、その統率の基に運用されていた段階があったことが判る。
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第 3 節化学分析

村主遺跡出土土器を中心とした胎土分析

花岡紘一 （群馬県工業試験場）

中沢 悟 （群馬県埋蔵文化財調査事業団）

はじめに

月夜野町では、奈良•平安時代を中心として多くの須恵器と瓦の生産が行なわれ、それについての研究も
(!X2X3X4X5) 

古くからなされていた。研究成果の多くも公表され、今日しだいに全体像が明らかになりつつある。ここで

生産された平安時代の製品には、県南地域では認められない多くの特色を持つものが多い。その例としては
(6) (7) (4) (3) 

月夜野型羽釜・脚付羽釜．藪田・藪田東遺跡に多い 9 世紀代の燻焼成の杯・洞 A支群や藪田遺跡で出土する

高い高台を持つ盤形の皿等をあげることができる。それらの特色を持つ製品の供給範囲を調べてゆくと、利根

沼田・吾妻地域にそれらの製品の多くは分布しており、県南地域には、現状では出土していないことに気付

く、つまり平安時代の月夜野古窯跡群は、県北の山間地域を対象とした大きな産地であった。このように器

形や焼成方法の特色より、産地と消費地との関係を知ることができたわけであるが、製品中に含まれている

胎土が、産地により特色を示すならば、胎土分析により、産地を限定することが可能となる。

胎土分析は、このような大きな可能性を持っており、県内においては多く実施され、成果も公表されてき
(8) 

た。しかし現状では分析試料が少なく、県内全体を覆う成果は不充分である。今回はその作業の一つとして

利根地域における胎土分析を前回行なわれた藪田東遺跡の成果の上に、新試料を追加し検討を加えたもので

ある。本稿の化学的な記述を花岡が、考古学的な内容の記述を中沢が行った。

1. 試料について

村主遺跡は奈良•平安時代の遺跡であり、住居内より多くの須恵器が出土している。それらの須恵器の大

部分は、月夜野古窯跡群中のいずれかの窯により生産されたものと考えられる。月夜野古窯跡群については、
(5) 

現在 8 支群が想定されており、その中で洞 A ・沢入 A ・深沢 B ・真沢A· 水沼 Aの 5 支群で窯体が確認され

ており、出土遺物が明らかな支群は洞 A ・藪田 A ・沢入 A ・須磨野 A ・深沢 B· 深沢 C の 6 支群である。今

回深沢 B ・須磨野 A支群の胎土分析試料を加えると、 6 支群すべての胎土分析値が出そろったことになる。

しかし今回村主遺跡出土の須恵器を観察すると、従来知られていた各支群の製品と異なる一群が多く確認さ

れており、なお多くの未知の支群が想定された。そのような状況の中であるが、現状において得られた試料

より、村主遺跡出土須恵器が、どの支群に最も近いかを知るために分析試料を選択した。

以下、窯跡群の立地基盤に不可欠な地質や製作地同定に必要な須恵器の胎土傾向について触れておきたい。

(1) 地質と胎土傾向
(9) 

窯跡の立地する地質については、すでに詳しく報告されている。大きく分けると南北に分かれる 2 地質上

に位置しており、各支群は北側の石英安山岩質凝灰岩を主体とした須磨野A ・深沢 B·C ・水沼 A ・真沢 A支

群と南側の緑色凝灰岩を主体とする沢入 A ・藪田 A· 洞 A支群に分かれる。いずれも基盤は第 3 系に時期す

る。それらの各支群より出土した須恵器の胎土を仔細に観察すると、各支群は立地する生成基盤ごとにほぽ

共通した胎土傾向を示す。これにより生成基盤層と須恵器胎土とは直接的な関係があることが明かとなった。

284 



第 3節化学分析

口
i` 

l 一村主 3住ー 6

冑
／へr～ー々

:190: 

2 一村主 3住ー 9

” 

．
〖
計
‘
ー
砂
ー
八
門

9
、

三：三

4 一村主 6 住ー 21

口
5 一村主 6 住ー29

3 一村主 3 住ー 25

言

6 一村主 6 住ー28

8 一村主31住ー 4

言
9 一村主31住ー 6

7 一村主33住ー 19

l 

10ー村主19-10

ーこ

11一沢入A
ご12一沢入A

ー三

¥ こ言
＇
で

響
13一沢入A 14一沢入A 15一沢入A

＼＼ク

へ』

18ー深沢Bl 号窯ー 1

19ー深沢B3 号窯ー 1

口
／:~:ご｀’｀ `̀ 

しり、一、920ー深沢B4 号窯 21一深沢 c

第223図胎土分析遺物実測図1)

ロ

285 



第 6 章調査成果の整理と考察

二 』

1
1
c

沢深3
 

2
 

ロ
c
 

沢

1
1甘

1
1

還

-

2

4

 

グ

亨25一薮田東 3 住

可
26一薮田東 3 住

亨

27一薮田東 3住

9---------- --(—\ 

こf／□：：二三＿ニニニ［ ＼＼：：：ジ
/ 

28ー薮田東 3 住

31一須磨野A-18

ヽ

ヽ

ヽ

¥ I 1 / 
29ー薮田東 3住

32一須磨野A-15

口— 30ー須磨野A-6

と

第224図胎土分析遺物実測図（2)

33一須磨野A-16

286 



第 3節化学分析

胎土分析資料観察表（1)

資 料 時期 器器 種形 胎 土 の 肉 眼 観 察 備 考

1 村主 3 住ー 6 lOC 後半 坪 褐色を呈しており、固く焼かれている。胎土中に 1mm 以下の白色粒 胎士傾向A

須恵器 子を大址に、 2~3mm の大きな透明に近い石英粒子を多く、 1mm 前

後の赤色粒子を少蜃含む。ロクロ右回転、胎士が荒い。

2 村主 3 住ー 9 lOC 後半 碗 表面は燻焼成により黒色を呈し、断面は褐色を呈している。胎土中 胎土傾向は B に近いが

土師質 に 1mm以下の臼色粒子を多く、 2mm 内外の石英粒子をごく少量含む。 石英粒子を含むため不

胎土粒子は 1 と異なり密である。ロクロ右回転。 明。

3 村主 3 住ー 25 lOC 後半 羽釜 褐色を呈している。胎土中に 1mm 以下の白色粒子を多量に、 2mm 内 胎土傾向A に近い。

外の石英粒子と、 1~2mm の赤色粒子、 1mm 以下の黒色粒子を少量

含む。全体的に粒子の荒い胎土である。

4 村主 6 住ー 21 7C 末～ 坪蓋 灰色を呈する還元焼締焼成の坪蓋である。 1mm 以下の臼色粒子を多 胎土傾向B に近い。

8C 初頭 須恵器 く含むが、 1~ 3 や 5 ほどは含まない。粒子の密な胎土である。ロ

クロ右回転と思われる。

5 村主 6 住ー29 7C 末～ 坪 灰色を呈する還元焼締焼成の坪である。 1mm 以下の臼色粒子を多星 胎土傾向A に近い。

8C 初頭 須恵器 に、 1mm 前後の白色粒子と 1~2mm の石英粒子を多く含む。粒子の

密な胎土である。ロクロ右回転。

6 村主 6 住ー 28 7C 末～ 坪 灰色を呈する還元焼締焼成の坪である。 1mm 以下の白色粒子を多鼠 胎土傾向B に近い。

8 C 初頭 須恵器 に含み、 1~2mm の石英粒子は観察できない。粒子の密な胎土であ

る。ロクロ右回転。

7 村主33住ー 19 lOC 前半 甑 表面が灰色で、断面が灰白色を呈している。還元で軟質な焼成であ 胎土傾向A

須恵器 る。胎土中に 1mm 以下の白色粒子と 1mm 前後の石英粒子を多最に含

む。器表面の大量な石英粒子より小さな亀裂が多く走っている。

8 村主31住ー 4 lOC 前半 羽釜 表面が褐色で、内側の一部が黒色を呈している。酸化で固く焼かれ 胎土傾向B

（脚付か） ている。 1mm 以下の白色粒子を少鼠、 1mm 前後の白色粒子を多く、

赤色粒子を少景含む。 2~4mm の白色粒子を少鼠含む。

9 村主31住ー 6 lOC 前半 羽釜 外面が灰色で、断面と内面が灰白色を呈している。還元で軟質な焼 胎土傾向A

（脚付） 成であり、 33住ー 19に似ている。胎土中に 1mm 以下の白色粒子と 1

mm 前後の石英粒子を大鼠に含む。同じ脚付羽釜でも 31住ー4 と異る。

10 村主19住ー 10 住居は 9 甕 灰色を呈する還元焼締焼成の甕である。 1mm 以下の臼色粒子を少量 胎土傾向B であるが、

c 後半遺 須恵器 含み、他に石英粒子等は観察できない。 1mm以下の黒色粒子多く含 月夜野産であるかどう

物は7C か む。外面格子状叩き、内面同心円状のあて目あり。粒子は密。 か不明。

11 沢入A 8C 中頃 坪 灰色を呈する還元焼締焼成の坪である。 1mm 以下の白色粒子を大量 胎土傾向B

須恵器 に含み、 1~4mm の石英粒・子を少鼠含む。他に石英粒子等は観察で

きない。底部は右回転ヘラ削りによりていねいに調整されている。

12 沢入A 8C 中頃 杯蓋 灰色を呈する還元焼締焼成の坪蓋であり、宝珠つまみを持つ。 1mm 胎士傾向B

須恵器 以下の白色粒子を多く 1~4mm の石英粒子を数個体含む。粒子の密

な胎土である。ロクロ右回転。

13 沢入A 8 C 中頃 坪蓋 灰色を呈する還元焼締焼成の坪蓋である。器高が高く、径の小さい 胎土傾向 B

須恵器 つまみを持つ。 1mm 以下の白色粒子を多く含み、石英粒子観察でき

ず。粒子の密な胎土である。ロクロ右回転。

14 沢入A 8C 中頃 坪 灰白色を呈しているが、還元でかなり固く焼きしめられている。 1 胎士傾向B

須恵器 mm以下の白色粒子を多く、黒色粒子を少量含む。底部は手持ヘラ。

15 沢入A 8C 中頃 牙 灰黒色を呈する還元焼締焼成である。 1mm 以下の白色粒子を多く含 胎土傾向B

須恵器 み、石英粒子は観察できなかった。
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第 6 章 調査成果の整理と考察

胎土分析資料観察表(2)

資 料 時期
器種
器形

16 沢入A 8 C 中頃 坪蓋

須恵器

17 沢入A 8C 中頃 大甕

須恵器

18 深沢Bl 号窯ー1 lOC 前半 坪

須恵器

19 深沢B3 号窯ー 1 lOC 前半 坪

須恵器

20 深沢B 4 号窯 lOC 前半 甕

須恵器

21 深沢C lOC 中頃 塊

須恵器

22 深沢c lOC 中頃 婉

須恵器

23 深沢c lOC 中頃 羽釜

24 深沢c lOC 中頃 羽釜

25 薮田東 3 号住 9C 後半 坪

須恵器

26 薮田東 3 号住 9C 後半 坪

須恵器

27 薮田東 3 号住 9C 後半 坪

須恵器

28 薮田東 3 号住 9C 後半 壺

須恵器

29 薮田東 3 号住 9C 後半 甕

須恵器

30 須磨野A-6 lOC 前半 碗

須恵器

31 須磨野A-18 lOC 前半 羽釜

（脚付）

32 須磨野A-15 lOC 前半 羽釜

（脚付）

33 須磨野A-16 lOC 前半 羽釜

（脚付）
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内外面は褐色、断面は灰色を呈する酸化焔焼成の坪蓋であり、口縁 胎土傾向 B

部小破片である。素地は均質で陶土質、臼色・黒色粒子を少最含む。 実測図なし

内外面ともに黒褐色を呈する酸化焔焼成の大甕体部破片である。外 胎土傾向 B

面に平行叩き、内面に素文のあて目がみられる。索地は均質で陶土 実測図なし

質、白色・黒色粒子を少昼含む。

灰色を呈する還元焼締焼成の坪である。胎土中に 1mm以下の白色粒 胎土傾向A

子を大鼠に、 1mm 前後の石英粒子を多く含む。底面に右回転糸切痕。

灰掲色を呈する酸化焔焼成の坪である。胎土中に 1mm以下の白色粒 胎土傾向A

子を大鼠に、 1mm前後の石英粒子を多く含む。 18の杯同様に底径が

小さく、｛本部下端と底部端との境に段を持つ。底面に右回転糸切痕。

表面灰白色で断面の一部で灰褐色を呈する、還元焼成である。胎土 胎土傾向A

中に 1mm 以下の臼色粒子を多駄に、 1mm 前後の石英粒子を多く含む。

褐色を呈する酸化焔焼成の婉である。胎土中に石英粒子と白色粒子 胎土傾向A

を多く含んでいる。黒色粒子は認められない。

褐色を呈する酸化焔焼成の婉である。胎土中に石英粒子と臼色粒子 胎土傾向A

を多く含んでいる。黒色粒子は認められない。

褐色を呈する酸化焔焼成の羽釜である。胎土中に石英粒子と臼色粒 胎士傾向A

子を多く含んでいる。微駄の黒色粒子を含む。

表面が炭素吸着により黒色を呈しており、断面及び内側の一部がや 胎土傾向A

や褐色を呈している。胎土中に多くの石英粒子と白色粒子を含む。

灰白色を呈する還元軟質焼成の坪である。胎土中に 1mm 内外の白色 胎土傾向 B

粒子を多く含み、砂粒含まず密な胎土。黒色粒子ほとんど含まず。 ロクロ左回転

燻焼成の坪であり、断面内側底部に褐色、他の表面に炭素吸着あり。 胎土傾向B

胎土中に 1mm 内外の白色粒子を多く含み、黒色粒子はほとんど含ま ロクロ左回転

ない。砂粒含まない密な胎土。

酸化焔焼成の坪であり、胎土中に 1mm 前後の白色粒子を多く含む。 胎土傾向B

黒色粒子ほとんど含まず。砂粒含まない密な胎土。 ロクロ右回転

1mm 内外の白色粒子を多く含む。黒色粒子はほとんど認められない。 胎土傾向B

砂粒含まず密な胎土。

1mm 内外の白色粒子を多く含む。黒色粒子はほとんど認められない。 胎土傾向B

砂粒含まず密な胎土。

灰白色を呈する還元焼成の婉である。胎土中に 1mm 以下の白色粒子• 胎土傾向A

を多鼠に、 1mm 内外の石英粒子を多く含む。ロクロ右回転。

灰白色を呈する還元軟質焼成の脚付羽釜である。胎土中に 1mm以下 胎土傾向A

の白色粒子と 1~2mm の石英粒子を多量に含む。

褐色を呈し、一部分灰臼色を呈する脚付羽釜である。胎土中に 1mm 胎土傾向A

以下の臼色粒子と 1~2mm の石英粒子を多鼠に含む。

灰臼色を呈し還元軟質焼成の脚付羽釜である。胎土中に 1mm 以下の 胎土傾向A

白色粒子と 1~2mm の石英粒子を多く含む。



第 3節化学分析

それらの胎土の肉眼観察による特色は以下の通りである。

A. 石英安山岩質凝灰岩の基盤 （深沢以北地区）、深沢 B ・深沢 C· 須暦野 Aの各支群と 8 世紀前後の未

発見の窯。胎土は、製品の製作された時代により密度や気泡の状態及び焼成方法の違いによる色調等

が異なる。 8 世紀前後～ 8 世紀中頃までの坪．碗・甕等の製品の大部分は灰色を呈する還元焼締焼成

であり、胎土は密である。しかし 9 世紀～10世紀代の杯・塊・羽釜は灰白色又は褐色を呈し、焼締ら

れた製品は少なく、特に10世紀代に至ると多くが褐色を呈し、胎土中に気泡が多い。このように同一

地域内においても焼成方法等が異なるため、胎土の状態は少なからず異なる。しかし以下の 2 点は共

通する。

① 1mm以下の白色粒子を多量に含む。

( 1 ~2mmの石英粒子を多く含む。

以下胎土傾向 A と称する。

B. 緑色凝灰岩の基盤 （沢入以南地区）、沢入A ・藪田A ・洞 Aの各支群と 8 世紀前後の未発見の窯。胎土

は上記の地区同様に時代により焼成・密度·気泡・色調等が異なる。 しかし以下の 2 点は共通する。

① 1mm以下の白色粒子を多量に含む。

( 1 ~2mmの石英粒子はほとんど含まない。 1mm以下の石英粒子を含むが、量は非常に少ない。

以下胎土傾向 B と称する。

(2) 試料の選択

今回の分析試料の選択は、本報告の性質上村主遺跡試料を中心とするものであるが、月夜野窯跡群内にお

ける村主遺跡出土須恵器の位置づけが可能になるように、従来行なってきた成果も集めて検討資料とした。

村主遺跡の資料は、平安時代の 3 • 31 • 33号住居跡と奈良時代の 6 号住居跡の資料及び平安時代の19号住

居跡内より出土した古墳時代と思われる搬人須恵器を胎土分析の試料とし、他に従来分析を行なっていない

深沢 B支群、須磨野 A支群の試料及び分析の少ない沢入A支群の資料の分析を行なった。

2. 分析の意図と目的

(1) 1 ・ 2·3 は10世紀後半代の村主遺跡 3 号住居跡出土の杯・塊・羽釜であり、器形の特色からみてほぽ同一

時期の製品と考えられる。胎土傾向は 1 と 3 が同様であるが、 2 は燻焼成にみられるようにやや異質で

ある。同一住居内のこれらの 3 個体は、胎土分析の結果どのような傾向を示すであろうか。

(2) 4ｷ 5ｷ 6 は 8 世紀前後に属する村主遺跡 6 号住居跡より出土した須恵器である。月夜野古窯跡群ではこの

時期の窯は確認されていない。しかし胎土傾向は B に近いため、月夜野古窯跡群中の南側に想定される

窯の製品の可能性が高い。胎土分析により、従来知られているどの支群に最も近いであろうか。

(3) 7 は 10世紀前半代の村主遺跡33号住居跡より出土した甑である。 10世紀前後の甑は、集落内より出土例

は少なく、生産地は深沢 c支群で知られている。胎土分析の結果よりみて、どの支群に最も近いであろ

うか。

(4) 8 と 9 は10世紀前半代の村主遺跡31号住居跡より出土した脚付羽釜と思われる。同一住居内よりの出土

であるが、胎土傾向が異なり、 8 が胎土傾向 B 、 9 が胎土傾向 Aである。この脚付羽釜の生産地は須磨

野 A と真沢 Aの 2 箇所で知られており、いずれも胎土傾向 Aの地区である。そのため胎土傾向 Bの製品

の存在により、緑色凝灰岩の基盤でも生産されていた可能性が示唆されることになる。

(5) 10 は 9 世紀後半代の村主遺跡19号住居跡より出土した須恵器甕である。おそらく古墳時代に属する製品
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第 3節化学分析

であり、転用品として住居内に持ち込まれたものであろう。この時期には現状で把握できた月夜野古窯

跡群での操業は薄いと考えられている。ではこの甕はどこの産地で生産されたものであろうか。

(6) 11~17 は、 8 世紀中頃の沢入 A支群より出土した坪·杯蓋である。この支群は過去において14~17の 4

個体が胎土分析されている。しかし分析結果数値が広い範囲にわたるためさらに 3 点追加した。一支群

として広い範囲に分布する傾向を示すのであろうか。

(7) 18 • 19 • 20は10世紀代の深沢 B支群出土の坪・甕であり、従来この支群の存在は知られていたが、出土

遺物を実現することが出来なかったため、胎土分析は行なわれていなかった。今回資料を得て初めて胎

土分析を行なった。近接する C支群や他の支群との関係はどのようであろうか。

(8) 31~33は10世紀前半代の須磨野 A支群出土の境と脚付羽釜である。この支群は最近報告された支群であ

り、脚付羽釜を多く出土していることで注目される。今回胎土分析を行なった。 1 支群の胎土傾向に共

通性が認められるであろうか。又他の支群との関係はどのようであろうか。

なお21~24は深沢 c支群出土の境と羽釜であり、 25~29は藪田 A支群のエ人集落と考えられている藪田東

遺跡 3 号住居跡より出土した杯・甕の資料であり、いずれも藪田東遺跡の報告書の中で示した資料であり、

各支群の様相を知るために示した。

3. 分析方法及び測定条件

1. 分析方法及び測定条件

蛍光 X線分析 分析用試料は各試料を 10µ m 以下に粉砕し、 5~10 gを径 4 cmの円板に成型して使用し

た。測定条件は次のとおりである。

蛍光X線分析装置；理学電機（株）製KG-4 型

゜X線管球；銀対陰極 50kV, 20mA 

分光結晶； Fe 、 Sr 、 RbにはLiF (2 d=4.028A) 

Ca、 K 、 Ti、 A]にはEDDT. (2 d=8.808A) 

MgにはADP (Z d=10.64A) 

検出器； LiF を使用したとき、 S. C 、 EDDT 、 ADP を使用したときp .c

時定数； 1 

計数法； Fe 、 Ca、 K 、 Ti、 Sr 、 Rbはチャートにより、 S i、 Al 、 Mgは定時計数法によった。なおチ

ャートは4° /min とした。

波高分析器；積分方式

測定線； Fek /3、 Caka、 KKa、 T ika、 S ika、 Alka、 Mgka、 Srka、 Rbka の各 1 次線を使用した。

X線照射面積； ZOmm ｢> 

標準試料；群馬県埋蔵文化財調査事業団から依頼を受けた土器 (203、 205 、 210、 213 、 215 、 M-1

M-10 、 M-11 、 M-17、 M-25 、 S -17) を化学分析し標準試料とした。

4. 試験結果

以下に、分析目的の(1)~(8)について結果を報告する。

(1)試料 1 • 3 は近似値にあり、須磨野 A ・深沢 支群に近いこの支群は胎土傾向 Aの地区であり、肉眼に

よる胎土傾向の観察とほぽ一致した。しかし胎土傾向 Bの洞 A ・藪田 A支群にも近い。また 2 は Sr/Rb
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値が高く異質である。

(2) 試料 4 と 6 は Ca/K. Sr/Rb値とも低く、胎土傾向 Bの洞 A支群に近い。

(3) 試料 7 は深沢 B支群の値に近い。深沢 c支群とは大きく異なる。

(4) 試料 8 は藪田 A支群に近く、試料 9 は須磨野 A支群に近い。いずれも肉眼観察結果と胎土分析結果が一

致する傾向にあった。

(5) 試料10 は Ca/K • Sr/Rb値とも低く、月夜野古窯跡群中に該当する支群なし。県内においては安中市秋間古

窯跡群中の分析数値に最も近い。

(6) 試料11~17は分析数値が一定せずに、胎土傾向 A·B地区とも分布し、一つの支群のまとまりとしては

つかみにくい。

(7) 試料18 • 19 • 20は、ほぼ一定の数値を示し、須磨野 A支群の値に近い。

(8) 試料31~33は、ほぽ一定の数値を示し、深沢 B支群の値に近い。

まとめ

月夜野古窯跡の製品と思われる須恵器を数多く胎土分析し、そこに土器の表面観察では把握できない特色

を抽出し、土器の器形や整形・調整・焼成等の特色と同様な主要なー要素として活用できないだろうかと、

胎土分析を行なってきた。その結果各支群の特色やまとまり、肉眼観察と分析結果の一致、他産地との識別

等において多くの成果をあげてきた。しかし分析試料が少ないことや、その他の理由により、なお一層の試

料の増加が望まれる。このことは、他の土器要素である器形や整形・調整・焼成等の要素でも同じことが言

える。このように試料の選択や分析数値の理解の方法等において、多くの問題点を内在しつつも、土器認識

の大きな要素としてその価値が定着しつつあるのではないだろうか。以下に今回の胎土分析により感じた点

について記してまとめとしたい。

(1) 月夜野古窯跡群中 6 支群の分析試料を集めることができた。しかし洞 A支群の試料が少なく、支群とし

ての傾向はつかめない。今後追加してゆく必要性がある。
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(2) 6 支群とも重なり合いながらほぼ一定の数値内に集まる傾向を示している。

(3) 沢入 A支群の試料は 8 個体と多い。しかし数値が広い範囲に分布する傾向を示した。

(4) 深沢 B支群と、 C支群は近接しているにもかかわらず、 Ca/K値においてはほぽ同ーであるが、 Sr/Rb値に

おいて大きく異なり、別のグ）レープの感を呈した。

(5) 村主遺跡 3 号住居跡出土の土師質土器の分析数字は、他の須恵器と大きく異なった。今後試料の追加に

より、須恵器の一群と異なる数字であるかどうかを確認したい。明らかに異なるならば、土師質土器認

定において、大いに意味を持つものであろう。

(6) 各支群の立地する基盤より分けた胎土傾向 A地区と B地区産の須恵器は、肉眼観察ではほぽ明らかに識

別可能であるが、胎土分析結果の Sr/Rb値では区別できない。従来知られている試料をもとにCa/K値で境

を認めるならば 0. 7 以上が胎土傾向 Aの製品であり、以下が胎土傾向 Bの製品となる。 Ca/K値 0.7 に妥

当性はあるだろうか。またなぜこのような数値で差が現われるのであろうか。

(7) 月夜野占窯跡群操業以前において、集落内や古墳等より出土する須恵器はどこから搬入されていたので

あろうか。この問題に関して従米は明確な答えは出せなかった。今回10の甕を試料として用いた結果分

析数値がほぽ安中市秋間古窯跡群中出土須恵器に近いことや、肉眼観察により胎土中に多くの黒色粒子

が観察できた等の結果により、この甕は秋間古窯跡群中の製品の可能性が高くなった。今後試料の増加

を望みたい。
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第 4 節 出土土器の分類と検討

(1) 奈良時代を中心とした土器群について

村主遺跡出土の土器群を中心とした序列作業と土器群の様相一―

はじめに

(1)奈良・平安時代における土器群の動向

(2) 群馬県内における奈良時代を中心とした土器研究の歩み

(3) 第 1 期類の土器群

(4) 第 2 期類の土器群

(5) 年代観について

おわりに

はじめに

村主遺跡では、第 5 章で述べてきたように縄文時代の陥し穴・土坑と奈良•平安時代の竪穴住居跡・土坑

等が多く検出された。その中で出土した土器群を詳しく分析検討してゆくと、土器群が大きく変化している

段階が数回にわたり確認できた。その変化は社会生活の中での食生活や土器生産体制、さらに政治的な動き

と少なからず連動した結果の反映と思われる。土器は自ら変化するものではなく、社会的要求の変化に適応

するために変化すると考えられるからである。村主遺跡においては、奈良時代前後～ 8 世紀中頃の住居と平

安時代 9 世紀後半代の住居から 10世紀末の住居が多く検出されている。しかし 8 世紀末～ 9 世紀前半にかけ

ての住居は検出されなかった。その段階の住居は、近接する藪田・藪田東遺跡や同じ月夜野町内の大釜遺跡

で確認されているため、それらの住居出土遺物を援用することにより、ほぽ奈良時代前後～10世紀末までの

月夜野町内を中心とした地域における土器群の様相について漠然とながら理解できそうである。今回その作

業を進めたが、筆者の力最不足のため報告書の中では奈良時代前後～ 8 世紀後半代の土器群に限定して報告

することとなった。ここでは、奈良•平安時代における土器群全体の動向について簡単に触れて、平安時代

の土器群については、近いうちに別の機会で発表してゆきたいと考えている。

(1) 奈良・平安時代における土器群の動向

奈良時代の土器を知るために、奈良•平安時代全般を通した土器群の動きを見てみたい。住居内より出土

する土器群で、出土状況や出土品から見て明らかに共伴しないであろう土器を除く土器群は、同時存在であ

ると考えられる。これらの土器群は、近接する住居や他の遺跡においても多くの点において共通する。しか

し出土数や器形、組合せ等、まったく同一であった事例はまず存在し得ない。これは発掘された住居内の土

器が生活時そのままの状態で検出された例がないことや、各住居においてそこに居住する人間の家族構成、

集落内での位置や役割、生産地との需要と供給の問題等の制約下で、各住居の生活の表現が異なるからであ

る。そうした背景が同時存在でありながらも、使用される器類に均一性を欠く原因を成しているものと考え

られる。さらに器も新しい器類と古い器類が共存し、その存在の在り方も他の住居と構成上に相違が認めら

れるのが一般的であろう。
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しかし一定の時間の経過の中で、土器の諸様相を比較検討してゆくと、ほぽ半世紀単位の時間の経過の中

で、新しい器類の導入、器類の変化、技法の相異など土器類に大きな変化をもたらしている。特定の器形の

出現から消滅の過程は、小さな変化が連続していく。またそれぞれの器形は互いに同一の歩調をたどるもの

ではなく、器類間でそれぞれ相違をなす。その変化は複雑であるが約半世紀という期間の長い一定の時間の

経過の中で、他の時期の土器群と比較すると、器形の変化の認識を容易にし、土器の諸様相の変遷をたどる

ことができる。村主遺跡を中心とした地域からみた奈良•平安時代における土器様相の変遷の指標は次のよ

うに概略的にとらえることができる。

奈良時代の第 1 期類は、口径15cm以上の杯が多く使用された段階である。口径12~19cmの坪の存在に見ら

れるように、従来の坪に大口径の坪が加わり、杯の器種構成が豊かになり、多く出土してくるようになる。

またこの段階より削り出し高台の坪が生産され、蓋は環状つまみにカエリを持つ製品が出現し主体をなす。

奈良時代第 2 期類は、口径15cm以上の須恵器の坪がほぽ出土しなくなり、口径15cm以下で器高も低くなる段

階である。大口径の坪や削り出し高台の杯等が姿を消し、器種構成が変化し、一定幅の規格品が主流を占め

る。蓋のカエリがほぽ消失し、糸切技法が導入されてくる。平安時代第 1 期類は、坪の糸切無調整の段階で

ある。須恵器の大量生産がほぽ最高に達し、集落内において土師器杯をしのぐようになる。！不の糸切無調整

は、月夜野町を含む利根川以西の地区では、 8 世紀後半代のある時期より多く採用されてきており、利根川

以西においては、糸切後の再調整が 8 世紀末頃まで行なわれていたようである。それが平安時代にな

るとやがて県内全体として糸切後の再調整がほぼ行なわれなくなっていくようである。器高はしだいに高

くなる。平安時代第 2 期類は、口径15cm前後の坪に高台の付く婉出現以降の段階である。杯に高台の付く器

高の高い碗は 7 世紀末前後の段階で、金属器の模倣と思われる坪の流れとして一時的に限定された遺跡で出

土し又別に 8 世紀後半代から 9 世紀前半代に口径10cm前後の小口径で器高の高い塊が出土する。しかしこれ

らの椀は、 9 世紀後半代より住居内より多く出土する坪に商台の付く坑とは異質である。平安時代第 3 期類

は羽釜の出現以降の段階である。従来煮沸器は土師器甕がほぽ独占していたが、この段階より須恵器の中か

ら羽釜が作られるようになり、煮沸器として主流を占めていく。須恵器の杯・塊は軟質や酸化焔焼成となり

作りも雑でこの段階以降はほとんど出土しなくなる。平安時代第 4 期類は、土師質土器出現以降の段階であ

る。土師質土器は、須恵器の坪や塊と異なりていねいな作りと調整を持ち、今日に見られる吸物椀を想定さ

せる器を含む土器種であり、この段階より須恵器の坪や婉に変わって大贔に採用されてくる。県南で認めら

れる第 5 期類以降については、月夜野町周辺では明らかでない。

このように土器群が変化するのは、従米の器では果たすことのできなかった器に対する新しい要求や考え

方が存在していたからである。この要求に適応するために、時には政治・経済的な動きとも大きく関連して

土器生産が行なわれていたものと思われる。このように土器に反映されているであろう社会的要求を読みと

り、この要求をもたらした社会の変化について考えることも大切ではないだろうか。

(2) 群馬県内における奈良・平安時代を中心とした土器研究の歩み

県内における土師器の主な研究は、昭和33年・ 34年に行なわれた入野遺跡の成果をまとめた井上唯雄氏の

研究からあげることができるであろう。井上唯雄氏はこの報告書の中で、県内の土師器出土の遺跡をこまか

く分析検討した。そして住居内出土の一括遺物を中心に、内容の類似しているものをまとめ、それぞれを一

つの生活様式の「型」として第 1 型式から第 5 型式まで設定した。そして各型式における土器形態の特色・

用途・機能までを指摘し、住居内に反映されている当時の土器文化の様相についても触れている。さらに各
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型式にあたえた年代観は、榛名山の 1 嶺ニッ岳噴出の浮石層との関連、墨書土器、灰釉陶器との共存関係等

から行なっている。当時本格的な発掘のほとんどなされていない状況下での研究としては、高く評価される

であろう。報告書の中で第 1 型式より第 5 型式まで分類し、出土土器の特色について述べているが、今回、村

主遺跡報告の奈良時代前後から 8 世紀代にかけて遺物に該当はなく、その以前の段階の調査であったと思わ

れる。しかし平安時代における土師器と須恵器の在り方については、今日においても多くの点において妥当

性が認められる。

昭和40年代の後半にはいると、関越自動車道、上越新幹線、上武国道といった大規模開発が始まり、それ

に伴なうかのようにバイパス道路、団地造成、圃場整備事業等が行なわれ、従来では考えられないような大

規模発掘が行なわれるようになった。それらの成果を一部取り入れた形で、井上唯雄氏は「群馬県内におけ
(2) 

る歴史時代の土器」（昭和53年）を発表された。その後今日まで 8 年経過しているが、全県的な範囲で土器を

論じた論考としては唯一のものとなっており、その価値は高い。氏は県内で調査された遺跡の一覧表や、各

時期の代表的な遺跡と住居を紹介し、出土遭物に詳しい説明をされている。類型は奈良時代を 2 類、平安時

代を 4 類に類別し編年した。

これらの研究の歩みは、奈良•平安時代を中心とした土器全般の研究の歩みであり、特に奈良時代に力点

を置いた研究ではなかった。その点はその後の土器研究においても同様であるが、奈良～平安時代の土器を

序列図を用いて説明した報告が昭和53年以降数多く提示されるようになった。しかし県内における奈良•平

安時代の土器群研究は、最近増加しつつあるとは言え、体系的に土器研究が行なわれているとは言いがたく、

まだまだ不明な点が多い。土器序列図を伴なう記載は多いが、近県を始めとする他地域での研究成果を県

内の土器群に照らし合わせて土器をならべているといった例が多く、その結果土器をならべることは行なっ

たが、そこから何かを導き出そうといった姿勢で取り組んだ例は少ないようである。調査例の多くなった今

日、それらの資料からより多くの情報が導き出せるような研究が望まれているように思われる。

(3) 第 1 期類の土器群

村主遺跡においては、この段階より集落が検出されている。この段階の大きな特色としては、出土して

くる土器群の多くが、前代の古墳時代土器群と大きく異なる点にあり、住居内より出土した土師器坪や須恵

器坪は、数や種類が多く変化に富んでいる。土師器においては坪B· 坪 B' ・坪 C が、須恵器においては坪B

杯 B' ・蓋A と蓋A'がこの段階より多く生産・使用されていったものと思われ、現象的に見てやがてこれらの

製品は第 2 期類でしだいに器の種類が減少し、器の形も変化しまた新しい器も一部で採用されていくようで

ある。つまりこの第 1 期類の土器群は、旧来の土器群が残る中で、この段階に先だち既に始まっていた新し

い土器群が本格的に住居内で使用され始め、それが定着していった段階と考えられよう。

この第 1 期類は、土器群全体としての大きな変化は認められないため、第 1 期類として扱った。その中

であえて古い要素と新しい要素を見い出す試みを行なうなら、 27号住杯 B により古い要素が認められた。土

師器坪 B が27号住においては 7 個体出土しており、杯 B の中で覆土とグリット出土の破片が接合した土器

で形が明らかに異なる27住ー 2 の杯を除けば、口径十器高がすべて3.5以下であり、全体的に深いi不のみであ

った。このことは他の6 • 11号住では認められなかった。さらにこの口径＋器商が3.5以上であるか否かは、須

恵器杯A においても、第 1 期類と第 2 期類を分ける大きな要素の一つとなっている。そこでこの違いに注目

して27号住は他の 6 住や11住よりより古い要素が一部に認められることが考えられる。しかしこれは同時期

区分内での変化と考えて扱った。
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(1) 土師器の様相

土師器は杯A ・坪A'. J:不 B. J:不 BI ．坪C ・甕 A ・甕 A／・甕 B と多くの器形を含む。このように多くの器形

を含むのは、古墳時代以来の伝統的器形と技法を持つ製品と、新しく採用されてくる器形と技法を持つ製品

が同時に使用されているためと思われる。この中で杯A· 杯A／・甕 A ・甕 A1が古墳時代以来の伝統を引く製

品と思われ、これらの製品は、第 2 期以降の 8 世紀中頃から後半の段階に至っては、月夜野町を中心とした

地域においてほとんど使用されなくなる。また坪A· 坪A1 と甕 A ・甕 A1がこの段階まで使用されていること

はおそらく月夜野町周辺の独特な様相であり、平野部の地区と大きく異なると思われる。坪B・坪B1・坪 C ・甕B ・

甕 B1 に関しては、県南の多くの地域で一般的に多く使用されている製品であり、器肉の厚さを比較するとは

るかに薄くなっており、胎土粒子も比較的密で明るい褐色を呈している製品が多い。それに対し旧来の影響

下にある坪A• t不 A／・甕 A ・甕 A1 は、胎土粒子が荒く黒褐色を呈している製品が多い。このように第 1 期類

の土器群には、月夜野町を中心とした地域における在地的特色の強い在地的土器群と県内各地で一般的に出

土する一般的土器群が共存した段階と考えられる。

土師器

坪A 坪A/ i不 B 坪 B1 坪 C

‘’‘‘」J27f主ー 13 27住ー 4 27住ー 9

¥ 
｀ゞ｀］ ー 27住ー 7

27住ー12 ~しノ
27住ー 14

` 軍9 `こジ 疇.. ：／ミ声61主ー 1 6 住 8 6 住ー 14 6 住ー 19
6 住ー 6

｀・ワ 文 ＼己．／
6住ー 4 6 住ー 10 6 住ー 15

::'で|＝ノ丈
6 住ー13 61主ー 17

6 住ー 2

\ 
6 住ー 18

` 疇1,9，ーノ ` ~/ 11住ー 4 llit-5 
11住ー 1 ` ＼：吝000ーノ

11住ー 3 11住ー 8

1ヽ1住一 9

第227図第 1 期類の土師器（1)
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① 坪A· 坪A/ （ヘラ磨きを持つi不で口径15cm末満の杯を杯A • 15cm以上の杯を坪A1 とした。内黒処理の

行なわれている製品が多い。）

基本的には大部分の杯の内外面にヘラ磨きが行なわれて、内面に黒色処理が行なわれている。大小の 2 種

類に分けられる。大は 6 号住より出土した 6 住ー 6 の 1 点のみであった。これらの杯類は出土しても他の杯

類と比較すると数が少ない。数量で見るなら、 27 • 6 • 11号住の 3 軒で実測した総数は 9 個体であり、同じ

ような器形の坪B· :t不 B1の実測数が26個体であるため、杯A ・杯 A1の占める割合は25％となっており、少

ないことを示している。杯A ．杯 A1を詳しく観察すると、 6 住ー 1 のように口縁部外側に明瞭な稜を持つ製

品や、同一住居内の 6 住ー 4 や27住ー 13のように、口縁部が内傾している製品もあり、さらに 6 住ー 6 のよ

うに口縁部が外反する製品も含む。またヘラ磨きの箇所が異なったり、内黒処理の行なわれていない27住一

12 と 26住ー 1 のような製品も存在する。これらの杯は、第 1 期類でほぽ姿を消してゆくものと思われ、第 1

期類以前の古墳時代の影響を強く残している製品群と思われる。残念ながら現段階において、この地区周辺

では、第 1 期類に近接する前段の土器群についての報告がないため、不明な点が多い。今後の報告に期待し

たし‘°

序列に使用した杯A は27住ー 12 • 13 と 6 住ー 1 • 2 • 4 と 11住ー 1 及び杯A1の 6 住ー 6 の計 7 個体であ

る。口径は坪Aが14cm前後が多く、坪Nは 2 点のみであるが15.2cm と 15.9cmであった。器高は 5 cm以上が

多い。口径＋器高で数値を出してみると、すべて 3 以下であり、口径に対し器高が高いことを示している。

27住ー 12 • 13は内外面ヘラ磨き後27住ー 12は内黒処理はなく、 27住ー 13は内黒処理が行なわれている。 6

住ー 1 • 2 は、口径が14cm以下で器高も 5 cm以下の小さな坪Aである。この小さな杯A は 6 住ー 3 でも認

められるため、この住居で特に多く使用されていた。 6 住ー 1 • 2 • 4 と 11住ー 1 は内外面ヘラ磨き後内

黒処理が行なわれている。口径15cm以上の坪Nは 6住より出土した 6 住ー 6 のみであり、口径は15.2cm 、

器高は5.4cm と高い。内外面ともヘラ磨きが行なわれており、内黒処理がなされている。

② 坪B· 坪3 （ヘラ磨きを伴なわない口径15cm未満の坪を坪B 、以上の杯を坪B1 とした。）

杯 A· 杯 A1が時代の流れの中で、存在基盤が失なわれ消えてゆくという状況の中で、杯A ・坪A1の果たし

てきた機能を次に果たしていくのが、この坪B ．坪B1 と思われる。この土器群は県央や県南さらに利根川の

西や東等の地域により差はあるが、この段階以降 9 世紀前後～10世紀代まで存在し、機能を果たしてゆくの

である。坪A· 坪 A1 と杯 B· 杯Bの違いは、旧来の坪A ・坪 A1が基本的には口縁部内外画を含めた器表面に、

横ナデ又はヘラ削りの後からヘラ磨きが認められ、内黒処理が行なわれている坪であり、器肉が薄く、胎土

粒子が荒く、色調は黒褐色を呈している製品が多く、器表面に焼キムラと思われる色の違う部分を含む製品を

一部に含んでいるのに対し、新しく採用されてくる坪B ．坪Bは器表の調整は、口縁部内外面が横ナデで、

他の器表面はナデかヘラ削りであり、ヘラ磨きは認められず、内黒処理も認められない。器肉が薄く、胎土

粒子は密で、明るい褐色を呈しており、焼きムラ等と考えられる黒色を帯びている部分は少なく、製品によ

っては何らかの窯体の使用さえ想定させる製品である。両者における器形の違いは、口縁部の作り方が図で

わかるように異なることや、旧来の坪A ・坪 A1が深い丸底であることに対し、浅く平底にやや近い底部を持

つことがあげられる。また調整技法その他の特色よりみて、新しく採用されていった坪B· 坪Bは、坪A·

杯 A1 と比較してより簡素化された杯という一面も持っているようである。

序列に使用した坪B は27住ー 4 • 7 • 14 、 6 住ー 8 • 10 • 13 、 11住ー 3 • 4 と坪Bの27住ー 9 、 6 住ー 14

の計10個体である。口径は坪 B が11.3cm~13.8cmで平均すると 12.4cm となっている。杯B1は 2 点のみであ

り口径は15. 9cm と 18cmであった。坪 B の器高は残存が悪く不明な坪が多いが、実測図より推定した数字で
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は3.2cm~4.3cmであり、平均すると約3.5cmである。杯 Bの口径＋器高は、 2.8~4.3であり、平均すると約

3.5である。しかし27号住の坪 Bの口径＋器高はすべて3.5以下であり、 6 号住と 11号住においては 6 住一

8 を除けばすべて3.5以上であり、 27号住の口径＋器高の平均は3.13であり、 6 号住と 11号住の同比率は

3.68であり、坪 B については両者において口径に対する器高の違いが明らかとなった。つまり、 27号住の

杯 B はより深い特色を持っているのである。杯B と杯 B1の調整方法は、口縁部横ナデ、内面ナデであり、

その内面にわずかな頭圧痕の痕跡を所々に残し、体部外側ヘラ削りを基本としている。第 2 期類後半以降

に多く認められる口縁部横ナデ部分と体部～底部のヘラ削りとの間に認められる指頭圧痕等を残す調整は

この段階で全く認められない。

③ 杯C （口縁部が大きく外側へ開く坪で、口径は15cm以上の製品が多く、皿型坪として本文中では扱っ

この製品も坪 B ・坪 B1と同様にこの段階より多く出現してくる新しい製品であり、胎土や色調、さらに焼

成方法や調整方法等においても坪B·±不 B1とほぼ共通している。やがてこの第 1 段階を過ぎると、ほとんど出土

しなくなる。このように、 8 世紀前後の頃から 8 世紀前半代といった限定された期間内を中心として使用されて

いった特異な製品である。前代の土師器にその系譜をたどることは、口径においてはできたとしても、器形にお

いてはできないであろう。時期指標となりうる特徴的な器形である。口径は大きく、口径に比較して浅く丸底

を呈しており、口縁部が大きく外反する。県内各地より坪 B ．坪B と同様に多くの地域で出土する土器である。

序列に使用した坪C は、 6 住ー 15 • 17 • 18 • 19 と 11住ー 5 • 8 • 9 の計 7 個体である。口径は15 .4~18

cmであり、平均すると 17.2cm。器高は推定値が多いが、 3.2~4.3cmであり、平均値は3.9cmである。口径＋

器高は4.1~ 5 であり、平均値は約4.5である。口径に対し器高がいかに低いかを示している。底部はなだ

らかな円状を呈し、口縁部は 1 度立ち上がり、その後大きく外反している。口縁部内外面横ナデで体部～

底部手持ヘラ削りであり、体部内面はナデ調整であるが、坪B ．坪B同様に内面に指頭圧痕状の痕跡をわ――

ずかに残している。

④ 甕A ・甕A1 （ヘラ磨きを伴なう口径20cm未満の甕を甕A、口径20cm以上の甕を甕 A1 とした。）

基本的にヘラ磨きのある甕であり、器肉が厚く、胎土や色調においても坪Aゃ坪A1に近く、古い要素を持

つ甕である。このヘラ磨きは小形甕である甕A の 11住ー30以外の序列図に使用した大甕は全て内外面で認め

られる。特に27住ー 42は内外面とも実にていねいに磨き上げている。甕A· 甕 A1は大小あるが、両者をあわ

せた実測総数は 3 住居で 6 個体であり、同じ機能を持つと考えられる新しい甕 B と甕B1の実測数21 と占める

割合で比較すると、甕A ・甕 A1は、約22％であった。このことは、坪の中でヘラ磨きを持つ坪A ・坪 A1の占

めた割合約 25％に近い数字となっている。このように古い流れを汲むと思われる甕A ・甕 A1は、この段階

を境としてほとんど使用されなくなり、甕 B ・甕 B1が主流を占めていくようになるのである。

序列に使用した甕 Aは11住ー30の 1 個体であり、甕A1は27住ー42 と 6 住43 • 44 と 11住ー40の計 5 個体で

ある。甕A の11住ー30は口径が13.6cmである。口縁部は横ナデ調整、口縁部下の外側体部はヘラ削り後に

ヘラ磨きが行なわれている。内側にヘラ磨きは認められない。甕 A1の27-42は、口径20.5cmで口縁部は水

平に近いほど外側に折り曲げられている。器表内面は、口縁部が横方向のヘラ磨き、体部の中央やや下部

まで実にていねいな木目の細かい縦方向ヘラ磨き、器表外面は口縁部横ナデで頸部に指頭圧痕を残す。頸

部下の一部分横方向ヘラ磨き、体部は内面ほどではないが、ていねいな縦方向のヘラ磨きが認められる。

表面のヘラ削り痕はほとんど確認できなかった。 6 住ー43は口径29.5cmであり、内側口縁部に横方向ヘラ

磨き、外側口縁部横ナデ、口縁部下の体部にヘラ削り後横方向のヘラ磨きが認められる。 6 住ー44は口径
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土 師 器

甕A 甕 AI 甕 B 甕 BI
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第228図第 1 期類の土師器（2)
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23 .4cmで43に似た器形であり、口縁部が直線でやや外側に立ち上がった後にゆるやかに外反している。器

表内面は口縁部が横方向ヘラ磨き、体部はヘラ削り後所々に横方向ヘラ磨き、外側’訂口縁部横ナデ、体部

は横やや斜方向のヘラ磨きが認められ、ヘラ削りの痕跡は認められない。 11住ー40は口径23.2cmで、器表

内面は横方向ヘラ磨き、外面は口縁部横ナデ、体部横方向ヘラ磨きであり、ヘラ削りの痕跡は認められな

い。

⑤ 甕 B ・甕B1 （ヘラ磨きを伴なわない口径20cm未満の甕を甕 B 、以上の甕を甕 B宅した。）

坪 B ・杯 B1 ・坪 C とともにこの第 1期類より多く採用され、主流を占めてゆく甕である。前述のごとくこの

段階における甕B ・甕 B1は、実測版組された甕の中で約78％を占めており、多く使用されていた。この甕は

坪 B ・坪 B／・坪 C とともに坪A ・杯 A1 ・甕 A ・甕 A1と比較するなら器肉が薄く、色調は褐色で焼きムラが少

なく、胎土粒子が比較的細かい特色をもつ。これらの甕は底部まで復元できる製品がほとんどないため、不

明な点も多く、また器肉がすべて薄いわけでもなく、厚い製品も存在しているため一様ではない。またそれ

らの製品の中に壺の存在も想定できるが、現状では不明であった。甕B が少贔で甕B1が多く使用されている。

序列に使用した甕 B は、 27住ー37 と 11住ー33の 2個体であり、甕 B1は27住39 • 40 • 41 と 6 住ー38 • 39 • 41 • 

42 と 11住ー37 • 38 • 41の計12個体である。甕 B は27住ー37の口径が16cm 、 11住ー33の口径が14.4cmであり、

口縁部はくの字状に外反し、器肉がやや厚い。口縁部は内外面とも横ナデ調整であり、口縁部下の器表内

外面とも横方向のヘラ削りである。甕B1は口径が20.8~23.9cmで約 3 cmの内に差が納まるため統一されて

いる。これらの甕B ・甕 B1は、いずれも口縁部横ナデで、器表外面口縁部下は体部下半より、口縁部へ向

かうヘラ削りが多く、器表内面口縁部下は11住ー38以外ほぼヘラ削りが認められ、 ll住ー38は指頭圧痕が

残る。その中で、 6 住ー41は小破片であるため不明な点も多いがやや異質であり、外面のヘラ削りの単位

が短く、他の甕よりやや水平に近い左上方向のヘラ削りである。

(2) 須恵器の様相

須恵器は杯A ・坪A' ・杯 B ・坪 B' ・蓋A ・蓋 A' ・壺・甕等が多く出土し、 その他鉢や平瓶等が出土する。こ

れだけ大小の坪や蓋・甕等が一般の住居内より多く出土することは、それ以前には認められないことであり、

土師器の杯ゃ甕等で認められた新しい動きとともに、この段階の特色を示している。その中で出土量の特に

多い杯A ・坪 A' ・坪 B ・坪 B' ・蓋 A ・蓋 A'についてその特色を考えてみたい。

第 1 期以前で、この時期に至る移行期を除く古墳時代終末期の杯は、基本的には丸底であり、口径も小さ

いものが多く、種類や出土最も多くなった。それがこの段階に至ると古墳時代の坪とは異なり、大部分が平

底化している。口径は13cm前後の製品から 18cm前後の製品を含み、さらに上野の特徴である削り出し高台の

坪 B や付高台の杯も多く生産されている。また蓋に関しては、環状つまみ（丸い粘土板を天井部に貼り付け、

輔轄を回しながら中央部を強く押し周辺部を持ち上げ端部を調整してつまみとしている）にカエリを持つ蓋

Aが大量に生産され、集落内で使用されている。この環状つまみにカエリを持つ製品は群馬県に圧倒的に多

いため、上野における特徴的な製品と思われる。この蓋の口径も坪と同様に13cm前後の製品から、 18cm前後

の製品まで出土している。このように第 1 期類の須恵器の多くは、前代の古墳時代の須恵器と多くの点にお

いて異なっている。

1 住居内にこれだけ多くの大小の杯や削り出し及び付高台の坪さらに大小の蓋等が持ち込まれた段階はそ

れに先だつ時期では認められない。ここ村主遺跡は、須恵器生産地に近接しているためか、たしかに他の同

時期に相当する集落内出土の須恵器より出土量は多いと思われる。しかし量の差はあるにしても、県内各地
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よりこの段階に相当する住居内からは、同じような特色を持つ坪や蓋が出土しているのである。さらにその

製品を生産したであろう須恵器窯も、それ以前の限定された小地域での生産から大きく変化し、県内各地で
(6) 

操業が開始されているのである。例をあげるなら県南では、藤岡市炉沢窯跡・吉井町末沢窯跡が確認されて
(8) 

おり、窯跡関連遺跡として吉井町川福遺跡が調査報告されている。県西では、安中市秋間古窯跡群があり、
19) 叫

県東では新田郡笠懸古窯跡群や勢多郡新里古窯跡群等が知られている。おそらく県内各地でほぼ時期を同じ
0 9 

くして、これらの上野における特徴的な杯や蓋、大小の坪等が製作使用され始めたのではないだろうか。そ

れがこの第 1 期類の段階であるととらえたい。そこに上野における窯業生産の組織化が認められ、また律令

統制の一端が想定できる。

① 杯A ・坪A' （口径16cm未満の坪を坪A 、 16cm以上の坪を坪A' とした。）

基本的には全てが平底であり、底径が大きく、器高の低い杯である。底部の切り離しは切り離し後再調整

されている製品が多いためか明らかでないが、再調整されていない坪やその後糸切を用いた坪との比較検討

から基本的にヘラ起こしによるものと考えている。 6 住の26や29 、 11住の18等において底部がやや丸味を持

つが、これはヘラ起こし等の再調整の段階でそうなっただけであり、基本的には平底であると考えている。

それらの底面の調整を観察すると、ヘラ起こし後その痕跡を残している 6 住ー27や11住ー 17の製品や、ヘラ

起こし後手持ヘラ調整を行なっている27住ー25 • 26 • 29や 6 住ー26 • 29 • 30の製品がある。またヘラ起こし

後回転ヘラ調整を行なっている 11住ー 18 • 20 • 22、さらにヘラ起こし後回転ヘラ調整を行ない、その後で指

須 恵 器

坪A 坪 AI 坪 B 坪 B'

豆］コ 更・・ニ ‘--ト＿マジ‘ こニ＿ヒ三一
27住ー25 27住ー29

27住ー34
27住ー 33

＼二言 _j 、三ロコニロ晃
27住ー27 27住ー32

¥ ℃三プ二 ¥-J-
6 住ー27 6 住ー30 6 住ー31

ヽ 吏 ~ j←ーク‘
6 住ー32

61主ー26 6 住ー29

、下士三／ 賃三□ 可え］ / ＼三王至
11住ー 17 111主ー22 11住ー21 11住ー25

\ 箋 ｀三l]住ー］8 11住ー23 llf主ー 28

翌三幸コ
11住ー20

第229図第 1 期類の須恵器（1)
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等によると思われるナデ調整を行なっている27住ー27のような製品が存在しており様々である。その中でロ

径が12cm前後と小さい製品にヘラ起こし後無調整の製品が多いことが、他の住居跡出土製品等を含めた全体

傾向として指摘できそうである。ロクロ回転は、観察した限りにおいてすべて右回転である。

序列に使用した坪A は27住ー25 • 27 、 6 住ー26 • 27 、 11住ー17 • 18 • 20 と坪Nの27住ー29 、 6 住ー29 • 

30 、 11住ー22の計11個体である。口径は杯Aが11. 7~14.6cmであり平均すると約13.2cmであり、器高は

3.6~4.6cmであり、平均すると約4.1cmである。口径＋器高は 3 ~3.6cmであり平均すると約3.3cmである。

器高について見ると、合の小破片である 27住ー26 と 11住ー 16の 2 個体以外のすべての杯Aの器高は 3.5 cm 

以上である。また口径＋器高が前記の 2 個体及び11住ー20以外の数字はすべて3.4以下である。この数字は、

第 2 期類での数字、例えば口径＋器高の平均値でみるなら約3.9 となっていること等と比較するなら大きく

異なり、第 1 期類の坪Aが第 2 期類の杯A と比較すると器高が高いことを示しており、第 1 期類と第 2 期

類を分ける大きな要因の一つとなっている。

② 杯 B• 坪B （削り出し高台または付高台を持ち、口径16cm未満の坪を坪A、以上の杯を杯A1 とした。）

高台を持つ杯であり、持たない坪よりていねいにつくられている杯が多い。大部分の杯の底部内外面とも

再調整が行なわれているため内外面の底面とも平らで、櫨輔回転に伴う渦巻状の凹凸はほとんど認められな

い。口径15cm未満と以上で坪 B ・坪 B1と分けているが未満の坪B の口径は27住ー34は不明であるが、他の11

住ー21の口径が 14.9cmで、 11住ー23の口径が14.7cmであるため、 15cmに近い。このことは、削り出し高台及

び付高台等の高台を持つ坪は、大部分が口径15cm前後より大きいことを意味している。付高台は高く、高台

としての役割は充分果たしているが、削り出し高台は削り出した高台部が小さく低い。しかも削り出した後

で削り出し高台の内側底面を削り取ることをしていない。そのため削り出された高台と、底面の高さに差が

なく削り出された高台は、高台としての役割をほとんど果たしていないのである。製品の中には削り出し高

台が全体に充分削り出されていないものまで存在している。このことは、削り出し高台を作ることには大き

な意味があったと思われるが、それはあくまでも、削り出し商台という形を童要視してていねいに作られた

ものであり、そこに大きな意味があり、削り出し高台を高台として使用することにはさほどの意味は存在し

ていなかったのではないだろうか。つまり削り出し高台は作ること、形を整えることに意味があり、高台と

しての機能を果たすことには重要な力点は置かれていなかったのではないだろうか。

序列に使用した坪B は27住ー34、 11住ー 21 • 23 と坪 Bの27住ー32 • 33 、 6 住ー31 • 32 、 11住ー25 • 28の

計 9 個体である。この中で削り出し高台が坪B の 11住ー21 • 23 と 27住ー32 • 33 、 6 住ー32、 11住ー25であ

り数が多い。坪Bの口径は16~19cmであり、平均すると約17cmであり、器高は3.8~4.5cmであり平均する

と約4.2cmである。坪A ・杯 A1の口径平均は13.2cmであり、器高平均は約4.1cmであったため、杯 B· 杯 B1は

口径平均において約 4 cm弱の大きな差が認められるが、器高に関しては約0.1cm という平均差であり、ほと

んど器高に関しては差がないことを示している。口径十器高に関しては当然大きな違いが存在している。

③ 蓋A ・蓋A1 （環状つまみを持つ蓋で、口径15cm未満の蓋を蓋A、以上の蓋を蓋A1 とした。）

環状つまみを持つ蓋であり、この第 1 期類においては、基本的にカエリを持っている。この環状つまみ

（口径 5 cm前後で薄く丸い粘土板を天井部に貼り付け、輔櫨を回しながら中央部を強く押し周辺部を持ち上

げ、端部を調整しているつまみ）は、宝珠つまみとは全く形が異なるものであり、このつみまは時代が新し

くなるにつれて、周辺端部が上に立ち上がってゆき、端部を横方向からヘラ削りにより鋭く削るといった調

整も認められなくなる。やがて 8 世紀末の頃からつまみ中央部が盛り上がる製品が多く、火山に見られる外

輪山のような形等へと変化していくようである。他の土師器の坪 B ゃ甕 B さらに須恵器の坪A とともに全体
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的な時の流れとともに変化しつつ、少なくとも 9 世紀代頃までは使用されていき、当遺跡周辺では蓋が使用

されなくなる段階まで使用されてゆくのである。一方この環状つみまにつくカエリは、環状つまみとセット

として第 1 期類の段階より採用されたようであるが、大きく変化した環状つまみは平安時代にはいっても、

蓋が使用されなくなるまで採用されていたのに対し、このカエリはほぽ 8 泄紀前半の時期で採用されなくな

ったようである。カエリがなくなり、蓋の端部は下方へ折りまげられ、坪と組み合わせて使用されていくよ

うである。

蓋 A と蓋 A'は、口径の大きさにより分けたわけである。その結果蓋 A は 3 個体で蓋A'は 7 個体であった。

つまり小口径の杯は大口径の蓋のも以下の量しか出土していないのである。この傾向は第 2 期類に至ると蓋

Aは大釜遺跡 3 号住より 2 個体実測図示されているのみであり、蓋 A'は村主遺跡26 • 34号住より各 l 点と大

釜遺跡より 4 個体出土しており、 2 : 6 であり、さらに小口径の蓋 Aの占める割合は少なくなっている。蓋

Aは 9 世紀以降になると、基本的に坪．婉の蓋としては出土しなくなると思われる。このことは、蓋は小口

径の坪に付くものは少なく、口径15cm以上の坪又は婉等に付くものが多いことを示しているのではないだろ

うか。

須 恵 器

蓋 A 蓋AI 壺・甕

/ ／ーモ
27住ー20 27f主ー 16

／こ ＜ご竺三云ミ
27住ー 15 27住ー24

二て竺竺論こ
27住ー 22

/ ：こ益

27住ー 23

名三』一一竺
6 住ー21

乏こミ こZ—戸 さ＞ ¥ | ,l 
11住ー 13 lli主ー 15 11住ー42

ごー「アミ

、〉一ーー［口こ11住一 11

111主ー43

）と
llf主ー44

第230図第 1 期類の須恵器（2)
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蓋の器高について調べてみると、第 1 期

類の蓋の高さは 2~2.9cmであり、第 2 期類

の蓋の高さは後述の一部の蓋を除けば1. 4

~2 cmであった。このことは、第 1 期類の

杯の器高が、第 2 期類の器高の高さより高

いことと関連して、器高の高い杯には、器

高の高い蓋が使用されていたことを示して

いるのではないだろうか。器高が 9 世紀以

降再び高くなると、蓋もやはり器高が高く

なっているため、このような傾向は存在し

ていると思われる。

序列に使用した蓋 Aは27住ー15 • 20 、

11住ー13で蓋 A'は27住ー16 • 22 • 23 • 24 、

6 住ー21 、 11住一11 • 15の計10個体であ

る。 27住ー15 と 20はいずれも器高が高い。

環状つまみは高さが低く肉置も少ない。

カエりは小さいがていねいに整形されて

いる。 11住13は27住の蓋 A と比較すると

器高が 2 cmのためやや低くなっている。つ

まみの肉置はやはり少ない。カエリは27

住の蓋 A と比較するとやや大きく作り出

されている。 27住ー16 • 22 • 23 • 24は口径

が16.4~19cmで大きく器高は2~2.9cmで

あり高い。つまみはやはり肉置が少なく、

カエリもていねいに調整されているが小
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さい。 6 住ー21 は口径約 17.3cmで器高は 2.5cmであった。カエリはやや高く口縁部下端まで作り出されて

いる。 11住ー11 は口径15.7cm、器高 2 cmであり、 11住ー15は口径17 .4cm、器高は不明である。いずれの蓋

ともカエリはやや高く口縁部下端まで作り出されている。 11住の蓋の口縁端部はカエリ部分より外側でや

や従来の角度を変えて横方向へ延びて丸い口縁端部となっている。この点は27住の蓋とやや異なっている。

④ 壺・甕

須恵器杯や蓋がこの第 1 期類の 8 世紀前後の時期より多く使用されていくことは明らかのようであるが、

では須恵器壺ゃ甕はいつ頃から、どのような形で使われ始めたのであろうか。従来考えられてきたように住

居内に貯蔵用の容器としてほとんどの家で使用されていたのであろうか。もしそうなら住居内あるいは遺跡

内において壺・甕は大きいから破片数が大量であると思われるためもっと多く検出されても良いと思われる。

しかしそれほど多くないのは何故であろうか。序列で使用した27 • 6 • 11号住より出土した壺・甕は付表 l

の通りである。

付表 1 27 • 6 • 11号住居跡出土須恵器甕・壺と杯の出土表

27 号住 6 号住 11 号住 合 計
総数

実測版組 破片 実測版組 破片 実測版組 破片 実測版組 破片

口縁部 1 3 〇 2 2 〇 3 5 8 
甕
体部

゜
51 2 32 1 32 3 115 118 

口縁～
6 16 10 4 1 1 8 27 28 55 

坪
底部

体部～
疇 5 18 1 3 2 , 8 30 38 

この表で見る限り、 3 軒の須恵器甕の総数は126片で須恵器坪の総数は93片である。たしかに甕の数が多い

が、 1 つの甕が割れた時できる破片数は坪の数倍であるため、全体贔としてはいかにも少ない。さらに割れ

た場合、口縁部の破片数は、体部の破片数と比較して少ないのは当然であるにしても、甕の口縁部の数は、

わずか 8 個体である。口縁部で見る限り 1 軒に 3 片の破片さえ出土していないのであり、坪の 1 軒あたりの

口縁部破片数約18個体とは全く異なるのである。つまり住居内より出土する甕は、口縁部より底部に至る部

分の平均的出土ではなく、体部の破片が圧倒的に多く、口縁部は体部破片のわずか0.06％であり、しかもそ

の口縁部破片も一部を除き小破片が多く、杯に認められるような全体の合～§の製品は全く出土していない

のである。このことは住居内において甕として機能し得る状態での甕の使用は少なかったことを意味してい

るのであろうか。あるいは甕が使用されている段階で割れた場合、口縁部は住居外にすてられ、体部破片の

みが住居内に残されたのであろうか。しかし住居外の発掘で口縁部と底部が多く出土した例はほとんどない

であろう。また住居内に残される甕の破片は、体部が大部分であるというのは、いかなる理由からであろう

か。さまざまな理由が考えられると思われるが、次のことは考えられないであろうか。 1 住居内で使用され

る甕は 1 軒に数個体使用されることはなく、 1 ~ 2 個で、家によっては使用されていなかったことも多いの

ではないだろうか。その完形の甕の他に各家では、甕の完形品ではなく、甕の体部破片を持ち込んで利用し

やすい形に割って、それを皿や物を置く台その他として、転用して利用していたのではないだろうか。その

ため転用品として利用しにくい口縁部や底部の破片は住居内に持ち込んでいないのではないだろうか。さら

に不可解なこととして、甕の出土量は全体的に多くないにもかかわらず、それらの破片を詳しく調べてみる

と、口縁部や体部の破片のいずれにも指摘できることであるが、 1~2 個体の甕の破片ではなく、調整方法
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や焼成等において明らかに別の甕であろうと思われる製品が多く、さらに復元しようにも 1 個体として復元

できない製品が多いのである。それはこのように最初から甕の破片は、転用品として利用することを目的と

して多くの破片から適当な体部破片を選び、住居内に持ち込んで使いやすい形に割って利用していたための

現象からくる当然の在り方であったとは考えられないであろうか。

序列に使用した甕は 11住ー42 • 43 • 44の 3 個体である。同一住居より 3 個体の出土であるが、 11住ー42

は残存が実測部分の責、 43 は口縁部を欠くがほぽ完形、 44は心と様々である。 3 個体は口縁部の作りや

ロ径及び胎土等の違いからみて、同一個体の破片ではないと思われる。また43は鼈右側貯蔵穴手前に接し

て、口縁部を上にして床面上より出土した。口縁部～頸部はほぼ完形であるが、この甕の体部破片と思わ

れる出土量は多くない。おそらくこの43は頸部以下の体部が破損したため、体部はすてて、口縁部分のみ

をうまく割り残して土師器又は須恵器の丸底の壺・甕等を置くときの台として利用したものと思われる。

同じような例として 6 住ー42の土師器甕をあげることができる。

(4) 第 2 期類の土器群

第 1 期類は、古墳時代の土器群から大きく様相を異にして多種多様な土器群として展開した段階である。

この段階で形成された土器様式は、基本的には平安時代の 9 世紀まで形や大きさ、組み合わせ等が変化しつ

つ継承されていくわけである。その変化が比較的大きく現われたのがこの第 2 期類である。第 2 期類の大き

な特色とは、須恵器坪A において器商が低くなっていく現象と、坪AI ．杯 B· 坪 B1の著しい減少による坪の

器種構成の変化を指標としてあげることができる。その他に土師器坪や甕の種類の減少、さらに糸切の導入

及び新しく採用されてゆく器形の導入等をあげることができる。須恵器坪A において器高が低くなっていく

現象とは、須恵器杯の中で多く使用され、 9 世紀以降も採用されてゆく口径15cm未満の坪A を第 1 期類の坪

A と比較した場合、口径にあまり変化はないが、器高において第 2 期類の坪A は低くなっているという特色

を持つ製品が多いという意味である。これを口径＋器高の数字で調べてみると、第 1 期類の坪A は大部分が

3.5未満であったのに対し、第 2 期類の坪A の口径＋器高の数字は3.5以上であった。つまり口径に対し、第

2 期類の坪A はより器高が低くなっているのである。また須恵器坪器種構成の変化とは、口径15cm以上の杯

A1と坪 B1 が第 1 期類においては多く使用されていたが、第 2 期類に至るとほとんど出土しなくなることで

ある。その他の特色としての土師器杯ゃ甕の減少とは、土師器坪A ・坪A／・甕A ・甕 A1が第 2 期類ではほと

んど出土しなくなることであり、糸切の導人とは、沢入A支群 2 地区出土の坪に糸切が認められ、この第 2

期類後半と思われる大釜遺跡 3 号住出土坪Aの中に糸切が多く認められること等より、おそらく第 2 期類よ

り、しだいに糸切技法が導入されていったものと思われる。この糸切も一時期又は一部に糸切後周辺ヘラ調

整が行なわれたと思われるが、大部分は再調整なしの製品が多いように思われる。つまり 8 世紀後半代のあ

る段階より、糸切後の再調整は基本的に行なわないことが考えられるのである。このことは利根川東の伊勢

市や太田市周辺の遺跡と大きく異なるようであり、利根川西と東全体を見通した場合興味深く、今後の利根

川西と東の遺跡の内容に注目してゆきたい。さらに新しく採用されてゆく器形とは、盤と高台の付く器高の

高い碗が想定されるが、出土例が少なく明確でない。このように旧来の伝統を引く土師器坪A ・坪A／・甕 A

甕 A1と須恵器で口径15cm以上の坪A／・坪 B1が必要性を失ないその多くがしだいに消えてゆき、新たな生活の

中で真に必要とされた器のみが残り使用され続け、そして新しい形・技法・器形等が一部に導入されていっ

た段階、それが第 2 期類であると思われる。
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(1) 土師器の様相

土師器は坪A ．杯 A1と坪 B ・甕 B ・甕 B1が出土している。杯A と坪Nはこの段階まで残存しているが、やが

て消えてゆき、甕A ・甕 A1は出土していない。出土する住居があっても良いと思われるが、出土しても数は

少なく、やがて出土しなくなる製品と思われる。この段階で旧来の古墳時代の土器の影響下にあった土器群

は大部分が消えてゆき、新しい時代の土器群へと統一されてゆくのである。坪 C に関しては、第 1 期類で出現

したにもかかわらず、第 2 期類に至っては、 26号住と34号住において出土していない。この時期の他の住居

跡においては出土する住居もあると思われるが、全体としては出土しなくなる傾向である。

①杯A· 坪AI

前代に少量使用されていた製品が、この段階まで残ったといった感じである。ヘラ磨きが行なわれており、

内黒処理も全てではないが行なわれている。坪A と坪 A1が少量出土している。

序列に使用した土器は、 26住一 1 • 2 である。 26住ー 1 は口縁部の小破片であり、口径も確実ではない

が、おそらく 15cm以上であると思われる。ヘラ磨きは内面のみ行なわれており、外面はヘラ削りのままで

ある。 26住ー 2 は、第 1 期類で多くの製品に認められたように器面内外面に実にていねいなヘラ磨きが行

なわれており、内面はその後内黒処理が行なわれている。

②坪B· 坪BI

前代まで数は少ないが出土が認められていた口径15cm以上の坪 B1が消え、口径15cm未満の坪B のみが出土

する。そして第 1 期類に認められた口径13cm以下の坪類は数が減少し、口径13cm以上の坪類が多くなる傾向

を示している。さらにこの段階の後半期に至ると、口縁部の幅がしだいに広くなり、横ナデの部分が幅広く

なり、ヘラ削りの行なわれる範囲がしだいに狭くなり、横ナデのある部分と底部ヘラ削りのある部分との間

に、指等によるナデ又は指頭圧痕等を残す調整部分帯を持つ杯がしだいに多くなる傾向を持つ。そして器高

が低くなっているためしだいに平底に近い形へと移行しているようである。この延長上として 9 世紀代の土

師器坪に連なると思われるわけである。しかしこの段階の集落の調査例が少なく、実態については明らかで

ない。見通しとしてはこの段階の後半において、しだいに土師器杯が減少してゆき、やがて使用されなくな

ってゆくことである。現段階としては、月夜野町において 9 世紀以降と考えられる段階で土師器の坪の出土

は知られていない。もしこれが事実であるなら、県内の各地で 9 世紀代までほぽ使用されなくなる地域もあ

るが、多くの地域においては土師器の坪が 9 世紀以降も使用され続けているため、この地区の様相と大きく

異なるわけである。そのため 9 世紀以降においても、土師器坪の存在は否定できないが、ほぽ使用されなく

なっていることは言えそうである。この原困の 1 つとしてほぽ同じ機能を持つ須恵器坪の大量生産が考えられる。

序列に使用した杯B は、 26住ー 3 • 5 • 7 、 34住ー 1 • 3 • 4 、大釜遺跡 3 住ー45 • 46 • 47の計 9 個体

であり、坪B1は出土していない。口径は12.5~14.8cmで平均すると約13.7である。器高は3.6~5.6cmで平

均すると約3.3である。口径＋器高は3.6~5.6であり、平均すると約4.2である。これを第 1 期類の杯 B と

比較すると、口径平均は第 1 期類が12 .4cm、器高平均が約3.5cm、口径＋器高の平均が3.5であったため、

第 2 期類の坪 B は口径が大きく、器高がやや低く、口径＋器高は大きく異なり、口径に対し、器高が低く

なっていることを示している。

③ 坪C ・甕 A ・甕AI

旧来の甕A ・甕 A1が姿を消し、甕 B ・甕 B1が使用されてゆく。大小の組合せは大の甕 B1が多く、小の甕B

が少量使用されてゆくという形で、この後の 9 世紀代まで基本的なセットとして使用されてゆくようである。

さらに県央や県南地域においては、この甕 B は小形台付甕として使用されてゆく例が多い。月夜野地方に
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おける小形台付甕の出土例は少ないが、使用されていたようである。口径20cm上の甕 B'は前代から比べると

さらに器肉が薄くなり、しだいに肩部が張り出してくる傾向を強めている。

序列に使用した甕 B は34住ー20、大釜遺跡 3 住ー51で甕 B'は26住ー 15、 34住ー17 • 21、大釜遺跡 3 住一

48 • 49 • 52の計 8 個体である。甕 B の口径は34住ー20で14.8cm、大釜遺跡 3 住ー51で13.1cmであった。

甕 B'の口径は20~24cmであった。いずれも残存部分は口縁部分を中心としており少なく、詳しい様相は明

らかでない。

(2) 須恵器の様相

この時期の調査例は少なく、実体について明確でないが、第 1 期類と比較するなら口径16cm以上の坪A1や

坪Bが出土しなくなり、器種構成の変化が認められる。蓋に関しては環状つまみにカエリといった基本的な

形から、環状つまみの端部が高くなり、よりつまみやすくなったこと、さらにカエリが消えて、口縁端部が下

方へ折り曲げられる製品が大部分となるようである。また口径が19cm前後と大きな製品が大釜遺跡 3 号住や、

土 師 器
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この段階の前半に位置付けられるであろうと考えられる沢入A支群からも数個体出土している。この時期の

坪は両遺跡においても、口径が19cm前後と大きな製品は盤以外には認められない。また盤は口径21cm以上の

口径を持っため、盤の蓋としても疑問であり、この大口径の蓋の存在について理解できない。またこの時期

においては、新たな器形として盤や口径10cm前後で他の坪と器形の異なる高台の付く小形椀、さらに骨蔵器

にひんぱんに用いられた台付短頸壺や瓦塔等もこの段階で生産されているようである。甕については、第 l

期類同様に出土量は少ない。

① 坪A ・坪AI

坪A はこの時期の須恵器の主体を占める製品であり、多く出土してくる。しかし第 1 期類に見られたよう

に、口径は13cm前後の製品が多いわけであるが、器高は第 1 期類の坪が3.3~4.6cmであり、平均すると 4 cm 

以上であるのに対し、第 2 期類の坪A の器高は、 2.3~3.6cmであり平均すると 3.3cm となる。このことは、約

0.7cmほど器高が低くなっていることを示している。口径の違いについては、第 1 期類杯A 8 個体の口径平均

が13.2cmで、第 2 期類坪AlO個体の口径平均は13.0cmでやや第 1 期類の杯が大きい傾向を示したがほぽ近い。
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このことは、第 2 期類に至ると口径はわずかに小さくなる可能性はあるが、それ以上に器高が低くなる傾向

を強く示しているのである。

口径15cm以上の坪 A1は、この段階にやや残るがこの段階でほぽ終了してゆくようである。この段階前半で

某内の一部においては糸切技法が導入されていくようである。今日までに明らかとなっている月夜野町地区

においては、この第 2 期類の後半段階では明らかに糸切が導入されてくる。しかし第 2 期類前半においては、

杯底部が全面にわたり再調整されているため、回転糸切なのか、ヘラ起こしなのか識別できない。一部に回

転糸切が導入されていたとしても、多くはヘラ起こしと考えている。回転糸切技法が多く導入されてくるの

は、第 2 期類後半の段階からと考えたい。その第 2 期類後半の時期と考えている大釜遺跡 3 号住居跡より多

くの回転糸切を伴なう坪Aが出土している。第 1 期類の段階において、月夜野町ではごく少量の左回転の杯

等が確認されているが、大部分はロクロ右回転の製品であった。ところが回転糸切痕が明らかに杯の底面に

残されるようになった第 2 期類後半の時期と考えている大釜遺跡 3 号住の出土例で見るなら、回転糸切無調

整の坪は全てが左回転となっているのである。右回転の杯は、ヘラによる再調整でロクロ切り離し方法の全

く確認できない杯又は回転糸切後底部周辺を回転ヘラ削りによる再調整の行なわれている坪のみとなってい

るのである。そしてその後このロクロ左回転の杯は、 9 世紀以降も多く製作使用されてゆくのである。

序列に使用した坪A は26住ー 13 、 34住ー 7 • 9 • 11、大釜遺跡 3 住ー 1 • 2 • 3 • 16 • 17 • 18で杯Nは

26住ー 12、大釜遺跡 3 住ー22 • 23の計13個体である。 26住ー 12は右回転であり底部は右回転ヘラ調整であ

るが、 26住ー 13は左回転であり底部は左回転ヘラ削りである。 26住ー 13の口径＋器高は3.7であり 3.5以上

であるため第 2 期類以降の大多数の杯A と一致する。 34住ー 7 • 9 • 11 はいずれもロクロ右回転であり、底

部は右回転ヘラ調整が行なわれている。大釜遺跡 3 住一 1 • 2 • 3 はロクロ右回転であり、底面は 2 と 3

が回転ヘラ調整で、 1 がヘラ起こし後無調整である。大釜遺跡 3 住ー16·17·18はいずれもロクロ左回転で

あり、左回転糸切後無調整である。

②坪B • :tf 8' 

出土例が少ないため不明な点が多いが、大釜遺跡において坪B は出土している。ただし削り出し高台と口

径15cm以上の杯 B'は姿を消しているようである。

序列に使用した杯B は、大釜遺跡 3 住ー22 • 23の 2 個体であり、すべてロクロ右回転である

③ 蓋A ・蓋A'

第 1 期類以来続いてきた環状つまみにカエリといった某本形がくずれて、カエリが基本的に消失している。

環状のつまみは、従来は高さがなく扁平であったが、肉置が多くなり端部が立ち上がりつまみ部分の器高が

高くなる。カエリが消えた蓋は、端部が下方に折り曲げられて杯口縁部の上からかぶせてズレないようにエ

夫してある。この段階の坪は、前述のごとく器高が低くなっている。それに合わせるかのように蓋の多くは

器高が低く扁平となっている製品が多い。第 1 期類の杯の器高が高く、蓋の器裔も比較的高かったのと対照

的である。やはり杯と蓋とはセットとして組み合わせた時の全体のバランスとして連動しているようである。

しかし器形についてはこのようなことが考えられるが、口径で見てみるなら、 15cm以下の蓋が少なく、 15cm

以上の蓋が多い。これに見合うはずの杯が見当らないのである。蓋は第 1 期類から見ると、口径15cm以上の

製品が圧倒的に多く、 15cm以下の製品は第 1 期類において少量出土する程度である。さらに平安時代に至っ

ては、ほとんど口径15cm以上の製品となっている。坪に関しては、口径15cm以上と未満の 2 種類に分かれる

ことより、口径 15cm 未満の杯に関しては大部分が最初から蓋を使用しない器として扱かわれていたのでは

ないだろうか。
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序列に使用した蓋A は大釜遺跡 3 住ー29で蓋 A'は26住ー 11 、 34住ー 6 、大釜遺跡 3 住26 • 27 • 28 • 30の

計 7 個体である。この中で26住ー 11のロクロ回転は右、 34住ー 6 のロクロ回転は不明、大釜遺跡 3 住ー26 • 

27 • 29 • 30のロクロ回転は右、 28 はロクロ回転左であった。口径は蓋A の大釜遺跡 3 住ー 29が14cm、ツマ

ミ部を除く高さ 2 cmで、蓋A'は口径15~19 .4cmであり、平均約17.Zcmである。ツマミを除く器高は大釜遺

跡 3 住で見るなら1.4~ 1. 8が 3 個体、 3 住ー26が特に高く 3 cm となっている。この中で 3 住ー26の器高は

特に高いため、他の蓋とは別な容器の蓋が考えられる。 3 住ー26の蓋を除く 4 個体の器高の平均は約1.7 

であり、低いことを示している。

④ 甕・壺

小形短頸壺・短頸壺・甕が出土しているが、出土数が少なく実態は明らかでない。しかしこの第 2 期類か

ら短頸壺が住居内より出土していることは、沢入A支群より出土している骨蔵器として多用された台付短頸

壺と同壺に多く使用されている独特な蓋の存在と考え合わせると興味深い事柄である。

序列に使用した壺・甕は、 34住ー 15 • 16 と大釜遺跡 3 住ー37の甕である。 34住ー 16は外面のほぽ全面に

わたり降灰による釉が厚く付着しており、硬く焼き締められている。短頸壺という特別な形であることと、

この釉が意図的に施釉されていると思われることより、特別の用途のために作られた製品の可能性があり

興味深い。

(5) 年代観について

年代根拠として示し得る県内資料は、り青里・陣場遺跡』の中で示した以外、今日でも持ち合わせていない。

今回は奈良時代を主として考えているため、この時代に該当する年代根拠を 2 つあげ、第 1 期類と第 2 期類

の年代観について考えてゆきたい。その年代根拠とは、『清里・陣場遺跡』の中で示した笠懸古窯跡群中より

上野国分寺創建瓦と近接して出土した 8 世紀中頃と想定される須恵器杯と、初鋳 760 年の万年通宝を伴なう

8 世紀後半段階と想定される松井田町愛宕山遺跡 4 号住出土の須恵器坪の 2 例である。詳しい内容について

は除くが、器形や底部調整において同一ではない。口径に関してはいずれも 15cm以下であるが、笠懸古窯跡

群中出土の須恵器坪は、底部が回転ヘラ調整であり、中央に回転糸切と思われる痕跡を持つ。口径＋器高は

約3.2である。これに対し愛宕山遺跡 4 号住出土の須恵器杯は、底部がすべて回転糸切であり、切離後ヘラ調

整は行なわれていない。口径＋器高は3.9~4.7 となっており、口径に対し器高が低いことを示している。

このような両者の違いから、笠懸古窯跡群出土の須恵器杯を 8 世紀中頃とし、愛宕山遺跡 4 号住出土の須恵

器坪を 8 世紀第 3 ～第 4 四半期の頃と想定しておきたい。この想定に妥当性が認められるものとして、作成

した序列図の中の土器と比較すると、笠懸古窯跡群中出土の須恵器は、第 2 段階と考えられる村主遺跡

26住ー12に近く、愛宕山 4 号住出土の須恵器は、第 2 期類の村主遺跡34住と大釜遺跡 3 号住出土の須恵器坪

に近い。このような状況より、第 2 期類の時期を、 8 世紀後半代が中心となる時期と想定したい。では第 1

期類はどうであるかというと、時期を決める根拠が見当らない。第 1 期類の中において大きな変化は認めら

れないようであり、また第 1 期類に至るまでの移行期としての段階も認められない。いわば前代の古墳時代

とは大きくかけ離れた土器群があたかも完成されたかのような形で現われているのである。一応現状として

第 1 期類を第 2 期類に先だつ、 8 世紀前半代を中心とした 8 世紀前後の段階から 8 世紀中頃までの段階とし

て幅広く考えておきたい。
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: 

第233図 笠懸窯跡出土の須恵器と国

分寺創建瓦の破片
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万年通宝 (760年初鋳）

7
 

松井田町愛宕山逍跡

第 4 号住居跡出土遺物

第234図 年代決定に用いた資料（清里・陣場遺跡 P 316 より引用）
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おわりに

従来県北においては、 8 世紀前後の土器を出土する竪穴住居跡の調査例はなく、県南においても多いとは

言えなかった。そのため県内全体についての見通しは充分でなかったように思われる。今回県北の月夜野町

において多くの 8 世紀前半代の竪穴住居跡を調査することができた。そこで資料不足を承知の上であえて土

器群の見通しを含めて考えをまとめてみた。この時代はまだまだ明らかでない点が多いため多くのまちがい

や考え方の違いが含まれていると思う。しかし与えられた資料の中で何かを導き出そうと努力してみた。今

後資料の増加を待って更に修正してゆきたい。

最後に、小稿をまとめるにあたり、井上唯雄氏、鬼形芳夫氏、金子真土氏、大江正行氏、酒井清治氏に多

大なる御教示を項いた。文末ながら記して感謝の意を表らわしたい。 （中沢 悟）

（注）

(1) 井上唯雄『入野遺跡」 1962

(2) 井上唯雄「群馬県下の歴史時代の土器」 r群馬県史研究」第 8 号 1978 

(3\a)IU下歳信『天神風呂遺跡」群馬県大胡町教育委員会 1981 

(b)中沢 悟「出土土器の分類と編年」『清里・陣場遺跡』財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1981 

(c)井上唯雄「歌舞伎遺跡における土器の編年」『歌舞伎遺跡」財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1982 

(d)大江正行・中沢 悟「群馬県における平安時代の年代観について」『シンポジウム 関東地方における 9 世紀代の須恵器と瓦』

立正大学文学部考古学研究室 1982 

(e井上 太「古墳時代から平安時代の土器について」『本宿・郷土遺跡調査報告書』富岡市教育委員会 1981 

(I痣村 哲「堀ノ内遺跡群出土土器の分類と編年」 rA 1 堀ノ内遺跡群J群馬県藤岡市教育委員会 1982 

(g矯貰綾子「出土土器の分類と蝙年」 r有馬条里遺跡」沖田地区 平安時代』群馬県渋川市教育委員会 1983 

(h版ロ ー・三浦京子「住居伴出土器の相対年代」『中尾（遺物篇）』群馬県教育委員会ほか 1984 

h 坂井 隆「古代の遺物・遺構について」 r熊野堂遺跡（1)」群馬県教育委員会ほか 1984 

(j)唐沢保之「奈良•平定時代の土器の分類について」 r芳賀東部団地遺跡 1 』前橋市教育委員会 1984 

(k);Jヽ島敦子「賀茂遺跡出土の平安時代の土器について」 r賀茂遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1984 

（］）奥平一比古「古墳～平安時代の土器について」 rB 4 株木遺跡」群馬県藤岡市教育委員会ほか 1984 

畑関 晴彦「奈良•平安時代の土器」『藪田遺跡」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団ほか 1985 

(n湘谷佳明「平安時代の土器について」 r糸井宮前遺跡 1 」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985 

(o)石比直樹「奈良•平安時代」 r石墨遺跡」沼田市教育委員会ほか 1985 

(p)井川達雄「古墳時代・奈良時代の土器について」『三ツ寺 III遺跡・保渡田遺跡・中里天神塚古墳」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

ほか 1985 

(4) 土器全体の動きを知る手段として便宜上試みた。ここで 1 つの基準として 3.5 を用いたがこの数字は他の遺跡において適当であるか

は検証していない。しかし 8 世紀代全体として土器の動きを知る手段としては有効であると思われる。

(5) 藤岡市教育委員会奥平一比古氏の案内により現地にて確認

(6) 戸田有二「群馬県吉井町下五反田・末沢窯跡」 r考古学研究室発掘調査報告書」国士館大学文学部考古学研究室 1984 

(7) 茂木由行・矢島 浩ほか『川福遺跡』 吉井町教育委員会 1986 

(8Xa仄江正行「群馬県における古代窯跡の背景」『群馬文化』 199号 1984 

(b群馬歴史考古同人会 r土器部会研究資料』 No. l 1983 

(c群馬歴史考古同人会 r秋間古窯跡群J群馬歴史考古同人会土器分科会 1982 

(d森田秀作「群馬県安中市苅根遺跡」 r 日本考古学年報」 18 1970 

(9) 群馬歴史考古同人会『土器部会研究資科』 No. l 1983 

00) 尾崎喜左雄「群馬県新田郡鹿ノ川瓦窯址」『日本考古学年報』 I 1948 

U1) 新里村教育委員会『新里の遺跡」 1984 

集落遺跡として、この段階で環状ツマミにカエリを持つ蓋や削り出し高台の杯の両方又は一方でも出土する遺跡は高崎市では熊野堂

遺跡と保渡田遺跡と中尾遺跡が、また群馬町では三ツ寺 III 遺跡が、また藤岡市では中 II 遺跡と株木遭跡が、前橋市では芳賀団地遺跡、境町

では三ツ木遺跡、新田町では峯岸遺跡。太田市では小町遺跡等で認められる。他にも数多く出土しているものと思われる。

(12)村主遺跡では、 8 世紀後半の住居数が少なく、特に後半でも新しい段階の住居が検出されなかったため同じ月夜野町の大釜遺跡の資

料を使用させていただき、土器群の流れを追ってみた。この中で大西氏はロクロ回転と糸切の問題について詳しく触れている。『大釜遺

跡・金山古墳群」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団ほか 1983 
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(2) 奈良•平安時代の律令制下における土器生産体制の確立から崩壊への問題について

—村主遺跡出土の土器群を中心とした県内土器群の動向—

はじめに

(1) 奈良•平安時代における土器生産体制への移行・確立期

(2) 奈良•平安時代における土器生産体制の転換•発展期

(3) 奈良•平安時代における土器生産体制の衰退・崩壊期

(4) 須恵器窯の在り方から見た生産体制の変化と画期

おわりに

はじめに

これまで(1)奈良時代を中心とした土器群について、の中でくり返して述べてきたように第 1 期類以降の土

器群は、古墳時代の土器群とは多くの点において異なっている。あたかも新しい政治体制の確立に向けて、

推進者の力により一般の土器文化をも変革していったような感さえ受けるのである。政治や経済が変わった

としても一般庶民の土器様式までも改革するには、土器生産体制の整備を含めた相当に強大な政治・経済的

な力が存在しなければ不可能と思われる。おそらくそのような動きが、 7 世紀後半の段階より始まり、 8 世

紀前後の段階に至って具体化し確立していったのではないだろうか。従来もこのようなことは、多くの人に

より考えられていたものと思われる。今回奈良時代を中心とした土器群の整理を行なう中で、なお一層古墳

時代の土器群との違いを強く印象づけられたしだいである。またこの土器群も確立から平安時代になるとや

がて崩壊の過程をたどるわけであるが、そのとらえ方について、どのように区分して表現して良いか分から

なかった。一応律令制社会の中での変化と考え、語句は適当であるか疑問もあるが、律令制下における土器

生産体制の確立から崩壊の過程として理解し表現した。なお古墳時代の土器群との比較については、月夜野

町における調査報告例は、近接する諏訪遺跡においてなされているが、資料が少なく時代的にもやや連続性

に欠けるため、県央の三ツ寺 III ・保渡田遺跡の報告書を使用させていただき比較検討の資料とした。

(1) 奈良•平安時代における上器生産体制への移行・確立期 (7 世紀後半～ 8 世紀前半期）

古墳の築造が終了し、上植木廃寺や金井廃寺・山王廃寺等が創建されていった段階であり、おそらく郡街

や国府等が造営され、機能していった段階に相当する。

県北の村主遺跡においては、旧来の伝統を引き継いでいると思われるヘラ磨きを持つ坪A ．坪 A1 ・甕 A·

甕 A等が、新しく採用されていったと思われる杯B· 坪 B/ ・甕 B ・甕 B1 とともに住居内で使用されているが、

量は少ない。また新しく採用されてくる坪ゃ甕が、旧米の杯と甕から発展していって製作されたとは考えら

れないため、旧来の杯と甕が基本的にヘラ磨きを伴なうという認識が正しいなら、土師器に関しては、最初

の段階は新旧の両者を含むがやがてほぼ全てが新しく採用されていった器種・器形になると理解されよう。

しかしこのように古墳時代の土師器と奈良時代を中心とした土師器が明確に区分できる地区は県内において

少ない。特に坪に関しては第 1 期類以前の段階より新しい器形が採用されており、それが坪 B に深く関係し

ていると思われ、県北の村主遺跡とは大きく異なるようである。そのため県央・県南において古墳時代終末

期の土師器坪と奈良時代の土師器杯B の区分には、むずかしい点が多いと思われる。

従来県央や県南における地域においては、古墳時代と言われてきた土器群と、奈良時代の土器群との境は
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どの土器をもって区別していたのであろうか。また奈良時代の土器群は、奈良時代つまり 710 年頃から確立

したのであろうか。このような点について筆者は詳しくない。しかし古墳時代と奈良時代を分ける土器群とし

て、出土量の多い土師器坪において、須恵器杯を模倣したと言われている体部上位に稜を持つ杯が古墳時代

の坪であり、稜を持たずに短い口縁部が直立又はやや内傾する坪を奈良時代の坪と認識していたような気が

する。具体的な資料としては三ツ寺 1lI 遺跡・保渡田遺跡序列の第 7 分類期にあたる三ツ寺 III 遺跡68号住ー22

• 30の杯である。この坪は従来奈良時代の杯であり、同じ住居出土の14~17等の坪が古墳時代以来の坪であ

ると認識されていたようである。この段階のやや後になる三ツ寺遺跡・保渡田遺跡序列の第 9 分類期に至る

と、口縁部に稜を持つ坪はほとんど出土しなくなり、短い口縁部が直立又はやや内傾する坪のみとなるので

ある。次の第10分類期に至って、村主遺跡第 1 期類の土器群と共通する段階になるのである。三ツ寺 III 遺跡

・保渡田遺跡序列第 9 分類期と短い口縁部が直立又はやや内傾する土師器坪は、従来考えられてきたように

古墳時代の坪ではなく新しい奈良時代の杯であろうか。この杯が、古墳時代終末期における中で、新たな律

令社会の動きを最も早く土器として反映していった製品の 1 つなのであろうか。焼成や色調等においても旧

来の坪とはやや異質な部分を持つのである。この点に関しては、村主遺跡では該当する住居が検出されなか

ったため不明であり、今後の課題としたい。なお、三ツ寺 1II 遣跡・保渡田遺跡序列の第 8. 第 9 分類期と思

われる段階の中において、大口径の須恵器坪や高台付盤や蓋等が出土することがあるが、おそらくこの段階

より第 1 期類へ向けての須恵器生産は一部地域において始まっており、官街等においては使用されていたこ

とも考えられる。

古墳時代における土師器の杯は、基本的には須恵器坪の形に近い器形を呈していた。それがこの第 1 期類

に至ると、須恵器坪が平底を呈したにもかかわらず、丸底であり、古墳時代以来の伝統を引き継いでいるの

である。この土師器坪は、第 1 期類では杯B ．坪 B1 として扱かった。古墳時代以来の器形を保っているが、

しだいに口縁部幅が広くなり、器高が低くなっていき、口径＋器高がしだいに3.5以上となる。また土師器坪

C の出現は、まさにこの段階を特徴づける大きな動きであった。他に甕等においても特色はあるが、この段

階が、前代の古墳時代の土器群といかに違うかを示す土器群として須恵器坪．蓋があげられよう。第 1 期類

以前の古墳時代終末期の須恵器坪や蓋は、竪穴住居内より出土する量が少なく、坪等が出土しても大部分の

製品は口径が小さく丸底を呈していた。それが第 1 期類になると坪．蓋の出土量が多くなり、平底を呈した

大小の杯や環状ツマミにカエリを持つ杯の大小の蓋、さらに削り出し高台や付高台を持つ大口径の坪まで出

現してくるのである。このように古墳時代の土器群と大きく異なる土器群が第 1 期類の段階の前段で準備さ

れ、それが第 1 期類の段階で確立していったものと考えられるのである。

(Z) 奈良•平安時代における土器生産体制の転換•発展期 (8 世紀中頃～ 9 世紀代）

国分寺が創建・造営されていく段階である。

第 1 期類において、古墳時代の土器群と大きく異なる土器群が成立したが、それらの多くの器種構成が変

化し、整理されて新しい器種も追加されていく段階である。第 1 期類でみられた勢いは感じられないが、やが

て 8 世紀の終わり段階になると、規格化された須恵器坪．蓋等が大量生産され始め、 9 世紀前後の段階にお

いて、土師器坪をうわまわるようになり、須恵器生産の歴史の中で最大生産量と規模を持つ段階へとなる。須

恵器坪で見るなら、口径15cm以上の削り出し高台や付高台の坪や環状つまみにカエリを持つ蓋等が基本的には

使用されなくなり、高台付の塊等が導入され、ロクロよりの切り離し技法としてヘラ起こしから回転糸切技

法が導入されていくのである。土師器に関しては、旧来の坪A ・坪A／・甕 A ・甕 A1や大口径の坪Cが使用さ

315 



第 6 章 調査成果の整理と考察

,',’ 
三68 f主 -1

I',‘ 
三68住4

Iク

三68（主ー 3

J
 

ー

‘‘ ,, 

保 I 7 ｛主ー 1

` 
保I71主 -3

// 

三68（主 5

三681主— 6

ご
｀に／

` 
ここ／ \ 

三80 fE4 三68f主— 30 三80f主 -6 三80｛主— 5

~I 二／こ ｀ーノ ＼文
保17i主 -4 保］ 7 （主 5 三681主— 15 三68住— 26

¥ ｀こノ ¥ `·-I：シ
三68住ー 16 三68住 27 三68住 -14 三68（主— 28

＼ミニ I 

oｷ.J 王 、こ
三68住 -17 -- 三68（も 23

三68（も 21 三681主 -31

() 
1 : 5 

15cm 

三ツ寺 III遺跡・イ呆渡田遺跡第 7 分類期

第235図 古墳時代における土器群の 1 例（三ツ寺 11I 遺跡・保渡田遺跡 P 547 より転載）

316 



第 4 節 出土土器の分類と検討

保57（主 -13

こ保22fも 8

ヽヽ

保22{主ー］0

雫保3 （主— 8

\ 

‘’ “ 保 3 1主ー 1

\ 

言保22住— 7

保57住— 8

こー／
保3 住— 10

ゞ保22（主— II

丈＝＝／
保22住 9

で言

こ保3 住— 6

三ツ寺 III遺跡・保渡田遺跡第 9 分類期

保 3 ｛主～ 11

゜

1 : 5 ` 
保57{主 -7

15cm 

三41 ｛主ー 2

、 9--ー了竺＝＝——
三41 i主 -9

二

こ1三2ニ
＼一 芦ー

` 保481主ー 18 保10住-14 保10住ー3

` ` ` 
保10住ー 12 保48住ー29 三41住ー4

こ：•一
保10住-13

ー／
保35住14

こ

\ 保48（主ー22

＼ここ13
三

保35住—16
゜

l : 5 

保35{主 -15
15cm 

保48住— 28

三ツ寺 III遺跡・保渡田遺跡第 10分類期

第236図 古墳時代～奈良時代における土器群の 1 例（三ツ寺m遺跡・保渡田遺跡 P 549 より転載）

317 



第 6 章 調査成果の整理と考察

れなくなる。つまり第 1 段階の終わりから第 2 段階の前半にかけての 8 世紀中頃から旧来の伝統を持つ製品

が姿を消し、大口径の土師器坪 C や須恵器坪A1 ・坪 B等がほぼ姿を消し、真に竪穴住居内で使用されてゆくの

にふさわしい器のみが残り、それが第 2 段階の 8 世紀後半代より糸切技法も導入されて大最生産されてゆく段

階である。ここで整理された土器類は、土師器と須恵器のいずれかにしても、器形変化は伴なうが 8 世紀後

半代から 9 世紀段階まで使用されてゆくのである。月夜野町周辺における土師器の坪は、 9 世紀前後の段階

よりほとんど出土しなくなるが、県央・県南地域においては、 9 世紀～10世紀段階まで使用されてゆき、甕

に関しては、月夜野町周辺においても、羽釜の出現段階まで多く使用されてゆく。須恵器坪に関しては、 9

世紀前後より月夜野町周辺においては、集落内におけるほぽ唯一の盛器として土師器杯を消滅させる勢いで

大量に生産されてゆき、竪穴住居内より大量に出土してくる。

(3) 奈良•平安時代における土器生産体制の衰退・崩壊期 (9 世紀末～10世紀代）

国分寺の補修とその後の崩壊段階

今回の序列図では提示できなかった平安時代の 9 世紀末～10世紀代を考えている。集落内であれほど大量

に出土していた須恵器の坪や塊が、しだいに粗雑な作りとなり、還元焼締焼成から軟質な焼成へ、さらに酸

化烙焼成に近くなってゆき、やがて土師質土器が大量に生産されてくると須恵器坪や塊は消えてゆくのであ

る。土師器甕に関しても器肉が薄く、実に精巧にできていた製品がやや器肉が厚くなり、羽釜が多く使用さ

れてゆくとやがて消えてゆくのである。またこの段階では、新しい器形として須恵器生産の中から羽釜が作

られ、大量に生産されてゆく。このように 8 世紀前後に前代の土師器や須恵器と大きく異なり、新たな器形

技法・調整方法をもって実に斉一性のとれた姿で登場してきた土師器と須恵器は、この10世紀代をもって、

その主たる流れが終わろうとしているのである。この段階以降の10世紀末～11世紀代において集落内より出

土してくる土師器の杯は、県南地区においてのみ出土し、その坪も器肉が厚く、調整方法や器形等において

も従来の坪とは大いに異なる。また土師器甕に関しても土釜と呼ばれる形で出土してくるが、やはり前代の

器肉の薄い統一性のとれた甕ではなく、器肉が厚く器形や調整方法等においても統一性のない甕となってい

る。 主遺跡 認められたように、月夜野町周辺においても須恵器の杯や塊は消え、土師質土器が

登場してくる。この土師質土器は、須恵器の技術その他の影響下で作られているわけではあるが、生産窯の在

り方や焼成・器形その他において、須恵器とは同一に考えるには無理があり、 8 世紀前後より成立した統一

性のある大きな力に支えられての須恵器生産ではなく、別の形での生産を考えることにより妥当性があると

思われるのである。

(4) 須恵器窯の在り方より見た生産体制の変化と画期

第 1 期類より多くの須恵器坪・蓋等が出土してくるわけであるが、それらの製品の大部分は県内の須恵器

窯での生産と考えられる。ではこのように多くの須恵器の供給を可能にした須恵器窯は、第 1 期類の以前と

以後において大きな変化が認められるのであろうか。もしこの第 1 期類に近い前段階において、県内各地に

それまでとは異なる多くの須恵器窯が配置されていたなら、須恵器窯の成立には大きな政治経済的な動きの

中で始めて成立操業が可能となると考えられるため、そこに律令制下における土器生産体制の確立へ向けた

大きな政治的な動きを読みとることができるのではないだろうか。さらに前述のごとく集落遺跡においては、

10世紀頃より須恵器の製品に大きな変化が現われ、やがて坪・塊．蓋等が出土しなくなるのである。つまり

従来の須恵器生産体制が崩壊したと考えられるわけで、そこに須恵器窯を支えた土器生産体制の崩壊を読み
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とることができるのではないだろうか。県内における須恵器生産の動きについて現状で考えられる範囲

について1981年 2 月に神奈川考古同人会が行なった「シンポジウム 古代末期～中世における在地系土器の

諸問題」の中のコメンターの一人としての籠者の発言内容の一部をここに再録して、第 1 期類以前と以後に

おいて、須恵器窯がいかに異なっているかについて説明したい。

「群馬県における須恵器生産は、古墳時代を中心とした段階と、白鳳・奈良•平安時代を中心とした段階の

2 段階に大きく分かれ、それを細分してゆくと古墳時代が 2 段階で白鳳・奈良•平安時代が 3 段階の計 5 段

階に分かれます。第 1 段階として、 6 世紀代中頃から後半にかけての太田市金山丘陵周辺を中心とした小地

域での量産段階があります。この地域の須恵器生産は一部が 9 世紀代でも操業していますが、基本的には 6

世紀代を中心としており、製品の多くは古墳等に供献されているものと思われます。第 2 段階として、太田

市金山丘陵周辺での操業と 1 部重複するであろうと思われる 7 世紀前後の段階で操業を始めている安中市秋

間古窯跡群での生産段階があります。この窯跡群では、大量に生産が行なわれており、古墳や 7 軋紀末以降

においては集落等においても多くの製品が供給されて、 9 世紀代まで操業が続きますが、中心は 7 ~8 世紀

代と思われます。この窯跡群は、第 3 段階以降県内各地でほぼ同時に須恵器窯が開窯されていくという状況

の中で器形や技法及び生産体制を含めた全般的な部分で母胎としての役割を果たしたのではないだろうかと

考えられます。第 3 段階は、 7 世紀後半から 8 世紀前半代の段階であり、この段階は、それ以前の段階での

生産窯が限定された地域での生産であったのに対し、県内の東西南北という各地に須恵器窯が意図的に同時

期に配置され開窯されていったと考えられる段階であり、大きな展開期であると思われます。またこの段階

の集落内においては、上野独自とも言える削り出しや付高台を持つ大小の杯や環状つまみにカエリを持つ杯

蓋等が多く出土しています。具体的な窯跡としては、東部で新里古窯跡群や笠懸古窯跡群、西部では秋間古

窯跡群、南部で吉井古窯跡群や藤岡古窯跡群、北部で月夜野古窯群と多くの古窯跡群の展開をあげることが

できます。しかしこの段階も 8 世紀前後を 1 つのピークとしており、中頃はしだいに生産量が減少している

傾向を示します。第 4 段階は、 8 世紀後半から 9 世紀後半代にかけての段階である。須恵器杯生産において

糸切技法が採用され、第 3 段階で認められた杯に見られる口径の大小や削り出し高台等の多様化した製品が

姿を消し、単一化され、大量に生産され、集落内で多く使用さ た段階である。特に 9 世紀以降になると、

住居内で使用たれる杯・塊類としては土師器杯が減少し、須恵器杯が過半数を占めるようになり、須恵器生

産地である月夜野地区の集落では、 9 世紀以降土師器の坪はほぽ完全に姿を消して須恵器の坪が独占してい

ます。この状況は消費地がこの段階に須恵器生産地に近接しているかいないかによって大きく異なるようで

あります。この 4 段階の具体的な窯跡としては、西で安中市秋間古窯跡、東で笠懸古窯跡群と桐生古窯跡群

南で吉井古窯跡群、藤岡古窯跡群、北で月夜野古窯跡群をあげることができます。第 5 段階は、 9 世紀末か

ら 10世紀の段階であり、須恵器生産の変質と消滅の段階であります。従来の須恵器は、還元焼締焼成を常と

し基本的には灰色をしていました。ところが 9 世紀以降灰白色を呈する軟質な杯や塊が多くなり、 10世紀

に至ると赤褐色をした酸化焔焼成の杯や椀が現われてきます。また形も従来の杯や椀だけでなく、皿ゃ羽釜

等も出現します。このように焼成方法や器まで大きく変化し、やがて10世紀中頃以降においては住居内から

は基本的には出土しなくなります。具体的な窯跡群としては、北は月夜野古窯跡群、南は吉井古窯跡群と乗

附古窯跡群、東は笠懸古窯跡群と太田古窯群中の萩原支群等をあげることができます。

このような状況について、現在確認されている須恵器窯について、数字で見てみると、次のようです。な

おこの数字は今後調査の進展に伴ない変化します。県内の窯跡群は11個所で確認されており、支群で年代の

ほぼ明らかなものが58支群あります。それを年代別に示すなら、 6 世紀代が 5 支群で全体の 8%、 7 世紀代

319 



第 6 章 調査成果の整理と考察

が 8 支群で全体の14% 、 8 世紀代が19支群で全体の33% 、 9 世紀代が15支群で全体の26% 、 10世紀代が11支

群で全体の19％となっています。 8~9 世紀代で全体の60％を占めています。 11世紀代については存在は知

られていません。参考までに『東日本須恵器窯跡地名表』より出した関東各県全体の 8~9 世紀代の支群割

合は約66％でした。このように、 10世紀代になると須恵器窯は非常に減ってきます。県内におけるこれ以降

の土器群は、土師器と須恵器製作技術の延長上に来ると考えられる土師質土器が県内の多くの地域で製作使

用されているようです。」

おわりに

このように、奈良時代を中心とした土器群について序列を作成し、土器説明を行なう中や、今回文章化で

きなかったが、平安時代の土器群の序列図を作成した中で考えてきたこと、及び清里、陣場遺跡の整理作業

以降考えてきたこと等を考え合わせて、書き留めてみた。作業を進めてゆく中で、古墳時代と奈良時代の土

器群との間の違いが予想以上に大きかったことに驚いた。村主遺跡における第 1 期類の須恵器の搬入量は、

他の遺跡と比較してたしかに量は多いと思われる。しかし量の多少は別にしても、この段階より大口径の坪

や環状つまみにカエリを持つ蓋や削り出し高台の坪等が生産され、集落内に入ってくることは全体的な傾向
(2) 

として認められるようである。またこのような坪蓋は、北武蔵の一部や下野西部の北山古窯跡からも出土し

ており、周辺の国にも少なからず影響を及ぽしていたようである。また上野においては、このように自国内

で須恵器を生産していたわけであるが、この段階に須恵器窯を持たない南武蔵や相模等においては、他国特

に美濃須恵器系又は東海系の製品の搬入が考えられているようである。搬入品であるため、出土量は多量で

はないが村主遺跡第 1 期類とほぽ同じ時期と考えられる段階に大口径の坪や蓋等が出土しているのである。

つまり第 1 期類の 8 世紀前後から 8 世紀前半代の段階においては、口径15cm以上の坪や蓋は、上野・武蔵・

相模を始めとした関東各県において、新しい社会の中での食器類の在り方の重要な要素と位置づけられてい

たのではないだろうか。

最後に小稿をまとめるにあたり、井上唯雄氏、鬼形芳夫氏、大江正行氏に多大なる御教示を項いた。文末

ながら記して感謝の意を表わしたい。 （中沢悟）

（注）

(1) 井川達雄「古墳時代・奈良時代の土器について」 r三ツ寺皿遺跡・保渡田遺跡・中里天神塚古墳」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

ほか 1985 

(2) 栃木県佐野市北山窯跡では、付高台とこの削り出し高台が伴焼されている。群馬県外における生産窯としては唯一であろう。大川

清「犬伏窯跡」『東北自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書」栃木県埋蔵文化財発掘調査報告 5 1972 

(3) 埼玉県上里町立野南遺跡 2 号住からは、村主遺跡第 1 期類の杯や蓋によく似た製品が数多く出土している。富田和夫・赤熊浩一ほか

r立野南・八幡太神南・熊野太神南・今井遺跡群 1 丁目・川越田・梅沢』（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告46 1985 

参考文献 酒井清治「北武蔵における 7 • 8 世紀の須恵器の系譜について」 r研究紀要第 8 号」埼至県立歴史資料館 1986 

神奈川考古同人会 rシンポジウム奈良•平安時代土器の諸問題』神奈川考古 第14号 1983 
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群馬県内における古窯跡群の概要一覧表

窯跡群名 支群名 窯体数 操業年代 所 在 地 焼 成 器 種

月夜野 洞 A 4 8 C 末～lOC 利根郡月夜野町 瓦・甕・水瓶・高坪・蓋・碗・皿・坪蓋・把手・羽釜

薮田 A 9C~lOC II 坪・塊・羽釜・甕・耳皿・蓋・骨蔵品

沢入 A 2 8C 前～後 }} 坪・蓋・甕・高坪・盤·骨蔵器

深沢 B 4 lOC II 坪・塊・甕・羽釜

深沢 C lOC II 坪・碗．皿・甕・羽釜・甑

須磨野A lOC )) 坪・塊・鉢・脚付羽釜

真沢 A 1 lOC I/ 坪・甕・脚付羽釜・甑

水沼 A 1 lOC? II 坪・椀・耳皿・瓦（近くの前中原遺跡より想定）

中之条 天 代 2 8 C 前 吾妻郡中之条町伊勢町 瓦

里 見 里 見 群馬郡榛名町里見

秋 間 相津谷津 7 C 後～ 9C 前 安中市秋間丘陵 坪・蓋・長頸壺・盤・甕

吉ケ谷津 7 C 後～ 9 C 前 II 坪・高坪・蓋•平瓶・長頸壺・甕

八重巻 7 C 後～ 9C 前 II 瓦・坪・椀・蓋・皿

メI」 根 2 8~9C II 瓦・坪

桃 山 2 7C 末 II 坪・盤・甕

小日向 1 8 C 前 II 坪・蓋・甕

吉 井 下五反田 3 9C 後～lOC 多野郡吉井町 瓦・坪・椀・甕・風字硯・羽釜・壺

末 沢 ? 8 C 中 II 瓦・蓋・坪・盤・甕・壺•土鈴・提瓶

雑木味 9C II 瓦（鐙瓦・宇瓦）

清滝寺跡 9C // 文字瓦・須恵器

山ノ神 9C II 瓦・須恵器

乗 附 小 塚 8 C 末～lOC 初 高崎市寺尾町小塚 瓦・坪．碗・羽釜

岩 崎 8C 前半か 多野郡吉井町岩崎 皿・高坪・甕

藤 岡 金 山 3 8 C 前 藤岡市日野金井 瓦・須恵器

炉 沢 4 8C 藤岡市日野炉沢 須恵器

大 胡 八ケ峰 8 C 前後 勢多郡大胡町上大屋 坪・蓋・短頸壺・広口壺・高台付椀・薬壺蓋・横瓶

新 里 雷電山 7C 中～ 8 C初 勢多郡新里村新川 瓦・須恵器

鶴ケ谷 1 7C 末～ 8 C 前 勢多郡新里村鶴ケ谷字上鶴ケ谷 甕・長頸壺

笠 懸 山 際 8 C 中～lOC 初 新田郡笠懸村山際 瓦・坪・蓋·塊・甕

鹿ノ川 8 C 中～lOC 初 新田郡笠懸村鹿ノ川 瓦

桐 生 上小友 8 C 後～ 9C 前 桐生市菱町上小友 坪・碗・鉢・長頸壺・甕

宿ノ島 2 8 C 前 桐生市菱町黒川 坪・塊・蓋・瓶・甕・鉢

泉竜寺 1 桐生市菱町泉竜寺 須恵器

曲り松 2 桐生市菱町曲松 須恵器

太 田 菅ノ沢 7 6C 後 太田市今泉口 坪・高坪・蓋・甕・提瓶・謎・鉢

亀 山 l 6C 後 太田市東金井字亀山 坪・高坪・途・提瓶・甕

辻小屋 3 6C後 太田市太田字金井口 坪・壺・高坪・提瓶・甕

八 幡 3 6C 末～ 7C 前 太田市東金井八幡 坪・甕・遜・高坪・提瓶

入 宿 6C後 太田市東金井入宿 横瓶・提瓶・壺

萩 原 7C後． 9C 後 太田市吉沢字萩原 瓦

摘 要 文献

口縁部に波状紋を持つ甕がある (1) (21 

窯体は確認されていない。須恵器工人集落 (3) (4) 

現状で月夜野最古の支群である (5) 

羽釜が甕や坪と伴に出土している (5) 

窯体は確認されていない 15) 

窯体は確認されていない。脚付羽釜を多く出土 (5) 

脚（寸羽釜を出土している (2) 

窯体内外より出土遺物なし (5) 

製品の一部は金井廃寺に供給 (6) 

窯跡として疑問視されている 17) 

7 C 代の須恵器窯が多く存在している (8) 

II (9) 

(10) Ull 

02) 

坪ぱ手持の箆削り

底面は回転箆削り

瓦；9，ゞ出土しているが、焼成品としては疑問 (13) (321 

数片の女瓦片を含むが大半は須恵器である (14) (32) 

} 文字瓦をはじめとして、瓦を多く焼いている。下五反田・ (14) 
末沢支群を含めた窯跡の数は多く、おそらく県内でも最

大規模の窯跡群の 1 つと思われる
04) 

(14) 

数基の窯が想定できる (15) 

大正年間の調査、その後明らかでない (16) 

国分寺創建段階における官の専業瓦窯 (17) (18) 

4 碁以上の窯体が確認されている 。1)

炭翌址、製鉄址等が同時に発堀される (19) 

県―ド最古の上植木廃寺の瓦を創建時から 8 C初頭まで生産 (20) 

施文にカキ目を残す (30 

国分寺創建段階における官の専業瓦窯 (2D 

国分寺瓦窯 ('ll) 

坪の底部は糸切痕と箆起こしが混在 (23) 

口毀部に波状文を持つ甕がある (24) 

(23) 

(23) 

頸部補強帯大甕 (25) (26) 

憩に肩部帯あり、太田金山窯跡群の調査例で最古 （初

長さ1. 8mの小規模あり (28) 

他に数基の窯跡あり (29) 

灰原のみの調査 (30) 

寺井廃寺に瓦を供給、近接して lOC の須恵器窯あり 16) 

（大江正行・中沢悟 1985) 
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第 5節まとめ

第 5節まとめ

大原 II 遺跡・村主遺跡の調査を通して明らかとなったこと、また感じてきたことについてここに記し、ま

とめとしたい。

1. 検出された遺構の中で、弥生時代および平安時代の住居跡はすべて台地の中央部ではなく、沢の近くに

作られていた。台地の中央部は、縄文時代の陥し穴が多く検出されており、他は土坑等であった。このよ

うに住居跡が台地の端部、特に北西寄りの台地に多い傾向は、 3 年間にわたる調査の中で同じような傾向

を示した。おそらく湧水における地下水位の問題と深く関係していると思われる。これについては、第 2

章第 1 部の中で詳しく触れている。

2. 縄文時代の陥し穴は、両遺跡で合計38基検出された。これだけ多くの陥し穴が列をなして検出された遺

跡は数多くなく、また初年度に調査された諏訪遺跡での陥し穴と規模等において異なるので、その用途を

含めて興味深い。また陥し穴の断面スライス調査を行ない、底部に設置されていた複数の槍状の痕跡（逆

茂木）を確認することができ、大きな成果をあげることができた。

3. 奈良時代の住居跡は18軒検出された。その中で 8 世紀前後から 8 世紀前半代の第 1 期類と考えられる住

居は10軒あり、 8 世紀後半代と考えられる住居は 7 軒であった。 9 号住は第 1 期類の可能性を持つ。 8 枇

紀前後から 8 世紀前半代の住居跡の調査例は、月夜野町においてはほとんどないため重要な意味を持つ。

4. 第 1 期類奈良時代の住居跡は、多くが調査部のほぽ中央にまとまって位置している。西端に位置する 2

号住と東端に位置する30号住はやや異質であり、住居規模においても第 1 期類の中で最も小さい住居とな

っている。他の第 1 期類の住居跡は、長辺がすべて 5m以上となっており、 6 • 11 • 20 • 27号住は長辺が

6m以上であり、この遺跡最大の規模を持っている。第 2 期類の住居跡は、第 1 期類の住居跡を囲むように

位置しており、やや散在的である。住居規模は長辺で3.4m~5.6m となっており、第 1 期類に最も近いと

思われる26号住が最大規模 5.6 m を持っている。これらの現象から、第 1 期類の住居は居住区の中央部に

位置し大規模であった。第 2期類以降の住居は第 1 期類の住居を囲むように建てられ、住居規模も縮小の傾

向を示している。

5. 平安時代の住居は 9 世紀後半で 1 軒、 10世紀前半代の羽釜を伴なう段階で 7 軒、 10世紀後半代の土師質

土器を伴なう段階で 8 軒の計16軒が検出された。奈良時代に認められたような住居規模に一定の時期差の

認められるような傾向は認められなかった。

6. 焼失家屋であった 6 号住居跡からは、大量の炭化材が出土した。また床面や壁等の焼土化の現象から、

住居の上屋構造について知る大きな手がかりをつかむことができた。その 1 部については、第 6 章第 1 節

(1)焼失住居にみられる上屋構造と鼈の扱いの 1 例 の中でまとめた。採集した炭化材の多くは材質分析ま

では至らなかったため、今後分析する機会を持ち、垂木材や屋根材また壁材等について検討を加えたい。

7. 多くの発掘調査を進める中で、奈良•平安時代の鼈の残りの悪い原因が明らかでなかった。今回の調査

により、ほぼ使用時の状態を保った寵や、残存状況の良好な寵、さらに税棄の状況の推測できる鼈等を調

査することができた。その結果残りの悪い寵の原因について、ある程度理解できそうである。その内容に

ついては、第 6 章第 1 節(2)竃の廃棄についての中でまとめた。

8. 従来羽釜を伴う寵の使用法については、充分明らかでなかった。羽釜の鍔を寵燃焼部天井に位置する石

に架けて寵内に浮かせて使用するのではないかと考えられたこともあった。しかし今回村主遺跡 3 号住居
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第 6 章 調査成果の整理と考察

跡でほぼ使用時の状態を保っていた寵が調査されたことにより、古墳時代の寵と同様に支脚の上に置かれ

て使用されていたことが明らかとなった。さらにこのことより、鼈には基本的に支脚が伴なうことが類推

でき、支脚のない寵の多くは支脚が意図的に抜き去られていることが考えられた。

9. 出土土器を詳しく検討してゆく中で、数多い事項について知ることができた。特にその中で、奈良時代

の土器群が、前代の古墳時代の土器群と大きく異なっていたことが明らかとなった。その点については、

第 6 章第 4 節(1)奈良時代を中心とした土器群について、 (2)奈良•平安時代の律令制下における土器生産体

制の確立から崩壊への問題について、の中で詳しく触れた。

10. 月夜野町における平安時代の住居跡調査例は数多い。しかしその大部分は須恵器の坪や婉を多く使用し

ている段階の10世紀前半代まで0).調査例であり、土師質土器を出土するようになる 10世紀後半代の調査例

は極めて少なかった。そのため月夜野町や県北における地域での土師質士器の実体については、従来不明

であった。今回の調査により土師質土器を伴なう住居が多く検出されたため、この県北地域の土師質土器

について 1 部を知ることができた。その様相は県央地域と多くの点において共通していた。

11. 月夜野町は、県北最大の月夜野古窯跡群の存在する地域である。そのため生産地域としての特色もしだ

いに明らかとなってきた。その点については、第 6 章第 2 節(3)月夜野型羽釜の様相と月夜野古窯跡群、 (4)

脚付羽釜について、の中で触れた。

12. 第 1 期類奈良時代で住居内より大量に出土してくる須恵器は、現在月夜野古窯跡群中から窯跡が発見さ

れていない。他産地との胎土等の比較から見て、おそらく月夜野古窯跡群中の製品と思われる。ではなぜ

従来の月夜野古窯跡群の存在する上組地区を中心とする地区からは集落を含めて 8 世紀前後から 8 世紀前

半代の須恵器は出土しないで、赤谷川の対岸である村主遺跡から大量に出土したのであろうか。

7. 奈良•平安時代における村主遺跡は、月夜野町において従来不明であった時期を埋める重要な遺跡であ

ることが明らかとなった。月夜野古窯跡群の中で、この村主遺跡は古窯跡群の出発段階と崩壊段階及び崩

壊後の集落を中心として構成されていることが明らかとなった。

以上の点をはじめとした多くの問題点について今後も関心を持ちつづけてゆきたい。 （中沢悟）
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大原II 遺跡・村主遺跡 図版 l 
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図版 2 大原 II遺跡

大原 II遺跡西側航空写真

大原 II遺跡東側航空写真



大原 II遺跳

1号住居跡全景 （北から）

1号住居跡出入口柱穴 （東から）

3号住居跡出入日柱穴 （東から）
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2号住居跡出入口柱穴 （東から）

2号住居跡床面硬度測定状況 （北から）



図版 4 大原 II遺跡

2号住居蹄全景 （南から）

3号住居跳全景 （西から）



大原 II遺跡 図版 5 

1 住 -8

1 住ー3 2住ー 1

2住ー3 2住ー18

3住ー3 12号陥し穴 17号陥し穴
19号陥し穴 \ 

` 21 号陥し穴 グリット9 3住ー23

グリット 10 グリット 1] グリット 3 グリット 5

住居跡・陥し穴・グリット



図版 6 大原 II遺跡

1号陥し穴全景 （南から） 3号陥し穴全景 （南西から） 4号陥し穴全景 （北東から）
1号陥し穴セクション （南から） 3号陥し穴セクション （北東から） 4号陥し穴セクション（北東から）

5号陥し穴全景 （北東から） 5号陥し穴セクション （南西から）



大原 II遺跡 図版 7 

6号陥し穴全景 （北東から） 6号陥し穴セクション （北東から）

7 号陥し穴はローム層直」ー．で検出された。上面の

規模は298X 108cmの中央で狭まる長楕円形、底面は

273X 34cmの中央で狭まる長楕円形を旱し、面柏約

1. 44 面である。主軸方向はN-38° - E 。確認面から

の深さは110cmであり、底面からピット 5 個を検出し

た。覆上は 8 層に分かれたが、第 1 層は人為的埋土

であった。同様な事例は、 2 • 9 号陥し穴にもみら

れた。

一7号陥し穴セクション （北束から）

8号陥し穴全景 （北東から） 8号陥し穴セクション （南西から）

9号陥し穴全景 （北東から） 9号陥し穴セクション （南西から）



図版 8 大原 II遺跡

10号陥し穴全景 （北東から） 10号陥し穴セクション （北東から）

11号陥し穴全景 （南西から） 11号陥し穴セクション （北東から）

13号陥し穴全禁 （北から） 13号陥し穴セクション （北から）

16号陥し穴全景 （北から） 16号陥し穴セクション （南から）



大原 II遺跡 図版 9 

17号陥し穴全景 （北東から） 17号陥し穴セクション （南西から）

18号陥し穴全景 （北東から） 18号陥し穴セクション （南西から）

19号陥し穴全景 （北から） 19号陥し穴セクション （南から）

20号陥し穴全景 （北東から） 20号陥し穴セクション （北東から）



図版 10 大原 II遺跡

21号陥し穴全景 （南西から） 14号陥し穴全景 （北東から）

22号陥し穴全景 （東から） 22号陥し穴セクション （南から）

1号土坑全景 （東から） 2号土坑全禁 （東南から）

3号土坑全景 （西から） 4号士坑全景 （南東から）



大原 II遺跡 図版 l1 

5号土坑全景 （南から） 6号土坑全景 （南から）

7号土坑全景 （南から） 8号土坑全景 （南から）

9号土坑全景 （南から） 10号土坑全景 （東から）

12号土坑全景 （南西から） 13号土坑全禁 （南西から）



図版 12 村主遺跡

大原 II ・村主遺跡遠禁 （東から）

村主遺跡 西側航空写真



村主遺跡 図版 13 

1 号住居跡全景 （南から）

1号住居跡土層堆積状況 （東から） 1号住居跡鼈全景 （焚口から）

1号住居跡鼈袖石 （焚口から） 1号住居跡裔袖石 （煙道から）



図版 14 村主遺跡

2号住居跡全景 （南から）

2号住居跡寵全景（1) （南から） 2号住居跡寵全景（2) （南から）

2号住居跡寵基礎部 （南から） 2号住居跡鼈袖部分 （東から）



村主遺跡 図版 15 

3号住居跡全景（寵発掘後） （北から）

3号住居跡全景（鼈発掘前） （北から） 3号住居跡鼈 （焚日から）

3号住居跡鼈 （上面より） 3号住居跡鼈 （煙道から）



図版 16 村主遺跡

3 号住居跡寵 （焚口から）

3 号住居跡寵 （煙道方向から） 3 号住居跡竃 （羽釜除去後）

3 号住届跡寵 （羽釜と焚口天井石除去後） 3 号住居跡寵 (1 部復元）



村主遺跡 図版 17

3 号住居跡寵及び住居跡床下全景 （北から）

3 号住居跡寵 （左斜方向から） 3 号住居跡寵 実測状況（焚口から）

3 号住居跡北側遺物出土状況（西から） 3 号住居跡東側遺物出土状況（北から）



図版 18 村主遺跡

4号住居跡全景 （西から）

4号住居跡±層堆積状況 （東から） 4号住居跡床下全禁

4号住居跡鼈（1) （焚日から） 4号住居跡鼈（2) （焚日から）



村主遺跡 図版 19 

5号住居跡全景 （西から）

5号住居跡床下全景 （西から） 5号住居跡寵土層面 （西から）

5号住居跡寵全景 （焚口から） 5号住居跡寵 （煙道から）



図版 20 村主遺跡

6号住居跡全景 （西から）

6号住居跳土層堆積状況 （西から） 6号住居跡炭・遺物取り除き後の全景 （西から）

6号住居跡床面全景 （西から） 6号住居跡寵 （焚口から）



村主遺跡 図版 21 

6号住居跡炭化材検出時における全景 （西から）

6号住居跡寵右手前埋没甕 （西から）

6号住居跡南壁側出土こも石 （北から） 6号住居跡寵炭堆積状況 （南西から）



図版 22 村主遺跡

7号住居跡全景 （西から）

7号住居跡床下全景 （西から） 7号住居跡寵内遺物出土状況（1) （焚日から）

7号住居跡寵内遺物出土状況（2) （焚日から） 7号住居跡鼈袖石 （焚日から）



村主遺跡 図版 23 

8号住居跡全景 （西から）

8号住居跡遺物取り除き後全景 （西から） 8号住居跡床下全景 （北から）

8号住居跡遺物取り除き後床下全景 （西から） 8号住居跡鼈全景 （焚日から）



図版 24 村主遺跡

9号住居跡全景 （東から）

·占

9号住居跡土層堆積状況 （南西から）



村主遺跡 図版 25 

10号住居蹄全景 （西から）

10号住居跡床下状況 （西から） 10号住居跡床下全景 （西から）

10号住居跡寵全景 （西から） 10号住居跡寵 （南西から）



図版 26 村主遺跡

11 • 12号住居跡全景 （北から）

11号住居跡床下全景 11号住居跡竃 （焚日から）

11号住居跡鼈袖部断面 （南から） 11号住居跡焼土炭流れ込み部分



村主遺跡 図版 27 

13号住居跡全景

13号住居跡床下全景（1) （西から） 13号住居跡床下全景（2) （西から）

13号住居跡寵 （焚口から） 13号住居蹄鼈断面 （南から）



図版 28 村主遺跡

14号住居跳全景 （北から）

14号住居跡竃（1) （北から） 14号住居跡寵（2) （北から）

14号住居跡寵袖石 （焚口から） 38号住居跡ヘッツイ （西から）



村主遺跡 図版 29 

15号住居跡全景 （西から）

16号住居跡全景 （西から）



図版 30 村主遺跡

16号住居跡床下全景（西から） 16号住居跡北側ローム採掘坑 （西から）

16号住居跡北側ローム採掘坑 （南から） 16号住居跡鼈内土層堆積状況 （南から）

16号住居跡鼈 （焚日から） 16号住居跡北西壁端出士こも石 （南から）

16号住居跡小刀出土状況 （西から） 16号住居跡甕出土状況 （西から）



村主遺跡 図版 31 

17号住居跡全景 （西から）

17号住居跡寵土層堆積状況 （焚口から） 17号住居跡寵遺物出土状況 （焚口から）

17号住居跡鼈内石出土状況 （焚 11 から） 17号住居跡遺物出土状況 （南から）



図版 32 村主遺跡

18号住居跡全最 （西から）

17 • 18号住居跡床下全景 （北から）



村主遺跡 図版 33 

19号住居跡全景 （西から）

19号住居跡床下状況 （西から） 19号住居跡床下全景 （西から）

19号住居跡鼈上須恵器出土状況 （焚日から） 19号住居跡寵全漿 （焚日から）



図版 34 村主遺跡

20号住居跡全景 （西から）

20号住居跡遺物取り上げ後全景 （西から）



村主遺跡 図版 35 

20号住居跡床下全景 （西から） 20号住居跡貯蔵穴内遺物出土状況 （西から）

20号住居跡寵全景 （焚日から） 20号住居跡鉄製鋤出土状況 （東から）

21号住居跡全景 （北から）



図版 36 村主遺跡

22号住居跡全景 （東から）

23号住居跡全景 （南から）



村主遺跡 図版 37 

24 • 25号住居跡全景 （西から）

24号住居蹄士層堆積状況 （西から） 24号住居跡床下全景 （西から）

24号住居跡鼈土層堆積状況 （焚口から） 24号住居跡炉 （西から）



図版 38 村主遺跡

25号住居跡全景 （西から） 25号住居跡床下土層堆積状況 （西から）

25号住居跡床下全景 （西から） 25号住居蹄床下土坑士層堆積状況 （西から）

26号住居跡全景 （西から）



村主遺跡 図版 39 

26号住居跡全景 （西から）

26号住居跡土層堆積状況 （南から） 26号住居跡床下全景

26号住居跡寵（1) （焚日から） 26号住居跡寵（2) （焚日から）



図版 40 村主遺跡

27号住居跡全景 （北から）

27号住居跡床下全景 （西から） 27号住居跡鼈土層堆積状況 （焚日から）

27号住居跡鼈 （焚日から） 27号住居跡旧鼈 （西から）



村主遺跡 図版 41 

28 • 29号住居跡全景 （西から）

28·29号住居跡遺物出土状況 （南から） 28·29号住居跳土層堆積状況 （南から）

28号住居跡寵内土層堆積状況 （南西から） 28号1主居跡寵 （焚日から）



図版 42 村主遺跡

30号住居跡全景 （西から）

30号住居跡上面床検出状況 （西から） 30号住居跡床下検出状況 （西から）

30号住居跡鼈土層堆積状況 （南から） 30号住居跡寵 （西から）



村主遺跡 図版 43 

31号住居跡全穀（1) （西から）

31号住居跡全景（2) （西から） 31号住居跡床下全景 （西から）

31号住居跡寵土層堆積状況 （南から） 31号住居跡鼈 （焚日から）



図版 44 村主遺跡

32号住居跡全景 （西から）

32号住居跡遺物出土状況 （西から） 32号住居跡鼈内土層堆積状況 （焚口から）

32号住居跡鼈 （焚口から） 32号住居跡ヘッツイ （東から）



村主遺跡 図版 45 

33号住居跡全景 （西から）

33号住居跡遺物出土状況 （西から） 33号住居跡床下全景 （西から）

33号住居跡鼈内土層堆積状況 （焚日から） 33号住居跡寵内鉄製紡錘車出土状況 （焚口から）



図版 46 村主遺跡

34号住居跡全景 （西から）

34号住居跡土層堆積状況 （南から） 34号住居跡床下全景 （西から）

34号住居跡鼈内土層堆積状況 （焚日から） 34号住居跡寵 （焚口から）



村主遺跡 図版 47 

36号住居跡全景 （西から）

37号住居跡全漿 （西から）



図版 48 村主遺跡

1号揺立柱建物遺構 （西南から）

2号掘立柱建物遺構 （南から）



村主遺跡 図版 49 

一

3号掘立柱建物遺構 （東から）

4号掘立柱建物遺構 （南から）



図版 50 村主遺跡

5号揺立柱建物遺構 （東から）

井戸跡 （東から） 集石遺構 （北から）

小鍛治跡 （南から） 小鍛治跳 （南から）



村主遺跡 図版 51 

土器埋設小穴 （南から） 1号土坑 （西から）

1号土坑 （西から） 1号土坑 （西から）

2号土坑 （西から） 3号土坑 （南から）

4号土坑 （南から） 5号土坑 （南から）



図版 52 村主遺跡

7号土坑 （南から） 8号土坑 （東から）

9号土坑 （東から） 10号土坑 （東から）

13号土坑 （北から） 14号土坑 （西から）

15号土坑 （東から） 12号土坑 （東から）



村主遺跡 図版 53 

1号陥し穴セクション （北東から）

1号陥し穴全景 （北東から）

2号陥し穴セクション （北から）

2号陥し穴全景 （北から）

3号陥し穴セクション （北東から）

4号陥し穴全景 （北東から） 4丹陥し穴セクション （北東から）



図版 54 村主遺跳

5号陥し穴全景 （北から）

6号陥し穴全景 （北から）

7号陥し穴全禁 （北から）

5号陥し穴セクション （北から）
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10号陥し穴全景 （北から）

10号陥し穴セクション （北から）

9号陥し穴全景 （北から）



村主遺跡 図版 55 

11号陥し穴全景 （北から） 11号陥し穴セクション （北から）

12号陥し穴全景 （東から） 12号陥し穴セクション （北から）

13号陥し穴遺物出土状況 （西から） 13号陥し穴セクション （北から）

14号陥し穴全景 （北東から） 15号陥し穴全景 （西から）



図版 56 村主遺跡
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淮 1 住ー2

1 住．ー3

1 住ー8

1 住-10

1 住ー9

2住ー 1

3• 3l 

2住ー2 2住ー3

1·2号住居跡出土遺物



村主遺跡 図版 57 

2住ー5

2住ー8~10

2住ー7

3住ー 1 2住ー11~14

3住ー2
3住-5

3住ー 11 3住ー 12

2·3号住居跡出土遺物



図版 58 村主遺跡

3住ー28 3住ー29 3住ー31

.~ 
•` 

•··" 

” 
3住-30 3住-37 3住ー38 その他

3住ー32

3住-34(a•b•c)

3住ー36(b·a) (dｷc) 

3住ー39

3住ー33 3住ー35(a -d- b·c)

3号住居跡出土遺物



村主遺跡 図版 59 

3住ー14
ーク◇ ／ー 一ヽヽ·^‘"葎滋

3住ー 15

3住ー 19 3住ー21

3住ー24

4住-2 3住ー26

5住ー4 5住ー5

5住ー12 ,5住-6

3·4·5号住居跡出土遺物



図版 60 村主遺跡

5住ー17 5住ー19

5住ー22·23

5住ー18

5住ー 24

6住~1

’~ 
6住ー 13 6住-4

5·6号住居跡出土遺物



村主遺跡 図版 61 

6住-15 6住ー 14

6住ー17

6住ー18 6住ー 19

6住ー26 6住ー28

6住ー29 6住ー30

6住ー33

6号住居跡出土遺物



図版 62 村主遺跡

6住ー42 6住ー41

6住ー39

6住ー52 6住-44 6住ー 43

6住ー46

6住ー46 6住ー53~55

6号住居跡出土遺物



村主遺跡 図版 63 

6住ー56-58

7住そ

7住ー4

7住ー9 7住ー10

6·7号住居跡出土遺物



図版 64 村主遺跡

7住ー14 7住ー15

7住ー16

7住-21

7住ー22

7住ー26

7住ー23

7住ー30

昌
8住ー2 8住4

7·8号住居跡出土遺物



村主遺跳 図版 65 

8住：ー7

I 

8住ー 14 8住ー17

8住ー 19

8住ー22

拉住ー6

11 住ー2 11 住ー1

8ｷ 10ｷ 11号住居跡出土遺物



図版 66 村主遺跡
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